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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Ⅴ．祭の前夜

Ⅵ．暗冬

Ⅶ．初雪の夜

Ⅷ．ふたつの月が重なるとき



エピローグ

あとがき









[image: ]







[image: ]

















　──神々はかつて彼らを愛した。

　　　賢かしこく美しく、力に満ちていた、いにしえびと。

　　　いまは彼らの都のうえに、乾かわいた風が吹ふきすさぶのみ。

　　　ああ、二つ杖つえよ、彼らはどこへ消えたのか……









　ごみごみした小こう路じをたどり、コノエは一いつ軒けんの家のまえに立った。赤く塗ぬられた扉を叩たたく。しばらく待つと扉が開き、よく見知った顔が覗のぞく。コノエの姿を認めたとたん、その顔がパッと輝かがやいた。

「コノエ!?」

　トキノは喜びの声を上げて、コノエを家へ迎むかえ入れる。茶色の毛並み、明るい目をした以前からの友は、こちらまで引き込まれるような笑えみを浮うかべてコノエを見つめる。

「よかった。あれからまったく姿、見なかったから、どうしたかと思ってたんだ」

「ごめん。ちょっと街を出なきゃいけなくって。挨あい拶さつしたかったんだけど──」

　コノエが申し訳ない気分で言いかけたとき、彼を見ていたトキノの目が丸くなる。

「コノエ、その耳！──尻尾しつぽも！」

　コノエはちょっともじもじしながら、尻尾を振ふってみせる。それは以前と同じ、枯かれ葉はのようにやわらかなうす茶色を取り戻もどしていた。ついでに手てつ甲こうを下げて腕うでも見せる。禍まが々まがしい文様を描えがく痣あざが消え去り、もとどおり、淡あわい産うぶ毛げに覆おおわれたなめらかな肌はだが現れると、トキノは歓かん声せいを上げ、コノエに抱だきついた。

「よかったあ！　呪のろいが解けたんだな！」

「うわ、トキノ！　トキノ！　苦しい！」

「あ、ごめん。あんまりうれしくてさ」

　トキノはあわてて身を離はなしたが、その目は笑いできらきらしている。

「盛大にお祝いしなきゃな！──って、ちょっといまは手が回らないけど。ごめん。祭の準備でさ」

　トキノは家のなかを見回し、ため息をついた。藍ラン閃センで商あきないをしているトキノの家はいたるところに商品の包みが積み上げられ、雑然としている。まえに来たときも荷物でいっぱいだったが、いまは通り抜ぬけるのもたいへんな状態だ。祭でさばく予定の品物なのだろう。

「いいって。そんなに大おお騒さわぎするなよ。自分のことでもないのに」

　コノエが照れて遠慮すると、

「だって、大事な友だちのことじゃないか。当然だろ」

　トキノはムキになったように言い張った。その真しん剣けんさがコノエには照れくさく、胸にしみるほどうれしく感じられた。

　自分はこうして友だちとふたたび会うことができた。藍閃を出るときには、生きては戻れないかもしれないと思っていたのに。

　──黒い耳と黒い尾お、黒い痣をもつ者が現れるとき、この世界は禍わざわいにのみ込まれる。

　古くからの言い伝えそのままに、コノエの体に異変が現れたのは、ほんの二、三週間まえのことだった。耳と尾は黒く色を変え、両手両足に黒い痣が現れたコノエは、生まれ故郷である火カ楼ロウを捨て、この国最大の都市、藍閃をめざしたのだ。そしてまた、この地を離れた。自分にかけられた呪いを解くために。

　だが、このまえトキノと会ったときには、正直、自分の呪いが解けるなどと、本気で考えてはいなかった。呪いの徴しるしが消えた直後も、これは本当のことだろうか、なにか落とし穴があるのではないかと、不安ばかりがさきに立って、素す直なおに喜ぶことができなかった。でもいま、こうして手放しで喜んでくれる友をまえにして、コノエははじめて胸の奥から安あん堵どがこみあげるのを感じる。

「本当に、お祝いやろうな、祭が終わったら。そういえばコノエは藍閃の祭、はじめてか」

「うん。さっきここまで来る途と中ちゆうも、すごくにぎわってた」

「祭は冬と春の二回、あるんだよ。冬のは春と違ちがって明るい感じじゃないけど、でも楽しいと思うから」

「ああ」

「じゃ、いまのところ、これで」

　トキノはそばにあった籠かごのなかからクィムの実を三個取り出し、さしだす。コノエは手を振って遠えん慮りよする。

「売り物だろ」

「いいから。せめてものお祝いってことで」

　トキノは無理やり彼の手に果実を握にぎらせたあと、ふざけて額を突つっつく。

「しっかり食べて、早く大きくなれよー」

「バカ」

　二匹ひきは笑い、お互たがいの肩かたに鼻をすりつけて、別れた。




「〝暗冬〟は祇シ沙サ最大の冬の祭だ。冬を悪あく魔まに見立て、追い払はらう儀ぎ式しきのようなものだな」

　コノエはほかで用事を済ませてきたらしいライと、雑ざつ踏とうに辟へき易えきして木の上で待っていたアサトと合流した。ライが説明してくれたように、藍閃の街は祭にそなえて飾かざりつけられ、まえに訪おとずれたときと少し雰ふん囲い気きが変わって見えた。藍閃の紋もん章しようを描いた旗がひるがえる下で、建物の戸口は作りものの色いろ鮮あざやかな花で飾りたてられ、露ろ店てんにも変わった菓か子しや祭のごちそうらしきものが並んでいる。行き交かう猫リビカの多さには、前回、かなり驚おどろかされたが、今日のにぎわいの比ではない。祇沙じゅうの猫が集まっているかに思える。

「こんなにたくさんの猫がいるんじゃ、宿、とれないんじゃないか？」

　コノエはふと気づいて問う。

「このあいだの宿に行く」

　ライが答え、含ふくみのある目でコノエを見た。その目は氷のような淡い青だが、右の目は眼帯で覆われている。白銀の毛並みが豪ごう奢しやな、大型種の猫だ。

「あの宿には貸しがあるだろう」

　そう言われてコノエは思い出す。まえに泊とまったとき、バルドという宿の主に頼たのまれて店番をしたのだった。いや、無理やり押しつけられたというべきかもしれない。たしかにバルドは恩に着て、「いつでも来い」と言ってはいたが……。

　ともあれコノエとライは、道からあふれ出しそうな猫の波をかきわけるようにして、バルドの宿をめざした。雑踏を嫌きらうアサトは、軽かろやかに木の枝や屋根の上を飛び渡わたりながらついてくる。猫は身軽とはいえ、アサトほどの者はめったにいないだろう。

　ひょんなことで、コノエと行動をともにすることになった二匹だが、出自も性格もまるで違ちがう。賞金稼かせぎを生なり業わいとしているライは、コノエの〝賛サン牙ガ〟の才能を見いだし、同行を決めた。〝賛牙〟は歌をうたうことによって、相棒の〝闘トウ牙ガ〟の能力を増大させることができる。〝闘牙〟は訓練によって戦う力を身につけた猫だが、〝賛牙〟のうたう能力は訓練だけでどうこうなるものではない。生まれついての素養がなくてはなれないものなのだ。そういうわけで、ライはせっかく見いだした貴重な〝賛牙〟の卵──コノエのことだが──を育てて自分の相棒にしようともくろんでいる──一方的に。その執しゆう着ちやく心たるや、コノエを手に入れるためになら、彼に呪のろいをかけた祇沙最強の魔ま術じゆつ師しリークスを敵に回すこともいとわぬほどだ。

　一方、アサトの方は、吉キ良ラという、外部とまったく交こう渉しようを断った孤こ村そんに暮らしていた。だがその村に迷い込んだコノエが彼の運命を変えてしまった。吉良の長おさが命を落とし、それがコノエのしたことと誤解され、アサトは追っ手として村を出た。だが彼はコノエを殺すことができず、吉良を捨てたのだ。アサトはいたくコノエを気に入り、慕したってくれている。ライに言わせると「どうやって調教した？」だが、コノエにも自分がどうしてこんなに慕われているのかよくわからない。そんなライとアサトは当然のように、互いを敵視してことあるごとにいがみ合う。あいだに立たされたコノエには頭痛の種だ。とはいえ、彼らの助力でここまで無事に帰って来られたということもたしかだった。

　宿に入ると、カウンターの向こうに主の姿があった。大おお柄がらで、一ひと癖くせありそうな顔に黒い髭ひげを伸のばし、毛並みは黒と金の縞しまだ。バルドはカウンターに置いた紙を難しい顔で睨にらみつけている。

「あの……」

　コノエがおずおずと声をかけると、目は紙面を睨みつけたまま、さっと片手を挙げる。

「黙だまっててくれ！──あー、これ足してこれ削けずって……あれ？──あー、もうやめやめ！」

　バルドは唸うなりながら髪かみをかきむしり、あきらめたようにペンを放り出した。

「だから祭どきは嫌いなんだよ！　客ってのは少ないくらいがいいんだ、まったく！」

　それで宿がやっていけるのだろうか……よけいな心配をしつつ見つめるコノエに、ようやくバルドが目を留める。

「あ！　あんた──あー、誰だれだったか、こないだ留守頼んだ……あー、クヌギ？」

「…………コノエだ」

「ああ、コノエコノエ！　おぼえてるとも。で、今日はなんだ、コノエ」

「…………泊まりに来たんだけど」

　ほかになんの用があって、わざわざこいつに会いに来るというのだろう。

「あー、いまはどこもいっぱいだからな。だから言っただろ、祭の時期はたいへんだって」

　苦言めいたことを言われ、コノエの尻尾しつぽが下がる。やっぱり、こんないいかげんな宿でも、これほど客が多い時期では混こみあって当然だろう。

「部屋、空いてないのか？」

　ほとんどあきらめ半分で訊きいたコノエに、バルドがあっさり答える。

「あるぞ」

　コノエはがっくりしてカウンターに頭をぶつけそうになる。

「さっきちょうどキャンセルが出たとこなんだよ。あんたは運がいい。ひとりか？」

「三匹びき。こいつと、ここにはいないけど、もうひとり──」

　背後を示してなにげなく振ふり向いたコノエは、驚いて言葉をのむ。自分の後ろにいた連れに起きた変化に。ライはただでさえ太い尻尾を逆立て、牙を剝むいていまにも飛びかかりそうな顔つきだった。いつもは氷のように冷ややかな双そう眸ぼうが、燃え上がる憎ぞう悪おに満たされている。その視線はコノエの肩かたごしに、まっすぐカウンターの方へ向けられている。入ってきた客が、あわてて後ずさりするほどの殺気が、全身から放たれていた。

「……なぜ、きさまがここにいる？」

　地を這はうような唸り声が、ゆがめた口もとから漏もれる。その言葉はカウンターのあちら側のバルドに向けられていた。一方、バルドはさっきと変わらぬ飄ひよう然ぜんとした表情のままだ。

「なぜって、そりゃあここが俺の宿だからな。いない方がおかしいだろ」

　はぐらかすように言い、軽く肩をすくめる。

「久しぶりだってのに、ずいぶんな挨あい拶さつだな」

「黙れ！」

　体がビリビリと震ふるえるほどの怒ど気きだった。だがバルドはいっこうにこたえない。

「コノエの連れがおまえだったのか……世間は狭せまいな」

「こいつが俺の連れなんだ」

　細かいところにこだわるライに向かって、バルドはカウンターに肘ひじをついて、にやりと笑いかける。

「……あの悪い癖くせ、治ったのか？」

　次の瞬しゆん間かん、冷気がコノエの横の空気を一いつ閃せんする。コノエは啞あ然ぜんとして、カウンターに突つき刺ささって震えている短たん剣けんを見つめた。その切っ先はバルドの肘から指一本と離はなれていない。だがバルドは瞬まばたきさえせず、平然とたしなめた。

「暴れるな。ほかの客に迷めい惑わくだろ」

「……出るぞ」

　ライが歯ぎしりしながら、コノエの腕うでをつかんだ。強ごう引いんに引っ張って行こうとするところに、バルドがのほほんと呼びかける。

「ほかはどこもいっぱいだぞー」

　ライが一いつ瞬しゆん、ためらう。

「別にとって喰くうわけじゃなし、この顔を見たくなきゃ、まえ通るとき目ェつぶってりゃいいだけの話だろ。カッカするな。頭に血が上りやすい猫は、早死にするぞ」

　バルドの言葉に、コノエは思わず目を丸くした。頭に血が上りやすい猫は、早死にする──以前、そっくり同じことを、ライが言った。その場に足を踏ふん張り、腕を引く手を振り払はらったのは、その言葉のせいだったかもしれない。

「待てよ」

「なんだと？」

　ライが意表を衝つかれたように目を見ひらく。その目を睨にらみつけ、コノエははっきりした口調で言う。

「あんたらの事情はどうでもいい。おれはおれの貸しを返してもらいに来たんだ。だからここに泊とまる。ほかに行きたいなら、あんたひとりで行けよ」

　ライの目に剣けん吞のんな光が宿る。コノエは真っ向からその目を睨み返す。じっさいのところ、貸しなどどうでもいいし、よそに宿がないなら野宿してもかまわない。だがライの都合で有う無むを言わせず振り回されるのはごめんだ。

　しばらく睨みあいが続いた。こういうときのライには、こちらの背筋が寒くなるほどの迫はく力りよくがあって、ともすれば意志が砕くだけそうになる。だがコノエは両目に力を込め、精いっぱい睨み返した。

　さきに目をそらしたのはライだった。

「……知らん。勝手にしろ」

　コノエの肩から力が抜ぬける。しかたない。ライと自分は〝闘トウ牙ガ〟と〝賛サン牙ガ〟というだけの間あいだ柄がらだ。それもライが一方的に自分に執しゆう着ちやくしているだけ。ここで別れることになってもしかたない──そう思いつつ、一瞬、コノエの胸をかすかな落らく胆たんがよぎった。

　ところが、勝手にしろと吐はき捨てたライの足が向かったのは、外ではなく二階への階段だった。コノエはしばらく意味がわからず、ぽかんと立ちつくす。啞然と見つめるあいだに、ライはむっつり押し黙だまったまま、階段を上って姿を消した。

「……出てくんじゃないのかよ」

　コノエは思わず、口のなかでつぶやく。すると横でもあきれた声がした。

「なんだぁ？　なんだかんだで泊まるのか、あいつも？」

　目をやるとバルドがあいかわらずとぼけた顔つきで、ライのあとを見送っていた。コノエはまじまじとその顔を見つめる。こいつは何者だろう？　あんなに感情的になったライをはじめて見た。ただのいいかげんな宿の亭てい主しゆだと思っていたが、こいつはあれほどライを怒おこらせ、しかもその怒いかりを受けても平然としていたのだ。そう考えると相手への好こう奇き心が自然と頭をもたげる。

「ん？　なんだ？」

「……あんたら、知りあいだったのか？」

「ああ、まあな」

　面めん倒どうくさそうに言われ、コノエは口を閉じた。求められもしないのに首を突っ込むのはよそう。自分には関係のないことだ。

　バルドが宿の部屋割りを眺ながめて、上階を指さす。

「えーと、三匹だったっけか、あんたら？　部屋は階段上がって右側奥の二部屋だ」

「わかった」

　コノエはライのことを思い出し、急いで階段の方に向かう。その背中に声がかかった。

「おーい、忘れもん」

　バルドがなにかを無造作に放る。振ふり返ってとっさに受け止めようとしたコノエは、それがなにかに気づいたとたん、毛を逆立てて飛びのいた。その足あし下もとに、鈍にぶい音を立てて短剣が突き刺さる。最前までカウンターに刺さっていた、ライの短剣だ。柄つかにふたつの鍵かぎが引っかけられている。

「あんたな……！」

　血相を変えて嚙かみつくと、バルドはのほほんと拍はく手しゆする。

「おー、お見事。あんたなら必ずよけてくれると信じてたよ」

「…………その信用はどこから生まれたんだ」

「フィーリング」

　さっきライの剣けん幕まくに怖おじ気づいて遠巻きにしていた客たちが、全員、耳を伏ふせて身を震ふるわせた。もしかしたら、またキャンセルが出るかもしれない──と、コノエは思った。




　階段のうえで待っていたライと与あたえられた部屋に入り、コノエはやっと口をひらいた。

「あの……どうして、出て行かなかったんだ？」

　ライがイライラと尾おを振りながら、振り返る。

「本来ならば、いますぐにも出て行きたいところだ。だが、おまえが残るのなら、しかたあるまい。おまえは貴重な〝賛牙〟だ。離れているあいだになにかあったら困る」

　貴重な〝賛牙〟──なるほど、そういうことか。ライの〝賛牙〟に対する執着は、すでによく知っているというのに、コノエはなんとなく肩かたすかしをくらったような気分になった。本当は、バルドとどういう知りあいなのかも訊きいてみるつもりだったのだが、なんだかどうでもよくなってしまう。

　そのとき、小さく窓を叩たたく音がした。反射的に目をやって、絶句する。窓のそとには、屋根から逆さにぶら下がった黒くろ猫ねこの顔があった。ライがため息混じりにつぶやく。

「トカゲか、あいつは」

　コノエは窓に駆かけ寄り、開いた。アサトはくるりと身をひるがえし、床ゆかに降り立つ。浅黒い肌はだに黒い毛並み、精せい悍かんな顔にきらめく目は薄はく暮ぼの空の色だ。彼は部屋を見回した。

「……ふたり部屋か？」

「ああ、隣となりにもう一部屋ある」

　コノエが気づいて背後を示すと、アサトは、ひたと彼を見つめた。

「おれは、コノエといっしょがいい」

　コノエは再度、絶句した。これまでずっと孤こ独どくな生活をしてきたアサトは、どういうわけかすっかりコノエを気に入り、コノエのためなら命さえ投げ出しそうな勢いだ。そんな彼をライが皮肉る。

「そうか。ペットなら床で寝ねればいいだろう」

　アサトも負けずに敵意を燃やす。

「おまえ、コノエから離はなれろ。おまえはコノエを傷つける」

　また始まってしまった。コノエはうんざりしながら、ふたりをなだめるように提案する。

「ええと、おれが隣に移るから、あんたたちがいっしょになれば──」

　するとふたりが同時に、きっとこちらを睨にらむ。

「嫌いやだ」

「冗じよう談だんにしては笑えんな」

　ああもう。誰だれかなんとかしてほしい。ひょんなことから行動をともにすることになったふたりだが、悪あく魔まの呪のろいか前世の因いん縁ねんか、水と油ほどに相あい性しようが悪い。

　ついにライが、どっかりと寝しん台だいに腰こしをすえ、アサトを見もせずに宣言する。

「床が嫌なら出て行け。おれはこいつとは、〝賛サン牙ガ〟と剣けんの稽けい古こがあるからな」

「ああ……そうか」

　思い当たって声を漏もらしたコノエを、ライが冷ややかに睨みつけた。

「まさかこいつと意地を張りあってるとでも思ったか？　ペットといっしょにするな」

　じつはちょっとそう思っていた。アサトが唸うなる。

「……殺す」

　コノエはしかたなく、荷物を置いたあと、隣の部屋へアサトを連れていった。アサトはまるで今生の別れとでもいうようすで悄しよう然ぜんとしている。

「まあ、別々になるのは寝るときだけだ。いつでも隣に来ればいいだろ」

　コノエはなぐさめながら、宿の備品などを念のために説明する。そもそも扉とびらの鍵の使い方が、アサトにはわかっていなかったのだ。吉キ良ラというきわめて排はい他た的な村から出てきた彼は、コノエ以上に世間知らずだった。

「ライも、根っから悪いヤツじゃないんだけど……あの態度はどうにかならないかな」

「潰つぶすしかないだろう」

　アサトがきっぱりと言い、コノエはたじろいだ。そこまでライを嫌きらっているのかと思ったのだが、アサトは悪びれるようすもなく、明快に言葉を継ついだ。

「あいつは強い。だからきっと、頭も心も石のように頑がん丈じようで硬かたいはずだ。潰して、砕くだくしかない」

　なんとなく、言いたいことはわかるような気がする。アサトは元来、口くち下べ手たで、これまで外の世界にまったく触ふれずに暮らしてきた。それだけに、一見意味不明な物言いが多い。だが独特の勘かんの良さで、ほかの猫リビカよりよほど深くものごとを感じとっているのではないかと、ときにコノエは思わされる。

「石か……たしかに、石頭だよな」

「いしあたま」

　その言葉の響ひびきが気に入ったらしく、アサトは喉のどの奥で笑った。

　アサトにおやすみの挨あい拶さつをして部屋に戻もどると、すっかり暗くなった室内に、おぼろな光が灯ともされていた。ランプではない、みちしるべの葉だ。入口近くの棚たなのうえ、素す焼やきの皿のなかで、水に浸ひたされたハート形の葉が、淡あわい光を放っている。火が苦手なコノエは、ちょっとうれしくなった。以前この宿に泊とまったときは、たしかランプを使っていたと思ったのだが……。

　ライは寝台に座り、黙もく々もくと装備の手入れをしていた。コノエはなんとなく窓に寄り、街路を見下ろす。吹ふき込んでくる風は、ぴりっとした冷気を帯びている。もう冬は間近なのだ。無数の窓からあかりが漏れ、街路にもたくさんの灯が揺ゆれている。陽の月が落ちてもなお、道には猫の姿が絶えず、雑ざつ踏とうのざわめきが漂ただよい上り、窓に身をもたせかけるコノエをやわらかく包み込む。まるで目覚めかけた夢のなかにいるようだ。

　こうしていると、なにもかも忘れそうになる。捨て去った故郷のこと、呪いのこと、悪魔たちの誘ゆう惑わく──そして、闇やみの申し子リークス。

　ここ数日にあったことは、まるで悪い夢のように思えた。自分を見張り続け、呪いをかけたのが、歌物語にも歌われる大魔ま術じゆつ師しリークスであったこと……リークスはコノエをエサにして四匹ひきの悪魔を罠わなにかけ、その魔力を奪うばった。あのときのことを思い出すと、つい身み震ぶるいしそうになる。

　リークスの目的はなんなのか？　悪魔の魔力を手に入れて、なにをしようとしているのか？

　そう。これで終わりではない。たとえ呪いの徴しるしが体から消えても、リークスはいまも生きてどこかにいるのだ。比類なき力を蓄たくわえつつ。自分だって安全になったわけではないかもしれない。いや、間ま違ちがいなくそうだ。

　──では、次のときまで、しばしの別れだ。

　最後に聞いたリークスの声が、コノエの耳にはしっかりと残っている。

　祭が終わったらお祝いしようとトキノは言った。でもきっと、そんな日は来ないだろう。自分たちはすでに、恐おそるべき闘たたかいへの道へ踏ふみ入ってしまったのだ。

　もう、昔のようには戻れない。

　コノエはため息をつき、窓を閉めた。さっき一瞬感じたやすらぎは消え、重苦しい現実が肩かたにのしかかるのを感じる。コノエはライの向かいのベッドに腰を下ろし、荷物を引き寄せる。荷物のなかから、ころりとクィムの実が転がり出た。さっきトキノにもらったものだ。コノエはひとつを手に取り、ライを見やる。

「おい」

　ライが顔を上げたので、放ってやる。ライはその実を受け止めたが、けげんそうに眉まゆを上げた。

「なんだ、これは」

「クィム。トキノからもらった」

　ライはうさんくさそうな顔になったが、投げ返しはしなかった。ただ、釘くぎを刺さすように言う。

「忘れるなよ」

「え？」

「おまえとあの猫は、もはや立つべき場所が違ちがう」

　コノエは息が止まりそうになる。トキノの屈くつ託たくない笑え顔がおが頭に浮うかんだ。

　でも……ライの言うとおりだ。これ以上トキノとの関係を続けたら、彼もこんなことに巻き込んでしまうかもしれない。そう……あの村の猫たちのように……。

　かりそめの宿を与あたえてくれた村が、リークスと部下たちの手によって、一夜にして滅ほろぼされたことをコノエは思い出す。なんの理由もなく、ただ、コノエを苦しめるためだけに。

　そうだ。トキノをあんな目に遭あわせるわけにはいかない。

「……わかってる。言われなくても」

　コノエは低く返した。だがトキノの笑顔を思い起こすと、刺すように胸が痛んだ。トキノはコノエが故郷の火カ楼ロウでひとり、暮らしていたころからの友だちだ。父の顔も知らずに育ち、母も亡なくしたコノエに対して、故郷の同どう胞ほうは冷たかった。最後には〝贄にえ〟として食しよく糧りようにされかかり、逃にげ出したのだ。そんなコノエにとって、行商でたまに村を訪おとずれるトキノは、貴重な存在だった。

　故郷も、母の思い出が染しみついた家もなくし、いままた友もなくすのか。深い虚きよ無む感かんがまたコノエを襲おそう。森は猫たちを拒こばむ異質な空間、〝虚ウツろ〟によって侵おかされ、原因不明の病〝失シツ軀ク〟が雌めすたちの多くを殺し尽つくした。それだけでなく、いまは闇の申し子と呼ばれる魔術師が暗あん躍やくしているのだ。なにもかもが失われていく。死へと向かっていく……。

　ふいに、落とした視線のなかに、なにかが飛び込んできた。コノエはあわててそれを受け止め、きょとんとしてライを見やる。ライは淡たん々たんと言う。

「過去をいくら悔くやんでも、懐なつかしんでも、それは過去でしかない。取り戻もどせないものを悔やむより、これからさき、手にするもののことを考えろ」

「手にするもの……？」

　コノエは自分の手のなかに目を落とした。さっきやったクィムを投げ返してきたのかと思ったら、違う。これまで食べたことのない、別の種類の果実だ。問うように見やると、ライはそっけなく言う。

「まえに森で拾った余りだ。くれてやる」

　コノエはおそるおそる、未知の果実に歯を立てる。酸すっぱい果か汁じゆうが口のなかではじけた。クィムより酸味が強い、きりりとした味だ。背筋にピンと芯しんが通るような感じがした。

　ライはと見ると、さっきコノエが渡わたしたクィムを黙だまってかじっている。コノエはなんとなく、目の前にかかっていた靄もやが晴れたような心ここ地ちになった。

　これからさき、手にするもの。

　そうだ。過去には戻れない。でも新たに手に入れるものもある。はじめて食べた果実のように。こんな運命のさなかにあっても、たしかに得るものはあった。

　コノエは仏ぶつ頂ちよう面づらで果実を食べるライを盗ぬすみ見ながら、かすかに笑みを漏もらした。




　──あたたかい。

　体中があたたかくぬめった感かん触しよくに包まれている。滴したたる液体の音がかすかなリズムを刻む。

　目の前には横たわるふたつの体。その周囲には赤い液体が広がり、座り込んだ自分の膝ひざを浸ひたしていた。小さな膝ひざ小こ僧ぞうも、目の前に掲かかげた両手も、同じ色に染め上げられている。

　赤いぬくもり。

　血だ。

　血の海に浮かぶふたつの小島のように見えるのは、両親の体だった。どちらももう、ぴくとも動くことはない。少年は心の奥で安あん堵どする。動かないのなら、自分をぶつこともない。幼い心を切り裂さく蔑さげすみの言葉を投げつけることもない。

　両親がいま、与えてくれるのは、この心地よいあたたかさだけだった。生しよう涯がいではじめてくれた、ぬくもり。このぬくもりが、あの冷たい猫たちにもあったのだ。切り裂かれた体の奥底に。

　少年は喜びと安堵に包まれ、座ったまま尾おを振ふった。ぴちゃりと音がして、赤い飛ひ沫まつが飛び散る。少年はうっとりとその飛沫に見とれる。はじける赤は宝石より美しい。むせかえるような血の臭においは、彼には甘くかぐわしく感じられた。

　もっと、ほしい。もっとずっと、包まれていたい。

　はじめて感じた、両親の体温。

　もっと、もっと──血が、ほしい……。




　獣けものじみたあえぎ声に、コノエは驚おどろいて目覚めた。かすかな月明かりのなか、寝しん台だいのうえに身を起こしたライの姿が浮かび上がる。ライは耳を伏ふせ、手を上げて右目を押さえていた。懸けん命めいに息を殺しているが、その両りよう肩かたは引きつるように上下している。

「どうした？」

　コノエが声をかけると、ライはのろのろとこちらを向く。

「……起こしたか」

　いつもの不ふ遜そんな調子とはまるで違ちがう、弱くかすれた声だった。

「大だい丈じよう夫ぶか……目が、痛むのか？」

　コノエは思わず起き上がり、そっとたずねる。

「さっきの……悪い夢でも見たのか？」

　ライはしばし、息を詰つめた。コノエが立ち入りすぎただろうかと思い始めたころ、長く息をつき、答える。

「この……右目が疼うずく夜に、きまって見る、悪夢だ」

　そこまで言ったところで、しゃべりすぎたのを悔やむように、ライは背を向けた。

「もう、寝ねろ。俺も眠ねむる」

　コノエはぱたんと枕まくらに頭を落とし、しばらくライの広い背中を見ていた。彼がこんな弱さを見せたのははじめてで、なんだかどぎまぎしてしまう。コノエはこれまで、嫌いやになるほど強気で自分勝手なライの姿しか見たことがない。

　右目が疼くと言っていた。そういえばライの眼帯の下がどうなっているのか、自分はしらない。気にしたこともなかった。片目が見えないということは、剣けん士しにとってとてつもないハンディキャップだが、彼の戦いぶりがまったくそれを感じさせないからだ。賞金稼かせぎという荒あらっぽい職業柄がら、傷を負うこともあるだろう。だが、ライほどの剣士が？　どういう経けい緯いで片目を失ったのだろう？

　考えながら、コノエは目を閉じた。ゆっくりと睡すい魔まが体にからみついてくる。

　ライにいったいなにがあったのだろう。悪夢にうなされることになるような、なにが……？




　翌朝、コノエは街路にあふれる猫リビカたちに圧あつ倒とうされながら歩いていた。異様に恐おそろしげな仮面をつけ、暗色の衣装をまとった猫とすれ違ちがい、ぎょっとする。〝暗冬〟用の仮装だとライが言ったが、祭というより呪まじないのための衣装に見えた。

「すごい祭だな」

「馬ば鹿か、祭は明日からだ。気の早い連中が仮装してるようだが」

　ライにそう言われてコノエは愕がく然ぜんとしてしまう。前日からこれなら、祭が始まったらいったいどうなってしまうのだろう？

　恐ろしいような思いと同時に、好こう奇き心が頭をもたげた。

「なあ、あそこに上ってみないか？」

　コノエは〝二つ杖つえ〟の残した巨きよ大だいな建造物を指した。

「酔すい狂きようだな」

　ライは馬鹿にしたように鼻を鳴らしたが、意外にもあっさりとそちらに足を向ける。雑ざつ踏とうから抜ぬけ出し、がらんとした建物に足を踏ふみ入れるとほっとした。さらに数分後、コノエとライははるか高みに開いた窓から、広々とした空間を見下ろしていた。

「アサトはどこに行ったんだろうな」

「またどこかに登ってるんだろう」

「じゃ、おれたちと同じだ」

　コノエは窓から身を乗り出し、猫たちが練ねり歩く街路を見下ろす。

「すごいな。通り全体が生きものみたいだ」

　楽しげではあるが、なんだか自分とは関係ない騒さわぎのように思えてしまう。やっぱり自分が属する場所はここではない。そう思うとつい、視線は町並みを超こえて彼方かなたに向かう。

「ここからなら、森が見えるんだな。火カ楼ロウはあのへんかな？」

「……帰りたいか？」

「いや……そういうわけじゃないけど」

　あんなに嫌きらっていた故郷なのに、いまこうして遠く眺ながめやると、胸を刺さすような感情をおぼえる。でも、過去は振り返らないときめた。これから得るもののことを考えようと。

　コノエは隣となりに立つライの顔を盗ぬすみ見る。ライもまた、視界の続く限り広がる森の彼方を見つめているようだった。コノエはそっと訊きく。

「あんたは、なにを見てるんだ？」

　ライは少し、ためらったようだった。

「……あのあたりだろうかと思っていた」

「なにが？」

「……刹セツ羅ラ」

　その声にはかすかに郷きよう愁しゆうのようなものが混じっているように思えた。コノエはライの視線を追って、森の向こうに目を向ける。

「刹羅は、どんなところなんだ？」

「べつに。なんの変へん哲てつもない、ふつうの村だ」

「ふうん。でも大型種の村なんだろ？　みんなあんたみたいなのか？」

「そうだな……おまえのような尾おの形は、刹羅では見たことがない。珍めずらしい形だ」

　また例によって皮肉を言われたのだとコノエは思った。彼にとって自分の鉤かぎ尻尾しつぽは、コンプレックスでしかなかったからだ。だから、ライが遠くを見たまま、つぶやくように言ったときは、聞き違いかと思った。

「……悪くない」

「え？」

「悪くないと言ったんだ」

　これは、自分の尾の形を誉ほめてくれたということだろうか？　ほかでもない、このライが？──コノエは落ち着かなくなり、無意識に尾を丸めたり伸のばしたりしてしまう。

「あんたさ……」あわてて言葉を探し、思わず気になっていた疑問が口から飛び出す。

「その眼帯、どうしてとらないんだ？」

「昔、受けた傷がある」

　意外にも、ライはあっさりと答えた。

「追っていた賞金首にやられた。相あい討うちだったがな」

　最後にひとことつけ加えたあたりが、彼の誇ほこり高さを感じさせるが、そのままこだわりなく続ける。

「俺はある魔ま物ものを追っていた。ある小さな村から、生いけ贄にえをとっては喰くっていた魔物で、それまで何匹びきもの賞金稼ぎが挑いどんだが、誰だれも討ち取ることができなかった。だから、莫ばく大だいな賞金がかけられていた」

「倒たおしたのか？」

「いや。この右目と引き換かえに、両目は潰つぶしたが、ヤツはそのまま姿を消した」

　ライは急に、話をしたことを悔くやむように顔をしかめた。

「……くだらない話だ」

「どうして、おれに話したんだ？」

　コノエは少し驚おどろいていた。ライがこれほど自分のことを話すなんて。それも、倒せなかった敵の話だ。だがライは、そっけなく答える。

「おまえは〝賛サン牙ガ〟だ。〝闘トウ牙ガ〟のことは多少なりとも知っておいた方がいい」

　そう聞いて、コノエはなぜか、釈しやく然ぜんとしない気分になる。だがたしかに自分はライの〝賛牙〟だ。〝賛牙〟と〝闘牙〟の戦せん闘とう力は、最終的には両者の間の絆きずなにかかってくるし、絆をつくるには、互たがいのことを理解することが必要だ。つまりライが自分のことを打ち明けたのも、ひとえに強くなりたいがためということになる。彼の性格からして当然だろう。自分だって強くなりたい。でも、なんだかすっきりしない気分が残る。

　コノエが自分のもやもやした気分をもてあましているとき、街を見下ろしていたライが、ふいに口をひらいた。

「おまえのペットがいたぞ」

「え、アサトが？　どこ？」

「肉切り包丁を持った猫に追いかけられている」

「えええっ!?」

　コノエは転がり落ちるように階段を駆かけ下り、街路へ飛び出した。群衆をかきわけて先へ進むと、遠巻きに見る猫リビカたちの間から、脱だつ兎とのごとく駆けてくるアサトの姿が見える。その口にはこんがり焼けた鶏にわとりの片足がくわえられ、そして背後からは胴どう間ま声ごえを上げて追いかける猫の姿が──。

「この泥どろ棒ぼう猫！　待ちやがれ！」

　コノエは彼らのまえに飛び出す。

「アサトっ！　なにやってるんだ!?」

　コノエを見分けたアサトが駆け寄ってくる。彼は、肉切り包丁を構えてこちらを睨にらみつけている猫を指さす。

「あの猫が急に怒おこって追いかけてきたんだ」

「その肉は？」

「うまそうだったから。ほかの猫ももらっていた」

　コノエはおそるおそる訊きいた。

「……金は？」

　アサトはきょとんとして聞き返す。

「かね？」

　…………愚ぐ問もんだった。閉とざされた村で暮らしてきたアサトに、金銭を使った売買という概がい念ねんがあるわけない。肉を売っていた商店主らしい猫が冷ややかに見守るまえで、コノエはおずおずとライに歩み寄る。

「…………金、貸してくれるか？」

「ほう？」

　ライは片方の眉まゆを思いきりつり上げて、嫌いやな笑えみを口もとに浮うかべた。

「いいだろう。おまえの貸しにつけておく」

　アサトのためには一銭も払はらわないという意味らしい。腕うでを組んでむっつりと立っていた店主にコノエは頭を下げ、ライから借りた金で精算した。それからアサトをつかまえ、店に並んでいるものは、代価を払わずに持っていってはいけないということを懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明する。長い説明のあと、ようやく自分がしたのが悪いことだと理解したアサトは、しゅんと耳を伏ふせた。

「すまない、迷めい惑わくをかけた」

「まったくだ」

　ライが嫌いや味みな口調で言うと、アサトは反射的に威い嚇かくの唸うなり声を上げたが、すぐにその耳が下を向く。よっぽどこたえているようだ。よく考えると当然かもしれない。今回、間接的にではあるが、敵視しているライに救われたということになってしまうのだから。コノエはアサトの肩かたを叩たたいてなぐさめる。

「いいんだよ。知らなかったんだから、しかたない。間ま違ちがいなんて誰にもあるだろ」

　コノエは歩きだしながら、まだアサトが握にぎっている鶏とり肉にくを指さした。

「ほら、それ、食べろよ。せっかく買ったんだし」

「ああ……」

　アサトはうなずきつつも、困こん惑わくしたように肉を見やっただけで、口に運ぼうとしない。

「じゃ、ふたりで食べよう」

「え？」

　コノエはアサトの手をつかんで肉を引き寄せ、かぶりついた。

「あ、うまい！　ほらっ、アサトも食えよ」

　口をもぐもぐさせながら笑いかけると、アサトもようやく表情を和やわらげ、やっと鶏肉に口をつけた。

「ライも食うか？」

「いらん」

「ふーん、すっごくうまいのに。な、アサト」




　宿に戻もどろうとしたところで、コノエはいつのまにかライたちの姿がないのに気づいた。どうやら店頭を飾かざるいろいろな商品に目を奪うばわれているうちにはぐれたようだ。それどころかあまりの喧けん噪そうに、自分がどっちに向かって歩いているのかもわからなくなっている。異様な衣装の一団をかきわけ、連れの姿を捜さがしてみるが、耳の先っぽすら見つけることができない。とりあえず群衆を避さけて横道に入り、一息つこうとしたとき──いきなり背後から腕をつかまれ、ぐいと小道の奥へと引きずり込まれた。

「よぉ、うまそうな子こ猫ねこちゃん」

　驚おどろいて振ふり返ったコノエの目に飛び込んできたのは、曲がった太い角だった。左右色いろ違ちがいの目、白い短たん髪ぱつ、たくましい体、そして、トカゲのような毛のない尾お──その異形を見たのはつい先日。だが何十年たっても忘れることはないだろう──悪あく魔ま。たしか快楽を司つかさどる、ヴェルグといった。

　ヴェルグは尖とがった牙きばを見せて、にやにやとコノエを見下ろしている。その背後の薄うす暗くらがりから、三つの影かげが歩み寄る。四匹ひきの悪魔だ。あまりのことに、コノエは逃にげ出すことも忘れて立ちつくす。だいたい、悪魔から逃げ切ることができるだろうか？

　だが彼らはリークスによって滅ほろぼされたはず……。ほんの数日前、リークスによって魔力を奪われ、コノエの目の前で灰になって消しよう滅めつしたのだ。わが目を疑うコノエに、ヴェルグが心を読んだように言う。

「夢じゃないぜ、残念ながらな」

「あんたら……」

　コノエのまえに、緑の髪かみの悪魔が顔を突つき出す。顔の上半分をぴっちりとした仮面で覆おおった、喜き悦えつの悪魔、フラウドだ。

「驚いてるみたいだねぇ？　ボクたちがリークスに消されたと思った？　たしかに消されたよ、力はね」

「力……？」

「主となる魔力の大部分を奪われたのだ。いまはそこそこ上等な魔ま物もの程度のちっぽけな力しかない」

　憮ぶ然ぜんとして答えたのは、豪ごう奢しやな赤い髪を頂く憤ふん怒ぬの悪魔、ラゼル。むっつりした顔つきで、たくましい腕を組んでいる。ヴェルグも不ふ機き嫌げんに吐はき捨てた。

「悪魔の威い厳げんもなんも、あったもんじゃねえな。あのクソ魔ま術じゆつ師し野や郎ろうめ！」

　コノエは思わず後ずさりながら、敵意を込めて唸った。

「噓うそだ……」

　とたんに、ヴェルグが顔をしかめて睨にらみつける。

「あァ？　噓だァ？」

「リークスの罠わななんじゃないのか？」

　消えたと思った悪魔たちが存在している──それはつまり、あのとき見せられたのが、のちに自分たちを油断させるためのたんなる茶番だったということだ。コノエでなくてもそう考えるだろう。

「ったく！　さすが神ともあがめてるだけあって、おまえら猫リビカはニンゲンそっくりだな！　勝手に決めつけて被ひ害がい者しやヅラしやがって、そのくせ平気で噓をつく！」

　ヴェルグが怒おこって怒ど鳴なり散らすと、青い髪の悲ひ哀あいの悪魔──カルツが静かにたしなめる。

「ひどい目に遭あわされたあとだ。いきなり信じろという方が無理だろう」

「けッ！　おやさしぃこって、カルツさんはよ！」

　硬こう質しつな黒の衣装を身につけ、悲しげな無表情でたたずむカルツは、ほかの悪魔たちと微び妙みように印象が違ちがう。司る感情が『悲しみ』であるからか、コノエに対して同情的なようにみえるのだ。とはいえ、連中は悪魔。闇やみの存在の最たるものだ。やすやすと信じることなど、とても無理だ。

「だって！　リークスの罠じゃないっていうなら、どうしてあんたらは消されなかった？」

　コノエが言いつのると、ラゼルが冷ややかに答える。

「力がほしかっただけだろう、俺たちの」

「あのね、ボクらもリークスに欺あざむかれたんだよ、不本意ながらね」

　フラウドが肩かたをすくめ、仮面の奥から見み透とおすように、こちらを向く。

「ボクたちはもともと、きみを狙ねらっていた」

　コノエはたじろぎ、剣けんの柄つかに置いた手に力を込める。緊きん張ちようした彼を見ながら、気が進まないようすでカルツが告げた。

「おまえは我々にとって貴重な存在だ──食すれば、力になる」

「どうして、おれが？　ほかにも猫はいっぱいいるのに」

「俺たちは感情を司る。感情の高ぶりが強い魂たましいほど、喰くらえば力になる。その点でいうと、おまえは何十年にひとりの、極ごく上じようの魂の持ち主というわけだ」

　感情の高ぶりが強い魂──その言葉にコノエの心臓が、ぴくんと反応する。他者の感情にたやすく同化してしまう、自分の特性に思い当たったのだ。

　ヴェルグが引き取って続ける。

「まれにそういう者が生まれるたび、俺らは魂の取りあいをしてきたんだよ。だが、今回はリークスの野や郎ろうがわざわざ呼び出しやがった。最高のメシが食えるぞ──ってな」

「リークスが……」

　やはり、すべてのできごとの裏にはリークスの手が働いている。リークスはずっと自分を見張っていた。〝共感〟のことも知っている。だから悪魔たちに知らせたのか。でも、なぜ？

　頭をめぐらせるコノエに向かって、今度はフラウドが言う。

「リークスはどうやらキミのことが邪じや魔まで、ボクらにキミを食わせたいんだと、そう思ったわけ。だからボクらはキミを堕おとすことを、あの魔ま術じゆつ師しに約束した」

「おれを、堕とす……？」

「おまえのなかに入り込んだ蛇へびは、俺たちの分身。体に現れた痣あざは、俺たちの徴しるしだ」

「自分が司つかさどる感情に、キミを誘さそい込んだヤツの勝ち──それがルール。勝った者がキミの魂をもらう。──ま、全員、みごとに敗れたわけだけどね」

　フラウドが芝しば居いがかったしぐさで、喝かつ采さいするように手を叩たたいてみせる。

「誉ほめてあげよう。どうやらキミは、ボクらが思ってたより強い魂の持ち主だったみたいだ」

　自分に顕あらわれた呪のろいの徴の意味が、ようやくはっきりと理解できた。分身である蛇を自分の体内にひそませたうえ、魔物を放って追いつめたのは、悪魔たちが自分を喰らうためにしたことだったのだ。呪いの徴が消えたのは、悪魔たちが魔力を失ったからだろう。

「じゃ、予言のように耳と尾おが黒くなったのも、あんたたちのしわざなのか？」

　コノエはいまはなくなった痣を探さぐるように、自分の腕うでを見下ろしながら訊きいた。だが、カルツが首を振ふる。

「いいや。だが我々の働きかけにより、おまえの体が反応したのかもしれない」

「あー、予言ってあれか？『黒い耳と黒い尾、黒い痣をもつ者が現れるとき、この世界は禍わざわいにのみ込まれる』ってヤツだろ。そういや、まさしくおまえの姿だったな。ひょっとしたらおまえ、なんかあんじゃねえのか？」

　ヴェルグが脅おどすように嫌いやな笑えみを浮うかべる。コノエは思わず睨みつけた。

「ともかく、ボクたちはキミに敗れ、キミを堕とすというリークスとの約束を破った。そこにつけ入られて、力を奪うばわれた。まんまと引っかけられたってわけさ」

　フラウドが自じ嘲ちようするように肩をすくめたあと、コノエを見つめてにっこりと笑う。

「それにしても……力をなくしたいま、キミはますますおいしそうに見えるねぇ」

　食われてたまるものか！──コノエはさらに後ずさって牙きばを剝むく。するとフラウドが楽しげな笑い声を上げた。

「そう警けい戒かいしなくてもいいよ。いまはまだ、一時休戦状態なんだから」

「休戦だと？」

「おまえの魂はひとつだ。だが我々は四人」

「だから、このうちの誰だれかが抜ぬけ駆がけしないように、全員で見張ることにしたってわけだ」

「見張る、だって？」

「そうそう。これからしっかり張りつかせてもらうよ、よろしく、猫ちゃん」

　フラウドが感じよくさえ見える笑みを浮かべるが、コノエは尻尾しつぽをふくらませた。

「冗じよう談だんじゃない！　おれはあんたたちに食われる気なんかない！」

「こっちだって、生きるか死ぬかの大問題だ。エサの意志なんざ聞く気はねえよ」

　ヴェルグが荒あらっぽく吐はき捨てて詰つめ寄ろうとし、その胸をフラウドが押しとどめようとする。

「まあ、熱くならない、熱くならない。そのまえに──」

　そのとき──

「コノエ！」

　アサトの声が路地に響ひびき、頭上から黒い影かげが舞まい降りた。同時に背後から駆かけ寄ったライが、コノエの腕をつかんで悪魔たちから引き離はなす。眼前に降り立ったアサトが威い嚇かくの唸うなりを上げ、ライが触ふれれば切れるような声を投げつける。

「貴様ら、リークスに消されたんじゃなかったのか」

　フラウドが天を仰あおいでため息をついた。

「だからそれを説明していたところだったのに」

「説明だと？　ふざけるな。リークスの差し金か？」

　片手の剣を突つきつけ、険悪な顔つきで問うライに、コノエはすばやくささやきかける。

「喰うつもりなんだ、おれを」

「喰う!?」

　アサトが獰どう猛もうな声を上げ、勢いよく剣を抜き放つ。フラウドが頭を抱かかえてみせた。

「ああもう、またややこしいことに……。違ちがうってば。だから説明しようとしてたんじゃないか。とりあえず最後まで聞いてくれるとうれしいんだけどなぁ」

「聞く必要などない。丸め込もうとしても無む駄だだ」

　あくまで戦う構えのライたちをまえに、ヴェルグが癇かん癪しやくを起こしてわめく。

「ったくよぉ！　これだから猫は嫌きらいなんだっての。おい、チビ猫！」

　コノエはむっとして叫さけび返す。

「チビじゃない！　コノエだ！」

「俺から見たらどうしたってチビだろ──って、んなこたどーでもいい！」

　ヴェルグは足を踏ふみ鳴らしたあと、指をこちらに突きつける。

「いいか、俺たちは噓うそはつかん。噓をつくってのはおまえたち猫リビカとニンゲンの特性だろーが」

「ニンゲン？」

「おまえらが〝二つ杖つえ〟って呼んでる連中だよ。俺たちは欲望に忠実だ。おまえらから見たらそれが悪でも、やりたきゃやる。おまえらやニンゲンどもみてえに、自分に噓ついて善いいヤツのツラがしてえからって思いとどまったりしねえ。そのかわり、他者にも噓をつかねえ」

〝二つ杖〟とは、遠い昔にこの世界を支配していた種族だ。すぐれた知性を持ち、できないことはないと言われているが、いまは滅ほろびてしまって久しい。

　コノエはちょっとたじろいだ。自分たちや〝二つ杖〟のように、噓を、つかない？──でも悪魔というのは、猫をだまして魂たましいをとる者じゃないか。

　しかしラゼルも、堂々とうなずいてみせる。

「ヴェルグの言うとおりだ。我々には、噓をつく、という悪徳だけはない」

「だから、これまで話したことはすべて真実だよ。これから話すこともね」

　フラウドが言い、ライが言い返そうと口をひらく。だがそのまえに、コノエが低く答えた。

「……じゃ、話してみろよ」

　こいつらが話すことが噓か本当か。聞いてみてから判断すればいい。少なくともこれまで聞いた話に矛む盾じゆんはないように思う。ただ、容易に信じられないだけで。

「お許しをいただけてじつに光栄──では、続きを話そう」

　フラウドがこちらの神経を逆なでするような、仰ぎよう々ぎようしいしぐさで頭を下げ、話し始める。

「ボクらがリークスに借りがあるってことはのみ込んでもらえたね？　で、キミたちだけど、これからどうするつもりなんだい？　リークスに目をつけられてるわけだろ？　このままヤツを放っておくのかい？」

　ライが冷ややかに言葉を返す。

「おまえらに関係があるか？」

「大ありさ。ボクたちもリークスを討うちたいんだもの。奪われた力を取り戻もどすためにね」

　思わずコノエはライたちと顔を見あわせた。

「……どういう意味だ？」

「つまり、俺たちの敵は同じということだ。利害が一いつ致ちしているならば、一時休戦して手を組んだ方が効率がいい」

　ラゼルが悠ゆう然ぜんと腕うでを組んで答える。

「リークスを討ち、力を取り戻す。やり合うのはそのあとでいいだろう」

「それに同意して、うしろから襲おそわれるようなマヌケだと思っているのか、俺たちを？」

　ライが揶や揄ゆするように返すと、またヴェルグが苛いら立だちの叫びを上げる。

「だぁぁっ！　だから言ってんだろうが！　俺たちゃ噓はつかねえって！」

　ライの返事はあくまで切り口上だ。

「噓つきでも正直者でも、同じことが言えるからな」

　コノエの感想も同じだった。たしかに悪あく魔またちの言葉はあまりにあけすけで、噓をつかないからというよりむしろ、こちらをだまそうとしているからというように思える。正直者だけではなく、噓つきにだって「自分は噓をつかない」と言うことはできるのだから。

「では、いまここで戦うか？　リークスに力を奪うばわれた俺たちは、いわば丸まる腰ごしという状態だ。おまえらにとっては絶好の機会だな」

　ラゼルが見下すような口調で言い、ライがさっと顔色を変える。自身の腕に誇ほこりを持つ戦士にとって、この言葉は卑ひ怯きよう者と面めん罵ばされたも同然だろう。もしそれが本当ならば、だが。

　膠こう着ちやく状態に陥おちいった彼らのなかから、ふいにカルツがため息をつき、歩み出た。

「いいか？　これを見ろ」

　けげんそうに見つめるコノエたちの目の前で、悲ひ哀あいの悪魔はおもむろに手を上げ、その手で自らの胸をえぐった。コノエは思わず小さく声を上げる。青白いカルツの顔はさらに血の気を欠いて見えたが、血は一いつ滴てきも流れない。ただその指先がずぶずぶと体の奥へと沈しずんでいき、なにかを探さぐり当てると、嫌いやな音を立てて引き抜ぬかれた。ほっそりと長い指先に、なにか白く輝かがやくものが見える。

「……それは」

　コノエは息をのむ。これと似た光を見たことがある。だが以前見たものと違ちがうのは、カルツの指先にある光の塊かたまりが、いびつで不定形な形をし、光もくすんでいるように見えるところだ。

「これは我々の力の源だ。正確に言うと、おまえたちに見えるよう具現化したものだ。欠けているのがわかるだろう」

「あのときの光の球と似てる……」

　思い出してコノエはつぶやく。以前、リークスと自分たちが一堂に会したとき、悪魔たちから離はなれ、リークスの手のなかに引き込まれていった光の球だ。カルツが静かにうなずく。

「そうだ。本来ならば欠けたところのない球形に見えるものだ。リークスに半ば以上を奪われてしまった」

　力を奪われたから、形が歪ゆがんだということなのか。カルツは歪んだ力の源を、もとどおり胸の奥におさめ、引き下がろうとする。その目がなにげなく、コノエをかばうようにまえに立つアサトをかすめ、ハッとしたように見直す。コノエは一いつ瞬しゆん、奇き異いに感じたが、続いて発せられたラゼルの言葉に注意を引き戻された。

「わかっているのか？　これは、弱点をさらしているも同然だ」

　ここに来てコノエは、悪魔たちを信じる方向へ傾かたむきかけていた。少なくとも、リークスに力を奪われたということは。そもそも再会のときに気づくべきだった。はじめて会ったとき、悪魔たちは対面するだけでも圧あつ迫ぱくを感じるほどの、巨きよ大だいな覇は気きを全身から放散していた。だがいまは、正面から睨にらみつけられてもさほどの恐きよう怖ふを感じない。以前はその目を見るだけでも、ありったけの気力を振ふり絞しぼらなければ無理だったのに。

　そして、もし悪魔たちの話が本当ならば、共きよう闘とうという選せん択たくは考こう慮りよに値あたいする。魔物程度のちっぽけな力しかないと嘆なげきはしたが、それでも悪魔たちには、自分たちにない知識や力があるだろう。なにしろリークスは、一いつ介かいの猫リビカである自分たちが剣けんで戦って簡単に勝てる相手ではないのだ。

　考え込むコノエの内心を読んだように、フラウドが首をかしげる。

「これで信じてもらえたかな？」

「……リークスを討つまでは、おれを喰くわないってことなんだな」

　コノエがあらためて確かく認にんすると、ヴェルグがじれったげに唸うなった。

「喰う気なら、話なんぞするまえに、頭からかじってるっての」

　それもそうだ。コノエは隣となりに立つライの顔をちらりと窺うかがう。ライは変わらずうさんくさげな表情だったが、コノエの視線に気づくとぶっきらぼうに「好きにしろ」とつぶやいた。コノエは剣の柄つかから手を下ろし、悪魔たちに向かって告げた。

「わかった。あんたらの話を信じる」

　フラウドが、ぽんと手を叩たたいた。

「協定成立だ。じゃ、さっそく張りつかせてもらうよ」

「え……」

「ああ、気にすることはないよ。キミにはなんの迷めい惑わくもかけやしないから」

　いや、こんな連中について回られるだけで、すでにかなりの迷惑だと思う。コノエははやくも、自分の決定を後こう悔かいしかけていた。

「おい、馬鹿猫」

　路地から出て歩きだそうとすると、ライが無造作に尻尾しつぽを引っ張った。コノエは跳とび上がりそうになって嚙かみつく。

「なんだよっ！」

　するとライは冷ややかな視線を送ってきた。

「宿はこっちだぞ。どこへ行く気だ。おまえ、方向音おん痴ちなのか？　猫のくせに」

　方向音痴──コノエは目の前が暗くなるのを感じる。それは猫として最悪の欠点ではないだろうか。追い打ちをかけるように、背後の悪魔たちがあっけらかんと言う。

「へえ、猫ちゃん、猫のくせに方向音痴なのか」

「なんだ、迷子になってたのか」

「迷子……猫のくせに」

「初耳だ。猫の方向音痴」

　ひそひそと、これでもかというくらいにくり返される言葉が、無む慈じ悲ひに胸をえぐる。アサトの同情的な視線さえ救いにならない。コノエは打ちひしがれた気分で帰き途とについた。




　一同は夕食のときに食堂で顔をあわせた。悪魔たちは必要なら姿を消すこともできるようだが、まるでふつうの猫のように食しよく卓たくを囲んでいる。さいわい、祭の仮装のなかでは異形も目立たない。食卓に料理を運んできたバルドが、「よくできた仮装だな」と目を丸くしたくらいだ。

「俺のおごりだ。腕うでによりをかけて作った力作ぞろいだぞ」

　バルドはテーブルに次々とごちそうが盛られた皿を持ってくる。詰つめものをして焼いた鶏とり肉にく、ぴりっと辛からい豆のスープ、衣ころもをつけて揚あげた魚、糖とう蜜みつのかかった果物と木の実のパイ。バルドの作ったものと聞いて、おそるおそる口をつけたが、案に相そう違いしてどれも美味うまい。いいかげんそうに見えるが、料理の腕はなかなかのものだ。コノエは遠えん慮りよなく食いだめさせてもらうことにした。

　アサトは揚げた木の実が気に入ったらしく、せっせと口に運んでいる。悪あく魔またちまで「これが猫の食いものか」などと言いながら、料理をつまむ。ただライだけが、飲み物にしか口をつけない。バルドの作ったものは断固として食べないと無言で主張しているかのようだ。その目の前にも、バルドは大きな深ふか鉢ばちを置く。

「これはゲンさんが作ったシチューだ」

「わ、それも美味そう。こっちはなんだ？」

「カディルっていう、果物を花のシロップで漬つけた伝統菓が子しだ。藍ラン閃センじゃ祭や祝い事にはこれがつきものでな」

　コノエは興味津しん々しんで器うつわのなかを覗のぞき込む。クィムの実もある。ひとつつまんで口に放り込むと、とろりと甘いシロップと酸味が口のなかに広がり、尻尾の先にまでしみわたるようだ。街の猫はこんなに美味いものを食べているのか、と、ちょっと感心する。

　──それにしても「ゲンさん」って誰だれなんだろう。

　バルドがテーブルから遠ざかると、ヴェルグが身を乗り出した。

「あれから、それなりにリークスの気配を探さぐってみたんだけどよ」

　コノエたちの耳が、ピンと立つ。

「それで？」

「なんも出ねえな。いくら魔ま力りよくが足りねえからって、髪かみの先っぽくらいでも感じるはずなんだが……おかしいくらいになにも感じねえ」

「消えた、とか」

　コノエは希望的観測を口にしたが、ヴェルグはあっさりと斥しりぞけた。

「んなワケねー。野や郎ろう、なんかやってやがんな」

　たしかに……。リークスは悪魔たちの魔力を手に入れたのだ。なにか目的があってのことと見るべきだろう。

　いつの間にかすっかり祭の熱気にあてられて浮うかれていたが、自分たちがこうしているあいだにも、リークスはなにかを企たくらんでいるのだ。

　ふと見ると、ライが深鉢からよそったシチューに口をつけるところだった。コノエはつい、ひそかにようすをうかがってしまう。

　すごい。バルドの作ったものじゃなければ本当に食べるんだ。

　しかし、シチューを口に入れたとたん、ライの動きが止まる。

「どうかしたのか？」

　すごくまずかったのだろうか？　なんともいえない表情でかたまっているライに、コノエはおそるおそるたずねる。しばしの沈ちん黙もくののち、答えが返ってきた。

「……あつい」

　コノエは思わずきょとんとしてしまった。

「えっと……熱いもの、苦手なのか？」

　会話を聞きとがめたフラウドが、こちらに顔を向ける。

「おや、白しろ猫ねこちゃんは猫ねこ舌じたなのかい？」

「バッカじゃねーの、そりゃあたりまえだろ、猫なんだしよ」

　ヴェルグが笑い飛ばすので、コノエは釘くぎを刺さす。

「おれはべつに、平気だけど」

　猫だから猫舌というわけではない。げんにアサトも平気で熱いスープを飲んでいる。だがライは、口を押さえて尻尾をふくらませたままだ。意外な弱点を知ってしまった。

「火傷やけどをしたのか？　冷やすなら、使え」

　ひかえめに申し出たカルツの手の下に、いきなり透すき通った柱状のものが出現する。目を丸くしたアサトが、それを舐なめてつぶやく。

「……氷だ」

「舐めるなよ、アサト。──それ、魔力で出したのか？」

「力は減ったが、この程度のことなら」

　まわりじゅう勝手なことをしゃべり散らすなか、いきなりライが席を立った。

「部屋に戻もどる」

　その後ろ姿を見送りながら、フラウドがからかうように言う。

「あーあ、怒おこらせちゃった」

「あいつ、いつも怒ってんじゃねえかよ」

「まあ笑ってるところは見たことないねぇ──おや、子こ猫ねこちゃんも行くのかい？」

「え……あ……」

　あわてて立ち上がったコノエは、思わず口走る。

「おれも火傷した」

「は……？」

　啞あ然ぜんとした顔になる一同を残して、コノエはあわててその場を去る。

　なんであんなことを言ってしまったんだろう。だいたい、ライのあとを追っかけたって、自分がしてやれることなんてないのに。

　食堂を出たところでバルドと鉢はち合あわせしそうになる。

「お、なんだ。もう終わりか？」

　コノエは手短に事態を説明した。するとバルドは心得顔になり、「待っていろ」と言って厨ちゆう房ぼうへ消える。ほどなくして出てきたバルドは、小さな鉢を持っていた。

[image: ]

「これ」

　鉢をコノエに手て渡わたしながら、バルドは言う。

「渡してくれ、あいつに」

「これは？」

「果物と薬草で作った冷たいスープだ。あいつの好物──のはずなんだが。好みが変わってなけりゃな。火傷にも効く。ゲンさんが作ったとでも言っといてくれ」

「……わかった」

　コノエはうなずいて鉢を抱かかえた。白いとろりとしたスープは、かすかにすがすがしい香かおりがする。彼らがどんな関係かわからないが、好物がわかっているということは、かなり親しい間あいだ柄がらだったのではないだろうか。ライが毛け嫌ぎらいするほどバルドは相手に悪感情をもってはいないようだ。むしろこうしてみると、気にかけているように思える。

　部屋に入ると、ライは憮ぶ然ぜんとして窓のそばに立っていた。コノエが鉢をさしだすと、ちらりと見やったあと、不ふ機き嫌げんそうな顔になる。

「なんだ」

「これ、火傷に効くんだって」

「いらん」

「ええと……ゲンさんが、作ったんだ」

　念のため言ったが、ライはぷいと顔をそむけたきり、見ようともしない。コノエはため息をついたあと、水差しの載のったテーブルに鉢を置いた。

「ここ、置いておくから」

　声をかけたが、窓のそとを見たライはぴくりとも動かない。

　まあ、無理もないか、とコノエはあきらめ半分で思った。いくら「ゲンさん」を強調しても、自分の好物を知っているのが誰だれかはわかりきっているのだから。

　だが翌朝、テーブルの上を見ると、小さな鉢はきれいに空になっていた。




　コノエが階段を下りていくと、ホールには豪ごう奢しやな赤い髪かみの悪あく魔まがいた。

「よく眠ねむれたか？」

　なれなれしく声をかけてくる。朝一番に見た顔が悪魔のだなんて、なんとなく験げんが悪い。その思いが表情に出たのだろう、ラゼルがからかうように言う。

「なんだ。挨あい拶さつだろう、猫がやるような」

「ほかのヤツらは？」

　ほかの三匹びきの姿が見えないので訊きくと、ラゼルはあっさり答える。

「出ている」

「どこへ？」

「呼ばれたら出向くのが俺たちの役割でな」

「出向く？」

　相手の言う意味をはっきり理解せずに問い返すと、ラゼルは皮肉な笑えみを浮うかべた。

「悪魔を呼び出すというのがどういうことかくらいわかっているだろう？　俺を呼ぶ者はいまはいない。だが、怒りに狂くるって、どんな代だい償しようを払はらっても願いを叶かなえたいという者がいれば、どこへでも出向く。いまはどんなちっぽけな代償でも欲しいからな。少しでも力を得られるとあらば」

　コノエは血が冷たくなるような感覚をおぼえる。『悪魔を呼び出す』というのがどんな意味かわかっていたはずなのに、目の前の悪魔と結びつけて考えなかった。悪魔は猫リビカたちと取引をし、どんな願いも叶えるという。その代償は、魂たましいだ。

　嫌けん悪おに身を震ふるわせたコノエに、ラゼルは笑みをたたえた顔を近づける。

「おまえ、なにか願いはないか、ん？　おまえの魂ならいつでももらってやるが」

　コノエは怖おぞ気けをふるって叫さけび返す。

「冗じよう談だんじゃない！」

「そうか？　おまえの魂は誰より俺に近いと見ていたがな。怒りを感じているだろう。いまも、これまでもずっと」

　ラゼルがにやにやと笑いながら言う。コノエはどきりとした。どうやら悪魔たちは、それぞれが司つかさどる感情をもつ猫の召しよう喚かんに応じるということらしい。もしそうなら、たしかに自分の魂は、憤ふん怒ぬを司るラゼルに近いのだろう。コノエはずっと怒いかりを抱いだき続けてきた。自分を斥しりぞけ、裏切った故郷の同どう胞ほうたちに。自分を見張り、呪のろいをかけたリークスたちに。怒りこそが自分の行動の原動力でさえある。

　だがコノエはしいて自分の気持ちを押し殺し、冷ややかに返した。

「抜ぬけ駆がけはなしだったんじゃないのか」

「おまえが俺に願いを申し出たら別だ。契けい約やくだからな。ほかのヤツは口出しできん」

　うそぶく相手をコノエは強く睨にらみつける。

「おれは悪魔と取引なんかしない！　願いなら、自分の力で叶えるさ！」

「さて、どうかな」

　ラゼルは意味ありげな笑みを浮かべる。パッと炎ほのおが燃え立ち、その体を包み込む。現れたときと同じくらい唐とう突とつに炎が消えると、ラゼルの姿も消え去っていた。奥から顔を出したバルドが、目を瞬しばたたかせる。

「あ？　あんたひとりか？　誰かと話してたかと思ったんだがな」

「いや、その……」

　コノエはひそかに汗あせをかいた。誰にも見られていなくてよかった。いきなりラゼルが消えるところを見られていたら、大おお騒さわぎになっていただろう。

「今日は連れのふたりはどうした？」

「ライは目が覚めたらいなかった。アサトは騒さわがしいのは苦手だから部屋にいるって」

「で、あんたは？　用がないなら、ちょっと手伝わんか？」

「なにを？」

　にこやかに切り出したバルドの顔を見つめ、コノエは用心しながら訊く。前回のことを思い出したのだ。

「買い出しだ」

　と、バルドは答えた。




　ふたりは連れ立って宿を出た。考えてみるとバルドには部屋を融ゆう通ずうしてもらったり、食事をごちそうになったりと世話になっている。荷物持ちくらいならやってもいい。とくに用があるわけでもないのだから。

　昨日にましてにぎやかな通りを、行き交かう猫をかきわけて歩きながら、コノエはたずねる。

「藍ラン閃センは毎年、こんな感じなのか？」

「まあな。演だし物とか衣装は少しずつ変わってるが、だいたいこんな感じで二週間続く」

「二週間!?」

　コノエは仰ぎよう天てんしてしまう。二週間もこの興奮状態が続くなんて、空そら恐おそろしいものがある。

「今夜は賛サン牙ガ寮リヨウで歌か垣がいがある。〝賛サン牙ガ長〟をはじめ、藍閃にいるすべての歌うたいが集つどうんだ。あれはなかなかの見み物ものだぞ」

「え、〝賛牙長〟が？」

「おう。興味があるなら聞きに行くといい。一年でも祭の時期だけは誰でも入れる」

　コノエの頭にまず浮かんだのは、あの赤茶色の髪かみの歌うたいのことだ。すべての歌うたいが集うとあれば、またあの歌うたいに会えるかもしれない。いや、それだけではない。リークスの歌には、〝賛牙長〟がリークスを追い払ったとある。本当かどうかはわからないが、もしかしたらその当時のことをおぼえている〝賛牙〟がいるかもしれないではないか。

　それに純じゆん粋すいに、〝賛牙長〟にまでなった猫の歌を聴きいてみたいという気持ちもあった。もちろん自分の歌となど比べようもないだろうが、いち〝賛牙〟としては気になるところだ。

　バルドがのんびりと訊きいてくる。

「あんたのとこじゃ、祭はないのか？」

「あるにはあったけど、ここまで派手じゃなかった」

「ま、藍閃の祭は祇シ沙サ最大だ。よそから見に来る価値もあるさ。──お、ほら、あのでかい人形、見えるか？」

　バルドは通りを進んできた、櫓やぐらのうえの大きな人形を指さす。

「あれを冬の悪あく魔まに見立ててるんだ。みんなが着てるあの衣装はだな、悪魔が発する冷気で凍とう死ししちまわないための、魔よけの意味があんだとさ」

「へえ……」

　冬の悪魔という人形は、青白い顔に真っ赤な口をカッと開いた、恐おそろしげなようすをしていた。コノエはふと、数年前の冬を思い出す。〝虚ウツろ〟のせいで食しよく糧りようが絶え、仲間同士が争いあった、あの陰いん惨さんな冬。

〝虚ろ〟──この島国を覆おおいつつある、恐るべき厄やく災さい。それは見た目、恐ろしげなものではない。草木やそこに住む生物が、妙みように色いろ鮮あざやかに映る以外、ごくふつうの森と変わりなくみえる。ただ、その森は猫リビカたちを拒こばんでいる。触ふれただけで草木は手を切り裂さき、そこでとれた木の実も獣けものも、口にすることはできない。土さえも死体を受け入れないのだ。その、不ふ可か触しよくの異界はある日突とつ然ぜん、それまでふつうだった森のなかに出現し、急速にその範はん囲いを広げている。コノエの生まれ故郷である火カ楼ロウの森にも〝虚ろ〟は現れ、森の恵めぐみを失った村は飢うえ始めた。それゆえ猫たちは殺しあい、互たがいを食いあうようになった。コノエが故郷を捨てたきっかけも、〝贄にえ〟として食糧にされかけたからだ。

　藍閃は豊かだ。祭に沸わき返るこの街に身を置いていると、つい忘れてしまいそうになる。この祇沙が〝虚ろ〟に侵おかされ、いま自分たちがこうしているあいだにも、飢えに苦しめられている猫たちがいるということを。

　ふいにどこかで叫さけび声が上がり、考えに沈しずんでいたコノエは我に返った。

「どうかしたのか？」

「なんか騒がしいな。おおかたケンカざただろうな」

　バルドは言いながら、騒ぎの方に足を向ける。

「祭のときはしょうがないよな。この雰ふん囲い気きに浮うかれて、マタタビ酒の二、三杯ばいも入りゃ──ぬお!?」

　突然、連なった野や次じ馬うまの壁かべを突つき抜ぬけて一匹ぴきの猫が飛び出し、コノエたちのまえで地面に叩たたきつけられる。驚おどろいて飛びのいた猫たちの間から、何匹か倒たおれ伏ふす猫が見えた。どいつも柄がらの悪そうな、若い雄おすだ。すでに手ひどく懲こらしめられたあとらしく、あるいは呻うめきながらのたうち回り、あるいは這はいずって逃にげようとしている。彼らの中心にすっくと立った猫の姿が目に入ったとたん、コノエは驚きに目を見ひらいた。

「ライ……！」

　豪ごう奢しやな白銀の毛並み、切れるように端たん整せいな横顔は、まぎれもなくライだ。だが明らかにようすがおかしい。剣けんを握にぎった手はだらりと垂れ下がり、虚ろな瞳ひとみには浮かされたような光──その光を、コノエは見たことがある。

　ずきん──心臓に鈍にぶい痛みが走る。

　黒くどろどろとたぎる、熱い泥どろのような感情が、コノエの胸に流れ込んでくる。これは──ライの？

　ライはゆるゆると剣を持ち上げた。薄うすい唇くちびるの間から赤い舌が覗のぞき、刀身に滴したたる血を、いとおしげに舐なめ上げる。凍こおりついたように見守るコノエの目の前で、艶つやめいた唇がうっすらと笑えみを刷はく。その笑みは禍まが々まがしく、扇せん情じよう的でさえあった。

　この笑みを、知っている。戦いのおりに何度か見た、あの奇き妙みような笑みだ。

「あいつ…………ってない」

　呻くような声がかたわらで上がる。コノエは反射的に目をやる。バルドだった。

「……変わってないのか……なにも」

　別人のように青ざめたバルドの顔が、苦しげに歪ゆがむ。その言葉の意味を考える間もなく、野次馬の間から悲鳴が上がる。ライが剣を振ふりかぶり、足あし下もとにうずくまって呻いている猫に向かって振り下ろそうとしたのだ。まだ若い雄猫がライを振り仰あおぎ、恐きよう怖ふに凍りつく。コノエはあわてて飛び出した。

「だめだ、行くな！」

　バルドの制止が耳に入ったが、コノエはかまわずライの体に抱だきつき、引き離はなそうとする。

「やめろ、殺してしまうぞ！」

　ガンッ、と後頭部に衝しよう撃げきが走り、目の前が一いつ瞬しゆん暗くなる。振り下ろされた剣の柄が直撃したのだ。だが、相手の体に回した腕うでに力を込めてしがみつく。この手を離したら、ライはケンカ相手を殺してしまう。

「あんたっ！　はやく、逃げろっ！」

　必死に足下の猫に向かって叫ぶと、腰こしが抜けたようすの仲間の体を、ほかの猫が引きずって遠ざかる。コノエはライに目を向けた。

　ライは虚ろな表情で、コノエを見つめていた。剣を持った手はすでに下ろされている。

「ライ……？」

　コノエはゆっくり身を離し、ずきずきと痛む頭に手をやる。ぬるっとした感かん触しよくがして見ると、指先に血がついた。さっき柄が当たったところだ。

　ふいに、その手をライの手がつかむ。驚いて見やったコノエの目の前で、ライはその手を口もとに引き寄せた。次の瞬間、指先をなまめかしい感触が這う。コノエの体を戦せん慄りつが走った。ライが、自分の血を舐めているのだ。

「なっ……！」

　頭にカッと血が上る。コノエは手をふりほどき、その掌てのひらを返してライの頰ほおを打った。

「なにやってんだよ、目を覚ませ！」

　派手な音が響ひびき、ライが数回、目を瞬しばたたかせる。白い頰にコノエの平手のあとがみるみる赤くなっていく。

　唇を嚙かみしめて睨にらみつけるコノエに、ようやくライの視線が止まった。その目は驚きの色を浮かべているだけだ。さっきまでの異様な光は消えている。コノエはようやく、肩かたから力を抜いた。

「チ、チクショウ！　このバケモノッ！」

　怒ど声せいを投げつけられて見やると、さっきのケンカ相手らしき連中が、尻尾しつぽを巻いて逃げていく。遠巻きに見ていた野次馬たちも散っていく。だが彼らの目に浮かんだ、怯おびえと嫌けん悪おがコノエの記き憶おくに残る。

　ライは剣を汚よごす血の色を見ていた。まるで自分で自分のしたことに戸と惑まどっているようだ。ややあって、静かに鞘さやにおさめる。コノエはそっと、その腕に触れた。

「……宿、戻もどろう」

　ライはぐっと唇を嚙みしめ、歩きだす。コノエは息をひそめるようにして肩を並べる。すでに周囲を取り囲んでいた野次馬は散り、バルドの姿もなくなっている。そういえばバルドがなにか言っていた──変わってない、とか……。

　やっぱり、なにかがおかしい。これまでも戦いのうちに、ライのようすが変化するところは目にしていた。いつもの冷静な顔から、突とつ然ぜんまるで別の猫が現れるように、血に飢うえた殺さつ戮りく者の顔へと。なにがきっかけなのかわからない。さっきの一幕も、おそらくはじめはただのケンカだったのだろう。

　突然、ささやくような低い声が隣となりからかけられた。

「……すまなかった」

　コノエは思わず、ライの顔を見上げる。いまのはまさか、こいつの言葉だろうか？　いつも自信たっぷりで、嫌いや味みか罵ば倒とう以外めったに口にしないようなヤツが、こともあろうに謝罪の言葉を口にするなんて。

　それだけにコノエの不安はさらにかき立てられる。いったいライに、なにがとりついているのだろう？




「あ、アサト。今夜のことなんだけど……」

　部屋に顔を出したコノエは、窓まど枠わくに座っていたアサトに歩み寄る。そこで、アサトが掌に載のせて眺ながめていたものに気づく。

「なんだ？」

　覗のぞき込むと、アサトはそっと掌でふたをしながら、こちらに向き直る。うえにかぶさった掌が離れて、コノエは納なつ得とくする。アサトの掌に載っていたのは、少しの風で吹ふき去られてしまいそうな、薄うすくたおやかな数弁の花びらだったのだ。

「形見だ、母さんの」

　アサトの答えを聞いて、コノエは驚おどろく。

「え？　だってこれ、花だろう？」

　白い花びらはみずみずしく、かすかに甘く香かおる。ついさっき摘つんだばかりのようだ。もしかしたら、母親の好きだった花という意味だろうかと考えたが、続くアサトの言葉にコノエはさらに首をひねる。

「ああ、母さんがずっと大事に持ってたんだって、カガリが言っていた」

「ずっと……枯かれずに？」

「ああ」

　たしか、アサトの母親は、彼が幼いころに死んだはずだ。しかし花びらは何年も経へたようにはとても見えない。薬草や香こう料りようにする花を乾かん燥そうさせて保存したりするが、こんなふうに色あせず、水気が残ることはない。

「……不思議だな」

　ほかになんとも言いようがない。アサトがにっこりと笑い、胸に下げた小こ袋ぶくろのなかに、大事そうに花びらをしまい込んだ。

「街を見てたのか？」

　コノエも窓辺に寄って外を見やる。アサトはうなずく。

「ああ。祇シ沙サじゅうの猫がここに集まってるみたいだな」

　コノエはくすりと笑った。自分も同じように感じていたからだ。

「祇沙にはどれくらいの数の猫が住んでいるんだろう」

　アサトは考え深げにつぶやく。コノエは「さあ」と首をかしげた。アサトの黒い尻尾が、ゆったりと揺ゆれる。

「藍ラン閃センは吉キ良ラよりずっと大きい」

「ああ」

「でも、祇沙は……藍閃よりもっと大きく、果てしなく広がってるんだな……」

　アサトの藍あい色いろの目は町並みの向こう、どこまでも続く空を見上げていた。コノエはその横顔を見ながら、そっと微笑ほほえむ。

　そうだ。自分はそれを、アサトに伝えたかった。吉良だけが世界ではない。自分たちはなににも縛しばられず、どこまでも行くことができるのだと……。

　彼らは満ち足りた沈ちん黙もくのうちに、並んで空を見上げていた。




　陽の月が東の空へ傾かたむきかけたころ、コノエたちは賛サン牙ガ寮リヨウへと向かっていた。今回はライとアサトも同行している。リークスの情報が手に入るかもしれないと、コノエが示し唆さしたからだ。道中もつい、考えは敵のことへ向かう。
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「リークスはいま、なにをしてると思う？」

　コノエが問いかけると、ライはにべもなく答える。

「知らん」

「なんだよそれ、適当だな」

　口を尖とがらせながらも、コノエは内心ほっとしていた。もうすっかり、いつものライだ。

「それはいくら考えても、わからないことだ」

　アサトも言い、ライがたたみかけるように言葉を重ねる。

「なるようにしかならん。ここにいないヤツのことを考えて意味があるのか」

　コノエは二匹ひきをじろじろと見つめる。視線に気づいてライが片かた眉まゆを上げた。

「なんだ？」

「いや……あんたたち、意外と気があうんじゃないのか？」

　とたんにアサトとライの間に、冷たい火花が散った。

「いつか殺す対象だ」

「ペットといっしょにされたくはないな」

　よけいなことを言ってしまった。

　賛牙寮の前庭はすでに見物の客でいっぱいだった。周囲に地面より高く回かい廊ろうを巡めぐらせ、中央には水を噴ふき出す石の像がある。こんなものをはじめて見たコノエとアサトは、まじまじと見上げてしまった。正面に建つ寮の建物も白くなめらかな石で築かれ、〝二つ杖つえ〟の遺構にも劣おとらないほど立派に見える。

「すごいとこだな」

「あの水、どこから来てるんだろ？」

　それにしてもすごい混雑だ。これではリークスの情報を探さぐるどころではない。〝賛サン牙ガ長〟の顔さえ見ることができないのではないか。

「あの木に登ろう」

　アサトが回廊のそばに生えている木を指さす。コノエたちは群衆をかきわけ、そちらの方に向かって歩きだす。そのとき、近くでものが落ちる音と弦げんの奏かなでる不協和音が上がった。見ると、群衆の間で押されたらしく、小こ柄がらな猫リビカがよろけて足あし下もとに布包みが転がっている。猫はあわてて荷物を拾おうとして、そばの猫にぶつかる。

「おっさん、気をつけろよ！」

　その猫は気が立ったようすで邪じや険けんに押しのけ、小柄な猫が転びそうになる。コノエはあわてて手を伸のばし、その猫の体を支えた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「おお、おお、助かった。ありがとうよ、お若い方」

　小柄な猫はコノエを見上げ、柔にゆう和わな顔に笑えみを浮うかべた。毛並みは白と茶の斑まだらで、茶色い髪かみには白はく髪はつが交じっている。目め尻じりに皺しわの寄った、温おん厚こうそうな顔だ。その腕うでにはもう離はなすまいと、しっかり布包みが抱かかえられていた。

「それ……楽器か？」

「ああ、そうよ。わしのかわいい相棒だわい。弦が切れてなきゃいいんだが」

「行こう。あっちの方がちょっとすいてるみたいだ」

　アサトがコノエの腕を引き、彼らは小柄な斑猫を間に守るように、混雑のなかを抜ぬけ出そうとした。気づくとライの広い背中が目の前にあり、なかば強ごう引いんにほかの猫を押しのけて道を作ってくれている。さっきアサトが指さした木のそばまで来て、窒ちつ息そくしそうな混雑から抜け出した斑猫は大きく息をついた。

「やれやれ、踏ふみ潰つぶされるかと思ったわい」

　斑猫は息をついたあと、あわてて布包みをほどいてなかを確かめる。現れたのは使い込まれた琴ことだ。斑猫は楽器をひっくり返して、疵きずがないか確かめると、慣れた手つきで弦をはじいて調子を整える。

「あんた、歌うたいか？」

「おお、お若い方。わしはしがない旅の楽師よ。なに、ぬしら、席がないのかい？　そんなとこに登るのはやめて、こっちについて来なっさい」

　小柄な楽師は、まるで歌うような調子で言いながら、コノエたちを招いて回廊の方に向かう。木に登ろうとしていたコノエたちは、顔を見あわせたあと、素す直なおに斑猫のあとに従って歩きだした。斑猫はぐるっと回廊に沿って回り込み、警備の役についているらしい猫にコノエたちをさして「わしの弟で子しですわ」と説明して、回廊に上がる階段を上り始める。コノエたちが戸と惑まどっていると、振ふり返ってにこにこと手で招いた。コノエはおっかなびっくり、怖こわい顔で群衆を睨にらみつけている警備のまえを通り抜け、階段を上って回廊へ踏み込む。そこにはすでに数多くの楽師が控ひかえ、楽器を調ちよう弦げんしたり、互たがいに語りあったりしていた。

「……いいのか？」

　コノエがささやきかけると、斑猫は「なあに」と片目を閉じる。

「歌うたいなら誰だれでも歌垣には参加できる。ぬしらはわしの弟子という顔をしておりゃいい」

　するとアサトが誇ほこらしげにコノエを振り返った。

「なら、もともとコノエは入ってもいいんだな。〝賛牙〟なんだから」

「しっ、アサト」

　コノエは赤面して、彼の言葉を咎とがめた。斑猫が笑みを深くして、いたずらっぽくこちらを見やる。

「ほう、ぬしゃ〝賛牙〟だったか。そりゃ奇き遇ぐうだ」

「いや、まだ訓練を始めたばかりで……」

　コノエはあわててごまかそうとした。自分は歌が歌えるわけではないし、〝賛牙〟としてもほんの駆かけ出しだ。じろじろ見られると身の置き所のない気分になる。

　そのとき、庭の方から聞こえるざわめきが高まった。建物の正面、回廊から一段高い張り出しに、十匹ぴきばかりの猫が姿を現したのだ。猫たちはいずれも豪ごう奢しやな衣装を身につけ、うちでも中央に現れた者はひときわ立派ないでたちだった。かなり離れたここからも、襟えり元もとに飾かざった宝石がきらりと光るのがコノエには見える。かたわらの斑猫がささやきかけてくる。

「〝賛牙長〟と取り巻きのお出ましよ」

「あれが、〝賛牙長〟……」

「ふん、〝来クル威イ〟に生まれついただけのぼんくらだわい」

　相手の口調に含ふくまれた苦々しい響ひびきに、コノエは注意を惹ひかれた。だがそのとき、ライが低くつぶやく。

「……始まるようだ」

　最初は群衆のざわめきしか聞こえなかった。しかしやがて、雑音の底に唸うなるような響きが表れ、徐じよ々じよに周囲の音を圧し始める。気づくと周囲の楽師たちも、ただひとつの音を静かにハミングしている。静せい寂じやくを音にしたような、最初の一音。見物客のざわめきが徐々に静まり、広大な庭はただひとつの音で満たされる。コノエは思わず息を殺し、そっと周囲の楽師たちを窺うかがう。そのとき、空間を充みたしていたひとつの音に、新たな一音が加わる。単純な和音が紫むらさきに煙けむる夜明けのように射さし染め、やがてさらにひとつ、ひとつと、別の音が重なっていく。楽師ひとりひとりが、さまざまな階調で最初の音に和音を重ね、瞬またたく間にその場は色とりどりの音色に満たされる。まるで西の空が徐々に色を変え、陽の月の最初の光が闇やみを追い払はらうように。

　コノエは身動きもできず、その音色に聴きき入っていた。世界と自分を隔へだてている境界線がぼやけ、自分が音といっしょにゆったりと流れ出すように感じた。いつまでもこの美しい音色に浸ひたっていたい──そう思ったとき、強くはじかれた弦げんの響きが空気を駆け抜ける。

　正面のテラスから、力強い声がほとばしった。とたんに周囲の回かい廊ろうで、何百という楽器がかき鳴らされる。コノエの尻尾しつぽの先から頭のてっぺんまで、電でん撃げきのように戦せん慄りつが走る。音楽、歌──これはそんなものでは言い表せない。何百という楽師がいっせいに奏かなで、歌うメロディが、激しく頭を打ち据すえ、腹の底を揺ゆさぶる。気づくとコノエの目からは涙なみだが流れていた。

　こんなにすばらしいものが世の中にあるなんて、知らなかった。歌にこんなことができるなんて、知らなかった。

　いつの間にか歌はやや穏おだやかな調子のものになり、長い物語を語っていた。

　──遠い昔の話。

　偉い大だいなる神々に生み出された〝二つ杖つえ〟は、めざましい進化を遂とげ、文明を発達させたが、ある日、神々に滅ほろぼされてしまう。神々は〝二つ杖〟とともに、生きとし生けるものすべてを消し去ろうとした。

　滅めつ亡ぼうを予感した〝二つ杖〟は、すべての生物の雌シ雄ユウ一対ずつを、地中深くの〝檻おり〟に遠ざけ、救おうとした。だが神々の怒いかりが過ぎ去ったのち、生き残ったのは〝二つ杖〟の雄と〝猫ねこ〟の雌だけで、この二匹ひきも遠からず死ぬ運命にあった。

　神々のうちただひとり、この事態を嘆なげき悲しむ者がいた。誰より命を尊ぶ女め神がみ〝リビカ〟だ。女神はたった二匹生き残った生命に慈じ悲ひを示し、自ら〝猫〟のなかに入って〝二つ杖〟と契ちぎった。そうして生まれた新たな生命が、現在の猫リビカだ。さらに女神は、いちどは死に絶えた多くの生物を呼び戻もどし、ふたたび大地に息づかせた。

　だがこのことで女神〝リビカ〟は永遠の命を失い、〝猫〟としての短い命を生きるしかなくなった──。

　やさしい女神をたたえ、楽師たちは賛美の言葉を歌いあげた。コノエのかたわらの斑猫も、複雑な音曲をらくらくと指と喉のどからあふれさせる。最初は親しみやすく感じた彼が、こうして歌っていると神こう々ごうしくさえ見える。

　さらに歌は〝二つ杖〟について語る。

　──〝二つ杖〟は数多あまたの命のなかでもっとも知能が高く、種族ごとに異なる言語を操あやつり、ありとあらゆるものを生み出し、意のままに操るきわめてすぐれた技術を持っていた。彼らは大空を飛行し、地中へ潜せん航こうし、海のうえさえも走ることができた。感受性が鋭するどく、美的感覚にもすぐれていて、絵画や音楽で自己を表現し、他者へ伝えることができた。すべての生物は彼らに従っていた。もちろん、猫リビカたちの祖先でもある〝猫〟もだ。

　彼らはまさしく、地上にある神ともいえる存在だった──。

　歌を聴きながら、コノエはふと、隣となりに座るライたちにささやきかけた。

「〝二つ杖〟は、どうして滅ぼされたんだと思う？」

「神と〝二つ杖〟にしかわからないことだろう」

　ライは例によってとりつく島もない返答をしたが、アサトの答えはこうだった。

「きっと……神々を怒いからせたんだ」

「どんな理由で？」

「わからない。けど、神々は悲しんだだろう」

「……悲しんだ？」

　コノエは意外な言葉を聞いたような気がして、聞き返す。アサトは自分も悲しげに答える。

「自分が生み出したものを消すなんて、きっと悲しいことだと思うから……」

　コノエは思わず口をつぐんだ。アサトの言葉には彼にしか表せない、ぎこちないやさしさがこもっていた。いつもならアサトの言葉など言下に馬ば鹿かにするライでさえ、黙だまっている。背後ではやるせない、穏やかなメロディが、遠い昔に滅びた者たちを悼いたむ。

　神々はいまどうしているんだろう？　失われた生命を悲しんでいるんだろうか？　それとも〝虚ウツろ〟や〝失シツ軀ク〟やさまざまな厄やく災さいは、彼らがふたたび地上の生命を滅ぼそうとしている、その意志の表れなのだろうか？




　夜になっても歌垣は続いていた。だが雰ふん囲い気きはぐっと砕くだけ、いまは回廊に座した楽師が順じゆん繰ぐりに、さまざまな歌を披ひ露ろうしている。恋こいの歌やおもしろおかしい世せ俗ぞくの歌、辺境の祭の歌などもあり、バラエティ豊かだ。祇シ沙サを流る浪ろうする旅の歌うたいは、各地で歌を収集し、藍ラン閃センに持ち帰るのだと、斑猫が教えてくれた。楽師たちにはマタタビ酒がふるまわれ、斑猫は少し顔を赤くしている。

「ぬしらもどうだい？　遠えん慮りよするこたないんだよ。歌垣の夜は無礼講ってね」

　酒を勧すすめられたが、コノエはあわてて断った。

「いや、いい。──それより、ちょっと訊ききたいことがあるんだけど……」

「おうよ」

「闇やみの申し子リークスの話なんだ」

　そう言い出したとたん、斑猫の顔がかすかにこわばった。

「その……歌ではリークスは、都に火をつけたあと、ときの〝賛サン牙ガ長〟に追い払はらわれたってことだけど……そのときのこと、聞いてないか？」

　コノエの質問のあいだ、うつむいていた斑猫の口から、低くくぐもった声が漏もれた。

「…………だよ」

「え？」

　コノエが聞き返すと、斑猫は顔を上げ、さっきよりはっきりした口調で答えた。

「あんな歌は噓うそっぱちだ」

　その顔には激しい憤いきどおりが見え、コノエはハッとする。問いを重ねようとしたとき、ふいに脇わきから声がかかった。

「お楽しみ中悪いけど、子こ猫ねこちゃんたち」

　驚おどろいて振ふり向くと、回廊の手すりに腰こしを下ろしたフラウドの姿が目に入る。

「のんびり歌を聴きいてる場合じゃなくなりそうだよ」

　そのとき、頭が押さえつけられるような圧あつ迫ぱく感かんがコノエを襲おそう。この感じは──

　ライが剣けんを取って立ち上がる。

「来たか」

　どこかで高い叫さけび声が上がった。コノエは周囲を見回し、四匹ひきの悪あく魔まが自分たちのまわりに立つのに気づく。

「ようやくお出ましかな？──でも、本体じゃなさそうだ」

「本体？」

「リークスだよ」

　言われるまでもなくわかっていた。リークスではない。〝共感〟の圧迫感はリークスがもたらすものと似てはいるが、ずっと軽い。遠くで上がった声は次々と周囲を巻き込み、群衆のあいだにざわめきが走る。歌と楽の音が絶え、悲鳴がかわってその場を満たした。庭を埋うめ尽つくした群衆が蠢うごめき、いっせいに出口めがけて殺さつ到とうする。

「なんだ？　なにがおこってるんだい？」

　楽師の斑猫が目を瞬しばたたかせて腰を浮うかせる。

「あんたらも逃にげろ！」

　コノエは言い捨てて、悪魔たちに続いた。

「こっちだ」

　庭は逃げ惑まどう猫リビカたちであふれかえり、とても出て行ける状態ではない。コノエは歌うたいたちをかきわけ、回かい廊ろうを伝って叫び声の上がった方へ向かう。隣となりにライがぴったりとつく。

「俺から離はなれるな」

　彼は低く命じた。コノエは驚いて相手の薄うす青あおい目を見上げる。ライは淡たん白ぱくに続けた。

「歌が必要になるかもしれん」

　コノエはかすかな怒いかりをおぼえながら、前方に目を戻もどした。わかっている。この猫の頭のなかでは、自分は〝賛牙〟でしかない。だがなぜ、そのことがこうも引っかかるのだろう。

　ふいに、近くで凄すさまじい声が上がった。群衆の間に、血を噴ふき出しながら倒たおれ伏ふす猫の姿が見える。

「あそこか！」

　ライがひらりと手すりを跳とび越こえ、コノエもそのあとに続く。逃げようとする猫たちの波に逆らって進み、前庭の奥にたどり着く。斬きられた猫が地面に広がっていく血だまりのなか、倒れていた。その向こうできらめく鋼が、かがり火の光をぎらりとはね返すのが見えた。賛サン牙ガ寮リヨウの建物の横をすり抜ぬけ、いくつかの影かげが足音もなく走っていく。

「あいつっ！」

　コノエの頭に、カッと血が上る。まただ。またも無関係なほかの猫を、あいつらはなんの理由もなく殺した！

　コノエは敵の姿を求めて走った。建物の横を通り抜けると、奥には広大な庭園が広がっている。いつの間にか、隣を走っているのはライひとりになっていた。アサトたちはほかの敵を追っているようだ。ふいに圧迫感をおぼえ、コノエはハッと頭上を振り仰あおぐ。ザッと木の葉が散り、陰の月の光をなにかがさえぎる。ライの剣が抜き打ちに頭上を薙なぐ。火花が散り、刃は物もの同士がぶつかる澄すんだ音が響ひびいた。

　すかさず自分の剣を抜き放ったコノエは、前方から襲いかかってきた影に向かってそれを振るう。すれ違ちがいざま、かすかな手て応ごたえと同時に、腕うでをちりっとした痛みが走るのを感じた。激しく切り結んだあと、飛び離れ、コノエはライと背中あわせに身構えた。敵は、二匹。

「リークスは、いまどこにいる？」

　ライが低く問いをぶつける。だが彼らのまえに立つ猫たちは、ぴくとも反応しない。どちらも薄うす汚よごれたマントをまとい、深く下ろしたフードの奥から、目だけがぎらぎらと光っている。ライが吐はき捨てる。

「人形か。話しても無む駄だだな」

「人形？」

「文字通りな。リークスの命令を遂すい行こうすること以外は頭にない」

　ライの言葉の通り、目の前の猫たちからは、なんの感情も伝わってはこない。あるのはただ、純じゆん粋すいな殺意。コノエの背筋を冷たいものが走る。

「……もし危なくなったら歌う」

　低く言うと、ライはそっけなく返す。

「いまは戦うことだけ考えろ」

　コノエは意表を衝つかれ、思わず相手の横顔を窺うかがう。

「〝賛サン牙ガ〟としておれをつれてきたんだろ」

「当然だ」

「なら、おれに歌わせて、あんた単独で戦った方が早いんじゃないのか？」

「〝賛牙〟の歌は精神力を消しよう耗もうする。一対一だ。二匹でふつうに戦えばいい。無駄な力を使う必要はない」

　たしかにそうかもしれない。でも、なんとなくコノエは混乱する。自分とライの言っていることが、なんだか微び妙みようにすれ違っている。だが、いまは思い惑っている場合ではない。

　右側に立つリークスの手下が、ふっと身を低くしたとたん、ライが動いた。同時にコノエは、左側の敵へ突つっ込む。刃やいばが嚙かみあい、闇やみのなかに鮮あざやかな火花を散らす。相手の方が力が強い──コノエは振ふり回された刃を紙かみ一ひと重えでかわしながら、背後へ飛びのく──だが、すばやさではこちらが上だ。剣の下をかいくぐるように、コノエはまえへ踏ふみ込む。突き込んだ刃が相手の肩かた口ぐちに埋まる。が、リークスの手下は退かず、肩かたを切られながらその手でコノエの手首をとらえる。飛びのこうとしていたコノエは強く手を引かれ、体を大きく泳がせた。横様に叩たたきつけられた刃をかろうじて剣で防いだが、完全に体勢を崩くずして草の上に転がる。頭上で敵の刃がひらめく。草の上を転がってよけたが、背中に灼しやく熱ねつした痛みが走る。

「──馬鹿猫！」

　罵ののしりと同時に横から長剣が一いつ閃せんし、コノエの頭に振り下ろされた刃をはねのけた。闇のなかでもなお鮮やかに輝かがやくライの髪かみが視界をかすめ、敵に襲おそいかかる。すでにコノエによって深手を負わされていた相手は、ライの敵ではなかった。剣がはね飛ばされ、離れた地面に突き刺ささる。開いた手下の体を、ライの剣けんが深々と刺し貫つらぬく。敵の口から鮮せん血けつが、ごぼりと噴き出した。最後にその手が探さぐるように突き出され、間近に迫せまったライの顔をかきむしろうとする。ライは勢いよく身を引いたが、相手の手が眼帯で覆おおわれた右目を一いつ瞬しゆん、かすめた。胸から剣が引き抜かれ、リークスの手下は草の上に倒れる。

　ライは片手で眼帯を押さえている。ケガをしたのかと、コノエはあわてて駆かけ寄ろうとする。そのとき、どろどろとした感情が押し寄せた。

「……っ！」

　コノエは胸を押さえて身を折る。熱い泥どろのように渦うず巻まく、暗く凶きよう暴ぼうな感情。また、だ。また、ライが──。

　月明かりに照らされたライの口もとに、あの笑えみが浮うかぶのが見えた。血に濡ぬれた剣が振り下ろされる。冴さえた弧こを描えがいた剣は、足あし下もとに横たわった死体の頭ず蓋がいを叩き割った。コノエは思わず悲鳴に近い声で叫さけぶ。

「やめろっ！」

　ライの剣が二度、三度と振り下ろされ、リークスの手下の体に突き立てられる。剣が引き抜かれるたび血が飛び散り、死体が地面の上で踊おどる。死者はすでに痛みを感じない。とはいえその光景の陰いん惨さんさが減るわけではなかった。コノエはライの背中に体をぶつけ、叫ぶ。

「やめろっ、ライ……！」

　ライの顔がのろのろと上がり、肩ごしにこちらを見やる。飛び散った死者の血が端たん整せいな顔を流れ落ちる。唇くちびるに垂れた血を、ちろりと覗のぞいた舌が舐なめ取った。コノエの背筋を震ふるえが走る。薄うす青あおい目は虚うつろに見ひらかれ、ガラスのように月の光を受けて光る。顔だちがあまりに整っているからこそ、その狂きよう態たいが禍まが々まがしく映る。

「どうしたんだよ……目、さませ……！」

　コノエはライの背中を拳こぶしで打ち、強く揺ゆすぶった。頰ほおを押しつけた服の下で、びくんとその体が震える。草の上に血まみれの剣が落ちた。相手の体に強く回した腕に、おずおずと触ふれるものがあった。ライの手だ。

　気づくと〝共感〟の痛みは胸から消えていた。コノエはそろそろと体を離はなし、ライの顔を窺う。ライの目は自分の血まみれの手に落とされていた。その顔にはわずかながら途と方ほうに暮れたような表情がある。ほとんど表情を浮かべない彼の顔だが、さっきまでとはまるで違ちがう。ちゃんと血の通った、あたたかみを感じる。

「…………俺は」

　ライの手がかたく握にぎりしめられた。コノエはかける言葉もなく、立ちつくす。

　そのとき、闇を切り裂さいてかん高い笑い声が響き渡わたった。

「やっほぅ、ひっさしぶりぃ！　祭を楽しんでるかぁい？」

　ぼうっと白い姿が木の上に現れ、くるりと回転して降り立つ。白い肌はだ、赤黒の衣装──フィリだ。リークスの〝賛牙〟。

　フィリは地面に転がった死体に目を留め、わざとらしく嫌けん悪おの声を上げる。

「うえー、なにこれ、ひっどい！　ここまですることなかったんじゃないのぉ？」

「やはり、きさまか！」

　すでにライの手には、さっき取り落とされた剣が握られている。コノエも自分の剣を抜ぬき放った。

「リークスはどこだ？」

「落ち着きなよ。短気な猫だな」

　フィリはふわりと跳とび上がり、体重がないように木の枝の先に立った。

「リークスさまはね、来きたるべきときまで、おまえに最後の自由を楽しませてあげてるんだから」

　来たるべきとき──その言葉はコノエに不ふ吉きつな胸むな騒さわぎをもたらす。

「どういうことだ!?」

　フィリは謎なぞめかして黙だまり、こちらを見下した笑みをふっと浮かべた。

「あの方を楽しませるために、おまえ、もっとあがけよ」

　コノエの口から怒いかりの声が漏もれる。地を蹴けって、フィリめがけて剣をひるがえすが、その姿はじらすように、さらに上へと跳んだ。こどもっぽい笑い声が耳を打つ。

「そうそう、その調子！　もっとあがけ。もっと叫べ。あの方にちゃんと声が届くように！」

　コノエはいきり立ち、フィリを睨にらみつける。そのとき、ライの手が腕うでにかかった。コノエはハッとする。フィリに気をとられていて気づかなかった。周囲に何者かの気配がある。

　コノエたちの背後から、右から、左から、静かに影かげがとりまく。さっきの手下たちと似たような、くすんだ色のマントで身を覆った猫たちだ。ざっと数えて十匹ぴきは見える。

「ボク、こいつらをいっぺんに操あやつれる歌を、リークスさまから教わったんだ。おまえら、ためしてみたいかい？」

　ライが低くたずねる。

「歌えるか？」

「ああ」

　一瞬、ライの変容に意識が引っかかったが、あえて頭の隅すみに追いやり、深く息をつく。コノエは心を落ち着かせるために、目を閉じた。

　大だい丈じよう夫ぶ、歌える。自分は〝賛サン牙ガ〟。歌うために存在する。

　口笛のような音が、鼓こ膜まくを震わせ、コノエは目を開ける。フィリが、歌っている。白い肌が青白く光を放って見える。高く細く、切なげな音の螺ら旋せんが降りてきて、周囲の空気にからみつく。フィリは胸に手を当て、ゆるく体を揺すって歌い続け、歌の力が周囲を取り囲む猫たちの体に満ちていくのを感じる。これだけの数の猫を相手に、いくらライでもどこまで戦えるだろうか──絶望が頭をかすめるが、コノエはそれもしいて振ふり払はらう。ただ、自分の体の奥底に燃える、白い炎ほのおを呼び起こす。

　体をあたたかい光が満たしていく。コノエはそっと、その熱を解き放った。

　ライの体をコノエから発した白い光が包み込む。ライは身をたわめ、強く、地を蹴った。白い光が闇やみにふわりと尾おを引く。

　同時に敵も動いた。十匹近い猫の姿が、草木の間を風のように駆かけ抜け、闇は瞬またたく間にちらちらと揺れる得体のしれぬ影でいっぱいになる。ライが一匹に飛びかかり、刃は物ものがぶつかる火花がつかの間敵の姿を照らし出す。その背後から、草木の影にまぎれて一匹が飛びかかる。抜き放たれた短たん剣けんが背後から突つきかかった刃やいばをはねのけ、斬きりかかった。

　歌を紡つむぐコノエの近くで、がさりと茂しげみが揺れる。コノエはハッと飛びのき、斬りかかってきた刃をよけた。別の方から飛び出してきた影に向かって剣を掲かかげ、斬ざん撃げきをはねのける。一いつ瞬しゆん、歌がとぎれた。コノエは歯は嚙がみする。

〝賛牙〟を潰つぶせば戦いは終わる。歌の支し援えんを失った〝闘トウ牙ガ〟は、ただの猫だ。

　こちらで起こっていることに気づいたライが駆け戻もどり、コノエを襲おそう一匹の猫を切り伏ふせた。コノエは叫さけぶ。

「おれにかまうな！　あんたは戦いに集中しろ！　でなきゃ、勝てない！」

「だが──」

「ちゃんと歌は届ける！」

　一瞬、氷の色の目がまっすぐコノエを見つめた。

「──すぐ、戻る」

　その姿がふたたび、白銀の残像を残して駆け去る。コノエは身のうちの白い炎をふたたび呼び出し、歌に集中した。闇を切り裂さく刃が目に映るが、歌い続ける。なんとか剣を振るって斬撃をかわすが、歌の呼吸を乱さずに動くことは難しい。たちまち押し込まれ、刃が体をかすめる。痛みに集中を散らされそうになる。それでもなお、コノエは歌い続けた。

　背後から別の猫が飛びかかってくる。コノエは振り返るが、間に合わない。肩かたを灼しやく熱ねつした感覚が走る。コノエは苦痛をこらえて、二匹ひきの敵と切り結んだ。鈍にぶった刃は先さきは敵をとらえられず、体のあちこちに刃を受けてよろめく。

　そのとき、どこからかやわらかな声が届いた。透すき通ったその声はコノエの歌をなぞり、さやかなハーモニーを作り出す。その声に励はげまされ、コノエは懸けん命めいに声を張った。白い光が、瞬く間に血で染まっていく体から流れ出て、同じ闇のなか戦い続ける〝闘牙〟へと向かう。

　剣を握にぎる手が流れ落ちる血でぬるつき、滑すべる。いたるところ切りさいなまれた体は、もはやどこが痛むのかもわからない。血とともに力が流れ出していくのが感じられる。体の奥の白い炎はいまにも燃えつきかけている。だがコノエは残った力を振り絞しぼり、歌に変えた。どこからか続いている声も、その歌を支える。コノエは鋭するどく突き出された刃先を、かろうじて剣で止める。が、すでに握あく力りよくを失いつつある手から、短剣がはじき飛ばされた。新たな痛みが体を駆け抜け、息がつまりそうになる。

　歌を──

　朦もう朧ろうとした頭で、それだけを思う。目の前に敵の刃が迫せまる。

　そのとき、白い光をまとった影が視界を駆け抜ぬけ、血しぶきが上がった。ライ──燐りん光こうのように輝かがやく瞳ひとみをみとめ、コノエは全身から力が抜けるのを感じる。ライは瞬く間にコノエと戦っていた二匹の猫リビカを切り捨て、こちらに駆け寄ってくる。コノエの膝ひざが崩くずれ、前のめりに倒たおれかけた。

「この、馬ば鹿か猫！」

　地に倒れ伏す直前、ライの力強い腕が体を抱だきとめる。なぜか罵ののしりの言葉が心ここ地ちよく響ひびいた。コノエは不思議と満ち足りた気分で、ちょっと笑う。

「なにを笑ってる。頭がおかしくなったか」

　ライが怒おこった口調で言う。彼もまたあちこちに傷を負い、激しく肩を上下させていた。

「いや……なんでもない」

　コノエはライの腕から身を離はなして立ち上がろうとしたが、とたんに全身を走った痛みに、こらえきれず呻うめいた。

「まったく、おまえは……まれに見る最低のバカだな！」

　ライが険しい顔で、コノエの体に回した手に力を込めた。コノエは立つことをあきらめ、その腕に頭をもたせた。

　ふと前方に目をやると、木の陰かげに一匹の猫が立っていた。頭に巻きつけた色とりどりの布、心配そうな繊せん細さいな顔だち──コノエの胸になんともいえない喜びがわき起こる。彼だ。折々に現れ、導いてくれる歌うたい。さっき力を貸してくれたのは彼だったのか。

「なんだよこいつ？　せっかくうまくいってたのに！」

　だだっ子のような声が上がり、フィリが木の上から飛び降りてくる。自分の操る手下たちの敗北に憤いきどおっているようだ。ライが剣を引き寄せて睨にらみつけるが、フィリは地じ団だん駄だを踏ふんで歌うたいを睨みつける。

「なんでボクの邪じや魔まするんだよ!?　こんなのがいるなんて、ボク聞いてない！」

　歌うたいが木の陰から出て、フィリと向かいあう。月の光がまともに歌うたいの顔を照らしたとき、フィリは大きく息をのんだ。

「……おまえ!?……そんな、うそだ。まやかしだ……」

　リークスの〝賛サン牙ガ〟はよろめいて後ずさる。まるで静かにたたずむ歌うたいが恐おそろしい魔ま物ものであったかのように。いつも自分の優位を確信した者の余よ裕ゆうを漂ただよわせる顔に、はじめて心底からの驚おどろきが浮うかぶ。彼は歯をむき出し、こちらを睨みつける。

「おまえら！　なにをたくらんでる！」

「なに……って？」

　コノエはあっけにとられて、逆に聞き返す。

「あの猫を知ってるのか？」

「……しらない」

　フィリはたじろいだようだった。

「しらない！　しらないよっ！　バーカっ！」

　癇かん癪しやくを起こしたこどものようにわめき、フィリはくるりと跳とび上がって闇やみに消えた。ライが鋭い目でそれを見送ったあと、その目を歌うたいの方に向ける。そのとき、茂しげみががさりと大きな音を立てて揺ゆれ、一同は、ぱっとそちらを見やる。

「ぬしは……！」

　そこに立っていたのは、歌垣のときに知りあった斑猫だ。彼もまた、歌うたいを見て驚きよう愕がくの表情で凍こおりついている。歌うたいも彼を見て、ふっと、やわらかな笑えみを浮かべた。そして、すっと暗がりへと身を引く。

「待て……待ってくれ──シュイ！」

　斑猫があとを追うが、歌うたいは闇に溶とけるように姿を消していた。ライがけげんそうにつぶやく。

「あの猫は何者だ？」

　コノエは答えようとしたが、なぜだか声が出ない。ライが、ハッとこちらを見下ろし、顔色を変える。

「おい！　馬鹿猫！」

　これまで見せたことのない顔だ。コノエはもっと、その顔を見たいと思った。なのに暗くて、よく見えない。あたりはどんどん暗くなっていく。ライの呼び声が遠ざかる。

　コノエの意識は漂い出し、ゆっくりと闇のなかへ引き込まれていった。
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　──北風に乗り、霜しもと雪を率いて、

　　　白い悪あく魔まがやってくる。

　　　月のむこうがわ、薄はく暮ぼの国から、

　　　冬の悪魔がやってくる。










　コノエはその夜、熱を出してうなされた。体中に負ったおびただしい傷のせいだ。運よく致ち命めい傷しようになるような深手こそなかったものの、血を大量に失い、痛みもひどかった。コノエの記き憶おくは切れ切れだった。心配そうな顔がいくつか見えた。アサトやあの斑猫、バルド──面おも白しろがっているような悪魔たちも。アサトがライにくってかかっているのも見た。

「コノエは……〝賛サン牙ガ〟は〝闘トウ牙ガ〟のモノじゃない。もっと大切にしろ！」

　ライがいつものように冷ややかに、「おまえには関係ない」と言い放つのも聞こえた。本当に、こいつらを仲よくさせておくことはできないんだろうか。

　コノエは呻うめき、身をよじった。体中が燃え上がるようだ。ひんやりとした清潔な感かん触しよくが、痛む体をそっとぬぐう。力強い手が自分を抱だき上げ、やわらかい寝ね床どこに横たえる感触に、コノエは熱い息を吐はいた。

　苦しい。あそこに立っているのはリークスか？　闇のなかに闇より暗く凝こごる影かげは？　影はコノエのぼやけた視界のなか、じわじわと伸のび上がり、大きくなっていく。自分を見下ろした、輪りん郭かくさえ定さだかでない顔が、嘲あざけりの笑えみを浮うかべる。ゆっくりと手が上がり、近づいてくる。曲がった鉤かぎ爪づめのような指がいまにも喉のどに届く。コノエは思うように動かせない体をよじり、その指から逃のがれようとする。

　ふいに、ひんやりとやわらかな感触が触ふれた。誰だれかが熱くなった耳を、伏ふせたまぶたを舐なめ、毛づくろいしてくれている。その感触は驚おどろくほどやさしく、心休まるものだった。コノエはたちまち恐きよう怖ふと苦痛がやわらぐのを感じ、その感触に身をゆだねる。

　かあさん──そうだ。うんとこどものころ、かあさんが顔中舐めて毛づくろいしてくれた。あのときと同じやすらぎをおぼえる。

　もうあの影は見えない。コノエは触れてくるやさしい手に、そっと顔をすりつけ、深い眠ねむりに落ちていった。




　目が覚めると、宿屋の一室だった。かたわらにはアサトの不安げな顔があった。

「コノエ……」

　コノエは窓の方を見やり、祭のざわめきを伝えてくる空がすでに暮れかけているのに気づく。どうやら長いあいだ眠っていたらしい。用心しながらためしに体を動かすと、痛みこそあるものの、すでに回復に向かっているようだ。コノエはそろそろと身を起こし、傷がきちんと手当てされているのを見た。

「大だい丈じよう夫ぶか？　コノエ、まだ寝ねていた方がいい」

「大丈夫。水、くれるか？」

　アサトは跳とび上がるように水差しのところに行き、あまりにあわてたせいか、両手に水をすくって戻もどってくる。

「アサト、器うつわがあるだろ、そこに」

「あ……すまない」

　うろたえたアサトの顔を見上げ、コノエは微笑ほほえむ。

「いいよ、ありがと」

　コノエは顔を寄せ、アサトの手から直接水を飲んだ。熱のあとの乾かわいた体にしみ込むようだった。掌てのひらのくぼみに残った水を舐め取って顔を上げると、アサトの顔は真っ赤になっている。

「……どうかしたか？」

「いやっ……もっと水、持ってくる」

　アサトは心なしかぎくしゃくした動作でまた水差しのところへ行き、今度は器になみなみと水を入れて戻ってくる。コノエは今度もたちまちそれを飲みほした。落ち着いたところで、アサトを見つめる。

「昨夜、ついててくれたの、アサトか……？」

「俺じゃない」

　とたんにアサトの耳が、反感を込めて、ぴく、と揺ゆれる。

「昨夜は、あいつが誰も寄せつけようとしなかった。朝になったら出てって、それっきりだ」

　あいつ、というのはライのことだろう。ならば傷の手当てをしてくれたのは、ライだったのか。コノエは昨夜のことを思い出していた。リークスの影に怯おびえていたとき、触れてきたやさしい感触。あれは、夢だったのだろうか？　しかし夢にしては、あまりに生々しい感触が耳やまぶたに残っている。

　猫リビカが毛づくろいするのはあたりまえのことだ。ほかの猫の毛づくろいをすることだって、ないことはない。でもそれは、よほど親しい間あいだ柄がらでのことだ。たとえば母と子であったり、つがいの相手でもなければ……。

「コノエ、顔が赤い。熱がぶり返したのか？」

　アサトが心配そうに言い、コノエはハッと我に返った。

「いや、大丈夫」

　あわてて取りつくろいながら、コノエは自分の頭をよぎった考えを否定する。

　まさか。ライがあんなことをするわけがない。いつも超ちよう然ぜんとして、ほかの者のことなど頭にもないあいつが。そうとも。あれは夢だったのだ。熱のせいで母のことを思い出してしまったのだろう。きっとそうだ。

　そのとき、ドアにノックの音がした。

「おい、いいか、入るぞ？」

　バルドの声がして、ドアが開く。宿の主は、コノエが寝床の上に起き上がっているのを見て、大きく目元を和なごませた。

「お、目を覚ましたのか。よかったよかった。じゃ、あとで俺さま特製の、精のつくスープを持ってきてやるからな」

　どうやらこの猫も、自分のことを心配してくれていたらしい。コノエはこそばゆい気分になりながら、「……どうも」とつぶやく。

「おおっと、忘れるとこだった」

　勢いよく出て行きかけたバルドが振ふり返る。

「あんたに客だ。具合がよくなったか見てくるって言って、階下で待たせてるんだが」

「客？」

　コノエはきょとんとした。心当たりといえばトキノか、それとも悪あく魔またちか。

　だが、通されてきたのは、琴ことの包みを抱かかえた小こ柄がらな猫だった。昨日、歌垣で会った、楽師の斑猫だ。彼はコノエの姿を見て、やさしげな顔に安あん堵どの笑えみをあふれさせた。

「おお、おお、もういいのかい？　昨夜はほんに、とんだことだったなあ」

「どうしてここに？」

　コノエが驚おどろきの声を上げると、アサトが横から言う。

「昨夜もこの猫、心配してここまでついてきてくれたんだ」

「なあに、気の毒な坊ぼうに、気持ちの休まる音楽でも聴きかしょうかと思ってな」

　言うなり斑猫は、コノエが遠えん慮りよの言葉をつぶやくまえに部屋に入り込み、ライの寝しん台だいに腰こしを下ろして楽器を取り出す。そうこうするうちに、バルドが自じ慢まんのスープを手に上がってきて、コノエは食事と音楽の饗きよう応おうにあずかることになった。まさに至いたれり尽つくせりだ。

　以前、熱を出したとき、トキノに言われたことを思い出す。病気になって、誰だれにも知られずにひっそり死んだらどうするんだ、と。

　あのときはそれがあたりまえだと思った。ずっとひとりで生きてきたんだから、死ぬときもひとりだ──と。

　あのときから自分をとりまく状じよう況きようはめまぐるしく変化した。呪のろいをかけられ、悪魔や大魔法使いと戦うことになり──でも、悪いことばかりではない。いまは自分の身を案じてくれる者がいる。ささやかな親切を施ほどこしてくれる者がいる。それはとても、幸運なことだと思った。

　斑猫はしばらく、緩ゆるやかで気持ちのよい曲を琴で奏かなでていたが、コノエが食事を終えると手を休めた。

「じつはな、坊、ちょいと聞かせてはもらえんか？」

「え？」

「あのとき……寮りようの裏庭にいた歌うたいだがな。あの猫を知っておるのかい？」

　コノエは食器を盆ぼんに置いた。彼がこの質問をするために訪ねてきたことに気づいたのだ。

「知ってる……故郷の村を出てから、ずっとおれを助けて、導いてくれてるんだ。……けど、誰なのかはおれも知らない」

　コノエは顔を上げ、斑猫を見つめた。

「あんたこそ、あの歌うたいを知ってるのか？」

「いや……」

　斑猫はためらったあと、琴の調子を直すふりをして、さりげなく視線をそらす。

「……友だちと、似てたのよ。だが、そんなはずはないからな」

　彼は琴をつま弾びきながら、歌うように語り始めた。

　──ずっと昔──自分が賛サン牙ガ寮リヨウに属していたころ、ともに学んだ友がいた。その猫は生来、〝賛サン牙ガ〟として突とつ出しゆつしたたぐいまれなる能力を持ち、〝来クル威イ〟の血筋ではなかったが、その能力ゆえに、特例として次期〝賛牙長〟候補と目されていた。

　かの猫が歩けばその靴くつあとに花が咲さき、緑は芽め吹ぶき、風はやさしくその頰ほおを撫なでた。かの猫の歌は〝闘トウ牙ガ〟だけでなく、聴きく者すべての心をかき立て、かつ、あやしてもいるような、おおらかで不思議な力があった。かの猫の歌はありとあらゆる生を愛し、また愛されて、闇やみに蠢うごめく魔ま物ものの心にさえ平へい穏おんをもたらした。

　だがその猫リビカはほどなく、不可解な死を遂とげた……。

「不可解な死……って」

　語りに聞き入っていたコノエは、驚いて口を挟はさんでしまう。斑猫の指先から、不ふ吉きつな不協和音がいくつも生み出される。

「たしかなことは誰にもわからん。だがな、彼の死によって誰が得したかってこた、誰の目にも明らかだわな」

「……〝来威〟」

　コノエがつぶやくと、激しい弦げんの音に紛まぎらすように、斑猫は低くつぶやく。

「……の、現〝賛牙長〟」

　コノエは思わず息をのむ。きらびやかな衣装をまとって館やかたの正面に現れた、威い厳げんある猫の姿と、その姿を見たときに斑猫があらわにした嫌けん悪おを思い出したのだ。

「そしてわしは賛牙寮を離はなれ、旅に出た……虚きよ飾しよくと欲望のみに支配された賛牙寮になど、未練はなかった」

「……リークスは？」

　たずねたのはアサトだった。

「歌物語では、リークスを都から追い払はらったのは〝賛牙長〟って猫だっただろう？」

　彼の言葉を受けて、コノエは斑猫を見やる。

「それが噓うそだって、あんたは言った」

「ああ」

　斑猫の顔を苦いものがよぎる。

「リークスはな、追い払われたりなんぞせんかった。ヤツは自ら都を捨てたのよ。賛牙寮に火を放ち、当時の〝賛牙長〟を手にかけたのちにな」

「なんだって？」

　コノエとアサトは驚きの声を上げた。それでは、まるで歌と違ちがっているではないか。

　斑猫は嘲あざけるように話し続ける。

「いまの〝賛牙長〟はって？　ヤツは物もの陰かげに隠かくれて震ふるえておっただけよ。火を見たとたん、真っ先に逃にげ出しおったわ。リークスを鎮しずめた者がおったとして──」

「誰？」

　つり込まれるようにコノエが訊きいたが、斑猫はまた不可解なためらいを見せて目を伏ふせた。

「──いや、じつのところ、わしにはわからん。わしもすべてを見たわけではない。すべてを聞いたわけでもな」

　斑猫は遠くを見るような目をして、かすかに琴ことの弦を鳴らした。

「おかしなこった。いままたリークスの名を聞くハメになるとはな。──ヤツは遠い遠い森の奥へ行ってしまったよ。ほかの猫の姿を二度と見ることのない、深い深い森の奥へと……」

　わからないと言ったくせに、その口調にはなにかを悟さとり、悲しむような響ひびきがあった。彼の口から聞いたリークスの名は、かつて歌にあったような恐おそるべき悪あつ鬼きのものとはまるで違って聞こえ、コノエは戸と惑まどいを禁じ得なかった。




　夕方になって帰ってきたライに、コノエは楽師の斑猫が語った話を伝えた。

「たぐいまれなる能力を持つ〝賛牙〟か。いちど組んでみたかったものだな」

　その才能を妬ねたまれ、〝来威〟によって暗殺された〝賛牙〟のことを聞いたライはしみじみ言った。胸の奥が、ちりっとする。コノエはあわてて、話を続けた。歌物語とあまりに違ちがう、リークスについての話を。

「しかし、じっさいにリークスが火を放ったということはたしかなんだな。なぜだ？」

「それは、あの猫も知らないといっていた」

　コノエは寝しん台だいの上で悄しよう然ぜんとため息をつく。

「……ちょっと、がっかりした。〝賛牙長〟っていうのがそんな猫だったなんて」

「〝賛牙長〟の地位には絶大な権力と利権が伴ともなう。そば近く領主に仕え、すべての〝賛牙〟を支配するんだからな。きれいごとばかりでは語れん。当然だろう」

「でも……あんたは幻げん滅めつしないのか？」

　コノエが口を尖とがらせてこどもっぽく反論すると、ライは肩かたをすくめる。

「そうだな。もしその話が本当なら、〝賛牙長〟に助力を求めても無む駄だということだ」

　あくまで現実的な彼の意見に、コノエも顔を引き締しめた。そのとおり。いまの世に英えい雄ゆうなんていない。自分たちがなんとかするしかないのだ。あらためてその事実を突つきつけられると、いやおうなしに気分が沈しずんだ。

　そのとき、ライが荷物のなかから小さな瓶びんを取り出し、コノエの寝台に置く。

「なんだ？」

「そこで売っていた」

　そっけない返事に首をかしげつつ、コノエは瓶の口を覆おおった油紙を取りのけ、蓋ふたを開けた。なかからかすかに甘い香かおりがする。とろりとしたシロップに漬つかった果実──クィムのカディルだ。コノエは目を丸くした。

「……おれに買ってきてくれたのか？」

　驚おどろきのあまり、疑わしげに見やると、ライはいつにもまして無ぶ愛あい想そうな顔で応じる。

「いらないなら、俺が食う」

　いらないはずない。クィムもカディルも大好物なのだ。コノエは大喜びで、シロップの滴したたる果実をつまみ上げ、口に放り込んだ。甘みがじわりと体にしみ込む。ささやかな幸福感にひたっているコノエを見やり、ライがそっけなく言う。

「シロップをシーツにこぼすなよ」

　コノエはふと、いぶかしむ。もしかしてライは、ケガをした自分をいたわるために、わざわざ自分の好きなものを探して買ってきてくれたのだろうか？　いや、まさか。ライが？

　そのライは向かいの寝台に腰こしを下ろし、ふいにコノエを見つめる。目があってコノエはつい、どぎまぎする。

「昨夜、あそこにいた猫だが……何者だ？」

「ああ……歌うたいのことか」

　話を切り出され、コノエはなんとなくもどかしいような、ほっとしたような気分で答えた。

「敵じゃない。何度も助けられてる。ほら、呪じゆ術じゆつ師しを探してたときだって……」

　歌によって道を示してくれたときのことをコノエが語ると、ライは疑わしげに目をすがめる。そもそもあのときも、ライたちの目にはあの歌うたいの姿はとらえられなかったらしいのだ。

「リークスの罠わなという可能性は──」

　懐かい疑ぎ的なライの言葉を、コノエはきっぱりと否定する。

「ない」

　そんな可能性は疑ったこともない。根こん拠きよといえることはなにもないが、コノエは彼が自分に害を及およぼすようなことをするなどと考えることもできなかった。ライが眉まゆをひそめて考え込む。

「だが、あの道どう化け師しは知っているようだった……」

「たしかに……変だった。どういうことだろう？」

　コノエはあのときのフィリのようすを思い出し、首をひねった。フィリは歌うたいがあそこに現れることを知らなかったのだ。邪じや魔まをされたと腹を立てていた。なのに、彼の顔をはっきり見たとたん、態度が豹ひよう変へんした。

「……少なくとも、仲間という感じはしなかったな。本当に驚いているように見えた」

　ライもしぶしぶ認め、コノエは少しほっとした。だがフィリの奇き妙みような態度は依い然ぜんとして、心の隅すみにひっかかった。

　フィリの最後に見せたあの表情。あれは驚いていた──というよりまるで、怯おびえているみたいに見えた。




　夜半、激しい物音に、コノエは叩たたき起こされた。隣りん室しつで、なにかものが落ちる音や足音が入り乱れ、叫さけび声がしたあと、窓から何者かが飛び出す。コノエは飛び起き、体を走った痛みをこらえて窓辺に駆かけ寄る。ちょうどもつれ合いながら窓から飛び出した影かげが、着地してパッと飛び離はなれたところだった。たなびく黒い髪かみに目がとまる。

「アサトだ！」

「おまえはここにいろ」

　飛び出そうとしたコノエをとどめ、ライがひらりと窓まど枠わくを跳とび越こえた。コノエは一いつ瞬しゆん、目を見ひらく。ライがアサトのために動くなど想像もしなかったのだ。しかしアサトを襲おそったのがおそらくリークスに繫つながる者であることを思えば、当然かもしれない。

　宿の裏庭でアサトを取り囲んだのは、黒衣の猫リビカ数匹ひきだ。そこへライが飛び込んでいく。たちまち夜気を刃は物もののきらめきが切り裂さき、濃のう厚こうな殺気が立ちこめる。まさか昨日の今日で、また襲しゆう撃げきをしかけてくるとは思わなかった。

　黒い影がめまぐるしく入れ替かわり、振ふるわれる刃やいばが月光をはね返して白く光る。アサトとライはかなりの手て練だれだが、敵もなかなかの遣つかい手らしい。そのうえ、多勢に無勢だ。窓から見守るコノエは、はらはらして手を握にぎりしめる。加勢にいってもいまの自分では、ライたちの足手まといにしかならないだろう。思うようにならない自分の体が恨うらめしい──。

　と、そのとき、コノエはハッと思い当たる。あるじゃないか。いまの自分にできることが。

　コノエは眼下の争いから意識を引き離し、まぶたを閉じる。呼吸がゆるやかになり、やがてまぶたの裏の闇やみから、ほの白い光が浮うかび上がる。体の奥から静かにわき上がる炎ほのお。その熱に満たされながら、コノエはゆっくりと目を開ける。

　夜空の下、歌が解き放たれる。旋せん律りつが幾いく重えにもたゆたい、流れ落ちるように眼下のライたちへと向かう。その瞬しゆん間かん、すっと血の気が引くような感じがして、コノエは窓枠に手を突ついた。歌は精神力を消しよう耗もうするとライが言っていた。だが不思議と、体の痛みはきれいに消えている。コノエはかまわず歌い続けた。

　歌によって繫がれたライの意識が、かすかな驚きと懸け念ねんを伝えてくる。しかしその体が燐りん光こうのような光を宿し、さっきまでとはまるで違ちがう動きになるのが見えた。アサトもだ。不思議とアサトの感情はあまり伝わってこない。

　やはり自分はライの〝賛サン牙ガ〟なのだ──その事実が意外なような、こそばゆいような、奇妙な気分になりながら、コノエは歌い続ける。

　歌の支し援えんを受けた二匹の動きに、敵の陣じん形けいが乱れる。黒衣の猫たちは数のうえでは劣おとるライとアサトに、徐じよ々じよに押されていく。

「くっ……退くぞ！」

　一匹ぴきが命じ、さっと身をひるがえす。

「……逃にがすか！」

　ライが低く吐はき捨て、身を返そうとした一匹を瞬またたく間に切り捨てる。その太刀たち筋すじのあまりの鋭するどさに、退たい却きやくさえままならず、何匹かがとどまって必死に剣けんを振るい続ける。しかしほかの数匹は、身軽に闇のなかへ飛びのき、消えていく。

「待て！」

　アサトがそのあとを追う。コノエは思わず手を上げて呼び返そうとした。離れたら歌が届かない。危ない、行くな──！

　が、その瞬間、大きく視界が揺ゆれる。コノエは息を荒あらげ、かろうじて窓枠にすがりついて体を支えた。忘れていた体の痛みが、いきなり何倍にもなって戻もどってくる。全身から火が噴ふき出すようだ。コノエは激しくあえぎ、歌がとぎれる。

　コノエの変調が伝わったのか、ライが一瞬、焦あせったようすでこちらを振り仰あおぐ。彼のまえに残った敵が、そのわずかな隙すきをついた。
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「ライっ……！」

　コノエは警告の叫びを上げる。鋭い突きを、ライは短たん剣けんではね上げてかわすが、突っ込んでくる体まではよけきれない。二匹はもつれ合って倒たおれ、しばし、闇のなか揉もみあう。その機に乗じて、ほかの二匹が仲間を追って姿を消した。コノエは痛みに崩くずれそうになる体を懸けん命めいに支え、地面のうえで取っ組み合う二匹を見分けようと目をこらす。ほどなくもつれた影のなかから、一匹が立ち上がる。その毛並みが陰の月に照らされて銀色に光るのを見、コノエは詰つめていた息を吐いた。ライだ。

　だが安あん堵どの息は、すぐ次の瞬間、凍こおりつく。立ち上がったライの口もとに、あの笑えみがひらめくのが見えたのだ。──笑っている。

　ライの手に握られた剣が高く上がり、月光を受けてきらりと光った。

　──やめろ！

　倒れたままの猫リビカのうえに、刃が立て続けに振り下ろされる。血が噴き上がり、ライの白銀の毛並みを染めていく。まただ。また、あの〝変容〟が起こったのだ。

　ライを、止めなければ。

　激しく息をつきながら、コノエはここから下までの絶望的な距きよ離りを思う。飛び降りる力はない。なら、階段を下りるしかない。彼は重い体を引きずって、窓辺から離れようとする。だが、一歩、足を踏ふみ出したところで膝ひざが砕くだけてしまう。視界がぐるぐると回り、滝たきのような汗あせが全身を伝う。苦痛と倦けん怠たい感が、必死に立ち上がろうとする手足にからみつく。心はすぐにもライのもとへ駆けつけたがっているのに、限界に達した体が拒こばむ。

　コノエの頭が、冷たい床ゆかに落ちた。




「血が、甘いな……」

　心ここ地ちよい音と匂においが体を包んでいる。ぴちゃり──ぴちゃり──

　あたたかい、かぐわしい、この闇……。

　──声が、聞こえたような気がした。

　ライの意識が急速に浮ふ上じようする。かぐわしい血の滴したたる闇から、月の光に照らされた現実へと。

　目を落とすと、めちゃめちゃに切り刻まれた死体が横たわっていた。粘ねばつく両手には冷めていく血の感かん触しよく。おぞましさに尻尾しつぽの毛が逆立つ。それがさっきまで取っ組み合っていた相手だということはわかる。組み伏ふせたとき、その相手が苦し紛まぎれに殴なぐりかかった手が、眼帯に覆おおわれた右目に当たった、その感触までは──だが、そのあとの記き憶おくがない。

　そのとき、背後から、軽い声がかけられた。

「やあ、白猫ちゃん、いい夜だねぇ」

　全身の毛を逆立てて振り返る。そこにはあの緑の悪あく魔ま──〝喜き悦えつ〟を司つかさどるフラウドの姿があった。悪魔はぴっちり覆った顔の下半分で、にやにやと笑えみ崩れている。ライは身構えながら、低くたずねる。

「なんの用だ？」

「いやいや、たいしたことじゃないんだけどね。あんまりほかの誰だれかに聞かれたくもないだろうと思って」

「はやく言え」

　相手の軽けい薄はくな口調に苛いら立だちながら、ライは低く唸うなる。無む惨ざんに切り刻まれた死体を、相手の視界から隠かくしたいという欲求をこらえながら。フラウドは、ひゅう、と短く口笛を吹ふいた。

「悪魔相手によくやるねぇ。たとえいまは魔力がないとはいえ。──いいけどね。そういうのは嫌きらいじゃない」

「聞こえなかったのか？　はやく言えと言った」

「ふふ……見てたのさ、じつはね。いまも──昨夜も」

「なにをだ」

「キミのおぞましいまでの戦いぶりをさ」

　瞬しゆん間かん、ライは全身の血が熱くなるような感情をおぼえる。昨夜──そう、昨夜も同じように記憶が欠落した時間がある。あの、リークスの人形を相手に戦っていたときだ。

　以前から戦いのさなかに、異常に血の騒さわぐことはあった。だが記憶がなくなるようになったのはつい最近だ。いつもどおり冷静に戦っているつもりなのに、ふいに我に返ると、目の前におぼえのない死体が転がっている。まるで知らない誰かに、つかの間体をのっとられていたかのように。

　それが、恐おそろしいほど頻ひん繁ぱんに起こるようになっている。悪化しているのだ。

　うそ寒い思いにとらわれて黙だまり込んだライに、フラウドが笑いかける。

「じつに楽しそうだったねぇ。楽しかったんだろう、心底？」

　ライはめったになくたじろいだ。その言葉が、心の一番奥に封ふうじ込めた思いを言い当てたように感じたのだ。

「……なんのことだか──」

　つい、語調が弱くなる。嬲なぶるようにフラウドが続ける。

「──わからない？　へえ、じゃあ微びに入り細に入り説明しようかな？」

「きさまッ……！」

　カッと頭に血が上り、ライは牙きばをむき出した。フラウドはくすくす笑う。

「もっと素す直なおにおなりよ。こういうときは、遺い憾かんながらヴェルグに賛同してしまうなぁ。キミたち猫は、さすがに半分ニンゲンの血を引いているだけあるよ。噓うそつきなところはホントにそっくりだ。嫌いやなところを受け継ついじゃったものだねぇ」

「きさま、いったい……なにが言いたい？」

　ライは苛立った口調で問いかけたが、その内側では恐きよう怖ふが徐じよ々じよに頭をもたげる。さっきからフラウドがほのめかす意味を、心の底ではわかっていたからだ。自分では認めたくないものの。フラウドはそんな彼の心を見み透すかすように忍しのび笑う。

「とぼけなくたっていいよ。キミは自分の半身を嫌けん悪おしている反面、楽しんでもいるんだろ？　そしてそんな自分も嫌でたまらない──ボクの言ってること、的外れかい、白猫ちゃん？」

「──黙れ！」

　怒いかりがふくれ上がり、ライは勢いよく剣けんを振ふるった。その剣は目前の悪魔を両断したかに見えたが、その姿は揺ゆらめくように消え、直後、なにごともなかったかのように二、三歩背後に現れる。

「ああ、無む駄だだねぇ。自分に噓をついて、そのせいで二重、三重に苦しむなんて。ただ、認めればいいだけなのに──」

　フラウドは秘密めかして声をひそめる。

「──じぶんは、ころすのが、だぁいすきだって」

　体内を駆かけめぐっていた血が、温度を下げたようにライは感じる。

「ふふ、ボクにはキミの気持ちがよくわかる」

　フラウドは彼ににじり寄り、幻げん惑わくするように耳元でささやきかける。

「ぬくもりを、欲ほつしているんだろう？　なによりも近く、なによりも濃こいぬくもり──それはまさしく、生の命のなかにある」

　あたたかくぬめる血──はじめて知ったぬくもり。その色はなにより美しく見えた。

　そうだ。フラウドの言ったことはすべて真実。自分は──この自分ではない、もうひとりの自分は、殺すことを心から楽しんでいる。血の感触を、その匂いを、ぬくもりを求めて。ライはそんな自分の半身を憎にくみつつ、止めることができない。それは──その半身こそが、自分の真実の姿だからなのではないか……？

「……おまえ……なにが目的だ？　なぜわざわざ、俺にそれを告げる？」

　絞しぼり出すようにライが問うと、フラウドは明るく言い放った。

「もちろん、楽しいからだよ」

　ライの胸に怒りがよみがえる。

「ふざけるな！」

「本当さ。キミはボクをわくわくさせてくれる。とっても素す敵てきなオモチャだよ」

「目め障ざわりだ。消えろ！」

「尻尾しつぽが逆立ってるねぇ。怒ってるのかな？　ふふ、もっと苛立つといい。もうすぐだよ。もうすぐキミは痛感するはずだ。噓なんかついても無駄だ──ってね」

　フラウドはゆったりと笑う。勝利を確信した者の笑えみ。

「ちゃちな理性は、本能の欲求にはあらがえない。いつでもいい。ボクは待っているよ。キミがこちらへ来るときを」

　ライは黙って、喉のどの奥で唸り声を立てた。恐怖を圧して、冷たい反発心が目覚める。こいつの思い通りになどなるものか！

　フラウドは、ライのひとつしかない目に燃える光を認めたようだが、あくまで軽薄な態度を崩くずさず、訊きいた。

「さて、そろそろ部屋に戻もどらなくていいのかい？　キミの大切な子こ猫ねこちゃんが倒たおれているよ、かわいそうに」

　言われてはじめてライはコノエのことを思い出す。そうだ。あの馬ば鹿か猫──あんな体で歌うなんて！　倒れて当然だ！

　油断なく緑の悪あく魔まを睨にらみつつ、ライはじりっと背後に下がる。フラウドはにやりと笑う。

「ああ、心配いらない。このことは誰だれにも言わないよ。死コ体レもボクが始末しておいてあげよう。ボクとキミだけの秘密ってやつだ。だからキミも、協定を忘れちゃダメだよ。リークスを見つけるまで、ボクらは仲よくやってかなきゃねえ」

　恩着せがましい言いように、ライは吐はき気をもよおす。だがそれより、コノエのことが気がかりだった。彼はすばやく、踵きびすを返した。背後から含ふくみ笑う声が追ってくる。

「──それじゃあおやすみ、白猫ちゃん」

　不快な笑い声が、影かげのように自分のあとをついてくるように感じた。

　ライは勢いよく階段を駆け上がり、自室の扉とびらを押し開ける。床ゆかに倒れたコノエの姿が目に飛び込んできて、きゅっと心臓が縮こまる。

「おい、この、馬鹿猫……！」

　駆け寄って抱だき起こすと、かすかな呻うめき声が上がった。コノエの体は汗あせにまみれ、月明かりが青ざめた顔を照らし出す。また熱がぶり返したようだ。抱き上げても意識が戻るようすはなく、腕うでのなかで細い首が力なくのけぞる。

　ライは壊こわれものを扱あつかうように、そっとその体を寝しん台だいに下ろす。コノエは身じろぎし、かすかに声を上げた。

「──ライ……やめ……ろ」

　ライはぎくりとする。見られて、いたのか──また。自分の変容を。殺しに酔よった浅ましい姿を。

　それで自分を止めに行こうとして、倒れたのだろう。

　苦しげに息をつきながら、弱々しくもがくコノエの体に、ライは寄り添そい、顔を寄せる。熱を持った耳をなだめるように舐なめると、ゆっくりとコノエの眉まゆが開き、緊きん張ちようがとけていくのが感じられた。

　やがてコノエの呼吸がやすらぎ、口もとにかすかな笑みが漂ただよう。かあさん──小さく唇くちびるが動いた。ライは急に、引き絞られるような痛みを胸に感じる。

　この痛みはなんなのだろう。自分は腹を立てているはずだ。おのれの身を顧かえりみずに、無分別な行こう為いをしたコノエに対して。彼が全身から血を流し、それでも歌い続けていた姿を見たときのことを思い出し、ライの手につい、力が入った。コノエが腕のなかで小さく身じろぎし、あわてて手を離はなす。まるで強く握にぎりしめたら潰つぶしてしまいそうな卵を、そっと抱かかえているような気分だった。そっと頰ほおを舐めてやると、コノエは目をつぶったまま、また安心したように息をつく。

　こいつは自分の価値が少しもわかっていない。自分が並の猫ではなく、貴重な〝賛サン牙ガ〟であるということが。本当に、手に負えない馬鹿猫だ。

　その馬鹿猫は満足げに喉の奥で唸うなりながら、ライの顔に頭をすりつける。少し湿しめった髪かみがやわらかく頰を撫なでる。今度は疼うずくような切ない痛みが、じわじわと体に広がっていくのをライは感じる。この感じは、なんなのだろう。こんな感じは知らない。あたたかい血を浴びたときの、あの感じと似ている。でも、違ちがう。

　静かな寝ね息いきを立てるコノエの体をかたわらに、ライはこれまで感じたことのない、妙みようにおぼつかない感情を抱えながら、ついと窓のそとに目をやった。ちょうど陰の月が、ぼんやりと闇やみを切り取っている。彼は言葉もなく、青白い光のかけらを見上げた。

　いつでも、夜を見上げれば月はそこにある。たとえ──自分が自分でなくなったとしても、この瞳ひとみには同じ月が映るのだろう。




　アサトは逃にげ出した敵を追って、しんとした路地を走っていた。まえを走っている猫は二匹ひき。二匹は裏道から裏道へとたどり、街はずれの方へ向かっている。やがて道の先に森が見えてくる。家並みもまばらになった空き地で、二匹はこちらへ振ふり返った。アサトも間合いを取って足を止める。

「魔まの子め」

　突とつ然ぜんぶつけられた呪のろいの声に、アサトは思わず立ちすくむ。二匹が目ま深ぶかにかぶっていたフードをはねのける。現れたのはアサトの記き憶おくにある顔だった。

「──吉キ良ラの」

　目の前でこちらを睨みつけているのは、かつての同どう胞ほう、吉良の猫たちだった。てっきりリークスの手の者だと思っていた。

「誓ちかいを破ったな、アサト」

　低く発せられた告発に、アサトはたじろぐ。

「待ってくれ……聞いてくれ」

　アサトが村を出たのは、コノエを討うつよう命ぜられたからだ。コノエが長おさを殺したと思われたから──でも、それは誤解だったのだ。コノエを陥おとしいれるために、魔ま物ものがしたことだった。それを知ってどうして彼を殺すことができるだろう。はじめて自分を誉ほめてくれた、自分を友だちのように扱あつかってくれた彼を。

　だが猫たちはアサトの言葉など聞かなかった。

「命に背そむいて誓いを忘れ、村を逃げ出した。裏切り者め」

「裏切りには死を──わかっているだろう」

　冷たい糾きゆう弾だんの言葉を浴びせられながら、アサトは戸と惑まどっていた。たしかに自分は誓いを破った。誓いを破った者は罰ばつされる──それが吉良の掟おきてだ。しかし、吉良の一族は頑かたくなに外界との接せつ触しよくを断たち、村を出ることもほとんどない。それなのに彼らは、自分を罰するためにわざわざ村を出たということか？

　猫たちは顔をゆがめて吐き捨てる。

「どこまで我らに厄やつ介かいをかける気だ？〝許されざる者〟、忌いみ子！」

「魔物め！」

　それまで感じていた困こん惑わくにかわって、瞬しゆん時じに怒いかりが血を沸ふつ騰とうさせた。ずっとずっと浴びせられてきた罵ば声せい。同胞たちの憎ぞう悪おと蔑さげすみ。

　これまでは自分が悪いのだと思ってきた。でもコノエに会って、外の広い世界を知ったアサトは、以前よりはるかに強い憤いきどおりをおぼえる。自分がなにをしたというのだろう。ずっと彼らの命令に従順に従い、息をひそめるように生きてきた。なのに、なぜこうまで蔑まれ、傷つけられなければならないのだ？

「……やめろ」

　凶きよう暴ぼうな怒りが体内を駆かけめぐる。燃え立つように熱い血潮に乗って。

　しかし猫リビカたちの蔑みに満ちた言葉はとぎれない。

「黙だまれ！　おまえは呪のろわれし子なのだ！　我らが土に返してやる！」

「魔より生まれし禁きん忌きの子。そもそも生まれるべきではなかった──」

　アサトの目の前が真っ赤に煙けむる。

「やめろォォォォッ！」

　生まれるべきではない。

　生まれるべきではない。

　その言葉だけが頭のなかで鳴り響ひびき、アサトを激情へと駆り立てる。

　──どこか遠く、獣けものの哭おらぶ声が聞こえた。




　窓から降りそそぐ陽の月の光で目が覚めた。アサトは勢いよく跳はね起き、自分が宿の寝しん台だいに寝ねていたことを見てとる。いったいいつの間に戻もどったのだろう？

　アサトは混乱しながら記憶をたどる。襲しゆう撃げきのあと、自分は敵を追って宿を離れた。それはたしかだ。そして襲撃者が吉良の追っ手だと知った。かわされた言葉──自分に浴びせられた罵ののしりの言葉がよみがえり、アサトのうちにまた暗い憤りの感情が頭をもたげる。だが、そのあとは？

　アサトは当とう惑わくして頭を振った。追っ手たちと対たい峙じした記憶まではある。だが、そのあとは、まるで闇がぽっかり口を開いてかじり取ったように、なにも思い浮うかばない。ただ──そうだ。遠くで響く悲しげな獣の咆ほう哮こう、そして、まるで凄すさまじい速さで走ったみたいに、顔に当たる風を感じた。だが後半の記憶はひどく曖あい昧まいで、現実にあったことのように思えない。自分は、夢を見ていたのか？

　夢うつつで宿に帰ってきたのだろうか。だがあの追っ手たちはどうしたのだ？

　急に焦あせりを感じて、アサトは寝台から飛び降りようと寝具をはねのけた。そこで、凍こおりつく。

　シーツは泥どろで汚よごれていた。自分の足も泥だらけだ。だが、それだけではない。アサトは自分の手についた汚れに目をこらす。乾かわいた赤黒い色の皮ひ膜まくが、自分の手をべっとり覆おおい、爪つめのあいだにまで入り込んで固まっている。

　血だ。

　よく見るとシーツにも、服にも、なすりつけられたように乾いた血がこびりついている。

　これはいったい、どういうことだ──？

　朝の光にさらされながら、アサトは凍りついたように、体を汚す不ふ吉きつな色をただ見つめていた。




　その日もコノエは遅おそくなって目覚めた。身を起こすと少しだるかったが、傷の痛みはほとんどやわらぎ、身動きしても支障はなさそうだ。部屋にはすでにライの姿はなく、アサトも今日は来ていない。コノエは身み支じ度たくし、窓外のざわめきにうながされるように、そろそろと階下へ下りた。

　ホールには何匹ひきかの猫がうろついて歓かん談だんし、祭の気配を伝えている。コノエはそのあいだにまぎれるように、壁かべ際ぎわに座った者に目を引きつけられる。〝悲ひ哀あい〟の悪あく魔ま、カルツだ。周囲の仮装のせいもあるが、不思議にほかの猫としっくりなじんで見える。カルツは周囲の喧けん噪そうにもかかわらず、悲しげな青白い顔をうつむけ、手のなかのなにかに見入っているようだ。コノエが近づくと、気配に気づいたように顔を上げ、ほっそりとした手を握にぎった。隠かくれるまえに掌てのひらのうえに、ちらりと白いものが見えた。

「もう、体はいいのか？」

　カルツが落ち着いた声をかけてくる。

「ああ。もう痛みもほとんどない」

　コノエはなんとなく違い和わ感かんをおぼえながら答えた。悪魔に気き遣づかわれるなんて、なんか変だ。

「あんたは──今日は〝呼ばれて〟ないのか？」

　コノエの問いに、カルツは一いつ瞬しゆん、眉まゆのあたりを曇くもらせたが、軽く首を振ふった。

「しばらくは、私の出番はたいしてないだろう。悲しみという感情は祭にはそぐわない」

　彼は祭の仮装をしてふざけあう猫たちに、深い色の瞳ひとみを向ける。その目は遠く、憧あこがれに似た感情をたたえているように見えた。コノエはまた、違和感にとらわれる。以前から、カルツはほかの悪魔とちょっと雰ふん囲い気きが違ちがうように感じていた。なんというか──自分たち猫に近いような。

「今日は連れはどうした？」

「どっちも部屋にいなくて……昨夜、襲撃があったあとだから、心配してる」

「襲撃？」

　カルツは眉をひそめた。

「妙みようだな。昨夜はリークスの気配はなかったが──奴に属する者たちの気配もだ」

　そういわれてコノエもはじめて気づく。自分の〝共感〟の能力も、昨夜はなにも伝えてこなかった。リークスに連なる者が接近するときに必ず感じた、あの頭を押さえつけるような圧あつ迫ぱく感かんがなかった。

「じゃ……アイツらは何者だったんだ？」

「わからん。少し、探さぐってみよう」

　言うなりカルツは、ふっと姿を消した。コノエはぎょっとして周囲を窺うかがう。さいわいほかの猫は自分たちのことにかまけ、こちらを見ていた者はひとりもなかったようだ。コノエは胸をなで下ろしながら、今度悪魔たちにひとこと言っておかねばと心に決める。せめて猫らしく歩いて出て行ってくれるようにと。大騒動になったら困るのはこっちだ。

　そのときカウンターの奥からバルドが顔を出し、コノエに気づいてしたしげに声をかけてくる。

「おう、出かけるのか？　大だい丈じよう夫ぶか、体は？」

「ああ……昨日は、その、ありがとう。スープとか」

「どうだ、効果覿てき面めんだろ？」

　バルドは、コノエを元気にしたのが自分のスープであるかのように胸を張ったあと、ふいに顔を寄せてきてささやいた。

「そうそう、なんか物ぶつ騒そうな噂うわさが出回ってるが、聞いたか？」

「物騒な噂？」

「街なかを魔物がうろついてる、ってさ。ま、おおかた酔よっぱらいが祭の山車だしでも見み間ま違ちがえたんだろうけどな。天地開かい闢びやく以来、この藍ラン閃センに魔物が入り込んだことなんざないんだから」

「ふうん……」

　聞き流しかけたコノエは、あることを思い出してぎくりとする。

　藍閃に魔物が入り込んだことはない──だがそれは、この都がずっと守られていたからだ。以前、助言を求めに行ったとき、呪じゆ術じゆつ師しが言ったではないか。何者かが聖地を破は壊かいし、藍閃の守りは破られたと。

　何者か──おそらく、リークスが。ではリークスは祇シ沙サじゅうの聖地を壊こわして、なにをしようとしているのだろう？

　わからない。だがもしかして、これはその前兆ではないのか？

　胸むな騒さわぎを感じ、コノエは思わずバルドにたずねた。

「ライは？　あんた、見なかったか？」

　誰だれかとできるだけ早く、このことを話しあいたいと思った。だが、急にバルドが、こちらを推おし量るような目つきで見る。

「ライが気になるのか？」

「……そういうわけじゃないけど」

　その視線にたじろぐと、バルドは急に、切って捨てるような調子で言った。

「あいつには深入りするな」

　コノエは一瞬、絶句する。

「どういう意味だ？」

「そのまんまの意味だよ」

　コノエの腹の底に、もやもやと形のない怒いかりが頭をもたげる。

「理由もなくそんなこと言われても、納なつ得とくできない。つきあう相手は、自分で決める」

　相手の顔を睨にらみつけると、バルドは低く息をつき、投げやりに言った。

「……とにかく、忠告はしたからな」

　そしてこちらに背を向け、奥へと入っていってしまう。コノエは腹を立てながら、その場をあとにした。

　街は祭の気分に浮うき立ち、沸わき返っていた。さまざまな服装の猫リビカが街路をそぞろ歩き、売り買いの声が高く響ひびく。目は色しき彩さいの氾はん濫らんにちかちかし、喧けん噪そうで耳がおかしくなりそうだ。コノエはほとんど決死の形相で、通行の波に流されて歩いていた。ときおり通りがさらに騒さわがしくなり、冬の悪あく魔まや英えい雄ゆうの張りぼてを高々と掲かかげた山車が練り歩いていく。山車には何十匹ぴきもの楽師が従い、けたたましい音楽で周囲を満たしては、また遠ざかっていく。

　ライやアサトを捜さがそうと思っていたコノエは、いかにも自分の考えが甘かったのを思い知らされていた。この洪こう水ずいのような群衆のなかから、二匹の猫を捜し出すなんて、まるで砂山から一ひと粒つぶの砂金をより分けようとするようなものだ。ひとまず宿に戻もどろうかと考えたが、この流れを逆行することなど不可能に近い。どこかで脇わき道みちにそれて、裏通りを回っていくしかない。

　コノエはじりじりと見物客を押しのけ、ようやく脇道へとたどり着く。細くて薄うす暗ぐらい路地で、大きく息をつく。まだ体力が戻っていないようだ。これだけのことでへたり込みそうになる。もっとも健康なときだって、この状態の表通りを切り抜ぬけるのは命がけだろう。

　裏路地も以前見たときと比べると、行き交かう猫がかなり多い。コノエのように表通りに辟へき易えきした者か、路地を抜けて近道しようという勝手のわかった者だろう。勝手はわからないが、コノエも路地の先へ向かった。角を折れて戻れば、ひとまず宿の周辺に出るはず──

　行く手を透すかし見ると、路地の切れ目から光が射さしており、前方を歩いている猫の毛並みがきらりと光をはね返した。コノエはハッと目をこらす。輝かがやく白銀の毛並み──ライか？

　コノエはすぐまえを歩いている猫の脇わきをすり抜け、走りだした。だが狭せまさと、ほかの猫の体が邪じや魔までうまく進めない。そうこうするうち、ライらしき後ろ姿を見失ってしまう。コノエは角まできて、あわただしく左右を見やった。左手の道の先に、白銀の光が見えたような気がして、そちらへ進む。

　狭い路地のあちこちにも、ちっぽけな露ろ店てんが出て怪あやしげな商品を並べている。それを物色する客や、群れ遊ぶこどもたちをよけてコノエは走った。

「ライ！」

　白銀の毛並みは群衆に隔へだてられて見え隠かくれするばかりだ。コノエの声が届く気配もない。コノエは息を切らしながら、裏路地を走った。足あし下もとの段差に足をとられてたたらを踏ふみ、ぶつかった猫が罵ば声せいを浴びせる。唸うなるようなざわめきが高い壁かべに閉じ込められて空気を満たす。コノエはなかなか近づかない影かげを追って、角を曲がり、坂を登って走り続ける。表通りを通り過ぎる山車の音楽が、ふいに思いがけなく近くで響き、すぐまた遠ざかる。仮装した猫の悪魔じみた仮面が、すれ違ちがいざまこちらを凝ぎよう視しする。頭が痺しびれたように働かなくなっていた。あたりを満たす低い唸りが、頭のなかを飛び回る虫の羽音に感じられる。コノエは自分がどちらに向かっているのか、なにを探しているのかわからなくなる。まるで夢のなかにいるようだ。

「こっちだよ、ほら！」

　露店に座っていた老猫が、枯かれ木のような指で路地を指し示す。コノエは疑うこともなく、示された道へ駆かけ込み──やがて、あたりが暗く閉とざされているのに気づく。いつの間にか〝二つ杖つえ〟の遺構へ入り込んでいたようだ。四角く開いた高い窓から射し込む光が、歩むにつれて床ゆかを白く染め分ける。自分の足音ががらんとした通路に響き渡わたる。

　ふと気づくとコノエは、薄暗い小部屋の入口に立ち止まっていた。小部屋の奥で小さなあかりが揺ゆれている。どこか刺し激げき的な、甘い匂においがした。コノエはなにかに突つき動かされるように、荒あれ果てた小部屋に足を踏み入れる。

　薄うす闇やみに、徐じよ々じよに目が慣れ、室内のようすが見えてくる。壊こわれて戸がぶら下がっている空っぽの戸と棚だな、片かた隅すみに転がったまま朽くち果てているのは、あれは呪じゆ術じゆつ師しのところで見た〝本〟というものだろう。奥の燭しよく台だいもかなり古いものらしく、黄みがかった光を鈍にぶく放つ金属に、複雑な模様の筋すじ彫ぼりが見えた。だがなにより興味を惹ひかれたのは、部屋の中央に、唐とう突とつな感じで置かれた四角い台だった。磨みがき込まれた石でできた台の上には、黒っぽく光る金属の輪が載のっている。大きさからすると腕うで輪わだろうか。これという装そう飾しよくもない、光こう沢たくもくすみかけたみすぼらしい腕輪だ。なのに、コノエはなぜかその腕輪から目が離はなせなくなる。まるで吸い寄せられるように台に歩み寄り、腕輪を手に取る。

　腕輪の内側になにか彫られていた。模様かと思ったが、よく見ると文字──ひとつながりの文章のようだ。暗いなか目をこらしてそれを読みとろうとしたとき、突とつ然ぜん、足下から青い光が立ちのぼる。

　コノエは驚おどろいて周囲を見回した。床のうえに光る線が、パッと目に入る。燐りん光こうのように光る線は、奇き妙みような図形を描えがきながら、自分と石の台をぐるりと取り囲んでいる。

　──なんだ、これは!?

　次の瞬しゆん間かん、足下から脳天へと激痛が駆け上がった。コノエは思わず声を上げ、その場に膝ひざをつく。手足がじりじりと焼けつくように痛む。治りかけた傷の痛みではない。これは──

　コノエは呻うめきながら手てつ甲こうを引き下げる。苦痛にかすむ目に映ったのは、肌はだの内側からゆっくりと浮かび上がってくる黒い痣あざだった。コノエは再度、悲鳴を上げる。それは痛みゆえではなかった。

　呪のろいの徴しるし──いちどは消えたと思った、あの黒い文様が、躍おどるように視界に焼きつく。コノエは恐きよう慌こうに駆られて尻尾しつぽをつかむ。目の前で見慣れた形の尻尾が揺れる。だがその色は、闇やみそのもののような漆しつ黒こくに変わっていた。コノエは絶望の声を上げ、うずくまったまま頭を抱かかえる。

　なんでまた──なんで、自分が！　やっと呪いから抜け出せたと思っていたのに！

　これで終わりではないとわかっていたはずなのに、ふたたび体に刻み込まれた呪いの徴は、あまりに禍まが々まがしく衝しよう撃げき的で、コノエの理性を吹ふき飛ばす。

　逃にげなければ！　リークスの罠わなだ！　自分はまんまと罠に誘さそい込まれたのだ。

　床を引っかくようにして立ち上がろうとしたとき、さっき取り落とした腕輪に指先が触ふれた。

　ドクン！

　床が大きく揺れたように感じた。血の気が引く感覚と同時に、心臓に絞しぼられるような痛みが走る。薄うす暗ぐらい小部屋が遠ざかり、目の前に違う景色が浮うかび上がる。この感じ──おぼえがある。

　腕輪の記き憶おくが──流れ込んでくる。

　目の前に、恐きよう怖ふに歪ゆがんだ顔が現れた。ふいに噴ふん水すいのように血しぶきが上がり、目の前の顔をみるみる赤く塗ぬりつぶしていく。炎ほのおが見えた。凄すさまじい怒いかりの感情が流れ込んでくる。これは、誰だれの？　腕輪の持ち主の感情なのか？

　炎に包まれる藍ラン閃センの街並み。声を上げながら逃げ惑まどう猫リビカたち。琴ことが取り落とされ、誰かの足に踏み破やぶられる。豪ごう奢しやな衣装をまとった猫──ちょうど先日見た〝賛サン牙ガ長〟のような──でもずっと老いた猫が炎のなかに座り込み、近づいてくる腕輪の主に目を留めて、顔を引きつらせた。その口が震ふるえながらぱくぱくと動くが、声はまるで聞こえない。次の瞬間、老いた猫の体が、松たい明まつのように燃え上がった。

　血、炎、破は壊かい──次々に流れ込んでくるのは、どす黒い負の記憶ばかりだ。コノエは気づかぬうちに悲鳴を上げていた。耐たえられない。憎にくしみと怒り、どろどろとたぎる感情、目の前でくり広げられるむごたらしい虐ぎやく殺さつ。それなのに全身が硬こう直ちよくしたように動かず、腕輪から手を離すことさえできない。過去からよみがえった陰いん惨さんな記憶が意識を黒く染めていく。

　だめだ。離れるんだ。心を引き離せ──頭の片隅でかすかにささやく声がするが、押し寄せる闇のなか、たちまちかき消される。被ひ害がい者しやの恐怖と怨えん嗟さ、加害者の嗜し虐ぎやくに満ちた暗い悦よろこびが、猛たけり狂くるう獣けもののようにコノエの心を食いちぎる。耐えられない。とても耐えられない。あらゆる負の感情が頭のなかでふくれ上がり、やがて──コノエの意識は限界に達したように、ぷっつりと途と絶だえた。

　遠く祭の楽の音に乗って、高らかに笑う誰かの声が聞こえたような気がした。




　ライが宿に帰ったとき、部屋にコノエの姿はなかった。それでは、起きられるほど回復したのだろう。ライはみちしるべの葉を水につけ、窓に歩み寄る。夜になっても祭のざわめきは続き、音楽が風に乗って一いつ瞬しゆん聞こえる。ライは自分がじっと下の路地を見つめ、流れてゆく猫たちの群れから無意識に一匹ぴきの猫を捜さがしているのに気づき、うろたえたように窓から離れた。

　あいつは、なにをやっているのだろう？　まだ体が完全でないはずなのに、こんな時間までどこをほっつき歩いているのか──。

　ふと気づいて隣となりの部屋の気配を窺うかがうが、誰もいないのか、しんと静まりかえっている。あの黒猫と出かけているのだろうか。

　ライは荷物を探さぐり、手が丸いものに触れたのに気づいて取り出す。クィムの実だった。そっけない動作でそれをコノエの寝しん台だいのうえに放ると、また立ち上がる。落ち着かない気分で部屋を出ると、ちょうど階段を上がってきたアサトと出くわした。ひとりだ。

「……あいつは、いっしょじゃないのか？」

　訊きくと、アサトは驚いた顔になる。

「コノエ、いないのか？」

　ライは難しい顔で押し黙だまる。アサトはそんな彼をきつい目で睨にらみつけたあと、身をひるがえして登ってきた階段を駆かけ下りていった。ライはその場でしばし逡しゆん巡じゆんする。

　捜しに行くか？──いや、あいつもこどもではないのだ。そこまでしてやる必要はない。

　彼は部屋に戻もどり、いつもどおりにふるまおうとした。手持ちの木の実や果実で軽く食事をしたため、寝ねるまえの毛づくろいをする。だがそのあいだもずっと、目は閉まったドアの方へとさまよいがちだった。

　なぜこんなにコノエの不在が気にかかるのか──

　それはもちろん、あいつが貴重な〝賛牙〟だからだ。自分が見いだし、その才能を開花させた。あいつになにかあって、その才能も、これまでの努力も無に帰すとしたら、かなりの損失になるだろう。もう二度と〝賛牙〟と組む機会などないかもしれないのだから……。

「……ほかに、なにがある？」

　ライは低く、自問した。なにかすっきりしないものが、みぞおちのあたりに残ったからだ。何とはなしに、ライは苛いら立だつ。

　──そうとも。ほかになにがある？

　そのとき、足音が聞こえて、ライは耳をピンと立てる。外で誰かが立ち止まる気配がして、遠えん慮りよがちにドアが叩たたかれた。わずかな期待は、ドアを開けた瞬間に裏切られる。ライは険のある表情で、戸口に立った者を見やった。

「なんの用だ？」

　切り口上でたずねる。気まずげに立ったバルドが、口をひらく。

「いま聞いたんだが……おまえの連れ、まだ戻らないのか？」

「……きさまには関係ない」

　唸うなるように返したライの言葉を黙もく殺さつし、バルドは気がかりそうな顔になる。

「昼ごろに出て行くところを見た。だいぶ回復しているようすじゃあったが──」

　その声を聞き続けるのが耐えられなくなり、ライは激しくさえぎる。

「だから、なんだ？」

　バルドの顔に責めるような表情がよぎる。

「『なんだ』って、おまえの連れだろう。心配じゃないのか？」

「偽ぎ善ぜんぶるな！」

　苛立ちが言葉になって飛び出す。たまりにたまった憤いきどおりが、ささくれた気分によっていや増し、吐はき出される。

「きさまはあのころからなにも変わっていない。きさまの生き方は虚きよ偽ぎであり、偽善そのものだ！」

「なんだと？」

　バルドが、さっと顔を紅潮させ、真っ向からこちらを見つめる。ライもまたその視線を正面から受け止めた。

「どう生きようときさまの勝手だ。だが、もう俺にかかわるな！」

　バルドの目には、どこより痛いところを突つかれた怒いかりが燃え、つかの間、ふだんののらりくらりとした顔とはまるで違ちがう誇ほこり高さをかいま見せた。ライはぞくぞくするような気分になる。この目を、自分は知っている。

　しかし一瞬ののち、バルドの視線は揺ゆらいだ。彼はのろのろと顔を伏ふせ、低く、つぶやく。

「……まだ、無理か」

「なんの話だ？」

「すまないと思ってる……いまも悔くやんでる」

　その声には真しん摯しな痛みがこもっていた。さっきライを燃え立たせた復ふく讐しゆうの満足感はたちまち失うせ、苦い嫌けん悪おが戻ってくる。ライは冷ややかに吐き捨すてた。

「知らんな。きさまがなんの話をしているのか、まるでわからん」

「ライ……」

　バルドの目が上げられる。そこにあったのは卑ひ屈くつな悔かい悟ご──負け犬の目だ。不快な苛立ちが腑はらわたを嚙かむ。

「とにかく、もう俺の前に姿を見せるな！」

　言うなり、相手の鼻先でドアを叩きつける。どうしようもない苛立ちに全身が震ふるえる。

　知らない。あれは俺の知っている猫ではない。あんな卑屈な、ろくでなしの偽善者などは！




　祭の熱気は夜気のなかにいまだ漂ただよっていた。店じまいされ、覆おおい布をかけられた露ろ店てんのあいだを、ほろ酔よい加減の見物客がそぞろ歩いている。アサトは彼らのあいだをすり抜ぬけ、周囲にせわしなく目を配りながら走っていた。ほかの猫リビカに軽く突き当たり、酔いの回った罵ば声せいを浴びせられたが、目もくれずに走り去る。彼が捜さがしているのはたったひとり──この藍ラン閃センで、いや、この世界でたったひとり、大切に思える相手だった。

　コノエ。どこにいるのだろう。まだ元気になったばかりなのに。いったいなにがあったのだろう？

　なにかがあったのだ。アサトはそれを確信していた。言うに言われぬ不ふ吉きつな予感が、ずっと胸をざわめかせている。

　昨夜──自分がおぼえもないまま、なにかしたかもしれないという恐きよう怖ふにとりつかれ、つい、逃にげるように宿を離はなれていた。祭の喧けん噪そうから離れ、街はずれの森に身を隠かくし、誰かに見つけられないように息をひそめていたのだ。

　これまでも、夢に見たことはある。自分が自分でない存在に変わり、吉キ良ラの村のみんなを殺さつ戮りくする夢。忌いみ子、魔ま物ものと罵ののしられ続けた、その鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように。目覚めるとアサトは慚ざん愧きと恐怖のために震えたものだ。もしかしたらみんなが言うように、自分は本当に魔物なのかもしれない。だからあんな夢を見るのだと思った。

　あの呪じゆ術じゆつ師しと会ったときに言われたこと──

　──おぬしの方にも見えるな、異形の闇やみが。そなたの体を流れる血に混じり、落とす影かげに潜ひそんでおるわ──

　あのとき、真実を言い当てられたような気がした。そしていま、夢が夢ではなくなろうとしている。

　恐おそろしい。他者が、自分が、自分の裡うちに潜むなにかが恐ろしくてたまらない。

　コノエに相談しようと思った。でも、ようやく心を決めて帰ってきたのに、コノエはいない。

　恐怖と焦あせりが入りまじって体を突き破りそうだ。

　深夜の街を駆かけ抜け、アサトはコノエの姿を捜し求めた。ふいに、かすかな歌声が風に乗って耳に触ふれる。アサトはハッと足を止めた。

「……コノエ？」

　それは戦いのときにコノエから発され、流れ込んでくる歌声に似て感じられた。アサトは疑いながら、声のした方へ向かった。前方の脇わき道みちを、さっと影がよぎる。アサトはその影を追って走りだす。一いつ瞬しゆんだったが、その姿は彼には見まがいようもないものだった。

「コノエ！」

　その姿が路地の奥に立ち止まり、振ふり返るのが見えた。おぼろな月明かりはその背後から射さし、顔は陰かげになって見えない。だがアサトはほっとして歩み寄ろうとした。

「コノエ……」

　その足が、路地の途と中ちゆうで止まる。五感はたしかにそこに立つのがコノエだと伝えているのに、なぜか違い和わ感かんが走ったのだ。陰になった顔が笑えみをたたえる気配がした。

「時は、近い」

　コノエは低く、告げる。

「闇が満ち始めている。だから、最後に知らしめておこうと思ってな。おまえたちがどれほどもろく儚はかない足場に立っているかということを」

　声はたしかにコノエのもの。でも違う。尊大で冷然たる発声と、含ふくまれた嗤し笑しようが、同じ声をまるで別人のものに変えている。どこかで聞いたことのあるような──ぞっとして後ずさるアサトの鼓こ膜まくに、続いた言葉が突き刺ささる。

「──おまえの夢は、夢ではない」

　衝しよう撃げきが駆け抜け、相手の顔から目が離せなくなる。青ざめたアサトの表情を見ながら、コノエの姿をした何者かがほくそ笑む。

「気づいているはずだ。おまえのなかに眠ねむっている、魔物に」

　なぜ？──なぜこいつが知っているのだ？　誰にも話していない夢のことを──

　夢は、夢ではない。

　それはいま、アサトがもっとも怖おそれている答えだった。相手はそんなアサトの恐怖と苦く悩のうを味わい、楽しむように続ける。

「どうだ、恐ろしいか？　恐ろしいだろう？　おまえはいつしか、おまえではなくなる。それは禁きん忌きの血より生み出されし魂たましいの、悲しい宿命だ」

「禁忌……の……」

　アサトの口から震ふるえる声が漏もれる。〝許されざる者〟──ずっとそう呼ばれ続けてきた。禁忌の血？　宿命？

「おまえが身も心も魔物へと変わり果てたとき……おまえは、闇の強力な担にない手となるだろう……」

　わからない。相手がなにを言っているのかわからない。めまいのような感覚をこらえながら、アサトはようやく疑問を口にする。

「おまえ……誰だ？」

「見ればわかるだろう。コノエだ」

「噓うそだ！」

　せせら笑うように答える相手に、アサトは鋭するどい叫さけびをぶつける。相手はたゆたうように笑ったあと、考えながら言った。

「正確には、コノエと同じものとでも言うべきかな」

「違ちがう！　コノエじゃない！　コノエをどこへやった!?」

「だから、ここにいる」

　コノエの姿をとった何者かが、芝しば居いがかった動作で手を胸に当てる。

「コノエは眠っている。このなかで」

　アサトは急にわき上がった怒いかりに満たされ、叫んだ。

「コノエを返せ！」

　地を蹴けって飛びかかろうとしたとき、コノエの体は予備動作なしにふわりと宙を舞まう。彼は跳とび上がったアサトのさらに頭上を越こえ、家の軒のきを蹴って闇やみに消えた。ひそやかな笑い声だけをあとに残し。

「ふふ、また会おう──闇の担い手よ」




　剣けんが肉を切り裂さく感かん触しよくを伝え、血しぶきが宙を舞った。ライは長い死し闘とうを演じている。目の前には黒っぽくぬらぬらとした皮ひ膚ふに覆おおわれた、おぞましく巨きよ大だいな体たい軀く。カッとひらいた顎あごにはナイフのような牙きばがきらめく。かつて戦ったなかでもっとも強大な魔ま獣じゆう。

　巨軀のいたるところにライの剣が刻んだ傷が見え、おびただしい血が地を染めている。ライの方も同様に傷を負っていた。それだけでこの戦いの凄すさまじさがわかるだろう。長時間に及およぶ戦いと体中の傷から流れ出した血が、ライの体力をいやおうなしに奪うばっていた。が、彼は輝かがやくほどの昂こう揚ように満たされて、痛みも疲ひ労ろうも感じずにいた。これほどの戦いがかつてあっただろうか。これほどの好敵手に今後、出会えるだろうか。剣を振るうたび歓かん喜きが体内で鳴り響ひびく。

　そして、忘れられぬ一瞬が訪おとずれる。

　魔獣は残った力を振り絞しぼるように凄まじい勢いで突とつ進しんし、ライは剣を構えてそれを待ち受ける。最後の一瞬、脇わきへ飛びのきながら振るった刃はが、魔獣の両目をあやまたず切り裂く。しかし、同時に一いつ閃せんした敵の爪つめも、ライの右目をえぐっていた。怒りの咆ほう哮こうが空気を震わす。それは自分か、それとも敵のものか。

　──とどめだ！

　昂揚の頂点に達し、ライの心は告げた。しかし肉体が裏切りを働く。突とつ然ぜん、膝ひざが落ち、ライは剣を支えに激しくあえぐ。視界が赤く明めい滅めつし、屈くつした膝と地面にボタボタと血が滴したたり落ちた。痛みがキリキリと脳のう髄ずいに突つき刺さる。半分欠けた視界のなかで、魔獣が血の流れ落ちる頭を高くもたげる。両目を奪われた怒りに燃え、敵はかん高い咆哮を上げながら、動けなくなったライに突進する。

　逃にげろ！──自らを叱しつ咤たしたが、萎なえた膝は動こうとしない。眼前に巨大な顎が迫せまる。血と唾だ液えきに濡ぬれてなまめかしく光る牙と、内臓めいた喉のどの奥が見えた。次の瞬しゆん間かん、その牙が自分の喉に深々と埋うまるのを感じた。

　骨の砕くだけるこもった音が耳元で響く。熱い血が噴ふき出して自分の体を包み込む。目がくらむような歓喜が全身を貫つらぬき──ライは、笑った。高らかに笑い、そして──目覚めた。

　ライは全身を冷ひや汗あせで濡らし、寝しん台だいに横たわっていた。闇のなかに自分の笑い声の残ざん響きようがかすかに漂ただよっている。また、あの夢だ。

　ライは身を起こし、激しく息をつきながら、顔を覆った。無意識に手が右目の眼帯を探さぐっている。

　この目をなくしたときの夢だった。現実には、両目を裂かれたあと魔獣は背を向けて逃げ、消しよう耗もうしきった自分はそれを追うことができなかった。悔くやしいと思うのは、とどめが刺せなかったからなのか、それとも──

　戦いが終わってしまったからだろうか。

　あれほどの戦いは経験したことがなかった。眼前の敵以外にはなにも目に入らず、自分の力と技わざと機知のすべてを捧ささげ、ただひたすらに剣を振ふるった。あのめくるめくような昂揚と悦よろこび──

　ライはうわずった呼吸を抑おさえようと、胸むな元もとをつかんだ。

　あの戦い以来だった。自分が戦いのなかに我を忘れるようになったのは──自分でも知覚し得ない、もうひとりの自分を宿すようになったのは──。

　ライは荒あらっぽく髪かみをかき上げたあと、苛いら立だちのこもった目を隣となりの寝台に向ける。そこにコノエの姿はない。まだ帰っていないのか──

　焦しよう燥そうに駆かられてドアの方を見やったとき、ライははじめて、気配に気づいた。

　部屋の隅すみ、もっとも深く闇の凝こごった場所に、何者かが立っている。手が反射的に剣へと伸のびた。隅に立っていた何者かが、ゆっくりと歩み出る。窓から流れ込む月の光が、フードのしたの顔を照らした。まだ少年の幼さを漂わせる、ほっそりとした猫──コノエだ。

「──帰っていたのか」

　声に苛立ちと安あん堵どが現れないように、用心深く口をひらく。けっきょくのところ、心配する必要などなかったのだ。こいつが多少、祭でハメを外そうと、自分に関係などない。そうとも。自分は心配などしていなかった。ちょっと……帰りが遅おそいのを変に思っただけだ。

「もう、寝ねろ」

　ライは短く言い、剣を寝台の横に立てかけた。そこで、相手の沈ちん黙もくに奇き異いの念を抱いだく。コノエは自分やアサトほど無口の質たちではない。むしろ自分には必要ないと思える質問や独白まで口にするほどだ。なにか、あったのか──？

　目を向けたとき、コノエの口もとにはゆっくりと笑えみがのぼりかけていた。フードの陰かげで、月光を受けて目がきらりと光る。

　──こいつ……!?

　さっき置いた剣に、ハッと手を伸ばしたときには遅かった。なんの前まえ触ぶれもなく、コノエは外がい套とうの裾すそをはためかせて飛びかかってくる。ライは勢いよく寝台のうえに叩たたきつけられる。その体のうえには、コノエがのしかかり、凄まじい力で肩かたを押さえつけていた。動いたはずみでフードが落ち、頭部があらわになる。ライは目をみはった。コノエの毛並みはふたたび漆しつ黒こくへと色を変えていた。彼の視線に気づいた相手が、さっき浮うかびかけた笑みをふたたび口もとに貼はりつける。コノエのものとはまるで違ちがう、尻尾しつぽを冷たい手でつかまれたような気分を起こさせる、嫌いやな笑みだ。ライは相手を睨にらみつけながら、たずねる。

「──貴様、誰だれだ」

　コノエの姿をまとった何者かは、ゆっくりと口をひらく。

「気づいているのだろう？」

　その声で──いや、語り方で気づいた。ライは呻うめく。

「──リークスか」

　相手の体をはねのけ、殴なぐりかかろうとしたが、その手はがっちりとつかまれる。コノエのものではない、信じがたい力だ。ライは瞳どう孔こうの尖とがった目で相手を睨み、牙きばを剝むく。

「どういうことだ、なぜ、貴様が」

　コノエは──コノエの顔をしたリークスは、無力な彼を嘲あざ笑わらうように目を細め、ささやく。

「取引を、しようではないか」

「取引だと？」

「こいつを助けたくはないか？　おまえの貴重な〝賛牙〟を」

　不ふ吉きつな理解が頭をかすめ、ライはまじまじと相手の顔を見上げる。

「……その体は、コノエのもの──ということなのか」

「もちろんだ。おまえには違ちがう猫に見えるとでもいうのか？」

「ああ。同じ顔でも中身が違えばまるで違う。それに、その耳……」

　一いつ瞬しゆん、リークスの顔を不快な表情がよぎったが、彼はすぐに悠ゆう然ぜんたる笑みを取り戻もどす。

「忘れてもらっては困るな。悪あく魔またちの魔力はいま、私のなかにある。そして、闇やみは満ち始めている。いまの私にとって、呪のろいを消すもかけるも思いのままだ」

　そして見せつけるように、手てつ甲こうをずらす。コノエのすんなりした腕うでに浮かび上がる痣あざが見てとれた。

「わかったところで、もう一度、問おう。──この猫を、助けたいか？」

　ライは歯ぎしりした。

「……なにが、望みだ」

「受ける気になったか？」

「貴様しだいだ」

「いいだろう。簡単だ。私がおまえに望むもの、それは──」

　リークスがかがみ込み、その顔を近づける。コノエの顔で、誘さそうように笑いかけながら、彼は告げる。

「──おまえのなかにいる、本当のおまえ自身だ」

　相手がなにを言っているかを悟さとって、ライの背筋に冷気が走る。それを見み透とおすように、リークスは嗤わらう。

「気づいているのだろう？　おのれのなかの忌いむべき影かげ、もっとも本能に忠実な存在──純じゆん粋すいな闇こそ、わが力の源だ」

　見み透すかされている。自分のなかの自分──ずっと忌き避ひし、ひた隠かくしにしてきた、自分のなかの闇を。握にぎりしめた掌てのひらにじわりと冷たい汗あせが滲にじむ。

「……たわごとを」

「ほう、たわごとか？　ではこれはどうだ？」

　リークスはライの強がりをせせら笑うと、コノエの短たん剣けんを抜ぬき放つ。その切っ先で、自分の胸をさした。

「いま、コノエの心はここで眠ねむっている。肉体が死ねば、そのまま永遠に目覚めることはない。死を自覚せずに死んでいく──ある意味、幸せな最さい期ごかもしれんな」

　抜き身の刃やいばが月光を受けてぎらりと光る。その刃がゆっくりと上がり、コノエの首筋に押し当てられるのを、ライは魅みせられたように見つめる。

「……やめろ」

　低いささやきが、その口から漏もれる。リークスは喉のど元もとに短剣を突つきつけたまま彼を見下ろし、ほくそ笑んだ。

「私が聞きたい答えは、そうではないぞ。どうする──取引を受け入れるか？」

　ライは一瞬、目を閉じた。目を開けたとき、心は決まっていた。

「好きにすればいい」

「闇が完全に目覚めれば、おまえの魂たましいは食くらいつくされて消しよう滅めつする。それもまた、死と同じだ──覚かく悟ごはできているのか？」

　勝ち誇ほこったように語るリークスの言葉は、よく理解できなかった。だが同じこと。もう、心は決まっていたのだ。ライは投げやりに返す。

「俺の答えが、聞こえなかったのか？」

「……おもしろい」

　リークスは、目をすがめてライを見下ろしていたが、ふいにコノエの細い首をのけぞらせて笑いだした。

「おもしろいな。たかが猫一匹ぴきのために、おのれを犠ぎ牲せいにするのか。そんなにこの猫が大事か？　〝賛牙〟が大事か？」

「おまえには、関係ない！」

　相手の言葉を封ふうじるように、ライはすばやく言い返す。だが心のなかでは、自分でも自分に問いかけていた。

　そんなにこの猫が大事か？

　そう、たしかに大事ではある。二度と見いだせないかもしれない、自分が育てた〝賛牙〟だ。だがその力を享きよう受じゆするには、自分が生きていることが大前提だ。引き換かえに自分が消滅するのでは、まるで意味がないではないか。そこまで執しゆう着ちやくするなんて馬ば鹿かげている。

　頭で出した結論はそうなのに、心は逆の結論を出している。こうするしかない──と。

　そんな自分の心に、ライはただ戸と惑まどっていた。

「まあいい。契けい約やくは成された」

　リークスの声で我に返る。リークスはライのうえにかがみ込み、その指先をそっと眼帯に伸のばす。身動きできない屈くつ辱じよく感に毛を逆立てながら、ライは眼帯に触ふれられる不快感を懸けん命めいにこらえる。コノエの指が、するりと眼帯のしたに滑すべり込み、閉じたまぶたに触れる。ひやりとした指がたしかめるようにまぶたの縁ふちをなぞり、ライの体をおののきが走った。

　だしぬけに、焼けつくような痛みがはじけた。まぶたの奥で炎ほのおの塊かたまりが燃え上がったかのようだ。体がコノエを乗せたまま、寝しん台だいのうえで跳はね上がる。ライは呻うめき声を漏らすまいと歯を食いしばり、しつこくまさぐる手をつかんで引きはがそうとする。しかしその手はびくとも動かない。まるで触れあったまま一体となってしまったように。

　やがて、失った右目の奥からなにかがずるりと引き出される。かすみかけたもう一方の目が、かろうじてそれをとらえる。それはもやもやと蠢うごめく黒い霧きりのように見えた。霧が引きずり出されるたびに、それと呼応するように、引きちぎられるような痛みが体中を駆かけ抜ける。

　コノエの体が、ライから離はなれた。その手に不定形な黒い霧を握り込んで。

「いずれおまえのなかで、おまえの影は育ち、おまえを食らいつくす。そのときおまえのすべての闇やみをもらい受けよう──そう、遠くない未来に……な」

　痺しびれるような痛みが全身に残っていた。遠く響ひびく声を追おうとしてライは寝台から滑り落ち、床ゆかを爪つめで引っかく。のろのろと上げた目に、窓からひらりと抜け出すコノエの姿が映る。

「待て──！」

　苦痛に割れた声が投げつけられたが、そのときには一いち陣じんの風を残し、コノエの姿は窓辺から消えていた。




「お？　あんた──」

　ふいに目の前に飛び出して来た影を見とがめ、バルドは声をかけた。宿の裏口に面した細い路地だ。声をかけられて、ほっそりした若い猫リビカが足を止め、彼に目を向ける。間ま違ちがいない。あの、コノエとかいったライの連れだ。

「なんだ、帰ってたのかよ。ライたちが心配してたぞ──」

　言ってから、じっさいにライとかわした会話を思い出し、バルドはつい、口をつぐむ。

　──偽ぎ善ぜんぶるな！

　たしかに自分にとっては偽善かもしれない。だがライは心配していただろうと思う。あいつが昔のようだったなら──

　いや、わからない。あいつは変わってしまったかもしれない。そもそも自分がこんなふうに介かい入にゆうすること自体、あいつには心外だろうか。

　そのとき、低い笑い声が耳に入り、バルドは我に返る。

　少し離れたところから、こちらを見ていたコノエが、笑っている。バルドはその姿に違い和わ感かんをおぼえる。

「おい、あんたの耳、そんな色だったか……？」

　たたずむコノエの耳は闇にとけ込むような黒──おかしい、と首をひねったとき、コノエが口をひらいた。

「ああ……偽善者だな、おまえは」

　さっきの自分の考えを読みとったかのような言葉に、バルドはぎくりとする。

「……なんだと？」

「偽善者と言ったのだ。おまえに限らず、この世は偽善に満ちあふれている」

　コノエはいつもと違ちがう、冷たく重々しい口調で吐はき捨てる。

「歌うたいたちは愛だの善だのを歌にうたう。だが現実にあるのは、飽あくことを知らぬ醜みにくい欲望だけだ」

「おいおい、どうした、あんた？　その歳でもうこの世に絶望しちまったのか？」

　ますます強くなる違和感を、自ら笑い飛ばすように、バルドは軽い調子で応じる。

「なにか嫌いやなことでもあったか？　なんならこのお兄さんに話して──」

「どこまでも偽善的な猫だな、おまえも」

　コノエは冷ややかにバルドの言葉を切り捨てる。そして、妙みような光を宿した目で、バルドの目を貫つらぬく。

「おまえのなかにも、あるではないか──飽くことを知らぬ欲望が」

「なんの……ことだ」

　口ごもりながら、バルドはようやく、心の奥で悟さとる。目の前にいるのが、コノエと呼ばれているあの猫とは違ちがう誰かだということを。凍こおるような目をしたその猫が、楽しげにほくそ笑えみながら、バルドが心の奥底に追いやり、封ふう印いんした恥ち部ぶを暴あばき立てる。

「力が、欲しかったのだろう？　勇者と呼ばれ、戦いくさで恐おそれられるような、冷れい徹てつで強大な力が」

　バルドはよろめき、後ずさる。

　なぜだ。なぜ、それを知っている？　自分以外の誰も知らない──いや、自分自身でさえすでに否定し忘れ去っていたはずの、ひそかな望みを──なぜ？

「そのためになにもかも捨て、裏切り──あげく、手に入れることもできなかった力。おまえの心はいまなお、それを欲ほつし、悼いたみ、悔くやんでいる……それなのに忘れたふりをして、自らを、他者を欺あざむいているとは。どこまでも中ちゆう途と半はん端ぱで、虚きよ偽ぎに満ちた存在だな」

　もっとも隠かくしたい真実を暴かれ、バルドは熱した油を注がれるような羞しゆう恥ちの念に苛さいなまれる。

　そうだ。自分は救いがたい卑ひ怯きよう者だ。力を欲し──そのためにあのこどもを──自分のみを頼たよりにしていた、哀あわれなこどもを遠ざけ、見捨てた……。

「おまえは……誰だ？」

　呻うめくような彼の問いかけに、コノエの顔をした何者かは冷れい酷こくな笑みを返しただけだった。その足が地を蹴けり、瞬またたく間に闇のなかへ駆け去っていく。

「待て！」

　そのあとを追って、夜目にも白く輝かがやく姿がよぎった。ライだ。一いつ瞬しゆん、目が合ったが、ライは青ざめた顔をそむけて走り去る。取り残されたバルドは、よろめいて戸口にもたれた。

　いったいなにが起こっているんだ？

　バルドもうっすらと、ライたちがふつうの見物客でないことは察していた。妙に姿を隠すようだったコノエ、もう一匹ぴきの黒猫は察するところ吉キ良ラの者だ。訪ねてくる連中も、どう見てもまともではない。つい先日、コノエはひどい傷を負って帰ってきたし、前夜はまた別の立ち回りがあったらしく、地面に血のあとが残っていた。

　──ライ……おまえ、いったいなにに巻き込まれてるんだ？

　彼らが駆け去った方向に、心のうちで問いかけたが、彼はすぐ、肩かたを落として踵きびすを返す。

　かかわるな──そう言われたではないか。

　どのみち自分にできることなどない。こんな中途半端な、卑怯者には。




　血が、見えた。

　腕うで輪わの記き憶おくの続きだろうか。逃にげ惑まどう猫リビカたちの姿が見える。自分の爪つめが、皮ひ膚ふを、肉を裂さいて血しぶきを散らす。

　嫌だ。もうこんなものを見たくない！

　目を閉とざそうとしたが、体はまるで自由にならない。

　──見ろ。

　真っ暗な天の中央で、赤い月が燃えている。乾かわきかけた血のように毒々しいその色。

　これは、なんだ？

　コノエは呆ぼう然ぜんと、禍まが々まがしく光る赤い月に見入った。月は天のなかでぐんぐんと大きくなり、やがて視界を完全に覆おおい尽つくす。めまいのような浮ふ遊ゆう感かんに、コノエは、かたく目を閉じる。

　どれくらいそうしていただろう。おそるおそる、目をひらく。

　唐とう突とつに、五感が戻もどってくる。むき出しの肌はだを夜気が刺さし、耳にかすかなせせらぎの音が入ってくる。コノエは川沿いの土手に立ちつくしていた。周囲を見回すと、ひっそりと静まりかえった街が見えた。街はずれを流れる川のほとりだ。

　いったい、なにがあったのだ？

　記憶にあるのは、〝二つ杖つえ〟の遺構で倒たおれるところまで──

〈──なあに、それほど時は経たっておらぬ〉

　ふいにすぐそばで声が響ひびき、コノエは全身の毛を逆立ててあたりを見回す。が、誰もいない。暗い川かわ面もに映る影かげは自分のものだけだ。

〈どこを探している。ここだ〉

　含ふくみ笑う声に、再度、跳とび上がる。その声は、ごく近く──いや、耳の奥、コノエの頭のなかでしていた。

〈わかるか、私が？〉

「──リークス！」

　どこだ？──その姿を必死に求めるコノエを嘲あざ笑わらうように、リークスの声が告げる。

〈無む駄だだ。いま、私はおまえの心に直接語りかけている〉

「なん……だと？」

〈今こ宵よいはおまえの体を借りて、なかなかに楽しませてもらったぞ〉

「おれの……体を、だと？」

　コノエは全身の毛が逆立つような嫌けん悪お感をおぼえる。ここに至るまでの空白の時間──自分の体はリークスにのっとられていたというのか？

〈そうとも。休息のときは終わりだ。どうだ、呪のろいがふたたび現れて、驚おどろいたか？　おのが運命を呪い、悲ひ嘆たんに暮れたか？〉

　リークスはたじろぐコノエをさらにいたぶるようにたずねる。コノエはその事実を思い出し、全身の血が冷たくなるような絶望を感じる。はだけた手てつ甲こうのしたに覗のぞく、禍々しい痣あざ、川面に映る黒変した耳と尾お──呪いから解放されたという平へい穏おんは、かくもたやすく打ち破られたのだ。

〈ひとつ、おもしろいことを教えてやろう〉

　絶望にとらわれたコノエの頭に、リークスのささやき声が流れ込む。

〈あの腕輪を介かいして、私はおまえのなかに入った。なぜこうもたやすくおまえに入れたか、わかるか？〉

　外から聞こえる声ではないのに、コノエの耳が、反射的に立つ。不ふ審しんげに黙だまり込む彼に、リークスはゆっくりと告げる。

〈繫つながっているからだ、おまえと、私が〉

　コノエの口から、かすれた声が出る。

「──どういう……ことだ……？」

〈そのままの意味だ。おまえと私は、繫がっている〉

　繫がっている、だと？

　コノエは憤いきどおりと不安に、思わずまた自分の周囲を見回してしまう。自分と、リークスが、繫がっている……？

〈おまえは、ふたつの月にまつわる歌を、知っているか？〉

　コノエの戸と惑まどいになどかまうようすもなく、愉ゆ悦えつに満ちたリークスの声は一方的に語り続けていた。

〈時は、近い。闇やみが満ち始めている〉

「時──？」

〈最後の時だ〉

　コノエの胸にじわじわと冷たい恐きよう怖ふが広がる。

〈闇こそわが力の源。力は私のなかにも満ち始めている。この世界が闇に満たされ、恐怖と悲鳴に覆われしとき──おまえ自身も呪いの闇に喰くわれるだろう〉

　すでに勝利を確信して高らかに歌いあげるリークスの言葉を、コノエは凍こおりついたようになって聞いていた。

〈そうして、この世界は終わりを告げる〉

　世界が終わる──コノエは震ふるえた。それがリークスのしようとしていたことだったのか。悪あく魔まの力を得、光に属する者を守り続けてきた徴しるしを破は壊かいし。すべては、この世界を滅ほろぼすためにしたことだったのだ。

　突とつ然ぜん、炎ほのおが燃え立つように、コノエのなかに怒いかりと反発心が戻ってきた。

　そんなこと、させない。

〈おまえと私の根比べはまだ続いているぞ。おまえが祭にうつつを抜ぬかしているあいだにもな〉

　からかうようなリークスの言葉に、コノエは怒りを込めて叫さけび返す。

「黙れ！　はやく、おれのなかから消えろ！」

〈では、最後に忠告しよう〉

　忍しのび笑いを漏もらしながら、リークスはゆっくりと告げた。

〈闇は、闇と惹ひかれあう──おまえのそばにいる者に、心するがいい〉

　コノエは、ハッと身をかたくする。

「──ライの、ことか？」

〈そうだな。あの猫は、心に闇を飼っているぞ。おまえも感じているはずだ〉

　言い当てられて、コノエは息をのむ。リークスの言っている意味がわかったからだ。ときおりライが見せる、別の顔。まるで違ちがう猫のように、血を好むあの性向は──

〈いずれ闇がふくれ上がり、解き放たれたとき──あの猫は、おまえの知っている者ではなくなっているだろう。血に飢うえた悪あつ鬼きと化し、周囲の命をすすり尽つくす──おまえを含めてな。そう、遠くはない話だ〉

　うすうす案じていたことだった。だがその未来を突つきつけられ、コノエの目の前が暗くなる。誇ほこり高く端たん整せいなライの横顔が脳のう裏りに浮うかんだ。ライが、ライでない者になり果ててしまう……血に飢えた悪鬼に。それは世界が終わることより、身に迫せまった恐怖だった。

〈どうだ。それでもそばにいるか？〉

　ためすようにリークスがたずねる。コノエはしばし、押し黙った。だが答えはきまっていた。

「……ああ」

　するりと、答えはコノエの口から滑すべり出た。

「おれは……ライの〝賛サン牙ガ〟だ」

〈くだらん。あの猫が欲ほつしているのはおまえの〝賛牙〟としての力だけではないか？〉

　一いつ瞬しゆん、コノエの胸が痛んだ。そう、ライが必要としているのは自分ではなく、自分の歌だ。そんなことはわかっている。

「……それでも」

　それでも、自分はライのそばを離はなれようとは思わない。ライは自分に、強さを教えてくれた。だから自分は絶望の淵ふちにあっても屈くつせず、これまで頭を上げ続けて来られた。ライは自分の戦いに加わり、力を貸してくれた。今度は自分がライの戦いに力を貸す番だ。

「あいつには、借りがあるからな」

　コノエが低く、だがきっぱりと言い放つと、突然、リークスの声が高まる。

〈くだらん！　おまえたちはそろいもそろって、愚ぐにもつかぬたわごとばかりを抜かす！〉

　コノエは殴なぐられたように頭を抱かかえてうずくまる。リークスの叫びが頭ず蓋がいにがんがんと反はん響きようして、思考をすり潰つぶす。

〈この世はくだらぬ愚おろか者ばかりだ！　愛、友情、犠ぎ牲せい──そんなものはすべて偽いつわりに過ぎぬ。欲望と憎にくしみ、独善と殺しあいこそがおまえたちの本質だ！　いずれおまえもそれを知る！　裏切りを目まの当たりにしたときにな！〉

　コノエは苦痛に呻うめきながら、小さく体を縮こまらせていた。鳴り響ひびく声はそれだけで自分を打ち殺すことができるのだ。死の恐怖が急に身近に迫り、コノエは言葉も知らぬちっぽけな獣けもののようにそれに怯おびえた。

〈私は、おまえだ。だがおまえは私と同等ではない。おまえが私になることはできない──〉

　声が遠ざかる。だしぬけに、コノエは自分が静せい寂じやくに包まれていることに気づき、きつく耳を押さえつけていた手をそろそろと離し、顔を上げた。

　リークスは去っていた。目には見えないが、それが感じられた。コノエはゆっくりと立ち上がり、呆ぼう然ぜんと川かわ面もを見つめる。なめらかな水面を、かすかになにかが揺ゆらし、映っていた自分の像をかき乱す。コノエはハッと振ふり返る。

「やあ、ここにいたの、子こ猫ねこちゃん？」

　なれなれしく声がかけられ、コノエは身をかたくした。川辺の木立から現れたのは、〝喜き悦えつ〟の悪魔、フラウドだった。

「なんで、ここに？」

　警けい戒かいして後ずさるコノエに、フラウドはにこやかに答える。

「なんでって、ずっとキミを見てたからね」

　コノエはまじまじと相手を見つめる。フラウドはからかうように、だが異様な関心を滲にじませてたずねる。

「どう、怖こわかったかい？　リークスにのっとられたまま、殺されると思った？」

「あんた……」

「教えてほしいかなぁ？　リークスにのっとられたキミが、いったいライになにをしたのか」

　コノエは鋭するどく息をのんだ。

「ライ……に……？」

　リークスはライのことを語っていた。心に闇やみを飼っていると。それはコノエとして、ライと接せつ触しよくしたあとだったからこそ出た言葉だったのか？

　コノエの胸に、さっきまでとは違う恐きよう怖ふが忍び入る。

「おれは……リークスは、ライになにをしたんだ？」

「そりゃあ、リークスのすることだからねぇ……」

　もったいぶってフラウドは言葉を切る。コノエの恐怖をあおるかのように。

「……知りたい？」

　知りたい。でも知りたくない。もしもリークスが──自分が、取り返しのつかないようなことをライにしていたら──

　懸け念ねんに警戒がゆるんでいた。コノエはいつしかフラウドが、獲え物ものに忍び寄る蛇へびのように、音もなく自分に近づいているのに気づかなかった。そのとき、鋭い声が飛んだ。

「リークス！」

　コノエは勢いよく振り向き、フラウドも、さっと身を遠ざける。対岸に立っているのは、月光に白銀の毛並みを輝かがやかせる丈たけ高い姿──ライのものだった。コノエはたじろぐ。その名で呼ばれたということは、フラウドの言葉が真実だという証しよう拠こだ。リークスはこの姿で、ライと会っていた。コノエは思わず、訴うつたえかけるように対岸のライに視線を注ぐが、すぐにその目を伏ふせる。

　どうしたらいい？　もしリークスがライになにかしていたら、自分は──

　途と方ほうに暮れて立ちつくす。すると橋を渡わたってくる足音がして、ほどなく、ぐいと手首をつかまれる。驚おどろいて上げた目に、ライの険しい表情が映る。だがそれはコノエにではなく、そばにたたずむ悪あく魔まに向けられていた。ライは強くコノエの手首をつかんで引き寄せ、自分の体をフラウドとのあいだに割り込ませる。

「……こいつになにをした」

「別になにも。迷子の子猫ちゃんを、ちょっとうちへ連れて帰ろうかと思っただけだよ」

　とぼけるフラウドを、射殺すような目つきで睨にらみつけたあと、ライはコノエを引っ張って歩きだす。

　──え？

　コノエは自分の腕うでをつかんでいる手をまじまじと見、有う無むを言わさぬ広い背中を見た。リークス、とさっきは自分を呼んだ。でもこれはリークスに対する態度ではないだろう。ライがリークスに自ら触ふれたり、無防備に背中を向けることがあるとは思えない。すると声をかけてからの短いあいだに、ライは自分がリークスでなくコノエに戻もどっていることを見てとったということだろうか。

　そう思うとなんとなく面おも映はゆい心ここ地ちになり、コノエはうつむいて足あし下もとを見る。リークスはライになにをしたのだろう？　そのことがまた気にかかってくる。

　唐とう突とつに、まえを行くライが足を止め、コノエは勢いあまってその背中に突つっ込んだ。ライは背後を見やり、誰だれもいないことを確かく認にんしているようだった。その目が次にコノエのうえに下りる。鋭い視線に、コノエはびくっとする。フードが外れているのを思い出し、あわてて耳を隠かくそうとしたが、ライの手が伸のびてそれを抑おさえた。

「もう知っている……呪のろいのことは」

　コノエは思わずうつむいた。ライの手が今度は顎あごにかかり、無理やり仰あお向むかされる。

「ほかにはなんともないのか。おまえはリークスになにもされなかったか？」

　間近に端たん整せいな顔が迫せまり、コノエはどきんとする。

「……あんたは？」

　おまえは、と問いかけるからには、ライの方はなにかされたということではないだろうか？──いても立ってもいられなくなり、コノエは逆に相手の手をつかんで問いかける。

「おれは──リークスにのっとられて、あんたになにかしたのか？」

「──べつに、なにも」

「本当に？」

　聞き返しながらも、コノエは直感する。なにかあったのだと。ライはコノエの手を軽く払はらい、馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らして、歩きだす。

「なにかしたとしても、それはおまえではなくリークスのしたことだ。忘れろ」

「でも──」

　あとを追いかけながら、コノエは食い下がろうとするが、ライは冷ややかに言葉を継ついだ。

「いま悩なやむべきはそんなことではないだろう。リークスはなんのために、わざわざおまえの体をのっとったんだ？　ヤツの目的はなんだ？」

「警告……だ」

　あるいは、挑ちよう発はつ──コノエはリークスのふるまいを思い出し、顔を険しくした。今回も、ヤツは絶対的な力を見せつけ、自分たちをなぶりものにした。それによって自分が苦しみ、悩むのを楽しんでいるのだ。

「最後の時が近づいている──と言っていた。闇が満ち始めている、って。そして──」

　コノエはぶるっと身を震ふるわせた。

「──世界が、終わる……と」

　世界の終わり──故郷の火カ楼ロウにいるとき、それは必ずしもありえない未来ではなかった。コノエもほかの住民も、心の奥で恐おそれ続けてきた。いつか〝虚ウツろ〟が自分たちの村をのみ込み、祇シ沙サすべてを覆おおいつくすのではないかと──〝失シツ軀ク〟がすべての猫リビカを殺すのではないかと──雌めすが死に絶え、二度と新しいこどもが生まれなくなるのではないかと。

　そう、いまの時代、滅めつ亡ぼうは猫たちの身近に迫った脅きよう威いなのだ。

「ヤツは世界を滅ほろぼそうとしている、ということか」

　ライは軽く眉まゆをひそめたあと、あっさりと言った。

「──ふざけたヤツだ」

　コノエはつんのめりそうになる。

「…………それだけか？」

「ふざけたヤツだろう」

「うーん……」

　もうちょっと言いようはないだろうか。恐きよう怖ふにおののくとか、激しく憤いきどおるとか。仮にも世界を滅ぼそうとしている者を、そんなに軽く片づけられるのは、この傲ごう慢まんな猫くらいではないだろうか。

「ヤツはそのために悪魔の魔力を奪うばった。いまはその、〝闇やみが満ちる〟のを待っているということか。だが、なぜおまえに接せつ触しよくをもつのか……」

「それが、おれにもわからない……」

　言いかけて、コノエはぎくりとして口をつぐむ。

　──おまえと私は繫つながっている。

　あれは、どういう意味だったのか。誰も知らないコノエの秘密を、リークスが知っていたのはそのせいなのか。自分にまとわりつき、苦しめようとするのは──。

　考えるとどうしようもない不安が胸のうちでふくれ上がり、目の前が暗くなるような心地になる。

　そのとき、急に、まえを歩いていたライの足下が揺ゆらいだ。ぐらりとその体がかしぎ、コノエは驚おどろいて駆かけ寄る。

「おいっ？」

　月の光でもそれとわかるほど、ライの顔は青ざめ、額には汗あせが光っていた。

「少し、めまいがしただけだ。なんともない──」

　言いかけたところで、その体が倒たおれかけ、コノエはあわてて抱だきつくようにして支える。

「どこがなんともないんだ」

　道のうえに膝ひざを突いたライは苦しげに息をつき、自分の不調をいぶかしんでいるようだ。体に回した腕うでから熱が伝わってくる。

「いったい──」

　言いかけて顔を巡めぐらせたコノエは、ライの襟えり元もとからちらりと見えたものに息をのむ。思わず飛びつくようにライの襟えりに手をかけ、胸むな元もとを引き開けた。

「なにを……」

　咎とがめようとしたライの声が、宙に浮うく。

　陰の月がライの胸元をさえざえと照らし出す。白い肌はだに黒々と浮かび上がったもの、それは──コノエの体に刻まれたのと同じ、呪いの徴しるしだった。




　コノエは通りにあふれた群衆をかきわけて走った。楽しげにそぞろ歩く見物客に怒いかりさえおぼえながら。

　昨夜、担かつぐように宿に連れ帰ったが、ライは高熱を発していた。あらゆる手当てを頑がんとして受けつけず、黙だまって苦痛に耐たえていた彼が、精せい根こん尽つきたように寝ね入いったのを見届けて、コノエは宿を出たのだった。

　ライの変調が、並の病でないことはわかっていた。となれば、助けを求められそうな相手はひとりだけだ。

　着き飾かざった猫たちの行列がやってくる。作りものの花を沿道にまき、楽の音に合わせて踊おどりながら、歓かん声せいを浴びて通り過ぎていく。明るい音楽も彼らの笑え顔がおも、いまのコノエの神経を逆なでするものでしかなかった。なにを浮かれ騒さわいでいるんだ、こいつらは。終わりの時が近づいているというのに、それさえ知らず。

　コノエは彼らに目もくれず、やっとのことで脇わき道みちに入り込む。

　コノエの目がうえへ上げられ、高くそびえる〝二つ杖つえ〟の遺構を見比べる。あれだ。特とく徴ちよう的な巨きよ大だいな円えん盤ばんが掲かかげられた塔とう──その塔をめざしてコノエは走った。

　あの呪じゆ術じゆつ師しは以前と同じ、あかりのぽつんと点ともった部屋で、本のうえにかがみ込んでいた。外で祭が行われていることも知らないようすだ。彼はコノエが飛び込むと、ゆったりと振ふり返った。

「おや、おぬしか。その後どうじゃ？」

「聞きたいことがある」

　コノエがいきなり言葉をぶつけると、相手は大げさに頭を振ってみせる。

「挨あい拶さつも抜ぬきで、ぶしつけなヤツじゃのう」

「おれの──この呪のろいの痣あざと同じものが、ほかの猫にも現れたんだ」

　コノエはせき込んで言いながら、手てつ甲こうをまくって自分の腕をさしだす。呪術師は本を置いて立ち上がり、コノエの腕をとってたずねる。

「ほう……あの短気な雄おすか、もしや？　白くてカタブツの」

「ああ」

「──その痣、以前のものとは違ちがうようじゃな」

「ああ……」

　コノエは少しためらう。呪術師はそんな彼の心を意に介かいすることもなく、その背後を透すかし見るように目を細めた。

「ふむ、おぬしをとりまいていた四つの魂たましいは、いまは弱ってさほど感じられん。かわりに、背後にある影かげがより大きくなり、いまにもおぬしの魂をのみ込みそうになっておるな……」

　はっきりと現在の状じよう況きようを言い当てられて、コノエはためらいを捨てる。

「それは、リークスだ」

「ほう、闇の申し子リークスか？　正体を探さぐり当てたということじゃな」

　呪術師はさすがに緑の目をみはった。

　コノエは以前、ここを出てから経験したことを、手早く呪術師に説明した。ほかの誰だれよりこの猫がよく理解し、助言を与あたえてくれるのではないかと期待したのだ。呪術師は楽しげに、緑の目をきらめかせて話に聞き入っていた。

「──ならば、その呪いはリークスによってふたたびかけられたもの、ということか」

「それだけじゃない。今度は体をのっとられて──」

　コノエが言いかけると、呪術師は笑い声を上げ、手を叩たたいた。

「体をのっとる？　ほほう、これはこれは。なるほど、ずいぶんおもしろいことになっておるわい」

　この呪術師の性格はおぼえていたはずなのだが、コノエはつい、むっとしてしまう。

「笑いごとじゃない」

「まこと。笑いごとでも戯たわむれでもないわな」

　呪術師は飄ひよう々ひようとした物もの腰ごしのままだったが、その目は奇き妙みような光を宿してコノエに向けられていた。

「おぬし、悪あく魔またちがあれほど狡こう智ちを尽つくして、おぬしを自らの手の内に引き入れようとしたのは、なぜだと思う？」

　唐とう突とつに問いかけられ、コノエは話についていけずに目を瞬しばたたかせる。

「それは……おれの魂が特別だからだろ、エサとして。そう言ってた」

「そう。しかしおぬしを手に入れるには、おぬしの意志を従わせる必要があったのよ」

　そう言われて、コノエは思い出す。悪魔たちの手のうちにとらえられ、彼らの司つかさどるさまざまな感情に翻ほん弄ろうされたときのことを。あのとき、悪魔たちは言った。〝選べ〟──と。

「悪魔は猫リビカの魂を喰くう。しかしそれには当の猫の同意がなくてはならぬ。悪魔は取引を持ちかける。願いを叶かなえてやろう、それと引き換かえに魂をよこせ──とな」

「ああ」

　そうだ。悪魔たちははるかに大きな魔力を持ちながら、コノエを力ずくで喰おうとはしなかった。悪魔同士が牽けん制せいしあっているせいもあっただろうが、それにしても納なつ得とくのいかないことだったのだ。いまだって、悪魔たちは猫たちに呼ばれて出て行き、願いごとを叶えては代だい償しようを受けている。願いごとを叶えてやる力があるなら、そこらを歩いている猫をつかまえて喰らえばいいのに、そうしないのは、すべてが猫の意志に従って成されることだからなのか。

「悪魔でさえおぬしらの意志なくして、魂や体に手をかけることはせぬ。招じ入れられねば家に入ることはできぬのじゃ。しかし──リークスはいともたやすくおぬしの体をわがものにした。どういうことじゃろうなあ」

　呪術師が首をかしげ、コノエもあらためてそのことが気にかかり始める。

「……なぜなんだ？　どうしておれが？」

　コノエはリークスの言葉を思い出していた。私とおまえは繫つながっている──それは、どういう意味だろうか。そのことを思い出すだけで、腹の底が寒くなるような不安をおぼえ、コノエはつい、黙り込む。

　繫がり──それがどんなものであろうと、コノエが思っていた繫がりとは違ちがった。それは遠い昔、母に抱だかれていたときに感じたもの、気き遣づかわしげに覗のぞき込むアサトの目のなかや、うたうときにつかの間、ライとのあいだに感じるあたたかいものだった。自分には、リークスに繫がるなにかなんて感じられない。ほかの猫の心や命をなんとも思わない、あの禍まが々まがしい声を持つ魔ま術じゆつ師しなんかとは──。

「さて……おぬしが不思議な運命を背負っておるということはたしかじゃが、リークスの思おも惑わくはわしには読めぬ」

　首を振ふってみせる呪じゆ術じゆつ師しに、コノエは抑おさえきれぬ不安のこもった声で告げる。

「リークスは、最後の時が来るって言ったんだ」

「ほう」

「もうおれだけの話じゃない。あいつは悪魔の力を手に入れて、聖域を壊こわして、世界を滅ほろぼそうとしてるんだ。〝虚ウツろ〟や〝失シツ軀ク〟だって、あいつのしわざかもしれない──」

　コノエは焦しよう燥そうに駆かられながら、たずねる。

「ほかの猫たちにも知らせるべきじゃないのか？──領主とか、偉えらい猫たちに」

　のんきに浮うかれ騒さわいでいる場合ではないのだ。世界が滅びるとなれば、ことは自分の力の及およぶ範はん囲いではなくなっている。

　しかし呪術師は焦あせるコノエを見つめ、からかうように言う。

「さての、ではそなた、領主の前に出てなんと言う？　自分は予言の〝禍わざわいをもたらす者〟だが、大魔術師リークスが世界を滅ぼそうとしておる、気をつけなされ──と？」

　聞くうちに自然とコノエの耳が垂れる。

「……まともに受けとってもらえるわけないな」

「万一、真に受けたとしても、領主らになにができる？　悪魔も居場所をつかめぬ敵じゃぞ。せいぜいがところ、パニックを起こして逃にげ出すくらいじゃろう。しかし、どこへ逃げる？　世界が滅びるというときに？」

　コノエはがっくりと、そばにあった櫃ひつのうえに座り込んでしまう。

「でも、それじゃ誰だれも手も足も出ないのか？」

　領主や〝賛サン牙ガ長〟に訴うつたえれば、なんとかしてくれるのではないかと思っていた。リークスの歌ではそうだったからだ。でも、そうだ。すべては噓うそなのだと、賛サン牙ガ寮リヨウで出会った楽師は言っていた。それではリークスを止められる者は、どこにもいないというのか？

　すると呪術師が低い声で、うたうように答える。

「歌物語の英えい雄ゆうは、いまはおらぬ。歌で魔まを払はらう〝賛牙〟もな。もしなにかできるとしたら、それはおぬしらのみじゃ」

　思いもかけぬことを言われ、コノエは呆ぼう然ぜんと首を振る。

「でも……おれはただの、一匹ぴきの猫リビカだ。特別な力なんてなにもない」

「リークスにしても、神ではない。どれほどの力を持っておろうと、一匹の猫に過ぎぬ」

　呪術師はあっさりと片づけた。ふっと、その言葉の調子から、コノエはこの猫がリークスを知っているのではないかと感じる。呪術師は若い顔に似合わぬ、年を経へた揺ゆるぎなさを漂ただよわせ、まっすぐにコノエを見つめる。

「恐おそれを恥はじることはない。それは自然な心のありようじゃ。しかし、恐れすぎてはならんの。自分を信じる心を忘れてはならん」

「自分を、信じる……」

「さよう。あることが正しいか間ま違ちがっているかはその者の見方によって違ちがう。おぬしにはおぬしの正しさがあろう。迷ったときは、おのれの心に従うのじゃ」

「おのれの心に……」

　ライの横顔が、ふと思い浮かんだ。他者と違うことを恐れず、過去を振り向かず、まっすぐにまえを見み据すえた強いまなざしが。

「さよう。おのれの心に聞いてみよ。さすれば迷いのなか、こうしたいというたしかな気持ちが、必ずひとつだけ、そこに残るはずじゃ。それがおぬしにとっての真実であり、光となり、また力となる」

　自分にとっての力──コノエは迷いながら口をひらく。

「おれは、いつも……怒いかりを力にして生きてきた」

　故郷で親なし子と蔑さげすまれ、〝贄にえ〟に選ばれたときも、リークスに弄もてあそばれ、幾いく度どとなく窮きゆう地ちに立たされたときも、怒りを杖つえにして立ち上がり、戦い続けてきた。

「そうよな。そういう生き方もあろう。それがおぬしの選ぶ道ならば」

　呪術師はうなずく。

「しかし、おのれを見失ってはならんぞ。おのれを見失い、感情にのみ込まれては──」

　コノエはハッと思い起こす。

「──悪あく魔まに魂たましいを明け渡わたすことになる」

「そういうことじゃ」

「難しいな」

　ため息をつくコノエに、呪術師はあたたかいまなざしを投げた。

「難しいことなどなにもない。そのときになれば、おぬしにもわかる」

　そうだろうか。でも、自分にあるのは怒りの力くらいに思える。もし迷ったすえ、怒りに拠よって立って戦い、自分を見失ったら──

　いいや、それはそれでしかたないのかもしれない。相手は闇やみの申し子リークスだ。戦って勝つためには手段など選べない。そういうことかもしれない。

「で、おぬしのたずねごとじゃが──」

　ハッと顔を上げると、呪術師は考え込むコノエを見つめていた。

「おぬしとあの白い雄おすは、〝賛牙〟と〝闘トウ牙ガ〟であったよな」

「ああ」

「〝闘牙〟に同じ呪のろいが現れたのは、おそらくおぬしとの繫つながりの深さゆえじゃろう」

「繫がり──？」

　またその単語が現れ、コノエはどきりとする。呪術師がうなずく。

「さよう。リークスが、おぬしと深く心を通わせた相手に呪いがかかるよう、細工を施ほどこしたのかもしれぬな。いや、そうでなくとも、闇と闇とは惹ひかれあうもの。おぬしの背後に口を開けた影かげは、かつてない強大な闇の波動を放散しておる。周囲の者は多かれ少なかれ、その影えい響きようを受けずにはおるまい」

　闇は、闇と惹かれあう──それはまさにリークスの口にした言葉だった。コノエは愕がく然ぜんとしてつぶやく。

「じゃ……おれの、せいなのか……？」

　呪じゆ術じゆつ師しはやわらかなまなざしをコノエに向け、きっぱりとした調子で否定する。

「間違うな。呪いをかけたのはリークスじゃ、おぬしではなかろう」

「でも……」

　呪術師が言ってくれたことは本当だ。諸悪の根源はリークスなのだ。だが、それで気が楽になることはなかった。自分の背後にとりついた影──そのせいでライまでも苦しむことになった。いいや、ライだけではない。もしかしたらほかの者にまで影響が及およぶかもしれない。自分のそばにいるせいで……。

　その事実はコノエを心底から動どう揺ようさせていた。そんな彼の気持ちを思いやってか、呪術師が気楽な口調で言う。

「案ずることばかりでもあるまい。のう。心が深く繫がっているということは、〝賛牙〟と〝闘牙〟としての力もまた強く発揮するということ。それこそ、その力でリークスの影など吹ふき飛ばしてしまえばよかろうに」

「そんな、簡単に──」

　口を尖とがらせて言い返そうとしたコノエに、呪術師はいたずらっぽい目をした。

「そういう心がけが肝かん要よう、ということじゃよ」

　そうだ。恐れすぎてはならん、とさっき呪術師は言った。だがそれでも、コノエの胸を塞ふさぐ重苦しさは消えない。自分のことだけなら、まだ耐たえられる。でも自分のそばにいる者までも苦しむなどということは、とうてい受け入れられるものではない。

　そんなコノエに、呪術師は静かに声をかける。

「──かけがえのない存在となったのだな」

「なにが？」

　コノエは虚きよを突つかれて聞き返す。呪術師はからかうような笑えみを浮うかべる。

「わかっておろう」

　かけがえのない存在──それは、ライのことを言っているのだろうか？　コノエはおぼつかない口調で返す。

「それは、〝賛サン牙ガ〟と〝闘牙〟だから」

　呪術師はあきれたような笑い声を上げる。

「それは本末転てん倒とうというものじゃ」

「本末転倒？」

「おぬし、〝賛牙〟と〝闘牙〟だから心の結びつきが深くなると思っておるのか？」

　コノエはますます意味がわからず、きょとんとして聞き返す。

「……だって、そうだろう？」

「気づいとらんのか？」

　呪術師はまじまじとコノエを見つめたあと、どこか楽しげに嘆たん息そくした。

「鈍にぶいのう。にぶにぶの大にぶだのう」

　コノエは困こん惑わくして首をかしげる。たしかに自分とライのあいだには、繫がりといえるものが生まれつつあると思う。だがそれは〝賛牙〟と〝闘牙〟のあいだに当然あるべきものだろう。ライが自分に執しゆう着ちやくし、そばに置きたいと思う理由は、自分が〝賛牙〟であることに尽つきる。もし自分が〝賛牙〟の能力を失ったら、たちまち興味を失ってしまうだろう──そう考えると、なぜか、コノエの胸の奥に小さなしこりのような痛みが生じた。

　そうだとも。ほかになにがある？　自分にしても、ライのそばにとどまることを決めたのは、彼が自分の相棒だと認めているからだ。ライは強い。技わざと力だけではなく、その心が。彼の強さにうながされ、心が救われたことだってある。自分が呪いの大きさに打ちひしがれそうになっていたときも、ライはけっして自分を見捨てようとはしなかった。彼には大きな借りがある。たとえ少しでも、それを返したいと思うのは、自然なことではないだろうか。

　呪術師は意味ありげに笑い、コノエのすべてを見み透すかすように目を細めていた。

「おぬしのなかに、小さな光が芽生えておる。小さいが、強い光じゃ」

「光……？」

「さよう。誰だれの心にも闇やみがあり、光がある。たとえおぬしにとりついた影がどれほど暗くとも、闇に光をかき消すことはできぬ。おぬし自身が消し去ることさえなければな」

　そう……以前、ここを訪おとずれたときも、コノエはかすかな光が胸に宿ったのを感じていた。自分のまえに立ちはだかる運命が暗くても、自分のそばにいて手をさしのべる者がいる。その事実を思ったときに。

　なんとなく、コノエはうっすらと感じられるような気がした。自分のなかの力、迷ったときに従うべきもの──それがなんだか、まだはっきりとはわからないけれど……。

「あと……リークスは、ふたつの月にまつわる歌の話をしていた」

　それは歌うたいたちがうたうような歌ではない。誰もがこどものころから、ふつうに口ずさむような俗ぞつ歌かだ。

「ほう、ふたつの月が重なるとき──か」

　呪術師は低く口ずさんだあと、しばし、黙だまりこくる。

「なにか、思い当たることがあるのか？」

「さあてな……」

　呪術師ははぐらかすように答えたが、緑の目には、どこか悲しげな光が見えた。彼は自らに語りかけるようにつぶやく。

「この世に永遠に続くものなどない。滅ほろびるべき時が至れば、世界は滅ぶ。この世はいくたびも滅めつ亡ぼうと誕生をくり返してきた。このたびが、わしらの滅ぶ番じゃろうか」

　コノエはつり込まれるように、そっとたずねる。

「〝二つ杖つえ〟のように……？」

「さよう、〝二つ杖〟のように」

「神々はなぜ、〝二つ杖〟を滅ぼしたんだ？」

「さあてな」

　呪じゆ術じゆつ師しは軽く、肩かたをすくめてみせた。

「知ち恵えのある生きものはいずれ、おのが知恵に溺おぼれ、世界をわがものと思うようになる。まるで神となったかのように」

「それで、神の怒いかりに触ふれたのか？」

「神？　さてのう、わしには神の心はわからぬ。じゃが、神はさように狭きよう量りような心を持っておられようかな？」

　コノエは思わず目をみはる。そういうふうには考えたことがなかった。どんな歌も、〝二つ杖〟を滅ぼしたのは神だとうたっていたから。

「〝二つ杖〟は自らをおのが手で滅ぼしたのではなかろうかな。智に溺れ、互たがいの心を知らず、思いやることもせず、仲間とともにおりながら、心はバラバラに離はなれ──」

　呪術師は悲しむような調子で語る。まるで遠い昔に滅びた〝二つ杖〟の末路が、その目に見えているかのように。

「さて、われら猫リビカはといえば、もとより孤こ独どくを好み、他者と心を通わすこともまれじゃ。世界が終わりに向かおうというとき、なにを頼たよりに戦うのじゃろうな……」

　呪術師はなにを見ているのだろう？　その目に映っているのは、遠い昔に生きた別の種族の終末──それとも、未来か？

　コノエの胸をじわじわと恐きよう怖ふが侵おかしていく。だがそれに抗あらがうように、かすかな怒りが頭をもたげた。コノエは言い返す。

「じゃ、黙って滅びるっていうのか？」

「それが運命ならばな」

　呪術師は感情の見えない表情で答える。

「おれは嫌いやだ！」

　コノエのなかでパッと明るい火花が散り、怒りが燃え立つ。

「これは運命なんかじゃない！　すべてリークスのたくらみなんだ！　あいつの思おも惑わくどおりになんか、してやらない！　ぜったい、嫌だ！」

　呪術師は軽い驚おどろきを込めてコノエを見やった。まるで彼がそこにいたのを思い出したように。遠かったその目が焦しよう点てんを結び、ふっと笑えみをたたえる。

「その意気」

　彼は闊かつ達たつさを取り戻もどし、微笑ほほえみながらコノエを見つめる。

「忘れるな。おぬしの力、おぬしの光を。いずれ決断を迫せまられたとき、おぬしが力を手にしておれば──」

　その声は薄うす暗ぐらい部屋のなか、深く響ひびいて告げた。

「──おぬしの歌は必ずや、この世界を揺ゆさぶるだろう」




　宿に戻ると、カウンターにいたバルドが、コノエを見とがめて険しい顔になった。

「おい、あんた……」

「え？」

「こっちに来な」

　わけがわからず、コノエが歩み寄ると、バルドはカウンターごしにさっと身を乗り出し、コノエがかぶっていたフードをはねのけた。

「なにするんだ！」

　コノエはうろたえ、あわてて黒く変わった耳を隠かくそうとする。バルドの手がその手をつかむ。彼はコノエを間近で睨にらみつけ、低く声を絞しぼり出す。

「……昨夜のあれは、どういうことだ？」

「昨夜のって──」

　コノエは思わず青ざめる。バルドにまで？

「──おれ、なにをしたんだ？」

　バルドはしばし、うさんくさそうに見ていたが、急にため息をついて、身を離し、コノエの額を指で突ついた。

「……べつに、ちょっとおしゃべりしただけだ」

　その顔に、さっきまでの殺気立ったようすが噓うそのような、飄ひよう然ぜんとした笑みが浮うかぶ。コノエは探さぐるようにたずねる。

「……本当か？」

「ああ。あんたが気にすることじゃない。悪かったな」

　本当に、なにもなかったのだろうか。コノエはためらいながら、バルドを観察した。なら、なぜ自分の耳の色を確かく認にんしたのだろう。色が変わっていることをすでに知っていたかのように。

　考えていると、背後で声が上がった。

「どうして……？　コノエ、また……」

　振ふり向くとアサトが立っていて、コノエの姿に目を見ひらいていた。

「おいおいッ！　どういうことだァ？」

　宙から悪あく魔またちまで続々と姿を現す。さいわい、その場に客はいなかったが、カウンターのうしろでバルドが凍こおりついた。

「……なあ、いま、こいつら、どこから出て来たんだ？」

　冷ひや汗あせをかいて説明しようとするコノエに、ヴェルグが足音も荒あらく歩み寄り、無ぶ遠えん慮りよにマントをはぎ取ろうとする。

「てめえ、リークスに会いやがったのか？　痣あざも出てんだろ、見せろよ！　あの野や郎ろう！　勝手に俺さまの力を使いやがって！」

　アサトも顔色を変えて詰つめ寄る。

「コノエ、そうなのか？　本当にリークスに──」

「……俺の目には、空中から湧わいて出たみたいに見えたんだが……新手の奇き術じゆつか？」

「あいかわらず、まったくリークスの気配は感じとれなかった……ラゼルはどうだ？」

「俺もだ。いったいいつ──？」

「おい……リークスってのは、あの、歌物語の……？」

「コノエ……」

　みなが同時にコノエを囲んで責め立て、答えようにもその余地がない。そもそも猫というものは自己本位だし、悪魔たちもそのうえをいく。あまりのかしましさに頭が混乱し、だんだん腹が立ってくる。

「〜〜〜〜ぅうるさぁぁぁいッ！」

　コノエは思わず声を限りにわめいた。

「どいつもこいつも、いっせいにしゃべるな！」

　とたんに、一同──悪魔たちまで驚いたように黙だまる。コノエは彼らを睨みつける。

「ちょっと待ってろ。まとめて説明する。バルド、食堂は空いてるか？」

「あ……ああ」

　気をのまれてバルドが、ぎくしゃくとうなずく。コノエは指を突きつけて命じる。

「じゃ、そこ行って待ってろ！　聞きたいならあんたもだ、バルド。おれは、ライのようすを見てから行く。いいな!?」

　一方的に言い渡わたすと、しばし沈ちん黙もくが下りた。アサトとバルドは舌をとられたようにきょとんとしたまま、悪魔たちはどことなく居い心ごこ地ちの悪いようすだ。ヴェルグが横を向いて吐はき捨てる。

「けっ、猫のくせに！」

「刃は向むかう心は必要だ。自分を守るために」

　カルツが静かに言い、フラウドは楽しげに笑い声を漏もらす。

「ふふふ、ただのちび猫と思いきや、バネみたいな跳はねっ返りだね、キミって」

　そしてアサトは、なぜかうっとりしたような目でコノエを見つめ、ぼそりとつぶやく。

「コノエ………………格好いい」

　なんだか一転して、妙みような雰ふん囲い気きになってしまった。コノエは気まずくなって、あわてて階段を駆かけ上がった。まったく、わけのわからない連中だ。

　部屋のドアを開けたコノエは、ライと鉢はち合あわせしそうになる。ライはすでに身み支じ度たくし、出かけようとしていたようだ。コノエは驚おどろき、咎とがめるように言う。

「起きて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　ライは不ふ機き嫌げんな顔で唸うなる。

「……どこへ行っていた？」

「その……呪じゆ術じゆつ師しのところに」

「ひとりでうろつくな。昨日のようなことがあるんだからな」

　もしかして、自分を案じて捜さがしに行こうとしていたんだろうか？──コノエは思い当たり、まだ青い顔のライをまじまじ見つめた。

「あんた、けっこう心配性だな」

「おまえが危なっかしいからだ」

　その口調はちょっと拗すねているようで、どこかこどもっぽい。コノエはつい、笑いをこらえたあと、階下においてきた連中のことを思い出した。

「あんた、起きて大丈夫なら、悪いけどいっしょに階下に来てくれないか？」

　コノエは食堂で待たせている連中のことを話した。ライはかすかに眉まゆをひそめたが、同意した。

　降りていくと、食堂ではアサトとバルド、四匹ひきの悪魔が黙って待っていた。

「じゃ、話せよ。リークスと会ったんだろ？」

　ヴェルグが口を切り、バルドが待ったをかける。

「そのまえに、そのリークスってのは、なんなんだ？　あんたらはいったいなにに巻き込まれてるんだ？」

　彼はコノエの横にいるライを見ようとはしなかったが、強く意識しているのがなんとなく伝わってくる。コノエはふと気づく。バルドは、ライのことを案じているんだ。彼らは過去、とても近しい間あいだ柄がらだったのではないだろうか。ライの方はバルドのことを嫌きらっている──いや、憎にくんでいるように見えるが、そのこと自体が彼らの関係の近さを物語っている。だいたいにおいて冷静で誇ほこり高いライが、バルドに対してだけはこどもじみた反発心を見せる。それは突つき放して見られないほど、相手のことが身近に感じられるからではないだろうか。自分の体の痛みのように。

　考えながら、コノエは口をひらいた。バルドにもわかるように、これまでのことをかいつまんで話す。そして、じりじりと待っていたアサトや悪あく魔またちに、昨夜経験したことを語った。正直、彼らの意見を聞きたかったのだ。ことは自分ひとりが負うには大きくなりすぎていた。

「言い伝えられし呪のろいってのは、たしかに知ってるが……迷めい信しんのたぐいだとばっかり思ってたよ」

　バルドがしみじみと嘆たん声せいを漏らす。

「それに、あんたらの話、聞いてると──この世界はなくなるってことなのか？」

「リークスが滅ほろぼすつもりでいる、ということだ」

　コノエが言うと、ライがそっぽを向いて言い足す。

「すべては推測に過ぎないがな」

　バルドはいつになく難しい表情で、お手上げというように両手を広げた。

「まったく……なんかあるとは思ってたが……闇やみの申し子リークスと戦ってるだって？　しかも、そこのそいつらは悪魔とくる」

「信じるのか？」

「そりゃ、信じるしかないだろ。この目で見たんだ。こいつらがなにもないとこから出てくるのも、昨夜──」

　バルドは言いかけて、思い直したように口をつぐむ。コノエはじっと彼の表情を窺うかがう。昨夜──やっぱりリークスはバルドにも会っているのではないか？

　だが、あらためて問いただすのをためらううちに、ヴェルグの怒いかりの声に思考を中断させられた。

「リークスの力が強まってるってことか。──けッ！　どーりで、使えねえはずの俺たちの力の匂においがすると思ったら──」

「……あんたたちは、知ってたのか？」

　コノエの目は無意識にフラウドの姿に向けられていた。喜き悦えつの悪魔は、昨夜のことをまるで知らない顔で、仲間たちに加わっている。答えたのはカルツだ。

「不覚だが、おまえが体をのっとられていたとは、まるで気づかなかった。おそらく一時的に結界のようなもので、われらの感知を妨さまたげていたのだろう」

　そういえば、罠わなをかけられてとらえられたあそこには、奇き妙みような図形のようなものが描えがいてあった。あれが結界というものだったのかもしれない。

　ラゼルが険しい顔でつぶやく。

「リークスがどれほどすぐれた魔ま術じゆつ師しだとしても、しょせんは俺たちと異なる存在。力を一時的に奪うばうことはできても、使いこなすことはできまいと考えていたのだがな」

　悪魔たちのあいだにも焦あせりが見えた。ヴェルグがわめき立てる。

「やべェな。なに考えてんだか知らねーが、このままだとリークスから力を取り返せなくなるってことだろ。冗じよう談だんじゃねーよ！」

　カルツが深い瞳ひとみをコノエに向けた。

「最後の時が近づいている……そして、ふたつの月の歌を知っているかとリークスは言ったんだな？」

「ああ」

「つまり、リークスが言った〝最後の時〟というのは、ふたつの月が重なるときのことではないのか？」

　コノエはハッと息をのんだ。まるで戯たわむれのようにリークスが口にした言葉だから、結びつけて考えていなかった。ヴェルグがけげんそうに顔をしかめる。

「なんだよ、そりゃ？」

「ふたつの月の歌って──陰の月と陽の月が重なるとき、この世界は生まれ変わる……ってやつか？」

　バルドも信じがたいといった顔になる。それはそうだろう。陰の月と陽の月が重なるなんて、ありえない。陰の月が出るのは夜だし、陽の月が出るのは昼だ。そんなことがあるはずがないと思っていたから、意味のない言葉遊びだと、歌についてこれまで深く考えもしなかった。

　すると、バルドが口にした歌の節を聞いて、アサトが驚おどろいたように口をひらいた。

「俺の知っている歌はそれとは違ちがう。吉キ良ラではこう歌う」


　──草木も凍こごえる冬の日に、月は互たがいを想おもって涙なみだを流し、涙は重なり世界にとけて、

　　　泣きはらしたすえ、赤く染まってひとつになる……。



　少しぎこちない、とつとつとした調子でアサトが歌うと、バルドが思い出したようにうなずいた。

「ああ……俺も聞いたことがあるな。ふつうに歌われてるのはもうひとつの方だがな」

　コノエは首をかしげる。

「『互いを想って泣き』……どういう意味だ？」

　ようやく手がかりがつかめたように思えたのに、謎なぞがさらに深まったようだ。

「泣くんだろ。うわーんって」

　ヴェルグが牙きばをむき出して言うと、フラウドがあきれたように笑った。

「あのねえ、ヴェルグ。歌というものはときに隠いん喩ゆを使うんだよ。わかりきったことを、わざわざ回りくどく言うものなんだ」

「はァ？　なんだって、すぱっとわかりやすく言わねーんだよ！」

　言い争う悪魔たちをよそに、それまで黙だまりこくっていたライが、ふとつぶやく。

「──雪、じゃないか？」

「雪？」

　一同の目が彼に集まる。ライが顔を上げた。

「月が流す涙だ」

「涙なら、雨じゃないのか？」

「草木も凍える冬の日に……涙は重なり世界にとけて……雨を表現するならそうは言わないだろう」

「雪か……」

　言われてみると、たしかにそれは的を射た推測に思えてくる。カルツが空気の匂いを嗅かぐように頭をもたげた。

「雪、かもしれないな。そろそろ降る気配がある」

「その『月の歌』とやらが本当に雪をさしているならば──」

　ラゼルが腕うでを組み、眉まゆ根ねを寄せる。

「──〝最後の時〟は近い……ということだな」

　雪が降るころ、ふたつの月は重なり、そして──この世界は終わる？

　カルツが言うまでもなく、たしかにコノエも季節の移ろいを肌はだで感じていた。日ごと夜ごと、風は鋭えい利りな冷気を増し、藍ラン閃センに来たころはまだ不要だった外がい套とうも、いまは誰だれもが手放せない。一年を通して穏おだやかな気候のこの国も、もうじき冬の極きわみにさしかかる。〝暗冬〟の祭の終わるころには、冬の悪あく魔まはこの国を覆おおいつくすだろう。

　そして同じころ、闇やみの申し子と呼ばれた魔術師が滅ほろびを引き起こそうとしている──。

　コノエは焦りに両手を握にぎりしめた。

「くそ！　リークスはどこにいるんだ……」

　するとラゼルが、いきなり言った。

「リークスの居場所なら、かすかにだが、感じている」

　コノエはかすかな希望にすがるように、悪魔たちを見やった。以前は気配のかけらも感じられないと言っていたのに。

「本当か？」

「そうだな。以前はどれだけ探さぐってみても、なにも感じられなかった。だが、いまは違う。まだ特定できるほどはっきりはしないが、いずれわかるだろう」

「でも、〝最後の時〟までに見つからなかったら──」

「見つかるよ。心配しなくても」

　唐とう突とつに、フラウドが確信ありげにうそぶいた。ラゼルもうなずいて同意する。

「闇が満ちるとともに、ヤツの力も強まっていく」

「隠かくすつもりもないんだろうね、彼は。きっと」

　かすかな笑えみを含ふくませたフラウドの言葉に、コノエは引っかかりをおぼえた。

「隠すつもりがない？」

「ま……ただの、勘かんだけど」

　フラウドが意味ありげに微笑ほほえむが、ヴェルグは荒あらっぽく応じる。

「俺はわかんねえぞ」

「というか、キミはわかるわからない以前に、どうでもいいんでしょ」

「まーな」

　意味もなく胸を張るヴェルグにあきれつつも、コノエはひそかにフラウドの表情を窺うかがっていた。一見ものやわらかな態度や言葉の陰かげに漂ただよう、不ふ吉きつで謎めいた雰ふん囲い気き──目が隠れているせいだろうか、その表情を読みとるのは困難だ。コノエはあらためて、フラウドを信用できない存在だと思った。昨夜だって、リークスがコノエたちに接せつ触しよくしたことを知っていたのに、いまここではそれに触ふれようともしなかった。ほかの悪魔たちに知らせまいとしているのか。意図がまるで読めない。

「だったら俺たちゃ、なにをするってこともねーな。それまで、リークスのヤツをぶっ倒たおすために、魔力をためときゃいーんだろ？」

　ヴェルグがたくましい腕をぐるぐる回しながら、もたれかかっていた壁かべから離はなれる。

「そういうこと」

「なら、俺たちは失礼して、ひと仕事してくるとしよう」

「魔力を稼かせぎにね。──じゃ、猫ちゃんたち」

　悪魔たちは口々に言って、ふっと姿を消した。最後に消えたフラウドの、軽けい薄はくな笑みが妙みように気に障さわった。コノエは少し、気持ちを引き締しめる。どうしても心はリークスの脅きよう威いに集中してしまうが、フラウドや──ほかの悪魔たちへの警けい戒かいも忘れないようにしなければ。こうして言葉をかわしているとつい馴なれあいになってしまう。だが忘れてはいけない。あいつらは悪魔なのだ。

　ライが大たい儀ぎそうに立ち上がり、食堂を出て行こうとする。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　コノエは手を貸そうとしたが、そっけなく振ふり払はらわれた。病気あつかいされて気き遣づかわれるのが嫌いやなのだろう。黙だまってその後ろ姿を見送っていると、アサトが歩み寄ってくる。

「……あいつ、どうしたんだ？」

「ああ……ちょっと、具合が悪くて」

　コノエは曖あい昧まいに言ってごまかす。なんとなく打ち明けられなかった。リークスの呪のろいがライにも出た──それは自分に近しい者だからなのだと──。

「へえ、珍めずらしいな。あいつ、こどものころからほとんど病気らしい病気もしたことなかったのに」

　バルドが声を上げ、コノエは彼の存在を思い出す。コノエは彼に向き直り、気まずい思いで頭を下げた。

「……悪い」

「あ？」

「いや……迷めい惑わくじゃないか？　その……この、呪いとか……」

　バルドにはなんの関係もないのだ。それなのに、悪あく魔まやらリークスやら、わけのわからないモノが自分の宿に出入りして、厄やつ介かいごとを引き起こして──迷惑じゃないはずがない。いますぐ出て行けと言われてもしかたがないと思う。だが、バルドは軽く肩かたをすくめた。

「いまさらなにを。ま、悪魔も来る宿ってことで箔ハクがつくってもんだ。──だいたい、あんただって好きでそうなってるわけじゃないだろ」

　コノエはちょっと意外な気がして、お気楽そうな宿の主を見上げた。たしかにコノエからすれば、自分が望んで厄介を起こしているわけじゃないが、ほかの者をそういうふうに思える者はあまりいないだろう。

　そういえば、はじめて呪いのことを打ち明けたとき、ライも似たような反応だった。ほかの連中がどう言おうと関係ない、と。

「コノエは、もう大丈夫なのか？」

　アサトが気遣わしげに声をかける。

「ああ……そういえば、おまえこそ、大丈夫だったのか？　リークスの手下と戦ってただろう？」

「あ──ああ」

　アサトは口ごもる。

「そうか。ちょっと心配してたんだ。アイツらを追ってったっきり、姿を見てなかったから」

「ああ……うん、見失って……森の方まで行っていたから。すまない」

「いや、無事ならいいんだけど──おまえは、なんともないか？　その、体の調子とか……」

　コノエは心にかかっていた疑念を、そっと口に出す。

「ない」

　アサトは驚おどろいたように、急いで答えた。

「べつに、なにもない」

「そうか、よかった」

　コノエは心から安あん堵どの息をつき、笑え顔がおになった。アサトには自分の呪いは及およんでいない。それだけはほっとする事実だと思ったのだ。アサトは彼の笑みを見て、どぎまぎと目をそらす。

「コノエ……」

「ん？」

「──いや……コノエは……俺が、怖こわくないか？」

「なんで？」

　唐とう突とつな言葉に、コノエはきょとんとする。アサトは彼の視線を避さけるようにして、低くつぶやく。

「俺は……〝許されざる者〟で、魔まのこどもだ。吉キ良ラではずっとそう言われてきた」

「まだそんなこと、言ってるのか？」

　コノエはアサトの懸け念ねんを理解したとたん、苛いら立だちの混じった同情をおぼえる。まだ吉良の呪じゆ縛ばくから逃のがれられないのだろうか。

　コノエはアサトの腕うでをつかみ、強く引いた。そむけられていた群ぐん青じようの目が、おずおずとこちらを向く。コノエはその目を見つめ、強い口調で言った。

「吉良でなんて言われてようと、おまえはただの、アサトだ。おれが知ってるなかで、誰だれよりやさしい、いいヤツだ。魔の子なんかじゃない。もう吉良のことなんて、忘れろ」

　不安を宿して揺ゆれていたアサトの瞳ひとみに、光が宿る。彼は腕をつかむコノエの手に、そっと手を重ねる。

「……わかった。コノエが言うなら、俺は、それを信じる。吉良を忘れる。……ただの、アサトになる」

「うん」

　コノエはほっとして、アサトの腕を握にぎった手に力を込めたあと、離はなれた。アサトの顔に、穏おだやかな笑みが浮うかぶ。

　コノエはのちに、後こう悔かいとともに思い出すことになる。歳より幼くみえる、こどものように信しん頼らいしきったアサトの笑顔を。




　カウンターのまえを通って階段へ向かおうとしたとき、バルドが声をかけた。

「おい、そういえばあんた──コノエ、あんたんとこの水差しを替かえてなかった。新しいの、もってってくれないか？」

「ああ」

　あいかわらず客使いの荒あらい宿だ。だが問答無用で追い出されないだけで御おんの字なのだ。むしろこのいいかげんさに感謝しなければ。

　コノエはアサトと階段の下で別れ、奥から招くバルドに従って厨ちゆう房ぼうに入る。

「あ、そこ、触さわるなよ。下ごしらえの途と中ちゆうだからな」

　コノエは物もの珍めずらしげに厨房を見回す。いいかげんそうな主の性格に似合わず、厨房は使い込まれた印象こそあれ、整然としていた。バルドが隅すみの水みず瓶がめの方に向かいながら、そっと切り出す。

「……ライの具合だが」

　それが聞きたくて引き止めたのだろう。コノエはためらいながら答える。

「その……ちょっと熱があるみたいだ」

　自分の呪のろいが降りかかったのだとは言えなかった。たぶんこの猫は、心からライの身を案じているのだろう。

「そうか。なら、薬を煎せんじてやるから、持っていってやってくれるか？」

「あんたは──」

　コノエは強い関心を抑おさえきれずに、思い切ってたずねた。

「──以前、ライにかかわるなと言った。どうしてなんだ？」

「興味があるのか？」

　どきりとするほど鋭するどい目で見つめられ、コノエはちょっと口ごもる。

「それは……おれたちは、〝賛サン牙ガ〟と〝闘トウ牙ガ〟だから」

　なんでこう言うたび、言い訳がましく響ひびくのだろう。バルドは水差しをコノエのまえに置き、炉ろのところへ行って湯を沸わかし始める。はぐらかされたのかと思うころ、バルドは、意を決したように口をひらいた。

「あんたも知ってるとおり、ライは……ときどき、ちょっとおかしくなるだろう？」

　おかしくなる──その言葉の意味を悟さとり、コノエは目を伏ふせてうなずいた。

　異様に血を好む残ざん虐ぎやく性。まるでほかの猫に変わったかのように──。

「あれは、いまに始まったことじゃない……はじめて異変に気づいたのは、あいつがこどものころだ」

　そして、バルドは語り始めた。

「俺とあいつは同郷でな。あいつの父親と親しくしていた。どこかで血も繫つながっているはずだ。ひいじいさんとか、そのじいさんの代でな」

「じゃ、あんたも刹セツ羅ラの……歌物語の英えい雄ゆうたちの村で」

「まあな、歌物語に出てくる黒のセランは、俺らのご先祖さんだって話だ」

「ええっ、本当に!?」

　あっさりと言われ、コノエは状況も忘れて思わず声を上げる。するとバルドはかすかに眉まゆを曇くもらせた。

「ああ……まったく、迷めい惑わくな話だ」

「え？」

　迷惑？──コノエは聞き違ちがいかと思った。もし自分が英雄の家系に属していたなら、迷惑どころか大いに誇ほこりにするだろう。

「──とにかく、俺はあいつが赤ん坊ぼうのころから知っている。俺があいつに、剣けんや格かく闘とうを──狩かりを教えた」

　狩りは生活のためもあるが、〝闘牙〟が戦いを学ぶためには重要な訓練となる。それにしても、ライに戦せん闘とう技術を教えたのがバルドだったとは──コノエは驚おどろいて、新たな目でこの宿の主を見つめる。

「はじめて……異常に気づいたのは、狩りのときだった」

　ライは剣も狩りもすぐに上達し、バルドはやがて、森で好きなように狩りをさせるようになった。はじめのころは、幼いライはうれしそうに、仕留めた獲え物ものを見せに来たらしい。しかし、徐じよ々じよにそれがなくなった。バルドは気に留めなかった。慣れがそうさせたのだと思っていたのだ。ある日──森のなかでたたずむライを見るまでは。

　幼いライは、うっとりした表情で、仕留めた獲物を抱だきしめていた。

「あいつはな、獲物の腹を引き裂さいて、その血にまみれながら……笑ってたんだ」

　コノエの血が、すっと冷たくなる。ライが異常をきたすとき、その口もとに漂ただよう禍まが々まがしい笑えみが、脳のう裏りをよぎったのだ。

「あのときは──おかしくなっちまったんだと思った。異常だった。顔を真っ赤に染めて、笑いながら血の滴したたる獲物に頰ほおずりしてたあいつを見たら、誰だってそう思うだろうさ。だが──あとになって、わかったような気がした」

　コノエはおそるおそるたずねる。

「なにが……？」

「あのとき、あいつは……ぬくもりを求めてたんじゃないかと」

「ぬくもり？」

　遠い思い出に沈しずんでいたバルドの顔に、気まずいような表情がよぎる。

「その……あいつの両親は、えらくあいつに厳しかったからな……」

　言いかけたあと、彼はコノエを見てあわてて言葉を継つぐ。

「誤解のないよう言っとくがな。父親は、俺にとっては親友だった。村でも重んじられていた。さっきも言ったように、刹羅でも名門の家いえ柄がらで、その家柄に恥はじない立派な戦士だったよ」

「でも……」

「思うに、その家柄ってのが問題だったんだ。とにかく父親は、ほんの赤ん坊のころからライに厳しかった。俺の知らないところでは、たぶん、そうとうにつらく当たってたんじゃないかと思う。母親も夫に同調して、ライをかばおうともしなかったようだ。ライを英雄の血統に恥じない戦士に育てあげること──それが、両親の最大の関心事だったんだ」

「そんな……」

　コノエは絶句した。そんな親がいるのだろうか。自分のこどもよりも、その血統の方が大事だと考えるような親が？

　バルドは弁解するように話し続ける。

「愛情がなかったわけじゃない……と思う。ただ、責任感が強すぎたんだな。代々、優ゆう秀しゆうな戦士を輩はい出しゆつしてきた家柄に対する」

　コノエは思い出す。自分が刹羅出身の英雄の名を口にするたび、ことさらに無関心を装ったライの態度を。いまなら納なつ得とくできる。それはライにとっては輝かがやかしい記き憶おくではなく、呪のろいでしかなかったのだ。

「本当に、あいつの父親は、友としては最高の猫だった。安心して背中を任せられる戦士だった。だが、子育てに関しちゃ、氷のような冷たさだったよ」

　さすがにバルドの口調にも、突つき放したような苦々しさが漂う。

「ライはそれにおとなしく従っているように見えた。こどもなりに、自分に負わされた責任を理解してたんだろうな。口答えひとつしない、従順なこどもだった。ただ、年々、笑いも泣きもしなくなって……こどもらしさを失っていくように見えた」

　コノエは思わず声を荒あららげた。

「あんたは黙だまって見てたのか!?　ライを助けてやろうとは思わなかったのか？」

「そりゃ、俺も黙ってたわけじゃない。だが相手に聞く耳がなかった。俺にできるのは、せめて狩りに連れ出したり、剣の稽けい古こをつけてやるあいだ、ライの理解者でいてやるくらいのことだった」

　ふとバルドの口のあたりに、懐なつかしむような笑みが宿る。

「あいつも、俺のまえではこどもらしく笑ったりしてな。なついてくれてたと思う」

「それがどうして、いまは……」

　コノエの口からつい、つぶやきが漏もれる。

「ああ……原因は、俺にある」

　湯が沸わいた。バルドは口もとから笑みを消し、沸ふつ騰とうする小こ鍋なべのなかに薬草を投じる。つんと青あお臭くさい香かおりが、離はなれて立ったコノエのもとにも届く。バルドは背中を向けたまま、低くつぶやいた。

「俺の──俺のなかの醜みにくい嫉しつ妬と心のせいだ。はじめて目にしたとき……うらやましいと思っちまったんだ、あいつを」

　コノエのなかにざわざわと嫌いやな感じが広がる。

「うらやましいって……どういうことだ」

　バルドは自らを蔑さげすむように笑った。

「あいつの異常──あいつの中にある、闇やみの力をさ。あの力がほしいと思った。そうすりゃあ俺は──誰にも、なににもとらわれることのない強さを手に入れられる……」

「強さ……だと？」

　コノエはライの変容を思った。その顔をゆがめる血に飢うえた笑み──あれが、強さか？

　彼の顔に漂う嫌けん悪おを見てとったのか、バルドは口にした言葉を悔くやむように目をそらした。彼は鍋を火から下ろし、薬草を漉こしながら器うつわに注ぎ入れる。ふたたび口をひらいたとき、その声は平静だった。

「それからほどなく、ライの両親が殺された」

　コノエは息をのむ。バルドは重苦しい顔つきで、淡たん々たんと語る。

「その少しまえ、ライの父親が刹セツ羅ラ周辺の野や盗とうを一いち網もう打だ尽じんにした。おそらくそいつらの残党が、恨うらみに思って夜よ討うちをかけたんだろう」

　陰いん鬱うつな吐と息いきがその口から漏れる。

「俺が駆かけつけたとき……あたりは血の海だった。ライは両親の死体のそばに座り込んでた。泣きもせずに……」

　コノエは慄りつ然ぜんとして聞いていた。幼いライを襲おそった運命を思うと、息苦しささえおぼえる。たとえ愛情を感じられない親でも、親は親だ。そんな形で両親を同時に失って──幼いライはどんな思いだっただろう。コノエはようやく、かすれた声を絞しぼり出す。

「ライは、無事だったのか」

「ああ。あいつひとり無傷だった。ガキだからってことで見み逃のがされたのかもな」

　答えるバルドの声は苦かった。

「あいつはこう言ったんだ。動かないね、死んじゃったからしょうがないね……ってな」

　その手が作業台のうえでかたく握にぎりしめられるのが見えた。

「おかしいだろ？　親が死んでるってのによ……。あのとき、俺はなにもかもすべて悔やんだ。ライがこんなふうになってしまうまえに、どうしてなにもしなかったのか……もう少し早く家に着いていたら、助けられたかもしれない。でも、俺は……なにもできなかった」

　その声に激情が混じる。

「俺はすぐ野盗どもを追った。追いすがって……仕留められるところだった。だが、できなかった」

　バルドは苦しげに呻うめいた。

「俺は、殺すことが、できなかった」

　コノエは目を上げてバルドの顔を見た。そこには目を覆おおいたくなるような悲ひ嘆たんと苦しみが、深く刻み込まれている。ふだんの彼からは窺うかがい知れない、魂たましいの奥底までに至る、深い傷だ。

「刹羅が誇ほこる戦士になる。歌にうたわれるような英えい雄ゆうになる──それが、俺の夢だった。けど、無理だった。駄だ目めだったんだ」

　彼は震ふるえる手を上げ、目のうえにかざす。

「……殺すことが、できなかったんだよ。どうしても、相手の急所に刃やいばを突き立てる直前で迷いが生じる」

　コノエは自分まで苦しくなって、懸けん命めいに口を挟はさんだ。

「そんなの……誰だれだってそうじゃないのか」

　コノエ自身も、火カ楼ロウでの争いでは誰も殺したことがない。実際、猫リビカたちの争いでは、相手の息の根を止めるようなことはほとんどない。相手が負けを認めればそれで引く。刹羅ではどうか知らないが、殺さなければ英雄になれない、なんて考えは異質で、コノエの感覚とは微び妙みように食い違ちがう。だが、バルドは燃える目で彼を睨にらみつけた。

「親友を殺した敵をまえにしてもか？」

　コノエは言葉を失う。

「俺は怒いかりと憎にくしみで我を忘れてた。敵のひとりに追いつき、ほとんど勝つ直前だった。剣けんの腕うででは俺の方がはるかにまさってた。なのに──どうしても、殺せなかったんだ」

　たしかに自分も──大切な者を殺されたとしたら、その相手の命を代だい償しように望むかもしれない。でも……。

　バルドは打ちひしがれた表情で語り続ける。

「結局、ライは俺が引き取って面めん倒どうを見ることにした。だが、俺はすっかり駄目になってた。どうして殺せなかったのか──頭のなかはそればっかりで。死んだ親友に対して申し訳なくて、臆おく病びような自分が恥はずかしくて、自分を憎み、あの野盗を憎み……ついには……ライさえ憎むようになった……」

　その言葉に、コノエは愕がく然ぜんとする。

「なんで……！」

「言っただろう。ねたましかったんだ。あいつの闇が……あいつの強さが」

　バルドの目が、憑つかれたような渇かつ望ぼうに、つかの間ぎらつく。

「あいつは刹羅が誇る戦士になる──師である俺だからこそ、それがわかった。自分が望み、どうしてもなれなかったものに、あいつがなる……耐たえがたかった」

　もはや言葉をとどめるすべを忘れたように、バルドの口から醜みにくい願望が吐はき出される。

「いつも無言のうちに責められているような気がした。なぜ親おや父じの敵かたきをとらないのかと──なぜそんなに弱いのかと──俺は家にもほとんど寄りつかず、ひたすらにあの夜の野盗を捜さがし回るようになった。見つけ出して、今度こそ、必ず殺そうと思い……」

　ふっと、その目が宙をさまよい、空白になる。

「……だが、わかっていたんだよ、あのときでさえ。俺にはどうせできないってな。ただ……あいつのまなざしから逃のがれたかったんだ。俺を責め立てる無言の問いかけから」

　彼は頭を抱かかえ、かすかに首を振ふった。

「ある日……帰ったら、ライはいなくなってた。刹羅を出て行ったんだ」

「……捜さなかったのか？」

　バルドは投げやりに答える。

「捜した……いや、たいして捜しもしなかったな。だって、愛あい想そつかされてもしかたないだろう。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな、臆病者じゃな」

「違ちがう」

　コノエの胸の奥から、ゆっくりと怒りが頭をもたげる。彼はバルドを睨み、はっきりと言った。

「きっとライは……裏切られた、って思ったんだ」

「裏切られた？」

　バルドが、思いもかけない言葉を聞いたという顔でコノエを見つめる。

「だって、あんたのこと、本当の父親みたいに思って、慕したってたんだろ？　そんなあんたから憎まれて……」

　なぜか喉のどがつまって、泣きそうになった。

　ライは強い。たしかに強い。だがその強さは、他者を寄せつけない強さだ。彼がどうしてそうなったか──そうならざるを得なかったか、コノエははじめて知ったのだった。もう取り返しがつかないのに、コノエは叫さけぶように言う。

「なんで？　なんでライを守ってやらなかったんだよ！」

　バルドは戸と惑まどいながら首を振る。

「だが、俺にはそんな力はないんだ……仇あだ討うちさえ……」

「違う、そういうことじゃない。力があるとかないとか、敵をとるとか、そんなのどうでもいいんだよ。ライは両親を殺されてひとりぼっちだったんだぞ。なんでそばにいてやらなかったんだよ！」

　コノエには、ライの──孤こ独どくなこどもの心がわかるような気がした。

　彼には仇討ちなんか、どうでもよかったに違いない。バルドが英雄であろうとなかろうと。ただ、そばにいてもらいたかった。過去ではなく、自分に目を向けてもらいたかった。きっとそうだったと思うのだ。

「親の愛情を知らずに育ったっていうのなら、ひとりになってしまったときこそ……あんたが思いを注いでやるべきだったんじゃないのか？」

　バルドの顔に、ためらいがちな理解が宿る。きっと彼は、これまで考えもしなかったのだ。自分がライに頼たよられていたことを。自分がライのなかでどれほど大きい存在であったかを──これまで、あまりに自分の価値を小さく見積もっていたせいで。

「おれだって、ひとりだった。故郷の村で、誰からも疎うとまれて……けど、それでも生きてこられたのは、母さんとの思い出があったからだ。母さんと過ごした家があったから、ひとりでも平気だった」

　たとえほかのすべてに憎まれ、遠ざけられても──ただひとつ、自分を確かに愛してくれた者の記き憶おくがあれば、それを支えにして生きていける。それなのに、ライにはなにひとつ与あたえられなかった。両親からも、バルドからも。

「ライの最後の支えは、きっとあんただった。けど、それさえも裏切られて……ライの気持ちも考えてみろよ！」

　コノエはこらえられない怒りを、目の前の猫にぶつけた。

「あんたの弱さは、殺すのをためらうことじゃない！　それは弱さじゃなくて、痛みを知ってるヤツなら当たり前のことだろ！」

「痛み……？」

　バルドは怒ど鳴なられても怒りさえ感じられないようすだった。呆ぼう然ぜんとその言葉をくり返す。コノエは八つ当たりのように決めつける。

「そうだよ、傷つけられたら誰だれだって痛いだろ！　それ知ってたら、ためらうのなんてあたりまえじゃないか。あんたが弱いのは、そのせいじゃない！　そうやって、なにもかもから逃にげてるからだ！」

　コノエは荒あらっぽい動作で、水差しをつかんで背を向けた。ぴちゃんと水が跳はねて手を濡ぬらす。足音も荒く厨ちゆう房ぼうをあとにし、階段を駆かけ上るあいだも、胸のうちでは熱く痛い感情が渦うず巻まいていた。

　なぜこんなに悔くやしいのだろう。腹が立つんだろう。

　バルドに怒いかりをぶつけたが、じつのところ彼に怒っていたわけではないのだ。怒りをおぼえたのは、もう帰ってこないもの。運命そのものの、取り返しのつかない過失。バルドの後こう悔かいが、ライの背負った悲しみが、〝共感〟の痛みのように胸を押しひしぐ。

　どうして生きていくことは、こんなにも難しいのだろう。




　部屋に戻もどると、棚たなにはみちしるべの葉のあかりが点ともっていた。いつの間にか部屋はすっかり暗くなっている。窓のそとのざわめきが、遠く近く、脈動するように響ひびく。コノエは棚に持ってきた水差しを置き、息をついた。いまになって、バルドに対して言ったことを後悔し始めていた。さっきは頭に血が上っていて、あとさき考えずに残ざん酷こくな言葉を投げつけてしまった。だが、自分になにを言う権利があっただろう。

　ライは寝しん台だいに腰こしを下ろしていた。コノエはなんとなくその顔が見られず、意味もなく窓に歩み寄る。自分は期せずして、ライの秘密を知ってしまった。いや、ずっと知りたかったからこそバルドに聞いたのだ。でも知識を得たいま、妙みように後ろめたい気分だった。

　黙だまったままのコノエに不ふ審しんを抱いだいたのか、ライが声をかけてくる。

「……で？」

「え？」

「なんと言っていた、あの呪じゆ術じゆつ師しは？」

　バルドの打ち明け話に気をとられていたコノエは、現在の状じよう況きように引き戻される。

「おれと同じ、呪のろいだろうって……その」

　ライの方に歩み寄りながら、コノエは言葉を選ぶ。

「……身近なものに現れるんだって。おれたちは〝賛サン牙ガ〟と〝闘トウ牙ガ〟だし」

　そう言うたび、自分の言葉が弁解がましく響くのはなぜなのだろう。呪術師が見せた意味ありげな笑えみのせいなのか。

　だがライは追つい及きゆうするようすもなく、あっさり「そうか」とうなずく。コノエはそのまえに立ってうなだれた。

「もしかしたら、ほかの者たちにも影えい響きようするのかもしれない……」

　するとライは、ゆっくりと言った。

「……藍ラン閃センを、離はなれるか」

　言われてはじめてコノエは、それがもっとも時じ宜ぎを得た行動だと気づく。闇やみは闇と惹ひかれあう。闇の部分を持たない者はいない。バルドがなぜ、まるで抑よく制せいを失ったように、暗い過去を吐はき出したのか──それはもしかして、コノエの背後にとりついた暗い影かげの影響ではないだろうか。

　街にとどまれば、周囲の者を巻き込む危険は増す。そのことは最初からわかっていたはずだ。

　だが──コノエはためらいながら、口をひらく。

「アサトは……」

　ライは切り離すような口調で答えた。

「あいつはここに置いていく」

「でも……」

　アサトにとって頼れる者は自分だけだ。吉キ良ラの外のことをなにひとつ知らない彼を、慣れない街にひとり、残していくことは裏切りに思えた。

　ためらうコノエを、ライが鋭するどい目で見やる。

「呪いに巻き込みたいというなら別だが」

　コノエの心は激しく揺ゆれた。それがもっとも恐おそれていることだった。自分に近い者に呪いが現れるとしたら……ライの次に犠ぎ牲せいになるのは、間ま違ちがいなくアサトだ。彼までも、闇のなかに引き込むわけにはいかない。せっかく新たな道を歩き始めたばかりの彼まで。

　コノエは力なくうなずいた。

「……わかった」

　さっき見たアサトの笑顔が、目の前にちらついた。

「悪あく魔またちは？」

「あいつらのことまで気にかけてやることはないだろう。どうせついてくる。おまえに取り憑ついているんだからな」

　ライは苛いら立だたしげに鼻を鳴らした。

「あいつらに、気を許すな」

「ああ」

　コノエも顔を引き締しめてうなずく。やはり、あいつらは信用できない。ことに、フラウド──あいつには気をつけなければ。

「そうと決まれば、明日できるだけ早く発たとう」

「でも、あんた、体はいいのか？」

　コノエは不安に思ってかがみ込み、ライの耳に触ふれる。朝ほどではないが、まだ熱い。ライはうるさそうにその手を払はらいのけた。

「問題ない」

「でも──」

　言いかけたとき、ドアが叩たたかれた。コノエはびくっとして振ふり向く。

　ドアを開けると、恐れていたアサトではなく、バルドの姿があった。コノエは部屋から滑すべり出て、後ろ手にドアを閉める。ぎくしゃくと目を落とし、硬かたい声でたずねる。

「……なにか？」

「なにかって、あんた、薬を忘れただろ？」

　鼻先に突つき出された椀わんを、コノエは目を丸くして受けとる。バルドの顔にはすでに、いつもどおりの食えない笑みがあった。

「……ありがとう」

　コノエはぎこちなくうなずいたあと、思い切って切り出す。

「さっきは、悪かった。おれとは関係ないのに、勝手なことを言った」

「ま……関係なくはないだろ」

　バルドは決まり悪そうに鼻をこすったあと、ひょいと肩かたをすくめる。

「俺こそ、見苦しいとこ見せたな。あんなことまで話すつもりじゃなかったのに」

「その……忘れてほしければ、忘れる」

「……いいや」

　バルドの顔に、あたたかい笑みが広がる。

「おぼえといてくれ。……そして、ライのそばにいてやってくれ。あんたがかまわないと思うならな」

　その笑みと言葉のあたたかみが、じわりとコノエの胸に広がる。言われるまでもなく、自分はライのそばにいるだろう。リークスに向かって告げたように。でも、バルドからそれを頼たのまれたことがうれしかった。コノエは照れくささを押し隠かくし、上うわ目め遣づかいに見上げる。

「まえは、深入りするなって言ったくせに？」

「ああ……なら、そっちの方を忘れてくれ」

　コノエはくすりと笑い、バルドも低く笑った。奇き妙みような連帯感が、つかの間、流れる。コノエは部屋へ入ろうとしかけ、思いついて足を止める。

「その……ひとつ、頼みがある」

「ん？」

　問いかけるバルドの目をまっすぐに見つめる。

「アサトの面めん倒どうを、見てやってくれるか？　あいつ、生まれた村のことしか知らないんだ」

　バルドの顔に、理解の色がよぎった。だが彼はなにも訊きかず、力強くうなずく。

「ああ。任せな」

　コノエの胸から、安あん堵どの息が吐き出された。たぶん、この猫なら信じられる。かつて裏切り、それを悔くやみ続けているこの猫なら。今度こそは。

　部屋に戻もどると、ライは寝しん台だいに寝ねころび、こちらに背を向けていた。だが、耳は心の動きを反映して、ぴくりとこちらを向く。たぶん勘かんのいい彼のことだ。ドアの外に来ていたのが誰か気づいている。それでいて無関心を装うそのポーズに、コノエは彼の稚ち気きを見たような気がして、ちょっと微笑ほほえましくなった。

「これ、薬」

「必要ない」

「飲まなければ寝かさない。明日までに治してもらわないと、出立できないだろ」

「……ふん」

　ライは嫌いや々いやながら身を起こし、コノエの手からひったくるように椀を取り、一気に飲みほした。コノエは思わずにこにこしてしまう。

「よしよし、いい子だな」

　ライの目に殺気が宿る。

「……ふざけるな」

　冗じよう談だんではすまない迫はく力りよくに、コノエはあわてて引き下がった。椀を下げ、自分の寝台に腰こしを下ろす。明日からはまた、快適な寝ね床どことはおさらばだ。せめていまのうちに堪たん能のうしておこう。

　そのとき、毛布の陰かげに転がった丸いものが手に触れた。

「あれ、これ……？」

　クィムの実だ。こんなものを置いたおぼえはない。ということは──

　コノエが見やると、ライはそっけなく寝台のうえで背を向ける。

「余ったから捨てただけだ」

　その答えがほんの少し、あわてたように聞こえた。コノエはにんまりしてしまいそうになったが、さっきのことがあったので、必死に表情を取りつくろう。

　クィムの実をかじりながら、静かに胸の奥で決意がかたまっていく。まるで枝から離はなれた木の葉がゆっくりと着地するように。

　──ずっとそばにいる。

　それが〝賛サン牙ガ〟としての、自分のつとめだ。

　クィムを食べ終わると身み繕づくろいをし、コノエは寝台に横たわった。目をいちど閉じたあと、ふと毛布から顔を出して向かいの寝台を見やる。さっきと同じ姿勢の、ライの背中が見える。なんだかその背中に、手を触ふれたいと思う。

「あの……」

　眠ねむってしまったのだろうかと思うくらいたって、くぐもった声が返ってくる。

「……なんだ？」

「歌……うたおうか？」

　なんでこんなことを言ったのか、自分でもわからない。ライの背中が、ぴくっと動く。振ふり向いてこちらを見るかと思ったが、そのまま動かず、さらに沈ちん黙もくが続く。じわじわと恥はずかしい気持ちが高まり、コノエは毛布のなかに顔を引っ込める。毛布のそとから、ライの声が追ってきた。

「…………寝ろ」

　その声がぎこちなく、闇やみに漂ただよった。
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　──たとえ月星が落ちて闇に包まれるときも

　　　大地が尽つきて海に沈しずむときも

　　　われらともに生き、ともに歩もう









　翌朝早く、コノエたちは藍ラン閃センを離れた。街路はまだしんと静まりかえり、薄うす青あおい黎れい明めいの空気にコノエたちの吐はく息だけが白い。門を出たところで、コノエは肩かたごしに振り返って街を見やった。あそこには自分の知る者たちが眠っている。アサト、バルド──そういえばトキノには、また挨あい拶さつできなかった。でも、しかたない。この呪のろいが身近な者を巻き込むというなら、会わない方がいいのだ。

「どこへ行く？」

「ひとまず──」

　コノエの問いに、しばしためらったあとライは答えた。

「──おまえと会うまえに向かっていたところへ行くか」

「どこへ行こうとしてたんだ？」

「カガミ湖、というところだ」

「仕事か、あんたの？」

「まあな」

　ライは多くを語らなかった。

　考えてみれば、自分と会うまえ、ライにはライの生活があったのだ。そのことをコノエはこれまでよく考えていなかった。賞金稼かせぎの仕事ということは、そのカガミ湖というところに、賞金首がいるということだろう。それが猫リビカか、魔ま物ものかはわからないが。

　街を離れ、ふたたび静かな森のなかに身を置いて、コノエは自然と気持ちがくつろぐのを感じた。リークスの言った〝最後の時〟が迫せまっているのはわかっている。置いてきたアサトのことも気にかかる。だが、木々の葉を透すかして陽の月がきらめき、しっとりとさわやかな空気に包まれて歩いていると、まるで故郷に戻もどったような心ここ地ちになる。

　コノエたちはほとんど話もせず、緑の天てん蓋がいのしたをゆったりと歩いた。小川に出くわすと座って食事をしたため、暗くなると眠った。まるでずっと昔から、こんなふうに暮らしてきたような気がした。ただ、いちどだけ、森のなかで〝虚ウツろ〟に行き当たった。藍閃にいたあいだは忘れていた、もうひとつの脅きよう威いだ。異質の空間は色いろ鮮あざやかに目の前に横たわり、ただコノエたちを完全に拒きよ絶ぜつしていた。

　たしかに〝最後の時〟は近づいている。祭に浮うかれ騒さわぐ豊かな街にも、すぐ近くまで破は滅めつは迫っている。

　藍閃を離れて二日後だった。森が切れ、目の前に広々と湖面が広がった。コノエは思わず息をのんだ。湖面はまさしく鏡のように静まりかえり、対岸の木々を、淡あわい雲が漂う薄青い空を、くっきりと映し出している。まるで空を切り取って貼はりつけたようだ。広い湖面を風が渡わたっていくと、かすかなさざ波が岸へと打ち寄せる。ライが無造作に告げる。

「ここだ」

　コノエは岸にかがみ込む。水のなかに、こちらを覗のぞき込む自分の姿があった。そこにもう一匹ぴき猫がいるかと思うほどの、鮮あざやかな鏡像だ。コノエはなんの気なしに手を伸のばし、水をすくおうとした。が、水面に触れたとたん、硬かたい感かん触しよくに出会い、びっくりして手を引っ込める。ゆらゆらと波は紋もんが広がっていく。

「なんだ……これ……」

　コノエはおそるおそる、もう一度手を出し、水面に触れた。ひんやりとした感触が掌てのひらを押し返す。硬い。まるでなめらかな石に触れているようだ。それなのに、触れている手を中心に、波紋は広がっていく。コノエは手を上げ、まじまじと見つめた。掌は濡ぬれていて、水が滴したたる。だがあらためて触ふれても水中に手をさし込むことはできず、硬こう質しつな感触に出会うばかりだ。

　ライの苦く笑しよう混じりの声が、うえからかかった。

「カガミ湖は歩いて渡れると言われたが、そういうことか」

　そして、恐おそれげもなく、湖に足を踏ふみ出す。コノエは反射的に身をすくめたが、ライの足は沈むことなく、湖面を踏みしめて立った。

「なんで……？」

「さてな。この湖は、かつて女め神がみの手鏡だったという伝説が残っているということだが」

　ライは足あし下もとをたしかめるように数歩歩み、振ふり返ってコノエを見た。

「おまえは、ここで待っていろ」

　思いもかけぬ言葉に、コノエは声を上げる。

「なんで!?」

「これは俺の問題だ。おまえには関係ない」

「おれは、あんたの〝賛サン牙ガ〟だ。関係なくなんかない！」

「残れ」

「嫌いやだ！」

　コノエとライは真っ向から睨にらみあう。コノエは一歩も退く気はなかった。やがてライが視線を外し、苦々しげに吐き捨てる。

「……おまえは本当に馬ば鹿かだ。まれに見る馬鹿猫だ。〝賛牙〟じゃなければ、いますぐにでも森に捨てているところだな」

　コノエはむっとして言い返そうとしたが、それよりさきにライが言葉を継つぐ。

「だが、捨ててもおまえはおそらく戻ってくる。何故なぜかわかるか？　おまえが、話も聞かない馬鹿猫だからだ。だから……来るなと言ってもついてくるんだろう。違ちがうか？」

　ライはため息をつき、背中を向けた。

「ついてくるな、いいな？」

　そのまま湖のうえをすたすたと歩いていく。わけがわからず見守っていたコノエは、ふいにライの言った意味に気づいて、跳とび上がるように立つ。

　来るなと言ってもついてくるんだろう、と言いながら、来るな、ということは──。

　コノエはおっかなびっくり水のうえに飛び降り、ライの背中を追って走りだした。

　そうとも。おれは馬鹿だ。だから、いくら来るなと言われてもついていく。

　さきを歩くライは、コノエの足音に気づいても振り返りもしない。コノエは笑えみをこらえながら、その後ろに従った。
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　それにしても、不思議だ。コノエは足下を見下ろしながら思う。彼らの足の下には透き通った水が横たわり、逆さ映しになった自分たちの姿を透かして、ゆらゆらと揺ゆれる水草が見える。まるで湖に玻は璃りの蓋ふたをかぶせ、そのうえを歩いているようだが、自分たちの足が触れるたび、そこを中心に静かな波紋が広がっていくのだ。逆に、自分たちの体が風に変わったみたいにも思える。

　彼らは黙だまって歩き続け、向こう岸へたどり着いた。岸は岩がむき出した崖がけになっている。ライが岩の表面に手を這はわせながら、岸に沿って歩きだす。

「このあたりに洞どう窟くつがあるはずなんだが……」

　コノエは漠ばく然ぜんと周囲を見回し、湖の縁ふちに黒い線のようなものが浮かんでいるのに目を留めた。線──違う。文字だ。水の面おもて、岩がん壁ぺきをとりまいていくつかの文字が浮かび上がっている。コノエはかがみ込んで文字をなぞった。指先が触れると水とともに文字も揺れるが、消えることはない。つくづく不思議な湖だ。文字を読んでみるが、意味をなさない音の連なりにすぎない。だがその音の連なりは音楽のように彼のなかで美しく響ひびいた。口に出して、言葉遊びのようにくり返す。音楽的な響きが舌の上ではずみ、周囲の空気を震ふるわせる。そのとき、水のうえの文字が白く光った。

　コノエは驚おどろいて飛びのく。すると、自分の声の残ざん響きように呼応するように、岩壁が声なき歌を歌い始め、白い光を放ち始める。さきを歩いていたライが驚いて駆かけ戻もどってくる。

　光はゆっくりと薄うすれ、やがて消える。そこには大きな穴がぽっかりと口を開けていた。ライがさすがに、あっけにとられた口調で言う。

「おまえ……なにをした？」

「……これを読んだだけだけど」

　コノエはまだ呆ぼう然ぜんとしたまま、足下の文字を指さした。そこにはさっきと同じように、黒い文字が波に揺られている。一いち瞥べつしたライがつぶやいた。

「まじないだな。あの洞窟に目くらましをかけていたんだろう」

「どうして解けたんだ？」

「おまえが〝賛牙〟だからだ。歌に力を吹ふき込む者だから、言葉にも力を吹き込める」

「へええ」

　自分にそんなことができたなんて。コノエはよそごとのように感かん嘆たんしながら、疑問の言葉を紡つむぐ。

「でも、どうして目くらましなんか……」

　ライが厳しい表情で洞窟のまえに立っている。そちらに歩み寄ろうとして、コノエは足を止めた。虚うつろな目のようにぽっかりとひらいた洞窟の入口から、瘴しよう気きのように重苦しい空気が吹き出している。コノエの全身が震えだす。

「ここは魔ま物ものの洞窟だ」

　ライの淡たん々たんとした声が聞こえてくる。

「この近きん隣りんの村では、魔物に生いけ贄にえを供えていた。選ばれた生贄はこの洞窟に運ばれ、縛しばりつけられたまま何日も待たされた。魔物が訪おとずれ、犠ぎ牲せい者しやたちをむさぼり食い、苦痛に満ちた命が尽つきるときまで……」

　声を聞きながら、コノエはそちらを見ることもできなかった。真っ黒に塗ぬりつぶされた闇やみの奥から目が離はなせない。

「ここには無念の魂たましいがいくつもさまよい、渦うず巻まいている。憎ぞう悪おにとらわれた魂に時の概がい念ねんはなく、思いも朽くちることはない。下手へたに踏ふみ込めば、引きずり込まれる」

　それはいままさに、コノエが肌はだで感じていることだった。懸けん命めいに自制しようとしているのに、穴の奥から吹きつける怨おん念ねんが胸に食い込んでくる。際限まで高まった恐きよう怖ふ、苦しみ、絶望……。

　ライが対岸に自分をおいていこうとした理由がわかった。〝共感〟の能力を持つ自分が、この場所に残された思念に耐たえられるはずがない。

　いま、ライがそっけなく、その言葉をくり返す。

「そこにいろ」

「……嫌いやだ」

　コノエは意地になって答える。さっき押し切ったのに、いまになって引き下がれるものか。

「勝手にしろ」

　ライが歩き出す。コノエは意志をかたくして、そのあとに続いた。

　洞窟のなかに足を踏み入れると、よどんだ空気がむっと彼らを押し包んだ。足あし下もとは堅かたい岩がん床しようになっており、壁かべはゆるやかに波打っている。まるで巨きよ大だいな生きものの内臓に踏み込んでいくような錯さつ覚かくに陥おちいる。入口からの光があたりを照らしているというのに、質量を持った闇が全身にまといつく。すぐまえをライが歩いている。その背中が遠のいていくような気がして、コノエは足を速めた。とたんに、足下の岩くれにつまずいて、ライの背中に突つっ込む。

「なにをしている」

「いや……はぐれるかと思って」

「おまえは、歩いてるのか、それとも寝ねてるのか？　こんなところではぐれるわけがないだろう？」

　たしかに、ライの言うとおりだ。さほど広くもない洞窟はまっすぐ一本で、どこにも枝道などない。でも、さっきはライの背中がひどく遠く見えた。手を伸のばしてつかまえなければ、闇に消えてしまうかのように。

　ライはふたたび歩きだす。コノエは遅おくれないようにそのあとを歩く。だがすぐにまた、相手の広い背中にぶつかりそうになった。ライが唐とう突とつに足を止めたからだ。

「……ライ？」

　ライは前方の闇を凝ぎよう視ししている。コノエはその視線を追った。

　洞窟の奥にはほとんど光が届かない。目をこらすうち、やがて床ゆかに散らばる白いものが浮うかび上がってくる。水に揉もまれて角が取れた石のようになめらかなその形──骨だ。

　おびただしい数の骨が床じゅうに散らばっている。天てん井じようからぶら下がっている長いものは、あれは錆さびた鎖くさりだろう。コノエは全身の血が冷たくなるような心ここ地ちになる。たしかにここは、魔物に捧ささげられた生贄が息絶えた場所だ。

　ざわざわと耳のなかで不快な音がしている。それは無数の悲鳴と怨えん嗟さの声。不当に命を絶たれた者たちのむせび泣きが、この狭せまい空間に永遠に響き渡わたる。

　コノエは懸命にその声を聞くまいとした。だがどうしようもなく、心は悲ひ惨さんな過去へと向かう。生贄たちの声は、多くは雌めすや歳のいかないこどものものだった。本来なら守らなければならない弱い者たちを、彼らの同どう胞ほうはなぜ魔物に捧げたのか。それで自分たちの安全と繁はん栄えいを買い取り、恥はじることなく生き続けることができたのか。

　自身も贄にえとして同胞に食われかけたコノエは、つかの間強い義ぎ憤ふんにとらわれる。だから、気づくのが遅れた。まえに立つライがなぜ身動きもせず、ひたすらに押し黙だまっているのか。

「どうか……したのか？」

　ライは奥の一点を凝視していた。その目には床に散らばる無む惨ざんな死の証あかしは映っていない。コノエは気づく。床からまっすぐに突き出したもの──自然ではなく誰だれかの手が作り出したもの。剣けんが地面に深く突き刺ささっている。古いものだろうか、刃やいばはあちこち毀こぼたれ、柄つかや鍔つばに錆さびがきている。ライはただひたすらにその剣を見つめていた。

「……俺の剣だ」

「え？」

「あれは、俺の剣だ」

　白い尾おが大きくふくらんでいる。うつむき加減の顔は、髪かみに隠かくされてよく見えない。その体が、ゆらりと動いた。

　──まずい！

　気づいたときには遅おそすぎた。ライの手がすばやく伸び、コノエの首をとらえる。

「ライ……っ！」

　コノエはその手に爪つめを立て、必死に振ふり払はらう。後ろへ跳とび下がろうとしたが、それより速くライの体がのしかかってくる。ふたりの体はもつれ合って地に倒たおれた。背中を強く打ち、息がつまる。うえから淡あわく光る目が見下ろしていた。自分を見ていながら、なにも見ていない虚うつろなまなざし。薄うすい唇くちびるにゆっくりと、あの笑えみが上る。組み伏ふせられながら、コノエは叫さけぶ。

「しっかりしろよ！　なにおかしくなってんだよ！」

　残ざん忍にんな笑みをたたえたライの顔が近づいてくる。息をのんですくんだコノエの首筋に、ライは顔を埋うめた。鋭するどい痛みが走る。

「くぁっ……！」

　このままでは血管を食いちぎられる──コノエはがむしゃらにライの体を蹴けり上げた。一いつ瞬しゆん、肩かたを押さえ込んだ手がゆるむ。コノエは自由になった手を振り上げ、思いきりライの横よこ面つらを殴なぐりつけた。首筋から牙きばが離はなれる。たたみかけるように肘ひじを叩たたきつけると、ライの上半身が大きく揺ゆらいだ。この隙すきに這はいずって逃のがれようとしたが、その瞬間、ライの手が力任せに尻尾しつぽをつかむ。地面にうつぶせに押さえ込まれながら、コノエは必死に手を伸ばす。その手が、冷たいものに触ふれる。

　衝しよう撃げきが電流のように全身を駆かけ抜ぬける。それは物理的なものではない。コノエの片手はあの古びた剣に触れていた。剣の記き憶おくがとどめようもなく、心のなかになだれ込んでくる。

　──戦っている。

　剣を握にぎっているのは、ライだ。その息づかい、伸しん縮しゆくする筋肉の感かん触しよくは、歌うときに流れ込んでくるなじみのある感覚だ。ライは戦っている。視界を巨きよ大だいな黒い影かげがよぎる。鋭い牙、てらてらと光る無機的な体──魔ま物ものだ。

　ライは、笑っている。ひどく異質な、強きよう烈れつな感情が流れ込んでくる。

　歓かん喜きしているのに、暗い。昂こう揚ようしているのに、冷たい。なにもかもが歪ゆがんで異質だ。

　心の防ぼう壁へきを破って感情がなだれ込んでくる。ライの暗い欲望、生いけ贄にえたちの恨うらみ、悲しみ、恐きよう怖ふ──この場にあふれた感情が、濁にごった渦うずのようにコノエを巻き込んでバラバラに引き裂さこうとする。心が、壊こわれる──。

　そのとき、黒く濁った渦のなかへ、清さやかに白い光が射さし込む。コノエは必死に自我をかき集め、その一条の光にすがろうとする。いまにも消えそうに見えたその光は、徐じよ々じよに強さを増し、闇やみを吹ふき払っていく。静せい謐ひつ。動かない中心。

　コノエの脳のう裏りに、ふっと一匹ぴきの猫リビカの姿が浮かぶ。赤茶色の髪を流し、穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべた猫──あの歌うたいだ。

　歌うたいは歌っている。歌が切れ切れにコノエの意識に届く。


　──忘れたもの。

　──捨てようとした村。



　コノエは懸けん命めいにその歌を聴きき取ろうとする。忘れたもの？──それはなんだ？

　歌うたいの歌はよどみなく続く。


　──すべての答えは、おまえのなかにある。

　　　感じてごらん。

　　　心の奥に眠ねむる森。やわらかな土に埋もれるものを──






「おい！」

　目をひらいたとたん、ライの顔が見え、コノエは反射的に殴りつけようとした。ライがその拳こぶしをよけて身をそらし、その隙にコノエは飛び起きて後ずさる。ライは動かない。その目には痛みがあった。コノエの拳が当たってもいないのに。その目を見てコノエは悟さとった。

「……戻もどった、のか？」

　ライはその場にうずくまったまま、目を伏せる。コノエは深く息をつき、座り込んだ。体のあちこちが痛む。ライの方も、コノエが殴ったところが少し腫はれかけているようだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　コノエはそっとたずねる。ライはそれに答えず、立ち上がる。その顔にはこれまで見たことのない、深い苦しみが滲にじんでいた。

「──戻れ」

　低く発された硬かたい声に、コノエは目を見ひらく。

「え？」

「街へ戻れ」

「……あんたは？」

　ライの言葉はあくまで断定的だった。

「街へ戻って、すぐにほかの〝闘トウ牙ガ〟を探せ」

「なに、言ってる？」

　戸と惑まどうコノエのまえで、ライはくるりと踵きびすを返し、洞どう窟くつを出て行こうとする。コノエはあわてて立ち上がる。

「ちょっと待てよ！　意味がわからない。いきなりなに言ってるんだ、あんた！」

　うしろからライの肘をとらえる。ライの背中がうなだれる。

「なぜ、わからない……」

「だから、なにが──」

　問いを重ねようとしたコノエの手を振り払い、ライが勢いよく振り返った。

「わかってるだろう!?」

　その目はぎらぎらと輝かがやき、苦痛に満ちた叫びがほとばしる。

「もう、時間がない。このままそばにいたら……」

　その言葉が途と中ちゆうで消える。コノエにはそのさきがわかった。

　──このままそばにいたら、殺してしまうかもしれない。

　闇はライのなかでますます力を増している。これまで正気を失うことがあっても、それは戦いのなかに限られていた。いきなりコノエを襲おそうのもはじめてだ。洞窟のなかの、独特の気配にのまれたためだ。あの剣けんを見て、かつての戦いを思い出したためだ──そういう言い訳も、コノエのなかでさえ力を失う。リークスも言っていた。いずれ彼のなかの闇が、ライを食い尽つくしてしまう──そのときは間近に迫せまっている……。

　ライは息をつき、ようやく冷静な顔を取り戻す。

「おまえは貴重な〝賛サン牙ガ〟だ。そばに置いて殺あやめるわけにはいかない」

　その冷たいまでに冴さえわたった論理が、コノエの自制心をぷっつり断たち切った。突とつ然ぜん、胸の奥から怒いかりがわき上がり、目の前が狭せまくなる。気づいたときには、ライの頰ほおを思いきり殴なぐりつけていた。

「馬ば鹿かじゃ……馬鹿じゃないのか!?　馬鹿猫はあんただろ！」

　コノエは激情のあまりうわずった声でわめく。

「なに……なに、勝手なこと言って……だからあんたは勝手だって言うんだ！」

　ライはあっけにとられたように突つっ立っている。コノエは震ふるえる手でその胸ぐらをつかんだ。

「なにが貴重な〝賛牙〟だ！　育てるって言ったのはあんただ！　離はなさないって言ったのはあんただろ！　なのに、いまになって放り出す気か!?　あんたは……っ！」

　自分でもなにを言っているのかわからない。ただ、腹が立って、あまりに腹が立って、コノエは力いっぱい相手を揺ゆさぶる。

「おれがどう思ってるかとか、なに考えてるかとか、そういうこと、あんたはいちどでも考えたことがあるのかよ!?」

　ライは呆ぼう然ぜんとした顔で、揺さぶられるままになっている。まるで逆にその胸にすがるように、コノエはつかんだ手に力を込める。

「おれは、あんたの〝賛牙〟だ。あんたが、おれの〝闘牙〟だ。ほかの〝闘牙〟を探せだと？　ふざけるな！」

「おまえがおまえだと、俺にわからなくなってもか？」

　ライは目をそむけ、苦いものを吐はくようにつぶやく。

「心の闇やみにとらわれてしまえば、俺はためらうことなく、おまえさえこの手にかけるだろう。殺されるとわかっていてそばにいるなど、馬鹿げている」

「だから、勝手に決めるなって言ってる！」

　コノエは鋭するどく息を吸い込み、そっと吐いた。

「おれは、あんた以外の猫と組んで歌なんて歌えない。歌うつもりもない」

　ライの薄うす青あおい目に、困こん惑わくのような表情が宿る。

「なぜだ？」

「理由なんてどうでもいい」

「わからない猫だな！　俺はこうしているあいだにも、理性を失って見境なくおまえを殺すかもしれんと言っているんだ！　おまえだけじゃない、周囲のすべての猫もだ！」

　ライは、恐おそれているのだ。コノエはそれに気づく。ふいに支えを失ったような不安が足あし下もとをよぎったが、懸けん命めいに足を踏ふん張る。

　ライは恐れている。避さけがたい運命を──いや、それよりも、自分の理性が失われること、そしてその結果、コノエや無関係な者たちに害が及およぶことを。

　なら……自分にできること、それは──

　コノエは顔を上げ、まっすぐにライの目を見つめた。

「もしあんたが闇にとらわれて……なにもわからなくなったら、そのときは──」

　ライの胸むな元もとをつかんだ手が、瞬しゆん時じ、震える。

「──そのときは、おれが、あんたを殺すから。ほかの誰だれかを見境なく殺すまえに……相棒のおれが、ケリをつける」

　それが避けがたい運命なら、自分はまっすぐそれに向きあう。ライの〝賛牙〟として、相棒の意志を体現する者となる。ずっとそばにいる。そう誓ちかった自分だから。

　ライはしばし、コノエを見つめていた。まるではじめて見る者のように。存在することを知らなかった別の世界を見るように。

「おまえは……」

　ややあってその口もとが動き、ふっと笑えみを形づくる。

「……本当に馬鹿だな。おまえみたいな馬鹿猫は、いままで見たことがない」

　コノエは相手を睨にらみつけた。

「お互たがいさまだろ」

「ああ、俺もおまえもきっと、手がつけられないくらいの馬鹿な猫だ」

　自じ嘲ちようの言葉は、同時に勝利の響ひびきを宿す。ライはコノエを見つめたまま、言った。

「──相棒としては、ちょうどいい」

　コノエは黙だまっていた。理由のわからない歓かん喜きが全身を駆かけめぐる。はじめて自分が、ライと同じところに立ったように感じた。

　コノエは相手の胸元をつかんでいた手を離し、遠ざかろうとした。その手を、ライがつかむ。

「──ここだ」

　ライはコノエの手を、自分の胸に押し当てた。

「もしも俺が正気を失い、闇にとらわれたそのときは──ここを貫つらぬけ」

　服ごしに体温が伝わってくる。ライの鼓こ動どうを掌てのひらに感じる。命。ライの命。この命を自分は奪うばうのか。避けがたい未来に。

　その儚はかなさに対する悲しみと、不思議な一体感がもたらす昂こう揚ようが、コノエの唇くちびるを震わせた。

　これには深い意味がある。ふたりのあいだだけに存在する誓い。

　コノエは喉のどにせり上がるものを飲み下し、ライの胸に置いた手に力を込める。

「わかった」

　コノエを見つめるライの目はあたたかかった。

「信じよう。おまえは、俺の〝賛牙〟だからな」

　静かな満足感がコノエの体に広がっていく。彼は笑いながら手を離す。

「あたりまえだろ」

　馬ば鹿かげていると思った。たったいま、自分たちは命のやりとりを約束したのだ。もっとも近しい者を殺す約束を。なのに、コノエの心は穏おだやかなやすらぎで満たされ、隣となりを歩くライも同じものを感じているのがわかった。




「俺はずっと、ある魔ま物ものを追っていた」

　その夜、マントにくるまりながら、ライが語った。

「この目を奪われ、取り逃にがしたヤツだ。それまであれほどの敵に遭あったことはなかった──」

　以前もちらと聞いた話だ。コノエはふと疑問に思う。以前は、その魔物に対するライの執しゆう着ちやくは、傷つけられたことに対する恨うらみ、報復の気持ちからだと思っていた。だが、はたしてそうだろうか？　あの古い剣けんに触ふれたとき流れ込んできた歓喜──あれを思い出すと、コノエは胃の底が冷たくなるような、嫌いやな予感を感じる。

「それが、あの洞どう窟くつに現れて、生いけ贄にえを喰くったヤツだったのか？」

「おそらくな。俺の剣があったのが、その証しよう拠こだ。あいつとの戦いのときになくしたものだ」

「じゃ、あんたの剣を……」

　魔物が持ち帰り、あの洞窟に残した。その考えはなぜか、コノエの背筋を寒くした。

　まじないをかけて入口を隠かくしたのは誰だ？　まるで大切な宝を隠すかのように。

　彼らは湖のほとりで野営していた。今度の旅では、ライは火を焚たこうとしない。ここのところ天気も崩くずれず、穏やかな気候だったが、今夜はかなり冷え込む。火がある方が過ごしやすいだろうに、そうしようとしないのは、もしかして火が苦手な自分を思いやってくれているのだろうか？　コノエは自分の外がい套とうにくるまり、眠ねむりかけながらちょっと考えたあと、まさかな、と打ち消した。

　コノエは眠り、夢のなかであの歌うたいの歌を聞いた。

　故郷の村に忘れたもの、大切なもの──なんだ？

　くすんだ金色に光る小さな輪が、目の前に浮うかび上がる。そうだ。あれだ。なぜずっと忘れていたんだろう……。

　目覚めて身み繕づくろいをしたあと、コノエは切り出した。

「火カ楼ロウに、行かなければ」

　すでに装備を身につけて出立の準備をしていたライが、揶や揄ゆするように言う。

「帰りたくなったか？」

「違ちがう。大事なものを忘れてきたから、取りに行く」

　コノエの脳のう裏りにははっきりと、取りに戻もどらなければならないものが浮かんでいた。母さんの形見の指輪。ほかに大切なものなどない。歌うたいはあれのことを歌っていたに違ちがいない。ライが考え深げなまなざしを投げる。

「火楼には戻れないんじゃなかったのか？」

「でも、戻らなきゃいけないんだ」

「リークスとおまえの村が、関係あるようには思えないが……」

「それをたしかめに行くんだろ」

　確信に満ちてコノエが言うと、ライはしばらく考え込んだあと、うなずいた。

「……いいだろう。どうせ行く当てもない旅だしな」

　カガミ湖から火楼までは、二日ほどかかる旅程だった。火楼の手前には、〝虚ウツろ〟に侵おかされた森が多い。それらを迂う回かいして進むうち、コノエはときおり方向感覚がわからなくなる。ひっそりと静まりかえった森が、いまは敵意を持って感じられてくる。ライがいなければ確実に道に迷っていただろう。

　ライは商あきない猫の使う道を知りつくしていた。仕し事ごと柄がら、必要な知識なのだろう。彼らはほとんど黙ったまま歩き続けた。ずっと昔からこうしていたような気がする。ずっとこうして歩き続けていけたらと思った。リークスのことも、ライのなかの闇やみも、〝最後の時〟も──すべてが夢で、自分たちはただ〝賛サン牙ガ〟と〝闘トウ牙ガ〟として旅を続けていくのだと──

　そんな夢想が破られたのは、火楼まであと半日ほどという森のなかだった。

　さきを歩いていたライが、ふと立ち止まる。

「……おい」

　低い声に込められた警けい戒かいの響きに、コノエは瞬しゆん時じに反応して身構える。すばやく見回した目に、これまで森のなかになかった鮮あざやかな色しき彩さいが映る。まるで条件反射のように、尻尾しつぽの毛が逆立った。

「おまえ……」

「ひっさしぶりー、元気だった？」

　木の間から、朗ほがらかに手を振ふったのは、赤と黒の衣装を着た異形の少年──フィリだ。コノエは相手を睨にらみつけながらたずねる。

「リークスはどこだ？」

「なにさ、挨あい拶さつもなし？　親しき仲にも礼れい儀ぎありって言うでしょ。ボクたち親しくないんだし、もっとずっと礼儀正しくするのがホントじゃない？」

　なれなれしい軽口はこちらの怒いかりをあおるものでしかない。黙だまって睨みつけていると、フィリはいきなり、無ぶ遠えん慮りよにライを指さした。

「そっちの白い猫、まえに見たときよりやつれてるんじゃない？　ふふふ、リークスさまの呪のろいのせいかなぁ？」

「黙れ。この道どう化け師し」

　ライが長ちよう剣けんを鞘さや走らせる。フィリは、つんと横を向き、それを受け流す。コノエはふと、かすかな違い和わ感かんをおぼえる。なんだろう。フィリの態度がどこか妙みようだ。これまでのように、純じゆん粋すいな悪意でこちらをからかう余よ裕ゆうが薄うすれ、まるで心ここにあらずというような。異形の少年は、唐とう突とつに問いを発する。

「どーでもいいことだけどさ、おまえたち、どこ行く気さ？」

「おまえに関係があるのか？」

「火楼の村？」

「だから、それがどうだっていうんだ？」

　フィリはそっぽを向いたまま、ためらうように黙ったあと、ぼそりと言う。

「……やめとけば？」

「どういう意味だ？」

「さーあね、どうとってくれてもべつに、ぜんぜんかまわないけどぉ」

　ひょいと肩かたをすくめる動作は投げやりだ。コノエはますます奇き異いの念をつのらせる。

「おまえは、リークスの〝賛牙〟だろう？」

「ああ、そうさ！」

　とたんにフィリはムキになったように、こちらを睨みつけて叫さけぶ。

「ボクは偉い大だいなるリークスさまの〝賛牙〟だよ！　あたりまえだろ！」

「そんなおまえの言うことなんか、おれたちがなぜ聞くと思う？」

「あっ、そう？　じゃあ行けばいいじゃん！」

　荒あらっぽく言って、フィリはぽんと木から飛び降りた。そのまま立ち去るかと思ったが、ふと立ち止まる。

「〝失シツ軀ク〟ってあるだろ？」

　こちらに背中を向けたまま、ひとりごとのように言う。

「あれはこれからどんどんひどくなってくよ。〝虚ろ〟も。〝最後の時〟が近づき、闇があふれ、リークスさまの力が強くなればなるほど、どんどん広がってく」

「リークスが……？」

　それはどういう意味だ？──いつしか興味を惹ひかれ、コノエは問いかける。すると、急にフィリが振り返り、憎にくしみに満ちた顔でこちらを睨みつける。

「ふんっ！　ざまあみろ！　それがおまえたちの当然の報むくいなんだからっ！」

　それきり、ふっと空中にとけるように消えた。まるでこどもの捨てぜりふの態ていだ。コノエたちは思わず顔を見あわせた。

「なんだったんだ、いったい……？」

　ライもいぶかしみながら答える。

「いつものように、俺たちを惑まどわすように言われて来たんだろう、リークスに」

　そうなのだろうか？　コノエにはなんだか、今日のフィリはいつもと違ちがって見えた。なんとなく、焦あせっているような……気にかかっていることがあるような。

　だがライは別の結論に至っていた。

「あいつが行くなと言うなら、やはり火カ楼ロウにはなにかあるんだろう。急ぐぞ」

　荷物を拾い上げて歩きだす。たしかに、そうかもしれない。コノエもあとを追って歩きだしながら、なおも割り切れないものを感じていた。




　火楼に着くころには、森は真っ暗になりかけていた。陽の月が傾かたむきかけていたのはたしかだが、森のうえの空がすっかり鈍にび色いろの雲に覆おおい隠かくされていたからだ。地上に急速に冷気が忍しのび寄る。薄うす暗ぐらい小道のなか、自分の吐はく息が白く浮うかび上がる。ライが足を止め、上空を透すかし見た。

「……降りそうだな。急ごう」

　降ってくるのは雨か──それとも……。

　コノエは尻尾しつぽが逆立つような不安をおぼえる。〝最後の時〟はすぐそこまで近づいている。

　しんしんと冷たい空気のなかに、かすかに懐なつかしい匂においを感じた。故郷の匂いだ。火楼に近づいているのだ。コノエはふいに、こどものように駆かけ出したい衝しよう動どうをおぼえる。もう二度と帰りたくないと思っていたはずなのに、なじみ深い土地の匂いに包まれたとたん、感かん慨がいが胸にあふれた。

「もう、すぐそこだ」

　ライが振り返って告げ、コノエはうなずく。ただ懐かしさだけに浸ひたっているわけにはいかない。自分は村を逃にげ出した身なのだ。見つかったらただではすまないだろう。

　前方の薄うす闇やみを透かして、最初の家が見えてくる。窓にあかりはない。留守なのか、放ほう棄きされたのか──コノエは緊きん張ちようしながら、その家のまえを通りすぎる。その家に住んでいた猫リビカの顔が、意識することなく頭に浮かぶ。名前は……思い出せない。だが狭せまい村の住民はすべてコノエの記き憶おくのなかにあった。

　警けい戒かいしながら歩いていたコノエは、ふいに足を止める。

「変だ。なにか……」

　村のなかには、住民の気配がない。窓から漏もれるあかりが、ひとつも見えない。こんなにあたりが暗くなっているのに。生活の匂い──ものを燃やしたり、煮に炊たきする匂い、生きて動く猫の体たい臭しゆう、そういった雑多な匂いが、かつては村のなかに満ちていたはず──それらもない。かわりに、なにか嗅かいだことのある匂いが漂ただよってくる。これは……？

　コノエはなにかに突つき動かされるように走りだした。

　これはあの夜たどった道。同どう胞ほうに追われて走った、暗い森。森が切れて村の中心部が目に飛び込んでくる。コノエは息をのみ、その場に凍こおりついた。

　わずかなあかりでもはっきりと見てとれた。道は勢いよく生い茂しげる下草になかば覆われ、茂る木々は冬のさなかにもかかわらず鮮あざやかに色づいている。朽くちかけた家の壁かべを這はい上がる蔓つるには毒々しい色の花が咲さき乱れ、闇やみのなか妖あやしい光を放っているようだ。放棄された建物はくすんで陰かげのなかに沈しずみ、対照的に異質な植物はその存在を誇ほこるように勢いづき、鮮やかに輝かがやいていた。視界の隅すみを我が物顔に駆け抜ぬけたのは、小動物のたぐいか──それとも違ちがうものか。ここに本来いたはずの住民は一匹ぴきも見あたらない。

　いや──いた。

　コノエは不自然な地面の盛り上がりに気づく。生い茂る下草に早くも覆い隠されようとしている、黒っぽい塊かたまり。コノエはこわばった足をやっとのことで動かし、それに歩み寄る。

　猫だ。火楼の住民の──なれの果て。コノエは呆ぼう然ぜんとそれを見下ろす。自分の目にしているものが理解できない。足が、ない。耳も。片かた腕うでが──助けを求めるように突き出された腕が、肘ひじの先からなくなっている。刃は物ものによるものではない。腐ふ敗はいによるものでも。これは──

〝失シツ軀ク〟。

　コノエはよろめいて後ずさり、狂くるおしいしぐさで歩きだす。これまで目に入らなかった、同じような死体が、至るところで見られた。道ばたに、茂みのあいだに、戸が開いたままの家のなかに──みな一様に、体の一部が欠落している。

　こんな──こと。こんなことがあるはずない。

　村中が死に絶えている──こんなこと。

　死者の声が聞こえる。幼いころからコノエの唯ゆい一いつ知る世界を構成していた、近しい者たちの叫さけびが、慟どう哭こくが、この場に渦うず巻まき、コノエをのみ込もうとする。

　ふいにすぐ後ろで足音がして、呆然としていたコノエは跳とび退すさる。振ふり返ると、淡あわい青の瞳ひとみと出会った。

「落ち着け」

　ライだった。すっかりその存在を忘れていた。彼の冷静な声を聞いたとたん、失いかけていた現実感が戻もどってくる。死に覆われた異境と化した世界のなか、いつもと同じライの姿が揺ゆるぎない中心のように見える。

「村が……」

　震ふるえる声が口からこぼれた。

「火カ楼ロウが……」

「取り乱すな。リークスの思うつぼだ」

　リークスの名を聞いたとたん、コノエのなかに火が点ともる。それをわかってライは口にしたのかもしれない。怒いかりと反感がコノエの意志を繫つなぎとめる。

　コノエはあらためて、変容を遂とげた村を見回す。毒々しいまでの生命力に満ちた木々、草──触ふれたらそれらは手を切り裂さくだろう。

　火楼はついに〝虚ウツろ〟にのみ込まれたのだ。そして住民たちはそこから逃げるまえに〝失軀〟にやられた。

　フィリが言っていたとおりだ。〝虚ろ〟と〝失軀〟、それらは〝最後の時〟が近づくにつれ力を増し、広がっていく。怒りが焦しよう点てんを結び、コノエのなかでふくれ上がる。

「これもぜんぶ、リークスのしわざなのか……？」

「怒りに翻ほん弄ろうされて、目的を見失うな。おまえは目的があってここへ来たんだろう」

　ライの冷静な声に、再度、コノエは我に返った。そうだ。忘れていたもの。それを取り返しにここへ来たのだ。コノエは深く息をつき、猛たけり狂う怒りを押しとどめる。

「──こっちだ」

　コノエは自分の家をめざして歩きだした。〝虚ろ〟を避さけ、転がる死体から目をそむけて道を進む。

　家の周辺はまだ〝虚ろ〟にのみ込まれてはいなかった。窓や戸は板を渡わたされて封ふう印いんされていたが、壊こわされてはいない。コノエたちは戸を封ふうじた板をはぎ取り、なかに踏ふみ込んだ。ずっと閉め切られていた室内はカビ臭くさく、積もった埃ほこりが外気を受けてふわりと舞まう。だが懐なつかしい我が家の匂においはかすかに残っていた。

　コノエは壁に作りつけられた棚たなに歩み寄り、ひとつの箱を開ける。

「……あった」

　小さな革かわ袋ぶくろを見つけて取り出す。口を縛しばったひもをほどいて見ると、くすんだ輝きが見えた。すぐ袋ふくろの口を閉め、懐ふところへしまい込む。

　出て行こうとして、コノエは足を止め、振り返った。見慣れた室内がしんと静まりかえり、息をひそめているように思える。ここは自分の生まれた家、母が死んだ家、母と暮らした穏おだやかな思い出に満ちあふれた家だ。二度と帰ることはないと思っていたのに、いままた自分はここにいる。最後の別れを告げるために──。

「……行くぞ」

　ライがうながす。コノエは懐にしまった思い出のかけらを握にぎりしめ、決然とそれらに背を向けた。胸の奥では絶えることのない怒りが燃えていた。




　火楼から出て森に入ったところで、ふたりは野営した。みちしるべの葉を灯ともし、寒さに震えながら、向かいあってうずくまる。今年いちばんの冷え込みではないだろうか。外がい套とうを体にきつく巻きつけても、しんしんと寒さがしみ通ってくる。

「なにを取りに行ったんだ？」

「指輪。母さんの。でもたぶん……父さんの形見を母さんが大事に持ってたんだと思う」

「そんなもので、なにかわかるのか？」

「さあ……とにかく、記き憶おくを、読んでみようと思う」

　コノエは袋を取り出し、ちょっとためらった。指輪は母には大きいようだった。だから男のもので、父のものだと思っていた。コノエは父のことをなにも知らない。母もほとんど話をしてくれなかった。いま、ものの記憶を読めるようになって、この指輪ははじめて父のことを知るよすがとなる。父のことは知りたい。でも知るのが怖こわいような気もする。それに、その記憶がリークスとの戦いにどう役に立つのか──？

　歌うたいは道を示しただけだ。その道を探さぐるのは自分たちなのだ。

　コノエは意を決して、掌てのひらのうえで袋を逆さにした。ころりと指輪が掌のうえに転がり出る。高まる鼓こ動どうを抑おさえながら、コノエは両手で指輪を包み込む。

　閉じたまぶたの闇やみのなか、ゆらりと影かげが浮うかび上がる。猫リビカ。たくさんの猫。

　指輪の持ち主の感覚が流れ込んでくる。一心に集中して、同時に心を開け放ち──鳴り響ひびく、歌？　歌って……いるのか？

　そこは広大な空間だった。磨みがき込まれた美しい石で覆おおわれた広い床ゆかには、たくさんの猫が列をなして座っている。きらびやかな柱が立ち並び、壁かべはさまざまな絵え柄がらを織り出したタペストリで覆われ、至るところで細かな細工を施ほどこされた燭しよく台だいが、揺ゆらめく光を放っている。

　居並ぶ猫たちの中央には、なかでもひときわ豪ごう奢しやな身なりの、立派な顔だちをした猫が座り、歌に聴きき惚ほれているのか、なかば眠ねむり込むように低くこうべを垂れる。その背後にはどこかで見たことのある紋もん章しようが、大きく金で描えがかれた旗が見えた。どこで──そうだ。藍ラン閃センだ。あれは藍閃の領主の紋章。では……中央の立派な猫は、藍閃の領主か？

　すると、この大広間で歌っているのは──？

　コノエが集中しようとしたとき、その情景は揺らいで遠ざかった。かわりにいまひとつの情景が、無意識の淵ふちから浮かび上がってくる。

　伸のび縮みする影が壁に躍おどっている。ものの焦こげる嫌いやな臭におい、熱──火事？

　炎ほのおを背に負って、長身の影がたたずむ。その姿は炎に縁ふち取どられて黒く切り取られ、表情も見えない。ただ激しい感情が伝わってくる。脈動する炎の動きにあわせて高まり、うねる、強きよう烈れつな感情──禍まが々まがしいまでの悪意。

　指輪の持ち主は炎から逃にげることも忘れ、立ちつくしている。その胸に渦うず巻まく思いが、コノエの胸に直接流れ込んでくる。驚きよう愕がく、当とう惑わく、恐きよう怖ふ、痛つう恨こん──さまざまな感情がせめぎあい、相手から放射される炎のような悪意さえかすんでしまいそうになる。

　炎のなかに立つ何者かは、こちらを罵ば倒とうしているようだった。指輪の主はようやく呪じゆ縛ばくから醒さめ、よろめきながら歩きだす。丈たけ高い影の方へと、頼たよりなく手をさしのべながら。コノエは叫さけびたくなる。だめだ。近づくな。ヤツは危険だ！

　黒い影が目の前に伸び上がり、視界を覆いつくそうとする。コノエははじめてその正体に気づく──。

　まぶたの裏で、激しい火花が散った。コノエはびくっと体を引きつらせ、目を開ける。接せつ触しよくが断たたれた。いや、自分で断ったのだ。コノエの心は見たものに拒きよ絶ぜつ反応を起こしていた。

　指輪をかたく握りしめながら、コノエは空気に溺おぼれるように大きくあえぐ。ライの目が鋭するどく自分を見つめていた。

「どうした？」

　コノエの口からかすれた声が出る。

「……リークス」

　あれは、リークスだった。指輪の主と対たい峙じしていたのは。もし指輪の主が、自分の父だというのなら……父はリークスと出会っていたというのか？

　混乱しながら、コノエは自分の見たままを語っていた。ライは言葉を差し挟はさまず、真しん剣けんな顔でそれを聞いた。コノエが話し終わると、しばし沈ちん黙もくが落ちる。

　ややあって、ライが考え深げにつぶやく。

「藍閃の領主……」

「たぶん……そのまえで歌ってたのは、父さんなんだと思う」
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「なぜ、そう思う？」

「ほかの猫の指輪を、母さんが大事にしてたわけない。それに……おれが歌を歌ったとき、母さんが言ったことがあった。あんたは父さんに似たのね──って」

　その声は誇ほこらしげで、ちょっぴり悲しげで……これまでずっと忘れていた。

「そうか。おまえの父親も〝賛サン牙ガ〟だったのかもな」

　ライが納なつ得とくしたように言った。

「しかも藍閃の領主の前で歌うほどの歌い手だ。ことによると〝賛牙長〟だった可能性もある。〝来クル威イ〟の血筋かどうかは知らんが、いずれにせよ優ゆう秀しゆうな〝賛牙〟だったんだろう。ならば、おまえがその力を授さずかったのは父親の血かもしれん」

　父さんが、〝賛牙〟……それも〝賛牙長〟だった？　思いもかけない可能性に、コノエは呆ぼう然ぜんとしてしまう。これまで父親がどんな猫だったか想像してみたことはある。でも、そんな重要な立場にいたなどとは思いもしなかった。まるきり現実感がない。

　コノエは落ち着かない気分で、話を切り替かえる。

「でも……それならその次の記憶は？　炎と影の……」

「その影がリークスだという確信はあるのか？」

　そう言われると確信にはほど遠い。なぜ自分があれをリークスだと思ったのか、指輪の記憶から遠ざかったいまは、よくわからなくなっている。

「いや……なんとなく、そう思っただけだから」

「ならば、これ以上議論するには情報が少なすぎるだろう。憶おく測そくを並べても意味がない」

　ライはそう言って口を閉とざした。

　そう、ただの憶測。推測に過ぎない。にもかかわらずコノエは心のずっと奥底で、あの影かげがリークスであることを確信していた。彼は膝ひざを抱かかえ、丸くなる。

「父さんが……リークスとかかわっているなんて……そんなの、嫌だ」

　まるで大切に隠かくしていた聖地を、土足で踏ふみ荒あらされたような気持ちだ。

　いっそなにも知らなければよかった。父のことも、火カ楼ロウのことも──。

　変わり果てた故郷の風景がよみがえり、コノエはかたく目をつぶる。

　二度と帰るものかと思っていた。自分を排はい斥せきし、殺そうとした仲間たちを、一生許さないと思っていた。それなのにいまは、体の一部がぽっかりと欠けたような喪そう失しつ感かんに戸と惑まどっている。

　いくら嫌きらっていても、憎にくんでいても、火楼は自分の存在における根幹だったのだ。あの場所が自分を生み出し、育はぐくみ、形づくった。その事実はどうやっても否定できない。

　それに──嫌なヤツばかりではなかった。危険を承知で、自分を逃がしてくれた者もいた。幼いころやさしくしてくれた猫リビカもいた。自分とはかかわろうとしなかった猫のなかにも、家族や友だちには誠実に、大切に尽つくした者たちもいた。少なくとも誰だれひとり、あんな無む惨ざんな死に方にふさわしい者などいなかった。

「……おい」

　ふいにライの声が沈黙を破り、コノエは目を開けた。ライは天を仰あおいでいる。コノエもつられて顔を上げた。ふわりと白いものが視界をよぎり、頰ほおに冷たい感かん触しよくが当たる。

「雪だ……」

　真っ黒な空から湧わき出すように、次から次へと白い雪せつ片ぺんが舞まい降りてくる。コノエは目をみはり、雪の乱らん舞ぶに見入った。

「雪が降ったあと……月が重なる……」

　不ふ吉きつな予言の言葉を、ライが低くつぶやく。〝最後の時〟が近づいている。

　雪はあとからあとから際限なく舞い降りる。見つめ続けると暗い空に、ちっぽけな自分の体が吸い込まれるような錯さつ覚かくに陥おちいる。コノエは大きく身を震ふるわせた。

「寒いのか？」

　ライがそっとたずね、コノエは答える。

「……べつに」

　彼は膝のうえに顔を伏ふせた。しんしんと降り積む雪の音が聞こえるような気がする。

　このままずっと降り続けばいい。なにもかも──森を、村を、街を、祇シ沙サじゅうすべてを、その清らかな色で包つつみ隠してくれればいい。変わり果て、死に絶えた故郷をも。

　なにもかも隠して……なかったことにしてくれればいいのに……。

　そのとき、尾おにあたたかい感触が当たる。コノエはのろのろと目を上げる。

　いつの間にか隣となりにライが座っていた。その顔はあいかわらず降る雪を見上げていたが、白い尾がそっと、コノエの体に巻きつく。触ふれあった場所からじわりと相手の体温が伝わってくる。

　あたたかい。

　ふいにまぶたに涙なみだがにじんだ。コノエは強くライの尾を握にぎりしめ、顔を伏せる。かたく閉じたまぶたから、熱い涙がとめどなくあふれて顔を濡ぬらす。

　どうして……？

　慣れ親しんだ火楼の風景が浮うかんでくる。なにもかもが眠ねむったような春の昼下がりに、母と手を繫つないで歩いた白い道。縄なわ張ばりの境界には小川が流れ、夏になるとこどもたちはそこに入って遊んだ。小さな魚がはだしの足をすり抜ぬけて泳いでいった、こそばゆい感触。祭の夜。かがり火が広場を照らし出し、歌うたいの歌にあわせて雌めすたちは踊おどった。ひるがえる裾すそ、鳴りやまぬ手て拍びよう子し。すべてが残ざん酷こくなほど生き生きと思い出され、コノエは失ったものの大きさに泣いた。

　ライは嫌いやがることもなく、黙だまってそばに座っていた。ぬくもりが、握りしめた尾から伝わって流れ込んでくる。その温度が、深く傷を負った胸にしみ込み、満たしていく。

　このあたたかさに触れることができて、よかった。ひとりじゃなくて、よかった。

　ライが、いてくれて、よかった。

　しんしんと雪は降り積む。森を覆おおい隠し、死んだ村を覆い隠して。それはコノエの心のなかにも降っていた。白くやわらかな毛布が喪そう失しつの痛みを包み込み、ゆっくりとひそやかに眠らせていった。




　雪は夜半過ぎまで降り続いたようだが、目を覚ましたときにはやんでいた。

　目を開けると、淡あわい光がまぶたの隙すき間まから忍しのび入る。頰に触れる空気はちくちく刺さすように冷たい。コノエは体の半分に感じるぬくもりにすり寄る。まだ夢見心ごこ地ちで首をめぐらせたとき、目の前──ほとんど鼻先が触れるほどの近さで、淡く澄すみ渡わたった青い瞳ひとみと出会った。

　コノエの頭が瞬しゆん時じに目覚める。ほとんど飛びのくようにのけぞると、ライがかすかに眉まゆをひそめた。

「目が覚めたか」

　コノエはそのままの姿勢で硬こう直ちよくしていた。しばらくして、じわじわと状じよう況きようが頭にしみ込んでくる。どうやら昨夜あれから、ライにもたれかかったまま眠ってしまったらしい。ハッと目を落とすと、手にはふわふわした白い尻尾しつぽを握りしめたままだ。

「起きたのなら、いいかげんその手を離はなせ」

　ライの言葉にはじかれたように、あわてて尻尾を離した。当とう惑わくのあまり、顔がカッと熱くなる。ライの方は表情も変えず立ち上がり、荷物の方へ歩いていく。自分ばかりうろたえているようで、コノエはよけいに情けなくなった。

「おい」

　無ぶ愛あい想そうな声がかけられ、顔を上げると、目の前になにか飛んできた。あやうく鼻先にぶつかる直前でキャッチする。例によってクィムの実だ。

「食事をすませたら、いったん藍ラン閃センへ戻もどるぞ」

　ライが自分も果実を手に座りながら言う。

「え……」

「〝最後の時〟が近い。なにか起こるとしたら、藍閃からだろう」

　そうだ。雪のあとに月が重なり、〝最後の時〟が来る。その推測がたしかなら、決戦のときは近い。そういえば藍閃以来、悪あく魔またちの姿を見ていない。まさかと思うが、自分たちを見失ったのだろうか？　それとも力を蓄たくわえるのに忙いそがしくて、こちらにかまっているヒマがないのか。

〝最後の時〟のまえには、リークスの居所はわかると悪魔たちは言っていた。それがどこかはわからないが、あてどなく森をさまよっているよりは、祇沙最大の都市にいた方がいいだろう。なんといってもリークスはかつて藍閃を襲おそい、火を放っているのだ。

　食べ終わるとコノエは身み繕づくろいした。久しぶりに泣いたせいで、目やまぶたが腫はれぼったく、熱い。尻尾の毛並みをととのえながら、向かいに座したライを盗ぬすみ見る。ライも身繕いの最中だったが、いつもと同じ冷ややかな無表情で、昨夜のことなど忘れてしまったかに見える。

　ライは眠れたのだろうか。夢うつつに感じていた、ぴったり触れた体のぬくもりが半身によみがえり、コノエはまた赤面しそうになる。

　ライはずっとそばにいてくれた。自分がなにより助けを必要としていたそのときに。なにも訊きかず、なにも語らず。その事実が、ふたりのあいだに横たわる沈ちん黙もくを埋うめているような気がした。

　身み支じ度たくが終わると、コノエたちは立って歩きだした。森の木々はうっすらと雪をかぶり、まるで白い砂糖衣ごろもを吹ふきつけられたように見えた。道のうえにも薄うすく雪が積もり、歩むにつれてコノエたちの足そく跡せきがくっきりと刻み込まれていく。しゃりしゃりと靴くつの下で砕くだける新雪の感かん触しよくを楽しみながら、コノエは歩き続けた。

　藍閃までは二日ほどかかる。彼らは小さな川のほとりで休んだ以外は、ほとんどずっと森のなかを歩き通した。

　夕暮れどきになるとライが小さな洞どう窟くつを見つけ、そこで野営をすることになった。洞窟は、このあたりを旅する猫リビカのねぐらになっていたのだろう。近くには泉があり、入口には焚たき火びのあとがあった。だがこの夜もライは火を焚こうとはしなかった。

　コノエも、これがライの気き遣づかいから来る行動だと気づき始めていた。自分が火を苦手にしていることを、ライはずっとまえから察しているのだ。宿のあかりがランプではなく、火を使わないみちしるべの葉に変わっていたのも、おそらくライがしたことではないだろうか。ことあるごとにクィムの実をくれるのも、それがコノエの好物だと知ってやっているのだ。ささやかでぎこちないが、あたたかい心配りだった。

　これまでライのことは、自分勝手でほかの者の気持ちなど思いやりもしないヤツだと思っていた。だが違ちがう。むしろ自分の方がライの気遣いを、彼らしくないと決めつけて無視してきたのだ。

　ささやかな食事をしたためたあと、コノエは心地よい疲つかれを感じながら、森のうえに上る陰の月を見上げる。月は疵きずひとつない真円を描えがいている。満月だ。少し離れたところで岩に腰こしかけていたライも、その月を見上げていた。

「故郷を失って……悲しいか？」

　ふいに問いかけられて、コノエは驚おどろいてそちらを見やった。ライの顔には同情もあったが、それより純じゆん粋すいに不思議がっているようだった。

「おまえの両親はすでに亡ない。村には親しい者もいなかったんだろう。それでも──故郷をなくすのは悲しいか？」

　ほかの誰かに言われたなら、ぶしつけな言葉だと思っただろう。いや、たぶん出会ったころなら腹を立てていた。思いやりのない、嫌いや味みな猫だと。

　だが──ライがこう続けたとき、コノエは思わずどきりとする。

「刹セツ羅ラが滅ほろんだとしても、俺はたぶん、なにも感じない。俺にとってはどうでもいいことだ。思い出も、なにもない」

「でも」

　コノエは息苦しくなって口をひらく。

「──でも、少しくらいはなにか、あるだろ？　おれだって、火カ楼ロウを好きじゃなかった。でも……やっぱりあそこは生まれ育った村で……嫌いやなことばっかりじゃなかった、と思う」

　昨夜までは自分でも気づかなかった。火楼が、やはり自分の故郷なのだということ。それを思い出すと、いまも胸に棘とげが刺さったようだ。ライだってきっと、もし故郷を失ったらそれに気づくだろうに。

　だがライはあくまで淡たん白ぱくな調子で言った。

「両親は……俺に触ふれたことがなかった。触れるときは、殴なぐられるときだった」

　コノエは息をのんだ。バルドから聞いた、ライの過去がよみがえる。こどもに厳しく接した両親──その両親はライの目の前で殺されたのだ。だがライは痛みを感じさせない、淡たん々たんとした調子で続ける。

「血のつながりはなにより強いというが、俺にはよくわからない。絆きずな、ぬくもり──それが、よくわからない」

　コノエは出会って間もなく、かわした会話を思い出す。〝賛サン牙ガ〟と〝闘トウ牙ガ〟の絆について、ライが自分には無理だというようなことを言っていた。いまはじめて、その意味を理解する。

　ライはずっと、ひとりで生きてきたのだ。自分には母がいた。たしかに愛された記き憶おくがある。だがライにはそんな経験がない。両親が教えたのは痛みだけで、バルドも自分を恥はじるあまり、彼に対して心を閉とざした。ライのたぐいまれな強さは、その生おい立ちによるものだろう。彼は強くならざるを得なかったのだから。

　そんなライの強さに、コノエはときに賛さん嘆たんの気持ちを抱だいた。その言葉に支えられ、救われたこともある。ただ、同時に気づいていた。ライにはどこか、欠落したところがある。触れても反応しない感情の襞ひだを感じる。それは強いからこそ──なのかもしれない。コノエやほかの猫たちが知らないうちに学んでいることを、彼はこれまで知る機会もなかったのだ。

　誰にも触れられたことのない場所が、ライのなかにはある。

　いま、彼は自分でそれに気づき始めている。コノエに向かって、ぎこちなく問いかける。

「おまえには、わかるか？　そういうものが、たしかにあると言いきれるか？」

　コノエの胸の奥で即そく座ざに声が上がる。

　──ある。

　絆、ぬくもり、それらはたしかに存在する。

　だが、口に出して言うのがためらわれた。口に出したとたん、言葉は風に散らされ、伝える内容を失ってしまう。そんな気がした。

　コノエはしばし黙だまったあと、ライに近づいて隣となりに座る。そして──そっと、肩かたに額をすり寄せた。猫たちのあいだで親愛の情を示すしぐさ。

　ライが息をのむのが感じられた。

「……わかっているのか？　もしかしたら俺は、明日にもおまえを──」

　喉のどがつまったように、その声がとぎれる。コノエはそのままの姿勢で、静かに答える。

「わかってる」

　いまこうしているあいだに、ライが理性を失えば、自分はひとたまりもなく殺されるだろう。たぶん、そんなことは問題ではないのだ。ただ伝えたい。自分がライに対して感じていること。この心──絆、ぬくもり。

　生まれてからずっと、そんなあたりまえのことを教えられずにきた彼に。

　目を上げて微笑ほほえみかけると、ライは困こん惑わくしたように目をそむけた。その顔には新しい表情が──あの洞どう窟くつでつかの間見せた、恐きよう怖ふが浮うかんでいる。未知の可能性を目の前に突つきつけられたとき、きっと誰もがみな、おののくのだ。古い世界が壊こわれ、新たにさしだされたものを失うことを恐おそれて。

　ライは首を振ふり、立ち上がった。おぼつかない足取りで数歩進み、立ち止まってまた首を振る。まるで離はなれようという心と、近づきたいという心に、両側から引っ張られているように。彼は苦しげな声でまた話し始める。

「俺の暗い衝しよう動どうは……自ら望んだものではない。だが、なるべくしてなったものだ」

「なるべくして……？」

「幼いころ、狩かりのたび……あたたかい血肉に触れると、ひどく満たされた心ここ地ちになった。俺の知っていたぬくもりは、あれだけだった」

　コノエは胸が痛くなる。それはどんなものだろう。生ではなく、死のみがぬくもりであった幼年時代とは……。

「だが、変化が起きた。あのときから──ヤツが、この右目をえぐったときから、衝動は少しずつ強くなっていった」

　ライの手が、片目を覆おおった眼帯に触れる。

「そうしていま、俺は、自分の暗い半身にのっとられつつある。半身をねじ伏ふせるため、俺はずっと身も心も強くあろうとしてきた。だが、ふと思うことがある……」

　苦く渋じゆうに満みちた声がふと、虚うつろな響ひびきを帯びた。

「……俺は、本当は、より血肉を味わうために、強さを求めているのではないかと……」

　コノエはぞっとする。こちらから見えた横顔に、あの血に酔よった表情がよぎったような気がした。だがすぐに、その顔を苦痛と嫌けん悪おが歪ゆがませる。ライはこれまで見せたことのない激情に駆かられて吐はき捨てる。

「俺は自分が憎にくい。おぞましい。殺さつ戮りくにやすらぎを見いだしてしまった自分が。いっそのこと、いまのうち──自分で自分がわかっているうちに、自ら終わらせてしまう方が……」

「やめろ」

　コノエは立ち上がってライのそばに寄り、その腕うでをつかんだ。

「誓ちかったはずだ。あんたの命はおれが絶つ。おれが止める」

　はじめて自分のもろさをさらけ出した相手を、コノエはまっすぐに見つめる。

「おれはこれまで、あんたの強さに救われてきた。おれの呪のろいのことを知ったときも、あんたは言った。呪いなら解けばいいと。過去を振り返るなと──」

「だが、俺は──」

　ライは首を振り、そっとコノエの手を離そうとする。だがコノエは離さなかった。

「──おれも、母さんが死んでから、ずっとひとりだった。ひとりでも、生きられると思った。悔くやしさや怒いかりを力にして、生きていけるって。でも、思ったんだ。昨夜──」

　腕をつかんだ手に力を込める。

「──ひとりじゃなくて、よかったって」

　ライの目がようやく、コノエの目を見返す。

「火カ楼ロウが滅ほろびて……あんな村、嫌きらいだって思ってたのに……やっぱり、違ちがった。もう、もとどおりにならないんだ、って、思い出もなにもかもぜんぶ消えてしまったって思って……急にすごい悲しくなって、困った……けど」

　コノエは言葉につまりながら、必死に話し続ける。伝えなければ。繫つなぎとめなければ。いまにも狭せまい間かん隙げきを跳とび越こえ、闇やみのなかに姿を消しそうな相手を。

「あんたがいてくれたから……なんか、大だい丈じよう夫ぶだった。うまく言えないけど……ああ、いてくれてよかったなって、そう思ったんだ」

　しんしんと降り積む雪のなかで触ふれたぬくもり──そのぬくもりを少しでも返したくて、コノエは懸けん命めいに言葉を紡つむぐ。

「おれは、あんたは本当に強いと思う。その強さは、殺すための強さなんかじゃない、ぜったい。でなきゃ、おれにこんなふうに力をくれたりしない」

　迷いに揺ゆれるライの目を見つめ、コノエは手を離す。

「おれはあんたのそばにいる。最後の時まで……本当の、最後の時まで」

　ライはまだ困惑しているようだった。なにか語ろうとするように口を開けるが、その言葉が思いつかないようにまた口を閉じる。ややあって、絞しぼり出すように言った。

「よく、わからない……」

「なにが？」

「おまえに対する、俺の感情だ。そばにいるべきではない……だが……」

　言葉が行く先を見失って宙に揺れる。眉まゆを寄せて考え込むライに、コノエはおずおずとたずねる。

「おれが、生きつ粋すいの〝賛サン牙ガ〟だからか？」

　ライが意表を衝つかれたように目を瞬しばたたく。つかの間、コノエが〝賛牙〟であることを、すっかり失念していたかのように。

「〝賛牙〟の能力がほしいと思ったことは事実だ。その力さえ手に入ればいいと思っていた。だが……」

　混乱のなかからひとすじの光をたどるように、ライはゆっくりと言った。

「……いまはもう、おまえの歌しか想像できない」

「それは、おれの歌しか聞いたことがないからだろ」

　コノエがどぎまぎしながら言うと、ライはきっぱりと首を振った。

「違ちがう。おまえの歌だから──おまえが歌っているからだ。ほかの〝賛牙〟の歌では戦えない。たとえこの国で最高の〝賛牙〟でも……」

　ふたたびコノエに向けられた目には、揺るぎない光が宿っていた。

「俺の相棒は、おまえだけだ」

　コノエはめまいのような感覚にとらわれる。〝賛牙〟と〝闘トウ牙ガ〟だから──ライが自分のそばにいるのは、それだけが理由だとずっと思ってきた。自分がライのそばにいるのも。

　いったいいつ、自分たちの感情は変化したのだろう。

　いったいいつ、自分たちの絆きずなは生まれたのだろう。

　自分がそばにいるのは、ライが、ライだからだ。心の奥底から信しん頼らいし、その身を案じる相手──強さともろさと闇の後ろに、澄すみきったなにかを隠かくし持つ彼だからだ。

　そしてそれは、相手も同じ。自分が自分であるから、ライはここにとどまるのだ。

　これまで感じたことのない静かな喜びが体を満たしていく。絆、信頼、安心──なんと呼べばいいのかわからないが、心のなかで揺るぎなく、それは輝かがやいていた。

　コノエは照れ隠しのように肩かたをすくめ、やっと言った。

「……当然だろ」

　その夜、洞どう窟くつのなかで肩を寄せあって眠ねむりに落ちるまえ、そっとライは言った。

「歌を……うたってくれ」

「え？」

「戦いくさのためではない歌を」

　そうだ。以前、コノエ自身が言ったのだ。歌おうか、と。

　コノエはちょっと気き恥はずかしく思いながら、こどものころに聴きいた歌をそっと口ずさんだ。母が枕まくら辺べでうたってくれた歌を。

　ライが悪い夢にとらわれずにすむように。

　かすれ気味の声が洞窟から漂ただよい、夜空に吸い込まれていく。ライは目を閉じて、その歌を聴いていた。いつも厳しく他者を拒こばんでいた横顔が、ゆっくりとやすらぎに満たされていく。コノエははじめて間近に見るその表情をたしかめるように見つめ、そっと歌い続けた。歌で彼の眠りを愛あい撫ぶするように。

　やがて二匹ひきの猫リビカは互たがいのぬくもりに包まれながら、眠りに落ちた。
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　──草木も凍こごえる冬の日に、月は互いを想おもって涙なみだを流し、

　　　涙は重なり世界にとけて、泣きはらしたすえ、

　　　赤く染まってひとつになる









　藍ラン閃センに帰り着くやいなや、コノエたちを出で迎むかえたのは、最高潮に達した祭の喧けん噪そうだった。大通りには踊おどり騒さわぐ群衆があふれ、耳をつんざくような音楽がかき鳴らされている。

　静かな森から帰ったコノエには、ほとんど耐たえがたく感じられるほどの大騒動だった。まるで耳元で雷かみなりが落ちたかのようだ。ライが叫さけぶようになにか言うが、ほとんど聞こえない。これまでよりさらに大きな山車だしが通ると──それはコノエの家よりも大きく見えた──道ばたや、建物の窓から首を突つき出した見物客が、打ち鳴らされる太たい鼓こに合わせていっせいにはやし立てる。

　──オラ！　オラ！　オラ！

　体中の血がその叫びに振ふり立てられるようにざわめく。まるで自分がより巨きよ大だいな生物の体の一部になったかのような錯さつ覚かくが襲おそう。

　そのとき、通りをうねるように流れていた猫リビカの波が乱れ、かん高い悲鳴が上がった。波がわかれ、一匹ぴきの猫がほかの者に運ばれてくる。コノエのところから、その猫の片方の袖そでが、だらりと垂れ下がっているのが見えた。腕うでが──ない？

「またか？」

「これで何匹めなんだ？」

　近くにいる猫がささやきかわす。コノエもライと顔を見あわせた。

「〝失シツ軀ク〟か」

「まさか、藍閃でも……」

　コノエの脳のう裏りに火カ楼ロウで見た光景がよみがえる。

　だが祭の高ぶりがそれで静まることはなかった。通り全体の喧噪が、一いち隅ぐうに立ちこめた不安と怯おびえをのみ込んでいく。その喧噪がコノエにはさっきよりさらに耳みみ障ざわりに思えた。

　宿に戻もどると、ちょうどバルドが前まえ掛かけを外してカウンターから出てきたところだった。

「お、あんたらか。無事だったか？」

「ああ。なにかあったのか？」

　コノエは不安になって問いかける。バルドの態度があわただしく見えたからだ。

「あんたらの連れだが、昨夜から帰ってこないんだ」

「アサトが？」

　コノエの心臓が小さく跳とび上がった。バルドが手短に説明する。

「あんたらが行っちまったあと、沈しずんでたようだが、昨日まではふつうにしてたんだ。俺の作ったメシも食ってたしな。だが、昨夜見に行くと部屋にいなかった。べつに出かけることは珍めずらしくないし、気にしてなかったんだが……どうもそれきり帰ってないようなんだ」

　彼はいつになく悄しよう然ぜんと頭を下げる。

「すまんな……あんたに頼たのまれてたってのに」

「……吉キ良ラに帰ったんじゃないのか？」

　横から言ったのはライだ。コノエは強く首を振った。

「それは、ない」

　アサトは新たな生活を始めようとしていた。あれほどつらい思いをしてきた吉良に帰ろうとはすまい。なにがあったのだろう？　やっぱり、ひとりで置いていくべきではなかったのか？

「とにかく、捜さがしに行こう」

　焦あせってコノエが言うと、ライが冷ややかに見やる。

「心当たりがあるのか？」

「ないけど……」

　コノエははたと足を止めた。藍閃は自分にもアサトにもなじみのない街だ。アサトがどこへ行きそうか、なんて見当もつかない。でも、とてもじっとなどしていられない。

　そのときいきなりホールにカルツの姿が現れた。ライが瞬しゆん時じに身構え、問いかける。

「なんだ。リークスの居場所がわかったのか？」

　しかしカルツはその問いを黙もく殺さつし、まっすぐコノエに歩み寄ってくる。いつも物静かなこの悪あく魔まが、はじめて焦りのようなものをその白い顔に浮うかべている。

「来てくれないか？　おまえの仲間を、もし救いたいと思うならば」

「アサトのことか？」

　後ずさろうとしていたコノエは、驚おどろいて問い返す。

「アサトになにかあったのか？」

「来てくれなければ、おまえたちが彼を見ることは、二度とないだろう」

「アサトはどこにいる!?」

　カルツは目でうながし、ついてこいというように出口に向かった。

「待て！　俺も行く」

　バルドがいったん奥へ駆かけ戻っていくが、コノエは待ちきれずにカルツを追って飛び出した。すぐ横にライがつく。

「気をつけろ。もしかしたら悪魔たちの罠わなかもしれん」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろ！」

　コノエは激しく言い返す。宿の裏からバルドが走ってきて、追いついた。その腰こしに下がったものに気づき、コノエは目を見ひらく。それは、拵こしらえは古びているものの、立派な長ちよう剣けんだった。コノエの視線に気づいたらしく、バルドは片かた頰ほおに笑えみを浮かべてみせる。

「……ま、棒きれよりは役に立つだろ」

「あんた、宿は……」

「ほっとくさ。どうせ〝最後の時〟ってのを乗り切れなけりゃ、宿なんて無む駄だになっちまうんだからな」

　隣となりを走るライの気配が硬かたいのを、コノエは肌はだで感じとる。いちどは裏切られたバルドを、彼はいま、どう思っているのだろう。

　さきを滑すべるように行くカルツが肩かたごしに振り返る。

「リークスだが──」

　その名を聞いたとたん、コノエの心が引き戻され、ピンと耳が立つ。

「──気配がますます強くなってきている。藍ラン閃センの、南だ」

「なんだって!?」

　火楼も藍閃の南にある。自分たちは気づかないうちに、リークスが潜ひそむ場所の近くを通り過ぎていたかもしれなかった。そう考えると、いてもたってもいられない気分になる。

「まだ、正確な場所まではつかめない。だが、時は満ちつつある。それまでに、間に合えばいいのだが……」

　カルツはまえに向き直った。長いマントで覆おおわれた背中にも、強い焦りが漂ただよっていた。それは〝最後の時〟が迫せまっているからか──それとも、アサトの身に起きていることに対してだろうか？　だが、なぜ悪魔たちのひとりがアサトを気にかけたりするというのだ？

　コノエ自身は、アサトを案じる気持ちと、すぐにでもリークスを捜しに駆け出したいという気持ちに両側から引き裂さかれそうだった。

「焦るな」

　横から低く声がかかり、コノエは意表を衝つかれてライを見やる。まるでいまの自分の心を読まれたようだ。さっき彼の感情が、〝共感〟の能力によらず伝わってきたように。まえに感じたことのある落ち着きが、体の奥底に戻もどってくる。はやる気持ちが、すっと消えていく。

　焦ってもしかたない。いまはとにかく、アサトのもとへ急ぐだけだ。




　コノエたちが駆けつけたとき、アサトは街はずれの森のなかで、数匹ひきの猫リビカと対たい峙じしていた。黒っぽい衣服をまとった猫たちは手に手に得物を握にぎり、じりじりとアサトを追いつめている。リークスの追っ手か？

　いましも三つ叉またの短ダガ剣ーを手にした小こ柄がらな猫が、勢いよく彼に飛びかかったところだった。

「アサト！」

　コノエは叫さけびながら駆け寄り、横からその猫に体当たりする。小柄な体が吹ふっ飛び、深くかぶっていたフードがはだける。コノエは息をのんだ。

　フードの陰かげから現れたのは、つややかな褐かつ色しよくの肌に映はえる白い髪かみが印象的な雌めす猫──吉キ良ラで会ったカガリだった。

「きさま！」

　コノエの顔を見るなり、カガリは牙きばをむき出して斬きりかかってきた。とっさに切り返せず、飛びのいたコノエのまえに、アサトが飛び出す。

「やめろ、カガリ！」

　カガリの短剣がアサトの剣けんによってはじき返される。カガリがなおもコノエを見つめながら、憎にくしみを込めて叫んだ。

「こいつが長おさを殺した！」

「違ちがう、誤解だ！　コノエは殺してない！　それなのにコノエを傷つけたら、カガリ、たとえあんたでも許さない！」

　アサトがつらそうに、コノエのまえで剣を構える。カガリが彼を睨にらみつけ、吐はき捨てた。

「裏切り者！」

　コノエはまだ状じよう況きようについていけずにいた。襲しゆう撃げき者をリークスの手の者だと思っていたのだ。だが、周囲を取り囲んだ猫リビカたちはぎらぎらと目を光らせ、浅黒い肌に黒い文様を描えがいている。吉良の追っ手だ。

　一匹ぴきの雄おす猫が、憎しみの言葉を投げつけてくる。

「まえに来た連中をどうした!?　殺したのか、この、魔ま物ものが！」

「違う！」

　アサトが吠ほえた。空気がビリビリ震ふるえるほどの声だ。呪のろいの言葉を投げつけた一匹が、鼻白んで一歩後ずさる。

　吉良の猫は村をけっして出ることのない排はい他た的な民たみだ。まさか藍閃のなかまで、アサトを追ってくるとは思わなかった。それなのにいまだにしつこくつけ狙ねらうとは──？

　コノエはわけがわからず、問いかける。

「なんで!?　なんでそうまでアサトを狙うんだ！」

　カガリが目をきらめかせ、冷ややかに答える。

「おまえには関係ないことだ」

　コノエは一歩も退かず言い返す。

「アサトは吉良を捨てたんだ。関係ないのはそっちだろう」

「バカも休み休み言いなよ！　おまえがなんと言おうと、吉良はアサトを許さない。地の果てまでも追いかけて、必ず息の根を止める」

「どうして……」

　うなだれたアサトの口から、消え入るような声が落ちる。

「……カガリだけは……違うと思ってた」

　コノエもだ。吉良の村で、アサトにもっとも近しかったのはカガリだった。まるで姉のように彼の面めん倒どうを見ていた彼女は、いまの、険しい顔でこちらを睨んでいる姿からは想像もできない。彼女は全身から殺気を発散しながら、冷たく言い放つ。

「並の腕うでではおまえを殺やるのは無理だ。だから、あたしがその役を買って出たのさ」

　言うなり、カガリがアサトに飛びかかる。同時にほかの者も突つっ込んできて、コノエは鋭するどく呼びかける。

「ライ！」

「ペットのために戦ってやるのは不本意だがな」

　そう言いつつライの手にはすでにふた振ふりの剣が握られ、襲おそいかかってくる吉良の猫に向けられている。バルドも反対側で剣を抜ぬき、アサトの脇わきをかためていた。振り下ろされる剣をはじき、滑すべるような動作でまえへ踏ふみ込む。吉良の猫はすんでのところで飛びのいたが、次々と繰くり出される剣先についていくのがやっとだ。コノエはそのようすを見て、つい感かん嘆たんする。話では、ライの師し匠しようと聞かされていたが、いまようやく納なつ得とくがいく。何年も剣を持っていないとは思えない、みごとな技わざだ。

　とはいえコノエの方も、そちらに気をとられてはいられなかった。カガリは自負するとおり、かなりの腕で、鋭くアサトのもとへ切り込もうとしていた。対するアサトはためらいが大きすぎるのか、剣にいつもの切れ味がない。

「この……魔まの子め！」

　その隙すきを狙って脇から斬りつけようとする敵のまえに、コノエは割って入った。

　激しい斬り合いのさなかにいたコノエだったが、ふとあたりが暗くなったような気がする。

「……おいッ！」

　誰だれかの鋭い叫さけびが上がった。

「見ろ！　空を！」

　いつの間にかあたりはますます薄うす暗ぐらくなっていく。いつしか誰もが剣を止め、呆ぼう然ぜんと空を振り仰あおぐ。

　空の、まんなかで──陽の月が大きく欠け落ちていた。

「そんな……馬ば鹿かな……」

　吉良の猫が、喉のどの奥がつまったように呻うめく。

「陽の月が、陰の月みたいに欠けるなんて……？」

　コノエもしばし啞あ然ぜんとする。こんな光景は見たことがない──いや、これまで想像だにしなかった。丸く輝かがやいていたはずの月が影かげに覆おおわれていくさまは、まるで月がなにかに食われていくようだった。ライがささやく。

「ふたつの月が重なるとき……だ」

　あたりは夕暮れのように暗くなり、空の色も深い群ぐん青じようにと変わりつつあった。骨まで突き刺さすような寒さが忍しのび寄ってくる。さっきまで遠くから聞こえてきていた祭の音楽までもが、ぴたりと鳴りやみ、不ふ吉きつな沈ちん黙もくが漂ただよう。そのうちにも陽の月はますます欠けてゆき、ほとんど黄色く光る筋のようになっていた。コノエたちは固かた唾ずをのんで見守る。細く光る隙すき間まがゆっくりと閉じてゆき、やがて──闇やみが訪おとずれた。

「ああ、そんな……神さま……」

　カガリが大きくあえいだ。

　真っ暗な空の中央に、乾かわいた血のような汚きたならしい赤に染まった月が浮うかんでいた。この光景を、コノエは以前にも見ていた。リークスにのっとられたときに見た、夢とも幻げん想そうともつかない映像だ。あのとき、自分は未来をかいま見たのか？

「なるほど、蝕か」

　近くで聞こえた声にコノエは目をやり、それがラゼルの発したものであることに気づく。いつの間にか四匹ひきの悪あく魔まがその場にそろっていた。

「ショク？」

「昼間は見えない陰の月が、陽の月を自分の影で隠かくしているんだ。ニンゲンどもはその周期を正確に知ってたはずだが、祇シ沙サではここ二百年ばかりはなかった現象だな」


　──草木も凍こごえる冬の日に、月は互たがいを想おもって涙なみだを流し、涙は重なり世界にとけて、

　　　泣きはらしたすえ、赤く染まってひとつになる……。



　あの歌の意味がようやくわかった。ただの言葉遊びや謎なぞかけではなく、あらかじめ定められた天文現象をさしていたのだ。

　星が輝き、地平線には全方位にぐるりと、夕焼けのように赤い線が走っている。目が慣れてくるとあたりは闇やみ夜よほどは暗くないのがわかってきた。ちょうど満月の夜くらいの明るさだ。

　そのとき──かすかな旋せん律りつが耳に入った。祭の音楽だろうか、と、一いつ瞬しゆん思う。だがその歌声が高まっていくにつれ、コノエの全身に怖おぞ気けが走る。

「この歌……まさか……！」

　この旋律、この声──以前も聞いたことがある。悪魔たちを探して立ち寄った村で。

　これは……死者を呼び起こす歌。

　吉キ良ラの猫が突とつ然ぜん、叫び声を上げた。

「なんだ、あれは……!?」

　森の奥のより深い闇のなかから、不気味に蠢うごめく影が姿を見せる。コノエは思わず息をのみ、隣となりに来ていたライが、かばうように腕をつかんで引き寄せた。

　あれは──猫か？

　土だか乾いた肉だかがこびりついた顔は原形をとどめず、茶色く変色した骨が覗のぞいている。まえに突き出した腕にはぼろぼろになるまで朽くち果てた袖そでがまとわりつき、垂れ下がっていた。そんなおぞましい姿が、突然、森から歩み出てきたのだ。吉良の猫たちは口々に悲鳴を上げる。

「バケモノだ！　バケモノが森から……！」

　バケモノと呼ばれたものの正体が、コノエたちにはわかっていた。あれは死者だ。遠い昔に森に倒たおれて死んだ者か、それとも葬ほうむられた者か──歌によって、朽ちて地に返っていく途と中ちゆうで呼び戻もどされ、思うままに操あやつられているのだ。

　それは一体ではなかった。陰になった森の奥から、あとからあとから、湧わき出すように現れ、胸が悪くなるようなぎくしゃくした足取りで歩いてくる。彼らの目的はこの都だ。もしこれらの死者がすべて藍ラン閃センになだれ込んだらどうなるだろう。コノエは焦あせりをおぼえる。

「あの歌を止めないと……」

　彼がつぶやくと、ヴェルグが嘲あざけりの笑い声を上げた。

「チビ、おまえ、それ意味わかって言ってんのか？　あの歌がどこから聞こえてくるかわかってんのか？」

　カルツは沈ちん鬱うつな表情で天を見上げている。コノエも気づいた。この不吉な旋律が、どこから発せられているかに。

「──月？」

　バルドが信じがたいといった声を上げた。

「月が、うたってるっていうのか？」

「蝕の月から放射される魔力が、リークスの力に染まっている。蝕は、闇の力が最大にまで高まるときだ。恐おそるべき術師だな……蝕の月を利用して、祇沙全土に歌を振ふりまくとは」

「へえ、それって、冥めい戯ぎに伝わる秘術と似てるんじゃないかな？　くわしいねぇ、カルツは」

　フラウドがなにやら意味ありげに言い、カルツの横顔が一瞬、凍こおりつく。暗くら闇やみのなか、カガリが目を細めてその顔を透すかし見た。そのあいだにも、死者の群れはゆらゆらと近づいてくる。彼らはけっして急がず、無感動に、着実に、距きよ離りを埋うめていた。恐きよう怖ふにたえかね、ついに吉良の猫たちが、悲鳴を上げて逃にげ出した。

「おまえら、待て！」

　カガリが声を上げるが、耳にも入らないようすだ。バルドが毒づく。

「くそッ、どうすりゃいいんだよ！」

　するとヴェルグがもったいぶった調子で言った。

「リークスの居場所へ行って、やめさせるしかねえだろ」

「居場所がわかったのか!?」

「俺たちがなんでここへ来たと思ってんだよ」

　ヴェルグが得意げに肩かたをそびやかし、カルツもうなずく。

「術が始まった以上、それがどこから発生しているかは明白だ」

「どこだ？」

　せき込んで訊きくコノエに、ヴェルグが言う。

「〝迷いの森〟のなかだ。心配しなくても連れてってやるよ」

「ともに戦うという約束だからな」

　ラゼルがうなずいて、少し離はなれると、フラウドもくすくす笑いながら、距離をとる。

「リークスを倒すまでは、という、ね」

　悪魔たちがコノエたちを取り囲むと、それぞれの足あし下もとからパッと炎ほのおが走り、繫つながって、地面のうえにきれいな円を描えがく。

「円のなかにいろ。〝跳とぶ〟ぞ」

　カルツが声をかける。円のなかにはコノエとライ、アサトが立っていたが、バルドが急いで炎を跳び越こえてきた。

「俺も、連れていってくれ」

　すでに円のすぐそばまで、死者の群れが近づいていた。その場にとどまり、途と方ほうに暮れたように周囲を見回していたカガリが、最後の瞬しゆん間かん、意を決したようにこちらに飛び込んでくる。

「どこへ行く気か知らないが、逃がさないよ！」

　次の瞬間、周囲の炎が高く燃え上がり、視界を覆おおいつくす。コノエは思わず、すぐそばにいたライの腕うでを握にぎりしめた。ついで、足下が消え失うせたような浮ふ遊ゆう感かんが襲おそい、目の前が真っ暗になる。内臓がねじられるような不快感に、コノエは目を閉じて懸けん命めいに耐たえる。

　それは、ほんの一瞬のことだったのだろう。気づくと彼らは青々とした草のうえに放り出され、うずくまってあえいでいた。周囲は深い森に変わっている。彼らは悪あく魔まの力によって空間を跳び越え、わずか一呼吸のあいだに長い距離を移動したのだ。だが猫リビカの体はこんな移動に慣れていない。まるで体のなかをめちゃめちゃにかき回されたような不快感で、しばらくは立ち上がることもできなかった。

　ようやく息が落ち着いてくると、コノエは頭を上げて、あらためて周囲を見回す。そこで目にしたものに、大きく息をのんだ。

　はじめ、目の前にあるのは、切り立った絶ぜつ壁ぺきだと思った。表面にはごつごつとねじくれた太い筋が走り、緑の苔こけで覆われている。だが表面にそって目を上げていくと、岩壁などではないということがわかった。それは信じがたいほど巨きよ大だいな樹だったのだ。ゆるやかに湾わん曲きよくした幹には蔦つたが絡からまり、宿り木があちこちにこんもりと緑の塊かたまりとなっている。幹をぐるりと一周するだけで、四半時ほどかかるのではないだろうか。上を見上げてもここでは幹に近すぎて、梢こずえがどのあたりにあるかさえわからない。その巨大さはまるで〝二つ杖つえ〟の残した建物のようだ。

「なんなんだ……ここは？」

　いっしょに運ばれてきたカガリが、驚おどろきのあまりささやくように言う。

「ここがリークスの隠かくれ家……」

　闇やみの申し子と呼ばれる魔ま術じゆつ師しの砦とりでにふさわしい、奇き怪かいな場所だ。だが、いくら〝迷いの森〟のなかにあるといっても、これほど巨大な樹が、これまで誰の目にも触ふれなかったはずがあるだろうか？

　コノエの疑念に答えるように、カルツが静かに言う。

「この樹……おそらく空間をゆがめる結界かなにかで、すっぽり覆われているのだろう。結界の外からでは、この樹を見ることはおろか、そばに近づくこともできないようになっている。我々がこれまでいくら探さぐっても見つけられなかったはずだ」

「じゃ、おれたちはどうしてここまで来られたんだ？」

「そりゃ、空間をゆがめて、結界の内側にいきなり飛び込んだからよ」

　当然だというようにヴェルグが言ったが、コノエにはよくわからなかった。だがどうやら、並の猫ではここへたどり着くこともできないということだろう。悪魔たちの力があってこそ、自分たちはこうしてリークスの隠れ家にたどり着けたのだ。

　そのときコノエは周囲にあるべき姿が欠けているのに気づいた。

「ライは……？」

〝跳ぶ〟直前には、その腕をつかんだおぼえがあった。だが、巨きよ木ぼくをとりまく者たちのなかに、ライの姿はない。

「お？　フラウドのヤツもいねーぞ。アイツら、どこへ消えやがった？」

　フラウド──目を隠した悪魔の意味ありげな笑えみが思い出され、コノエの背筋がじわりと寒くなる。ライとフラウドだけがいない。消えてしまった。これはどういうわけなのだ？　〝最後の時〟をまえに、ライはいったいどこにいる？

　不ふ吉きつな懸け念ねんにとらわれたコノエの耳に、カガリの鋭するどい声が飛び込んでくる。

「おまえっ！」

　カガリが凶きよう暴ぼうな顔で睨にらみつけているのは、いまはアサトではなくカルツだった。

「やはり……おまえか！　いちど見ただけだが忘れもしない、その顔！　おまえ、よくも、カヤを……！」
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「カガリ……？」

　コノエはわけがわからない。

「カルツを、知ってるのか……？」

「こいつは、アサトの……！」

　怒いかりにまかせて叫さけびかけたが、カガリはハッとしたように口をつぐむ。そのさきを続けたのは、彼らのまえでうなだれたカルツだった。

「……そう、私が彼の父親だ」

　それまで青ざめた顔でたたずんでいたアサトが、その言葉に打たれたようによろめく。

「……噓うそだ」

　カルツはアサトの見ひらかれた目を見返し、とぎれとぎれに話し出す。

「私はかつて、冥メイ戯ギの猫だった。いちど命を落とし、魔まに属するものとして生まれ変わるまえのことだ……禁を破ってカヤと……おまえの母と愛しあい、そして……生まれたのが、おまえだ。アサト」

　その瞬間、コノエはすべてがわかったように思えた。

　吉キ良ラの者はよそ者とつがいになったりしない！──カガリの不可解な怒り。アサトとカルツが持っていた枯かれない花びら。〝許されざる者〟、禁きん忌きの子──。

「噓だ……噓だ……！」

　アサトは首を振ふりながら、がっくりと膝ひざをつき、草のうえに顔を押しつける。コノエはあわてて駆かけ寄り、その体に手をかけようとした。

「触れ……るな……」

　荒あらい呼吸のあいだから、アサトが呻うめいた。丸まった背中が波打ち、尻尾しつぽがふくらんでいる。両手がわななきながら上がり、耳をふさごうとする。

「うた……が……」

「歌？」

　コノエは一いつ瞬しゆん、頭上を仰あおぎ見た。赤い月は巨大な樹の天てん蓋がいに隠れて見えない。だがそこから流れる不吉な歌は、絶えることなく続いている。

「アサト、どうしたんだ？　大だい丈じよう夫ぶ──」

「近づくな！」

　不安に駆られるコノエの声をさえぎり、アサトはうつぶせたままわめく。

「コノエ……俺から……離はなれろ！　俺を……」

　アサトは地面のうえで身をよじる。まるで必死になにかをこらえるように。

「俺を……見ないでく……」

　その声が途と中ちゆうから低くなり、唸うなり声にのみ込まれる。おろおろしながら見守るコノエの目の前で、いきなり、アサトの背中が、ぼこりと盛り上がる。

「アサト……？」

　頭を抱かかえていた手が、みるみる黒く粗あらい毛に覆おおわれていく。爪つめが黒ずみ、太くなり、伸のびていく。見る間にその手は巨大な鉤かぎ爪づめを生やした獣けもののものに変わる。大きくて器用だったアサトの手。自分に水を飲ませてくれたあの手──。

　低く轟とどろくような唸り声が雷かみなりのように高まる。生木を引き裂さくような音とともに服がはじけ、アサトの体がふくれ上がっていく。

「そんな……馬ば鹿かな……」

　コノエは自分の目にしているものを信じられない。いつしかアサトのいた場所にうずくまっていたのは、曲がった太い角を頭上に頂き、全身を黒い毛に覆われた、巨きよ大だいな獣だった。それはゆっくりと頭を上げ、天を仰いで咆ほう哮こうする。カッとひらいた口に、ずらりと鋭い牙きばが並ぶのが見えた。

　それは、魔ま物もの──かつて見た魔物の姿とほとんどかわりがない、見るもおぞましい異形だった。呆ぼう然ぜんと立ちつくすコノエを、うしろからバルドが引き戻もどす。

「ああ！」

　カガリが嘆なげきの声を上げた。

「こうなるまえにと思っていたのに──アサト！」

「われらの──冥戯の血と吉良の血が混じると、魔のものを生み出す」

　カルツが悲ひ嘆たんに顔を歪ゆがませ、つぶやいた。

「愚おろかな私は信じなかった。カヤも。そんなものはただの迷めい信しんだと思っていた」

　アサトは──アサトであったものは毛むくじゃらの顔を歪ませ、鉤爪の生えた腕うでを高々と持ち上げる。そして、耳をつんざく咆哮とともに振り下ろした。コノエたちはすんでのところで飛びのく。自分の鼻先を、唸りを上げて巨大な腕がかすめていくのが感じられた。

「アサト！　おれたちが──わからないのか？」

　コノエは衝しよう撃げきを受けて叫ぶ。

　冥戯と吉良の血が混じると魔物が生み出される。いま目の前にいて、見境なく仲間を襲おそっているのは、まぎれもない魔物だ。でも……それではアサトは？

「おい！　あっちからお出で迎むかえのようだぞ」

　バルドが言い、コノエの背後を示す。いつの間にか、巨大な樹と彼らのあいだに、くすんだ灰色の服に身を包んだ猫たちが音もなく現れていた。

「チッ！　となりゃあ、こっちをとっとと片づけるぜ！」

　ヴェルグが荒っぽく怒ど鳴なり、アサトに向かって身構える。その手のうえが、ぼうっと明るみ、激しく火花が散り始める。コノエは声を上げて飛び出そうとした。だがそれよりまえに、ヴェルグのまえに立ちはだかった者がいる。

「やめろ！」

　叫んでヴェルグを睨にらみつけたのはカガリだ。ヴェルグが鼻先で嘲あざ笑わらう。

「おいおい、お嬢じようちゃん。あんたさっきはこいつを殺そうとしてたんだろ？　なんで止める」

「手を出すな」

　三つ叉またの短たん剣けんをかざしたカガリの目には、どうしようもない悲しみと、強い光が宿っていた。

「どうせ殺さねばならないなら──せめて、この手で！」

　そういうことだったのか──コノエはようやくカガリの意図に気づく。なぜ吉良でもっとも近い存在であったはずのカガリが、自らアサトを殺しに来たのか。それは憎にくしみや怒いかりからではない。もっとも近い存在であるからこそ──その気持ちはわかる。でも……！

　カガリは武器を構え、猛たけり狂くるう魔物と対たい峙じした。その姿はあまりに小さくか細く、しかし同時に揺ゆるぎない強さを持っている。コノエは息をのむ。雌めすとは、子のためにすべてを投げ出す母としての性であることを、この一瞬のうちに感じとった。

　カガリは勢いよくアサトに向かって突つっ込んでいく。振ふり回される腕をしなやかにかいくぐり、強く地を蹴けって躍おどりかかる。渾こん身しんの一いち撃げきは巨大な獣の心臓を狙ねらっていた。コノエは思わず声を上げる。

　しかし刃やいばはごわごわした硬かたい毛と強きよう靭じんな皮ひ膚ふに阻はばまれる。わずかに切っ先が食い込んだが、次の瞬しゆん間かんには太い腕が唸りを上げて襲いかかり、カガリの軽い体を羽虫のように叩たたき落とす。カガリは声もなく地面に叩きつけられた。そのうえに鋭するどい鉤爪が振り下ろされる。蒼そう白はくな顔が観念したようにかたく目を閉じるのを見たとたん、コノエはあとさき考えず飛び出していた。

　彼は一歩でカガリの体に飛びつき、さらに一歩、地を蹴って、鋭い爪の下から逃のがれようとした。だが、一瞬、それには間に合わない。鋭い痛みが背中をえぐり、コノエは前方の大地にカガリもろとも無防備に転がる。巨大な影かげが自分たちのうえにさす。背後を見つめるカガリの目に、自分たちの死が映っている。

「ダメだ……」

　コノエは痛みをこらえて這はいずり、彼女のうえに覆い被かぶさった。

「アサト、ダメだ！」

　コノエはカガリを抱だきしめ、かすれた声で叫さけんだ。

「おまえにそんなことができるのか!?　おれたちを──彼女を殺せるのか!?　アサト！」

　コノエは背後を振り仰あおぎ、黒く禍まが々まがしい巨きよ体たいと正対する。魔物は胸の傷から血を流しながら、コノエたちを見下ろしていた。曲がった角、口もとから覗のぞくナイフのような牙、一撃でこちらを叩きつぶせるほどの力に満ちた前ぜん肢し──おぞましく醜みにくいその姿。だが、アサトだ。どれほど変わり果ててしまっても、これはアサトなのだ。

　別れるまえに見た笑え顔がおがよみがえる。まるで薄うす日びが射さすような、幼い笑顔。思い出すと涙なみだがあふれた。どうしてアサトが、こんな呪のろいを受けなければならないのだ。アサト自身はなにも悪いことをしていないのに。こどものように無む垢くでやさしい猫なのに。

　ふたたび巨大な腕が振り上げられる。コノエは自分たちのうえに振り下ろされる鉤かぎ爪づめをなすすべもなく見上げていた。そのとき──唐とう突とつに、目の前を黒い影が覆おおった。

　一いつ瞬しゆん、なにが起こったかわからなかった。目の前に立ちふさがった背の高い影が揺らぎ、ゆっくりと膝ひざを折る。たなびく青い髪かみが見えたとき、コノエは事態に気づく。

「カルツ!?」

　最後の瞬間、コノエらをかばったのは、悲ひ哀あいの悪あく魔まカルツだった。コノエはあわててその体を抱き起こす。手にどす黒い血がかかった。カルツは胸から腹までをざっくりとえぐり取られていた。

「どうして……？」

　悪魔が身を挺ていして自分たちをかばうなんて──。まるでありえないことに思えた。だが、カルツの口から出た言葉を聞いたとき、コノエはハッとする。

「これは……私の、過あやまちだ……」

　カルツの口から血があふれ出す。だが彼は澄すんだ青い瞳ひとみで、黒い魔物を見上げてささやく。

「だが……アサト。カヤを愛したことは……おまえの母を愛したことは、後こう悔かいしていない」

　それは呪いや契けい約やくではなく、愛の言葉だった。そう。彼は悪魔である以前に、アサトの父親なのだ。コノエはその事実をあらためて嚙かみしめる。たとえそれが結果、呪のろわれた果実を結んだとしても、彼とアサトの母が愛しあっていたのはたしかな事実なのだ。

「愛していた……カヤ……そして、アサト……」

　その心が漂ただよいだし、コノエの胸にしみ込んでくる。この愛のない時代にあってなお揺るぎなく。それは静かにあふれて広がっていく金のさざなみ、胸が痛むほど美しい旋せん律りつ、忘れがたいぬくもりだった。

　彼らの頭上にある黒い獣けものの影も、まるでその感情にとらわれたように身動きを止めている。カルツはその顔を見上げて微笑ほほえむ。

「……ほんのつかの間でも、おまえとともに過ごせたことを……感謝している」

　いつも悲哀を漂わせていた顔が、いま、心からの幸福をたたえて笑っている。やがて、静かにその目が閉とざされた。

　獣の咆ほう哮こうが空気を震ふるわせた。アサトは天を仰いで身をよじり、胸を引き裂さくような声を上げていた。その声には深い感情がこもっているように聞こえ、コノエはたしかめるようにその名を呼ぶ。

「アサト……」

　魔物が叫ぶのをやめ、こちらを見下ろす。その目は暮れゆく空の色。悲しみの色だった。ゆっくりとその手がこちらにさしだされ、コノエはひそかに身をかたくする。だが鉤爪の生えた無骨な手は、その大きさとたくましさからは想像もつかないやさしさで、そっとカルツの顔に触ふれた。

「アサト！」

　カガリが喉のどをつまらせながら叫ぶ。コノエは手を伸のばし、黒い毛に覆われた手に触れた。

「やっぱり、おまえはアサトだ……いくら姿形が変わろうと、心は以前のとおりのアサトだ」

　魔物は──アサトはうなだれるように低く頭を下げる。カガリが泣き笑いのような声を立てながら、その頭に手を置き、もたれかかった。

　コノエはカルツの体を草のうえに横たえ、立ち上がる。すでに巨きよ木ぼくの下では、バルドや悪魔たちが、押し寄せてくる灰色の猫たちとの戦いを始めている。月からは絶え間なく、心をかき乱す不ふ吉きつな歌が降りそそぐ。急がなければ。

「さあ、行こう……リークスのところへ……」

　コノエが歩きだすとアサトが巨体を起こし、従った。カガリも黙だまってその横に並ぶ。

　最後にアサトが、巨大な頭をめぐらせ、背後を見やった。横たわるカルツの顔には、かすかな笑みがまだ残っている。その輪りん郭かくが薄うすれ、みるみる風に吹ふき散らされていく。その胸のうえに枯かれない花だけが残り、かすかな香かおりとともに風に乗った。




　そのころ藍ラン閃センは、凄すさまじい混乱の渦うずに叩たたき落とされていた。

　最高潮に達した祝祭のさなか、いきなり陽の月が翳かげり始めた。その直後、不気味な歌とともに死者が都へなだれ込んだのだ。たちまち街路いっぱいに満ちていた歌と笑いは、恐きよう怖ふの叫びに取って代わられる。死者の群れを目にした者たちは、悲鳴を上げて街の中央へ逃にげ込もうとし、一方、行列の奥にいて騒さわぎの原因にまだ気づかない者たちは動こうとせず、流れに乱れが生じる。群衆は渦を巻き、怒ど鳴なりあい、倒たおれたものは踏ふみ潰つぶされ、逃げ遅おくれた者は死者の餌え食じきとなった。

　街路は花のかわりに血で彩いろどられ、露ろ店てんは引き倒され、逃げ惑まどう猫リビカたちの足が散らばる商品を踏み潰した。

　市内が阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化したとき、ひとり、落ち着いた足取りで賛サン牙ガ寮リヨウに歩み入る者がいた。ここも混乱と無む縁えんではなかった。誰だれひとりとして、なにが起こっているか把は握あくしている者はおらず、みな浮うき足だって逃げ惑うばかりだ。その混乱ゆえに、誰も侵しん入にゆうを咎とがめる者はおらず、その猫は賛牙寮の最奥部、〝賛サン牙ガ長〟のもとまでたどり着く。それは小こ柄がらで茶色の斑まだらのある、旅の楽師だった。彼はうろたえる〝賛牙長〟にまっすぐ歩み寄り、進言した。

「いますぐ歌い手を集められよ、長おさよ」

「な……なんのために？」

「われらにほかにできることがありましょうか？──歌うのです。あの邪じや悪あくな歌をかき消す歌を」

　彼は窓のそとに見える赤い月を指さした。すくみ上がり、命令を下すことができずにいる〝賛牙長〟をよそに、そば仕えの者たちがはじかれたように部屋を走り出ていく。

　小柄な斑猫の顔に、しばし深い悲しみが漂う。

「そもそもこれを招いたのは、おそらくわれら、〝賛牙〟なのですから……」




「はてさて……始まったようじゃな」

　高い塔とうの薄うす闇やみのなかでつぶやいたのは、緑の目の呪じゆ術じゆつ師しだった。先日たずねてきた、奇き妙みような運命の猫リビカを思い出す。あの若者は無事にリークスのもとまでたどり着けただろうか。滅ほろびを断固として拒きよ否ひした、まっすぐな目の若者は。

　その面おも影かげは呪術師に、遠い遠い昔にあったことを思い出させる。同じようにまっすぐな目で呪術師に問いかけた若者の面おも差ざしを。

　──なぜ、我々には許されていないのです？

　あの若者は知識を求め、ひたすらに世界の秘密を追い求めていた。若者らしい偏へん狭きようさと性急さで。ここには過去の知識を求めて訪おとずれたのだ。呪術師がたしなめると、若者はきっぱりと反論した。

　──神が我々に知性を与あたえたのなら、我々はそれをもっと高めるべきではないのですか？　そうでなければなぜ、神は我々にそれを与えたのです？

　彼の意見を受け入れることはできなかったが、その気き概がいをすがすがしいと思いもした。あのころ彼は純じゆん粋すいに知識を求めていた、世間知らずではあるが前ぜん途とある研究者だったのに──

　彼にいったい、なにがあったのか。

　硬かたくまっすぐな心ほど、ぽっきりと折れたあとは繕つくろいようがない。

　呪術師は過去を悼いたんで目を閉じた。だがすぐにまたその目をひらく。

　いまの自分にはなすべきことはない。ただ──ほんの少しの祈いのりを。

　彼はいま戦っているであろう若者たちを思い、ふたたび目を閉じた。




　コノエたちは、巨木の手前で何十匹ぴきもの猫と戦っているバルドたちと合流した。

「冥メイ戯ギの猫だ！」

　敵の猫たちを見て、カガリが嫌けん悪おに顔をゆがめる。事情はなにひとつわかっていないはずだが、彼女にとってはそれで充じゆう分ぶんな理由となったようだ。三つ叉またの短剣ダガーを振ふるって戦いに加わる。冥戯の猫はみな、コノエが以前に会った猫たちと同じ、無機物のような目をして戦っていた。殺意のみに支配された人形のようだ。アサトの腕うでが、飛びかかってきた一匹を無造作に地面へ払はらい落とし、ヴェルグの手から雷かみなりが走って数匹の猫をいちどに貫つらぬく。

「おまえら、邪じや魔まなんだよ！　猫のくせに！」

　コノエも剣けんを抜ぬき放って、群れ来る敵のなかに飛び込んでゆく。そのとき、一匹の猫が目の前に歩み出た。

「またあったね、のろわれたくろいねこ。あいたかったよ」

　抑よく揚ようのない声で言い、にんまりと笑ったのは、以前にも見た顔だった。

「おまえは──！」

　以前に戦ったことのある、双ふた子ごの片割れ──〝闘トウ牙ガ〟のキルだ。あのときはライがとどめを刺さすのをとめ、逃がしてしまった。まさかふたたびここで出会うとは──。

　キルはゆらゆらと体を揺ゆらし、かん高い笑い声を上げる。

「おれも、ウルも、おまえをころすときをゆめみてた」

　ウル──〝賛牙〟の力を持つ、キルの兄弟のことだ。だがウルはすでにライの刃やいばにかかり、殺されたはず──。

　不安にとらわれるコノエの目が、キルの胸にある布包みにとまる。キルは懐ふところになにを抱かかえているのだろう──？

　双子の生き残りは、妙みように陽気な調子で胸の包みに話しかける。

「ほら、ウル、ごらん。おまえをころした、にくいにくい、くろいねこだ」

「くろいねこ──あいつか」

　布包みのなかから、くぐもった声が答え、コノエはぞっとする。まさか──

「くろいねこだ、あいつだよ」

「おれのこと、ころした、にくいねこ」

　キルの胸から布がはねのけられて落ちた。そこから現れたのは、キルとそっくり同じ顔だちの生首だった。

　ウル──！

　コノエは嫌悪のあまり、青ざめて後ずさる。ウルの首は、傷きず跡あとが走るキルの胸に繫つながっている。肌はだのうえに縫ぬいつけられているのだ。ひとつの体のうえで、双子は声をそろえてけたたましい笑い声を上げる。

「おれたちは、ふたりでひとり」

「おれたちは、ふたつでひとつ」

「リークスさまが、すくってくれた。おまえがおれを、ころしたあとに」

　おぞましさのあまり、吐はき気がした。いちど死んだはずのウルを、リークスは術を使ってキルの体に植えつけたというのか？　そんなことが、一いつ介かいの猫に許されるのか？

　ウルはキルの胸のうえで恨うらみ言をささやく。

「しぬって、どれくらいいたいか、しってるかい？」

　すかさずキルがそれに応じる。

「すごくすごくいたいんだって」

「すごくすごくすごくいたい」

「おまえもおなじめに、あってみるか？」

「おなじめに、あってみなよ」

「おなじめに、あわせてやる」

　ウルが高らかに叫さけぶ。

「さあ、あそぼうよ。ちのひめいと、いたみのきょうめいで！」

　愕がく然ぜんとしていたコノエは、ハッと我に返る。ウルが悲鳴のような暗い歌をうたい始めたのだ。その歌は月から発せられる歌声と混じり、周囲の空気を共鳴させる。さっきヴェルグたちに倒たおされた猫リビカたちが動き、緩かん慢まんな動作で立ち上がった。キルとウルがかん高い声で笑う。

「ごらん、リークスさまは、おれたちに、しなないからだをくださった」

「リークスさまは、おれたちに、えいえんのいのちをくださるんだ」

　死者は次々と立ち上がり、向かってくる。コノエはおぞましさに尻尾しつぽの毛を立てた。

　冥戯の猫たちはそんなもののために、リークスに従ったのか。昔から魔まと交わり、悪魔をあがめてきたという彼らは。

　だが、これが彼らの望んだ永遠の命か？

　コノエは体のほとんどが焦こげ、造作もわからなくなった猫たちを見やり、ひとつの体に双そう頭とうを頂いた猫を見た。

「永遠にそんな姿をさらして生き続けたいってのか!?」

　バルドが叫びながら死者のひとりに斬きりかかり、その猫は血を振りまきながら倒れる。だが、またすぐに、むくりと頭を上げた。

「なるほど。いまは死者すら立ち上がる夜──だったな」

　バルドが苦々しげに吐き捨て、ラゼルが警告する。

「侮あなどるな。極限まで満ちた闇やみの力に加え、ヤツらは月と〝賛サン牙ガ〟の歌まで受けている」

「おいおい、これじゃキリがねえ！」

　ヴェルグが叫び、ラゼルが大きく腕うでを振ふった。その腕から紅ぐ蓮れんの炎ほのおがほとばしり、死者の群れを一いつ瞬しゆんにして消し炭に変える。

「手間がかかるな。骨の髄ずいまで灼やき尽つくさねばならんというわけか」

　だしぬけに、ヴェルグがコノエを見やってわめいた。

「おい、てめえら、ぐずぐずしてねーで、とっとと行け！」

「え……？」

「おまえらなんか、この状じよう況きようじゃ足手まといだって言ってんだよ！　俺らがこのザコどもを片づけてるあいだに、リークスんとこ行け！　このうすらトンカチ猫！」

　コノエはまじまじと悪魔たちを見つめたあと、我に返って走りだす。悪魔たちは彼らなりの利己的な理由──自らの力を取り戻もどしたいがために戦っているのだ。べつにこちらを助けてくれようというわけではない。それがわかっていても、コノエはなにがしかの感かん慨がいをおぼえずにはいられなかった。

　アサトとバルドが隣となりにつき、こちらの進路を阻はばもうと襲おそいかかってくる冥メイ戯ギの猫を、鋭するどい爪つめと剣けんで払はらいのける。コノエの後ろからカガリも駆かけてくる。巨きよ大だいな樹の幹にたどり着くと、ごつごつとした木き肌はだに浮うかび上がるように、光る文字が記されていた。コノエはカガミ湖のことを思い出し、その文字を声高く唱える。と、幹の一部が白い光を放ったあと、そこにひらいた戸口が現れた。バルドが、ひゅうと口笛を吹ふく。

「行くぞ」

　コノエたちはぽっかりひらいた樹のあぎとに向かって飛び込んだ。




　リークスの砦とりでとなっている樹の内部は、外観以上に不可思議なものだった。外から入ると真っ暗なように見えたが、目が慣れてくると、壁かべがかすかに発光しているのがわかる。壁や床ゆかはうねうねと波打ち、苔こけや蔦つたがはびこって、密林のなかを思わせる。あたりには、つんと強い緑の匂においが立ちこめていた。

　コノエたちは警けい戒かいしつつ先へ進む。どこかから葉がこすれあうような、かすかなざわめきが伝わってくる。先頭を歩いていたコノエは、すぐさきにひらけた場所があるのを見てとった。剣を構え、ようすをうかがいながら、慎しん重ちように足を踏ふみ出す。そして、息をのんだ。

　そこは広い洞どう窟くつのような空間だった。蔦や木の根がねじまがってからみつき、壁のずっと上の方まで続いているのが、かすかな光で見てとれる。それはまるで複雑な彫ちよう刻こくを施ほどこした柱が立ち並ぶ宮きゆう殿でんのようにも見えた。

「おい、あれを見な」

　バルドが剣で奥をさす。おそらく巨大な樹の中央にあたる壁に、切り込みのような隙すき間まがあり、その奥に階段が刻まれているのが見えた。

「あのさきに、リークスがいるんじゃないか？」

「ああ」

　コノエたちがそちらをめざして、洞窟を横切ろうとした、そのとき──突とつ然ぜん、アサトが唸うなり声を上げながら彼らを押しのけ、まえに出た。

「アサト？」

　コノエの耳に、さわさわというかすかな音が届く。さっき来る途と中ちゆうで聞こえた音だ。当とう惑わくしていたコノエは、ふいに鋭く息をのむ。壁からの弱々しい光が届かない洞窟の床の中央で、巨大ななにかが頭をもたげるのが見えた。アサトは迷わずそれに飛びかかる。巨体と巨体がぶつかりあう鈍にぶい音が、足あし下もとの床を震ふるわせた。闇のなかに見えた巨大な頭はさらに伸のび上がり、はるかな高みからアサトを見下ろす。ふたつの裂さけ目のような目が金色に光る。それは巨大な蛇へびだった。

　コノエたちが愕然として見つめるなか、蛇は唸りを上げて眼下のアサトに襲いかかる。カッとひらいた巨大なあぎとに鋭い牙が光る。アサトはその巨体からは想像できないほどのすばやさで、蛇のあぎとをかわし、その横よこ面つらをたくましい腕で殴なぐりつけた。

「走れ、いまのうちに！」

　バルドにうながされ、コノエは我に返る。彼らは床をのたうつ蛇の体をかいくぐって走った。あと少しで階段にたどり着こうというところで、目の端はしを黒い影かげがかすめる。反射的に体が動き、剣がなにかをはじき返した。小こ柄がらな影がすばやく飛びのき、目の前にうずくまる。猫リビカかと一瞬思ったが、違ちがう。それは毛のかわりに、ぬらぬらと光る鱗うろこで全身を覆おおわれ、尖とがった長い尻尾しつぽを持っている。のっぺりと平たい顔に、丸い目がぎらぎらと赤く光る。シャッという声とともに、まっすぐ横に裂けた傷のような口が開き、ギザギザした細かい牙があらわになる。気づくと闇のなかから同じ姿の生きものが次々と姿を現し、コノエたちを取り囲もうとしていた。カガリが嫌けん悪おもあらわに声を上げる。

「なんだ、こいつら！」

「この小こ鬼おにもここの守りらしいな」

　バルドが冷静に断じ、ついで、命じた。

「走れ！」

　彼らが動くと同時に、小鬼たちがいっせいに飛びかかってきた。コノエは左右、上下から襲いかかってくる小鬼に向けて、必死に剣を振るう。小鬼たちの牙が、爪が、容よう赦しやなく体中に突つき刺ささってくる。殴り、蹴けり、斬きりつけるとそれらはひとたび離はなれるが、すぐにまた飛びかかる。たちまち息が上がってくる。階段までの短い道のりが、無限の距きよ離りに思えた。コノエの前後でも、バルドとカガリが激しく戦っている。バルドは無む駄だのない太刀たち筋で、飛びかかるまえに次々と小鬼をとらえ、カガリはこの混戦のなかで、華か麗れいともいえる鮮あざやかな身ごなしで、小鬼たちを蹴りつけ、斬りつけていく。それでも二匹ひきとも、コノエと同じように体のあちこちに傷を負い、血を流していた。

　小鬼たちの際限ない攻こう撃げきを、文字通り切り開きながら彼らは前進し、やがてバルドが階段の手前にたどり着いた。

「さきに行け！」

　バルドの声を受けて、コノエは飛びかかってきた小鬼を頭上から叩たたき斬り、狭せまい階段に駆け込んだ。振ふり返って叫さけぶ。

「バルド、カガリ！」

　しかし、階段の間口で戦っていたバルドとカガリは、ちらっと目をかわし、敵に向き直る。

「ひとりで行け！　こいつらを片づけたら、すぐあとを追う！」

「あたしはアサトのそばにいるよ！　行きな！」

　コノエはすくんだように立ち止まる。いましもバルドは、階段のある隙間に飛び込もうとした小鬼を、高く跳とび上がって切り捨てたところだった。たしかに彼らがここで足止めをしない限り、小鬼たちはどこまでも追ってくるだろう。だが、バルドとカガリが鮮やかな剣さばきで、次々と仕留めていくにもかかわらず、小鬼たちは四方の闇やみからまるでわき出すように、あとからあとから襲おそいかかってくる。

　そして彼らの向こうでは、アサトが凄すさまじい死し闘とうをくり広げていた。蛇が巨大なあぎとでアサトの片かた腕うでをくわえ込み、アサトは唸り声を上げながら、その横面に何度も拳こぶしを叩き込んでいる。黒い毛並みを濡ぬらしているのは、血だろうか。

　逡しゆん巡じゆんしているコノエを、バルドの叫びが鞭むち打うつ。

「急げ！　リークスを止めるんだろ!?」

　そうだ。いまこうしているあいだにも、月からは滅ほろびの歌が降りそそいでいる。世界は終わりへと近づいている。

　コノエは意を決して踵きびすを返し、勢いよく階段を駆かけ上った。




　ライは古びた剣けんを見つめていた。あちこち刃はこぼれし、柄つかは錆さびが浮ういて色あせている。ライの手はその感かん触しよくをおぼえていた。掌てのひらにしっくりとおさまる柄の手て触ざわり、重さも、刃のバランスも、それが肉を断たつときの手て応ごたえまで。

　ここはカガミ湖のほとりにあった、洞どう窟くつのなかだった。いっしょに移動してきたはずの、コノエたちの姿は見あたらない。リークスの居場所に向かうはずだった自分が、いったいなぜこんなところにいるのか……。

「懐なつかしいだろう、その剣？」

　背後から、やわらかな声がささやきかけた。ライは勢いよく振り返る。ゆっくりと歩み寄るフラウドの姿が目に入る。毒々しい緑の髪かみが揺ゆれ、目を覆うぴったりした仮面の下で、薄うすい唇くちびるが笑えみをたたえている。いつになくその声は弾はずみ、足取りは軽い。ほとんどはしゃいでいるといってもいいほどだ。

「ボクにとってもここは特別なんだよ。とても懐かしい、思い出の場所さ。ああ、いまも思い出すだけで幸せな気分になれる」

　──懐かしい？

　その言葉に不ふ審しんを抱いだきながら、ライは問いかける。

「……コノエたちは？」

「大だい丈じよう夫ぶ……とは言いきれないかな。なにしろリークスのもとへ向かったんだからねぇ。もしかしたらいまごろ、たいへんなことになっているかもしれないなぁ」

　ライの瞳どう孔こうがピリリと尖る。コノエから引き離された怒いかりと、彼らを案じる思いが胸を刺す。だがフラウドは、にやにや笑いながら言葉を継ついだ。

「でも──ホントのことを言うと、ボクにとってはそんなの、どうでもいいことなんだ」

「なんだと？」

「そうさ。ボクは最初から、リークスなんかに興味はない。あの子こ猫ねこちゃんを食べ損そこねたのは残念だけど……メインディッシュの方が大切だからねぇ」

　ライはじりじりしながら、怒ど鳴なった。

「くだらない話はやめて、あいつらのところへ連れていけ！」

「おやおや、そんなにあの子猫ちゃんが心配かい？　この期ごに及およんで」

「あいつは、俺の〝賛サン牙ガ〟だ」

　硬かたい口調で返したライをまえに、フラウドは芝しば居いがかったしぐさで肩かたをすくめる。

「しかたないねぇ……」

　彼は手を上げ、ぱちんと指を鳴らした。すると彼の背後の空間が揺らめき、まるでカーテンを引き開けたように、ぼやけた景色が現れる。ライはハッと目をこらす。ここではないどこか──暗い階段のようなところを、一心に駆け上がるコノエの姿が見えたのだ。

　フラウドがもったいぶった調子で言う。

「ちゃんと〝道〟は繫つなげておくよ。すぐに駆けつけられるように──でも、それにはボクの前を通らなくちゃいけない」

　ライは自分とコノエのあいだに立ちふさがる悪あく魔まに目を戻もどす。相手に対する不信と嫌けん悪おがふくれ上がっていく。

「なぜ、ここに俺の剣がある？」

「ボクの宝物だからさ」

　フラウドはうっとりとした表情で答えた。

「キミが落としていったその剣を、ボクは大切にとっておいたんだ。刀身を撫なでるたびに思い出すよ。ボクの両目を奪うばっていった、あの硬く冷たい感触、鮮せん烈れつな痛み……そしてキミの全身からあふれ出していた怒りと憎ぞう悪お──」

　フラウドは顔のまえに手をかざし、ふっとその陰かげで髪がそよぐ。手を下ろすと、顔の上半分をぴっちりと覆おおっていたマスクが消え去っていた。

「──あれは、極ごく上じようの喜き悦えつだったよ」

　はじめてあらわになったその顔──無機質な笑みを浮かべた顔のうえには、長い傷きず跡あとが横一文字に走っていた。

「そうか」

　ライのなかですべてがひとつに結びつく。

「あれは、貴様だったか」

　喜悦を司つかさどる悪魔、フラウド──それは、ライの片目を奪い、彼がずっと追い求めてきた魔物だったのだ。

「あのとき──ボクの両目が最後に見たのは、返り血に染まったキミの顔だ」

　フラウドは楽しげに微笑ほほえみながら言う。

「キミは、笑っていたね？　血の味と肉の温度に酔よいしれて、本当に幸せそうだった。あのとき、気づいたんだ。キミのなかにある、ボクと同じ魂たましいを──殺さつ戮りくの悦えつ楽らくを知り、死の歓かん喜きに震ふるえる心を」

　いまやフラウドはおのれの感情に酔いしれているように見えた。そのまぶたは深い傷跡に完全に閉とざされてはいたが、ライは強く凝ぎよう視しされているような、肌はだがちくちくする感じを受ける。

「ねえ、キミも感じただろう？　ボクにその右目をえぐられたときの甘かん美びな痛みを。思い出すだけでも体が疼うずくんじゃないのかい？」

　相手の昂こう揚ようにあおられるように、ライの右目が熱く脈打ち始める。フラウドはそれを、盲めしいた目で見み透とおすようにほくそ笑えむ。

「そう、ボクらは同じ悦よろこびを分かちあい、与あたえあえる同類なのさ」

　たしかに自分も感じていた。悦びを。自分のなかの暗い半身は、あのとき痛みと殺戮を味わい、歓喜に酔いしれていた。

　右目が疼く。これは自制心を失うときの前兆だ。あのとき眼がん窩かの奥に、失った目のかわりに闇やみが植えつけられ、増ぞう殖しよくしたかのように思える。闇にのまれてはいけない。

「ボクはね、ずっと待ちこがれていたんだよ。ボクがキミに残した闇の傷跡がふくれ上がり、完全に熟するときを。ふたたびあのときと同じ──いや、あのとき以上の悦びを、ともに味わう日が来るのをね」

　ライは右目の疼きから気をそらそうとつとめながら、唸うなるように問いかける。

「いま、こうして念願叶かなった──とでも言うつもりか」

「そのとおりさ」

　フラウドは両手を掲かかげる。緑色を帯びた風がゆっくりと巻き起こり、生ぬるい感かん触しよくでライの肌を撫で、髪かみを吹ふき乱す。

「さあ！　いまいちど、ボクと殺しあおうじゃないか。それがボクの最高の悦びで、キミの最高の悦びでもある！　ふふ、楽しみだなぁ……ああ、楽しみだなぁぁぁあ！」

　フラウドの歓喜の声が高まり、洞どう窟くつに殷いん々いんと響ひびき渡わたる。いまや吹き荒あれる風でライは目を開けていることも困難だった。その風が、唐とう突とつにやんだとき、目の前には悪魔の姿はなかった。そこにいたのは、昆こん虫ちゆうめいた硬こう質しつな外がい殻かくに覆われた竜りゆうだった。竜は鋭えい利りな牙をむき出し、鋼が擦すりあうような叫さけびを上げる。その姿、その叫び──ずっと探し求めてきた仇きゆう敵てき！

　その瞬しゆん間かん、ライの心は闇の求めに応じた。彼は目の前に突つき刺ささっていた剣けんに手を伸のばし、引き抜ぬく。記き憶おくのとおり、それは彼の手のなかにしっくりとおさまる。

　もう一度、あの戦いを。もう一度、あの喜悦を！

「血肉を切り裂さき、苦痛と恐きよう怖ふの向こうにひそむ快楽を引きずり出せ！」

　叫んだのは竜か、それともライの暗き半身か。

　ライはすでに純じゆん粋すいな殺意に支配された怪かい物ぶつだった。うっすらとその口もとに笑みを滲にじませながら、彼は剣を掲げて、こちらへ向かってくる竜に向かって斬きりつける。

　その心には、どこか遠くで戦っている仲間の存在は、かけらもなかった。




　ぐるぐると回る暗い階段を、どれくらい上っただろう。コノエは広い通路に出た。そこは不思議な光に満たされ、〝二つ杖つえ〟の建物のように平へい坦たんで整然としていた。長い通路はゆるく湾わん曲きよくして、内側の壁かべをとりまく回かい廊ろうになっているようだ。堂々たる扉とびらがいくつも壁には並んでいたが、手をかけるとどれも閉まっていた。コノエは用心深く、ひとつずつ扉をためしながら、不安と闘たたかう。いまここに、自分の横にライがいてくれたらいいのにと思った。

　ひとつの扉を探さぐったとき、それがかすかな音を立てて動いた。コノエは高まる鼓こ動どうを抑おさえながら、ぐっとそれを押し開く。

　奇き妙みような香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。それは、部屋中に咲さき乱れる花の香だった。高い天てん井じようから、薄うすい光が漏もれている。壁には鮮あざやかな色の蔦つたが這はい回り、いたるところに背の高い植物が伸び上がり、毒々しい色の花を咲かせている。正面の壁には入り組んだ図形が、ぼんやりと光る塗と料りようで描えがかれ、そのまえには祭さい壇だんのようなものが見えた。そしてその手前、毒々しい植物に支配された広間の中央には、ゆったりとした背もたれのある椅い子すに、仮面をつけた猫リビカが座していた。その猫が、コノエの姿を認めると、長い衣装の裾すそを揺ゆらして立ち上がる。

「ようやくか。待ちくたびれたぞ」

「リークス……」

　コノエは低く、その名を呼んだ。尾おの根本が痛くなるほど毛が逆立っている。姿を見るまえから、気配でわかっていた。

　魔ま術じゆつ師しは邪じや悪あくな気配を振ふりまきながら、ゆっくりと広間を歩き始める。コノエは剣をかざし、低く身構えながら、油断なくその動きを追う。いつ、どんな攻こう撃げきをしかけてくるかと思ったが、案に相そう違いして、リークスはこう言った。

「さあ、ここまでたどり着いた褒ほう美びに、ひとりの魔術師の話をしてやろう」

「……なんだと？」

　虚きよを突かれ、コノエは眉まゆをひそめる。

「魔術師は、この世界の秘密を知りたかった。神々とはなにか、世界とはなにか、本当の力とはなにか──そうして研究に研究を重ねるうち、彼は自ら大きな力を得るまでになっていた」

　その魔術師というのは、リークス自身のことだろう。なぜこんな話を始めたのか、コノエはいぶかしむ。またも自分をもてあそぶつもりなのか？

　彼の疑念をよそに、リークスは滔とう々とうと話し続ける。

「彼は、長い、長い時を生きてきた。究極の力を得るためには、長い時間が必要だったからな。そして気も遠くなるほど長い時を、ひとりきり、考え抜いた。なににも劣おとらぬ力を手に入れるにはなにが必要か、なにが邪じや魔まか。そしてあるとき──彼は、気づいたのだ。邪魔なものの本質に」

　異様な仮面をつけた顔がめぐらされ、こちらに向けられる。

「それは、感情だ。世にある猫たちを見ればわかることだ。ヤツらは感情に振り回されて生き、けっきょくどこへもたどり着けずに死んでいく。くだらぬ欲望や、怒いかり、悲しみ、憎にくしみなどにな。感情に心揺さぶられれば、隙すきが生まれる。それでは究極の強さなど手に入らない」

　リークスの声には強い嫌けん悪おが漂ただよい、まるで呪のろいのように高い天井に響く。

「だが、抑え込むだけではダメだ。抑え込んでもそれは、心のなかで育ってさらに力を増すだけなのだからな。ならばいっそ──捨ててしまえばいいではないか」

「感情を……捨てる？」

　コノエはつり込まれるようにたずねていた。

「そうとも。捨てるのだ。感情がわき上がるたびに、それを取り出し、器うつわに移して」

「器……だと？」

　感情を捨てる、そんなことが可能だろうか？　そもそも感情を移す器なんて、想像もつかない。するとリークスが、ふいにさもおかしそうに笑った。

「そうだな、感情を入れることのできるものは、これは限られる。まして器にふさわしく、中身が空のものはな」

　意味がわからず立ちつくすコノエを見み据すえ、リークスはうなずいた。

「空っぽの器──無む垢くの心。そうとも」

　その声が不気味な響ひびきを宿す。

「赤子だ。まだ母の胎たい内ないにいる、感情を知らぬ無垢の器だ。その器を選んで、よけいな感情を注ぎ込む」

　コノエの体を激しい戦せん慄りつが駆かけ抜けた。赤子──生きているこどもを、〝器〟にするだと？

　それはあまりに忌いまわしい考えで、すでにリークスの邪悪さをよく知る彼も、一いつ瞬しゆん、信じがたいものに感じる。だが同時に、それよりさらに不ふ吉きつな予感が頭をかすめる。その正体をつかめぬまま、コノエは探さぐるように問いを口にした。

「……そのこどもは、どうなる？」

「二匹ひきぶんの感情を持って生まれるわけだからな。感情過多で、他者の感情に影えい響きようされ、また共感しやすくなる。常にそんな状態で生きていれば、やがて精神が崩ほう壊かいし、死ぬ」

　まさになんの感情も窺うかがわせず、リークスは淡たん々たんと言ってのける。

「そうして魔術師はようやく、力を手に入れた。どんなものにも揺さぶられない、混じりけのない純粋な力を」

　憎しみを込めて、コノエは魔術師を睨にらみつける。

「それが、おまえか」

「そうとも。感情などというものは、非合理で無む駄だなものよ。ただの道具に過ぎないとわかっていても、使い込めば愛着がわく。そんなくだらぬ情のせいで、ことをし損じるわけにはいかん。これこそ、究極の力を手にする、もっとも効果的な方法だ」

　誇ほこらかに言い放つリークスには、恬てんとして恥はじるようすもない。

「おまえは……！　なんの罪もない、無垢なこどもに、そんなことを……」

　言いかけてコノエは、ハッと口をつぐむ。

　感情の器。

　感情過多で、他者の感情に影響され、また共感しやすくなる──それは。

「まさか……」

　リークスの含ふくみ笑いが伝わってくる。

「ようやく意味がわかったか？　言っただろう。私とおまえは、同じものだと」

　同じもの。おまえは私──リークスは、おれ。

　他者の感情に対する〝共感〟、それは、ずっとコノエを苦しめ続けてきたものだった。ときには心が壊こわれてしまうと思うことさえ──まさか、これは。

　まさか、自分が？

「…………うそだ」

「信じられないか？」

　からかうようにリークスが笑う。

「おまえはただ感情過多というだけではない。生きている者の心だけではなく、ものに刻み込まれた〝残留思念〟さえ読み取れるほどの共感能力を顕あらわした」

　リークスの言葉がじわじわとコノエを追いつめていく。

「──私の心のかけらとともに、魔ま術じゆつ師しとしての要素まで受け継ついでしまった結果というわけだ」

　リークスのひとこと、ひとことが、自分の知っている事実とかみあっていく。しかしコノエは必死に抗あらがう。

「噓うそだ……おまえの言うことなど、信じられるものか！」

「どうしても信じられぬというなら──これが、証しよう拠こだ」

　証拠だと？

　虚きよを突つかれて見やったコノエの目の前で、リークスの手が、その顔を覆おおっていた仮面にかかる。仮面が静かに外されたとき、あらわになったその顔は──

　コノエ自身の顔だった。

　世界がすっと遠ざかる。コノエは息をするのも忘れて、ただ仮面の下から現れた顔に見入る。その目、その鼻、口──すべて、水鏡を覗のぞき込んだときに見る自分の顔そのものだ。その、自分と同じ目が勝ち誇ったようにきらめき、口の端はしが上がって笑えみを形づくった。

「何度も言っているとおり──コノエおまえはリークスわたしであり、リークスわたしはコノエおまえだ」

　私とおまえは繫つながっている。私は、おまえだ──かつてリークスが投げかけた謎なぞの言葉。だがコノエはそれを受け入れるまいと、必死に首を振ふる。

「違ちがう。おれは……おれ自身だ。おまえなんかじゃない……！」

　リークスはその言葉をせせら笑う。

「わからんのか？　〝コノエおまえ〟は、私から生まれた〝もの〟──私の廃はい棄き物ぶつでしかない」

　コノエとそっくり同じ顔が、残ざん酷こくに、冷れい淡たんに、言い放った。

「〝おまえ自身〟など、はじめから存在していないのだ」

　存在しない。

　おれは、存在、しない。

　心の奥底、魂たましいそのものに、ぴしり、とひびが入った。踏ふみしめていた世界がゆっくりと崩くずれ落ちていく。コノエは立っていることができず、その場に座り込んだ。その耳には心がひび割れ、崩壊する悲鳴のような音が聞こえていた。

　いま感じているこれは、絶望か？

　──だが、いったい誰だれの？

　呆ぼう然ぜんと座り込むコノエの背後から、小こ柄がらな影かげがひそやかに忍しのび寄る。だが、もう、コノエにはそれを知覚することもできなかった。




　ライはひたすらに剣けんを振るい、戦い続けていた。

　血の滴したたり、血の臭におい、ぬくもりを感じながら。

　すでにその意識は自分のまえにいて、身をひるがえし、打ちかかり、鋭するどい牙きばと爪つめで挑いどみかかってくる竜りゆうにのみ向けられている。ほかのすべて──終末を目前とした世界のことも、危機にある仲間のことも、自分がどこにいるということさえ消え去っている。ただ存在するのは、かつてなく、これからもないであろう最強の好敵手と、おのれのすべてをかけた戦い、血と痛みの奏かなでる極ごく上じようの旋せん律りつのみだった。

　求めていたすべてがここにある。

　ライの体はすでに数知れぬ傷を刻み込まれ、敵もまたライの剣を幾いく太刀たちも浴びて、おびただしい血を滴らせている。それでも心は求める。もっと──もっと──。

　かつて達したこの極限。このさきになにがあるのか。

　この純じゆん粋すいな歓かん喜きと愉ゆ悦えつを超こえたところに、存在するはずのなにか。

　それが、知りたい。

　両者の思いはひとつだった。ふたつの痛みと悦よろこびが共鳴し、さらなる高みを求めて上りつめようというとき──

　だしぬけに、声が聞こえた。自分のものではない。目の前にいる敵のものでも。

　悲鳴。存在そのものの底から発せられた絶望の叫さけび。それがライの頭を横よこ殴なぐりにする。

　その衝しよう撃げきが、純粋な闘とう志しをそらせ、手先を狂くるわせる。大きく振り抜ぬいた剣が洞どう窟くつの岩がん壁ぺきに激げき突とつし、ライはよろめいた。刀身のなかばから先が折れて吹ふっ飛び、くるくると回って床ゆかに突き刺ささる。

　突とつ然ぜん、頭から水を浴びせられたように、ライの意識が醒さめる。彼は手にした剣をまじまじと見下ろした。刃はこぼれし、錆さびの出た古い剣。これでは折れて当然ともいえよう。なぜ自分はこんな武器で戦っていたのだ。

　それはくだらぬ過去の遺物だった。ライは無造作に古い剣を投げ捨てる。

「これは、もう俺の剣じゃない」

「やめてしまうというのかい？　まだだ！」

　目の前の竜が憤いきどおりの声を上げる。

「まだ、遊び足りないはずだろう？　もっと──もっと──！」

　その叫びにさっきまでライ自身が感じていた愉悦と渇かつ望ぼうが漂ただようが、もはや彼は引き込まれなかった。

「貴様を倒たおすこと。そのことに変わりはない」

　ライは冷ややかに言いながら、身につけていたふた振ふりの剣を抜き放つ。

「──だが、もっと使い慣れた剣でな！」

　過去は、過去だ。それが忌いまわしいものであろうと、悦びに満ちたものであろうと。過去にとらわれ、現在を見失うなど、愚おろかしいこと。自分はそれを忘れかけていた。

「ほかのなにかを選ぼうというのかい？　なんて愚かなんだ、キミは！　あと少しで究極の快楽に達するというところで！」

　フラウドは憤りを込めて吠ほえ、地じ響ひびきを上げて突とつ進しんしてくる。ライは長短の剣を構えたまま、動かない。竜の巨きよ体たいが瞬またたく間に迫せまってくる。巨大なあぎとが開き、ぬめぬめと光る牙が、いまにも自分をのみ込もうというとき──

　ギリギリまで引きつけたライは、ひらりと身を沈しずめ、膝ひざを突つき上げて下から力いっぱい長剣を振り上げた。剣はフラウドの下か顎がくを貫つらぬき、頭のうえまで突き抜ける。鋭い刃で巨大な顎あごを縫ぬい止められた竜は、くぐもった苦く悶もんの声を漏もらして身をよじる。その鉤かぎ爪づめがライの肩かたをえぐったが、彼は転がって巨体の下から抜け出し、息つく間もなく地を蹴けった。逆手に持ち替かえた短剣が、竜のこめかみに突き刺さる。

　金属をこすりあわせたような絶ぜつ叫きようが上がった。こもっていたのは苦痛でも落らく胆たんでもない。それは歓喜に満ちた哄こう笑しようだった。ライはその顎から長剣を抜き取り、跳とび下がる。血が噴ふき出し、豪ごう雨うのように竜の足あし下もとの岩を洗う。

「これだ。これだよ！　ボクが生しよう涯がい求め続けてきたもの──！」

　大量の血を振りまきながら、フラウドは恍こう惚こつの表情を漂わせていた。

「痛み、苦しみ、恐きよう怖ふ、絶望──すべてが行き着く最果て、それは、死だ。死こそ最大にして究極の、快楽……だ……」

　ゆらゆらと巨体を揺ゆらし、竜は光を失った目で天を仰あおぐ。歓喜と死の痙けい攣れんに身を震ふるわせながら。ライは嫌けん悪おさえおぼえながら、その姿を見ていた。

「そして最大の憎ぞう悪おと殺意に満ちた存在──同じ魂たましいを持つキミだからこそ、ボクにこの究極の喜き悦えつをもたらすことができたのだ。このときを……ずっと待って……いた……」

　ライの姿を見下ろしたフラウドの体が傾かたむき、鮮せん血けつの糸を引きながら、どうと倒れ伏ふす。裂さけた顎から血のあぶくが噴き出す。最後の痙攣がその巨体を襲おそう。

「ライ……ボクは最高に幸せだ……。この幸せがキミにわかる日が……きっと来る。そのときまで……ボクは待っているよ……ラ……イ……」

　ごろごろと喉のどが鳴り、痙攣がやんだ。唐とう突とつに、あたりが静まりかえる。フラウドは最後の笑みを恐おそろしい顔に刻み込んだまま、血の海のなかに横たわっていた。ライは哀あわれみとも侮ぶ蔑べつともつかないまなざしを、そのうえに投げる。

「もう二度と、貴様に会うことなどない」

　そして剣の血を払はらい、竜の死体に背を向ける。それは、すでに過去だった。彼は未来へと目を向ける。

　フラウドの背後にひらいた時空の穴は、まだそこにあった。気が急せくままに駆かけ寄ろうとした足がもつれてよろめく。ライはあらためて自分の姿を見下ろし、体のいたるところに傷が口を開け、血が流れていること、長引く戦せん闘とうでいまにも倒れそうなほど疲つかれ切っていることに気づいた。だが、休んでいる時間はない。自分には行かなければならないところがある。

　ライはともすればふらつきそうになる足に力を込め、揺らめく時空の穴に身を躍おどらせた。




　周囲のすべてから心を閉とざし、座り込んでいたコノエの背後で、ふいに鋭するどい金属音がはじけた。コノエはのろのろと振ふり向く。その目に飛び込んできたのは、白銀の髪かみを振り立てて自分の背後に立った、一匹ぴきの猫リビカの姿だった。その剣けんがはねのけたのは、気づかないうちにコノエの背後に歩み寄っていたフィリが振り下ろそうとしていた短剣だ。

「死ぬ気か？　馬ば鹿か猫が！」

　容よう赦しやない罵ば声せいが耳を打ち、コノエの体に息を吹き込む。ライは体中に傷を負い、豪ごう奢しやな白銀の髪も血で汚よごれていた。だがその姿は燃え立つ炎ほのおのように輝かがやいて見えた。青い目がコノエの魂の底まで刺し貫く。

　バラバラに砕くだけ散り、死にかけていた心が生き返る。

　自分は、ここにいる。たとえ自分の存在が、望まぬ他者の切れ端はしでできあがっているとしても。このさき待ちかまえているのがなんであっても。

　おれ──コノエという一匹の猫は、たしかに存在する。おれは、ここにいる猛たけ々だけしい〝闘トウ牙ガ〟と誓ちかいをかわした者、彼のためにうたう者、彼の〝賛サン牙ガ〟だ。

　コノエはふたたび立ち上がる。ライとともに戦うために。

　肩を並べ、コノエは傷だらけの相手に声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「おまえの方も、似たようなものだろうが」

　そう言われてみれば、自分もここへ来るまでの戦闘で数知れぬ傷を負っていた。彼らはちょっと笑みをかわす。

「ひどいザマだな。悪あく魔まとの戯ざれごとが過ぎたのではないか？」

　リークスはライの登場に心を動かすようすもなく、揶や揄ゆする。

「とはいえ、意外だ。おまえはフラウドの誘ゆう惑わくに屈くつするものと思っていたがな」

　その顔を目にして、ライは驚おどろいたに違ちがいないが、表情にも出さず、冷ややかに返す。

「俺の〝賛牙〟を放っておくわけにはいかんからな」

　俺の〝賛牙〟──その言葉を聞くたび、苦々しい思いを抱だいたこともあった。だがいまのコノエは、ただ単純に誇ほこらしさをおぼえる。

「おまえひとりが駆けつけたとて、なにかが変わると思っているのか？」

　リークスは皮肉な笑みを浮うかべて嘲あざける。

「もう遅おそい。時は満ちた。〝最後の時〟だ。闇やみが最高潮に達するいま、闇に属するすべてはわが力となる」

　それはひしひしとコノエも感じていた。この場に渦うず巻まくリークスの波動を。少しでも気をゆるめれば、のまれてしまいそうだ。しかもその波動は、刻一刻とふくれ上がっていく。

「〝虚うつろ〟が祇シ沙サを蝕むしばみ、〝失シツ軀ク〟が猫たちを冒おかす──それらはすべて、今日という日のための、いわば〝贄にえ〟」

　やはりすべては連動していたのだ。〝虚ろ〟、〝失軀〟、重なる月──そして、〝最後の時〟。いまも祇沙のいたるところで、猫たちは〝失軀〟に苦しみ、よみがえった死者の手にかかって倒たおれ行く。目の前に立つ一匹の猫によって。

「闇はそれ自体、巨きよ大だいな意志だ。闇とはすべての魔ま、暗黒なるものが帰属する強大な意志なのだ。私は闇に呼びかけ、その力を得るための契けい約やくを交かわした。──この世界の光と、すべての魂を捧ささげることを条件にな」

　高まる波動を抑おさえきれぬように、リークスは両手を広げ、高らかに告げる。

「闇は世界を覆おおいつくすだろう。そして私は、この世界のすべてを手に入れる」

「どうして……？」

　こらえきれずに、コノエは問いかける。

「なにがおまえにそうまでさせる？　そんなにも、この世界が憎にくいのか？──なぜ？」

　なぜ？──コノエには理解できない。どれほど大きな力を得られるとして、いったいなんになるのか？　光も命も絶えた世界を手に入れて、たったひとりで。リークスの言葉の底流には、絶えることなくたゆたう巨大な憎悪が感じられた。

　問いかけられて、リークスはわずかに顔を動かした。思いもかけぬ攻こう撃げきに驚いたかのように。だが彼はまるで虫けらでも見るような目をコノエに向け、平然とうそぶく。

「どのみち破は滅めつへと向かう世界だ。かつてのニンゲンと同じように。ならば、この世の生命すべて、いますぐ塗ぬり替かえてしまえばいい。より理想的な生命へと。感情などという不確実で非合理なものに支配されぬ、強く完全な生命へと創つくり替えるのだ」

「ふざけるな！」

　コノエは激げつ昂こうしてわめいた。

「感情は、邪じや魔まなものなんかじゃない！　命を喜んだり、美しいものを楽しんだり、誰だれかを愛したり……たとえ神であっても、それを禁じることなんてできやしない！」

　リークスの目に冷ややかな光がきらめく。

「おまえになにがわかるというのだ？　命も美しさもすぐに色あせ、消えていく。愛と言うが、おまえは愛を知っているのか？　愛が死に絶えたこの世界で、おまえはなにを愛と呼ぶのだ」

　言われてコノエはたじろいだ。愛──それはたしかに、自分の知らぬ言葉だ。世に愛の歌はいくつもあるが、自分の身に置き換かえて聞いたこともない。愛するべき雌めすがほとんど消えてしまったこの世界で、たやすく愛について語ることはできない。

「でも……それは、ある」

　心の底から突つき上げる衝しよう動どうに動かされ、コノエは答える。たしかに自分は、それを知っているという確信があった。母のまなざしのなかに、友の声のなかに、子のために死していった親の微笑ほほえみに──そして、いまそばにいる猫との触ふれあいのなかに。

「おれの知ってるそれは、愛とは違ちがうかもしれない。でも、たしかに存在するものがある。絆きずなとか……相手を思いやる心とか……」

　リークスはせせら笑った。

「そんなものはすべて、幻げん想そうに過ぎぬ。絆、心──命や美しさよりさらに儚はかなく、移ろいやすいものだ」

「違う！　おれには、そうやって言い張ってるおまえの方が、よっぽど愚おろかに見える！」

　コノエが激しく言い返すと、リークスの表情がこわばった。はじめてその目に本気の怒いかりがひらめき、コノエは思わず鼻白む。相手の力の強大さをいやおうなしに意識した。

「そうまで言うなら見せてやろう。おまえの言う絆とやらが、どんなものかを」

　リークスが憤いきどおりに燃える声で叫さけび、片手を挙げる。その指が正面から突きつけられたとたん、コノエは身動きできなくなる。あたりに暗くら闇やみが降りてくる。それとも意識が遠ざかっていくのか。闇は一刻ごとに濃こさを増し、隣となりにいるはずのライの姿さえ見えない。声を上げようとするが、喉のどの筋肉ひとつ動かすこともできなくなっていた。

　闇一色だった視界に、ふわりとなにかの影かげが浮かび上がる。それは徐じよ々じよに形をなし、二匹ひきの猫リビカの姿となった。四つんばいになった小さな白い影と、そのうえにのしかかる大きな影。おとなの猫は棒のようなものを振ふり下ろしている。振り下ろされるたび、鈍にぶい音が響ひびき、足あし下もとに伏ふした小さな背中が反り返る。おとながこどもを打ち据すえているのだ。それも、何度も、何度も。容よう赦しやなく棒が振り下ろされるたび、小さな白い尾おが跳はね上がる。だがこどもは声を上げもせず、じっと痛みに耐たえている。見ているだけで胸が引き裂さかれるようだ。

　やがて折せつ檻かんが終わると、おとなは声もかけずにその場を立ち去り、こどもはその場に力ちから尽つきて横たわる。ぴくりとも動かない小さな姿に、死んでしまったのではないかとコノエは不安になる。そのとき、はじめてこどもの顔が見えた。銀の髪かみになかば隠かくされた小さな顔。淡あわい青色の目に涙なみだはなかった。こどもは虚うつろに目を見ひらき、横たわって闇やみを見つめていた。

　あれは……ライか？

　その影が薄うすれて消え、新たな影が浮うかび上がってくる。はじめに見えた色しき彩さいは──赤。

　血の海に倒れている二匹の猫。一匹ぴきはさっきのおとなだとわかる。雌し雄ゆう一対の猫たちは、無む惨ざんに全身を切り刻まれ、こときれていた。その、二匹が流した血がたまった床ゆかのまんなかに、さっきのこどもが座り込んでいる。服と白い尾を真しん紅くに染めて。こどもは泣くようすもなく、両親の亡なき骸がらに取りすがるでもない。ただ、撫なでるように床に触れ、赤く濡ぬれた手を目の前に掲かかげた。血の滴したたる音が響く──

　またその光景が薄れ、今度浮かび上がったのは現在のライの姿だ。こちらが見えていないらしく、硬かたい表情でまっすぐ前を見ている。

「これはおまえがずっと呪のろい、封ふうじ込めてきた過去だ、ライ」

　闇のなか、リークスの声が響いた。

「哀あわれな出自だな。わが子を抱だきしめるかわりに殴なぐる親を持ち、その親さえもすぐに失った。しかも目の前で惨ざん殺さつされて」

　ライが切り捨てるように答える。

「貴様に憐あわれまれるなどごめんだ。虫むし酸ずが走る。──それより、あいつをどこへやった？」

　やはり、ライからはこちらが見えないのだ。リークスはその問いかけを黙もく殺さつし、得々として問う。

「ほう？　だが、こう考えたことはないか？　誰しもいちどは思うことだ──もしあのとき、あんなことさえなければ、いまの自分はこんなふうになってはいまい──と」

「過ぎてしまった時間を悔くやんでなんになる？　いくら悔やもうと、いまさら、やり直すことなどできないんだからな」

　するとリークスの声に、満足げな笑えみが漂ただよう。

「私には、できると言ったら？」

「……なんだと？」

　ライの耳がぴくりと動き、コノエも思わず息をのんだ。

「私にはできる。時間を巻き戻もどすことがな。おまえにまるで違ちがう運命を与あたえることもできる。おまえを愛する両親、あのとき殺されず、生きている両親を与えることも」

　リークスは信じがたい可能性をさしだす。

「おまえはまるで違う運命を生きることができるのだ。光のなかを歩み、幸福に育ち──その心に闇を住まわせることもない。──どうだ、悪い取引ではないだろう？」

　ライは黙だまり込んでいる。いつもきっぱりと清明な瞳ひとみが、かすかに揺ゆれる。迷っているのだ。当然だろう。その後の生き方を狂くるわせた、すべての原因が取り除かれ、新たに生き直すことができる──そんな可能性を示されて、心動かないはずがない。そのライの心を読みとったように、リークスの声が誘さそうように響く。

「迷っているということは、いまの自分を悔いているということだ」

　ライは迷ったすえ、たずねる。

「……代だい償しようは、なんだ？」

「代償など、いらぬ。おまえと結んだ契けい約やくも白紙に戻る。コノエをさしだすかわりに、おまえの闇をもらい受けるという、あれだ」

　コノエは驚おどろいた。そんな契約など、ライはいつの間に結んだのだ？──だが、すぐに思い当たる。自分がリークスにのっとられていたときに違いない。あのときライの態度が不自然だったのは、そういうわけだったのか。まさか自分のために、そんな契約をさせられていたなんて。

　だがライは動どう揺ようを見せず、用心深く問いを重ねる。

「そんなうまい話があるわけがないだろう。代償を、言え」

　リークスの笑い声が響く。

「ないと言っているだろうに。ただ──新たな運命を歩む以上、いまの時間は消え去るというだけのことだ」

「消える……だと？」

「当然だろう。おまえがこれまで経験したことは、すべてなかったことになるのだからな。いまの記き憶おくは消え去り、失ったことにも気づかないだろう」

「すべて……？」

　それはライが、自分のことも忘れてしまうということだろうか──コノエは身動きもできないまま、強い不安に襲おそわれる。

「申し出を断れば、おまえのなかの闇はそのまま残る。気づいているだろう？　もう時間がないことを。闇がおまえをのっとり、食い尽つくすまで、さほどの猶ゆう予よはない。これはその運命からおまえを救う、たったひとつの方法なのだぞ」

　それは魅み惑わく的な誘ゆう惑わくだった。ライはほとんど聞こえないほどの声でつぶやく。

「……あいつを、忘れてか？」

「コノエのことか？　くだらん。〝賛サン牙ガ〟ならほかにもいるだろう。どのみち闇に喰くわれたら、おまえはヤツのことなど忘れてしまうのだぞ」

　コノエは黙り込むライを見つめることしかできない。だが、リークスの言うとおりだ。それがライにとって最上の選せん択たくだろう。もう呪のろわれた過去に縛しばられることはない。闇に魅み入いられることもなく、いつ正気を失うかという恐きよう怖ふから永遠に解放される。ほかに望むことがあるだろうか。ライが申し出を受けるとしても、自分には止めることはできない。それがライにとっての幸福なのだから。

　コノエはかたく、覚かく悟ごを決めて、ライの出す答えを待ち受けた。

　彼には永遠にも思える沈ちん黙もくを破り、ライが口をひらいた。

「……バカバカしい。いまさらだ。どうあがいたところで、俺は俺でしかない」

「なんだと？」

　それまで自信たっぷりだったリークスの声に、疑念が混じる。その声の方を睨にらみ据すえるようにして、ライがはっきりと告げた。

「過去を振ふり返り、戻りたいなどと思うことは愚おろかだ。歩んできたおのれ自身を否定することにほかならない」

　その顔に、さっきつかの間見せた迷いは、かけらも見あたらない。彼は誇ほこり高く言い放つ。

「過あやまちを含ふくめ、過去があるからこそ、いまの俺がある。それがなくなれば、俺は俺ではなくなる。俺が存在しなくなるということだ」

　リークスの声に、信じがたいという響ひびきが漂う。

「それでは、心の闇やみに喰われて消しよう滅めつする方を選ぶと？」

「同じことだ。ならば俺は、最さい期ごまで俺として生きることを選ぶ」

　ライの瞳はあくまで澄すみきり、揺るぎなかった。その強さ──コノエは息をのむようにして、誇り高く猛たけ々だけしいその姿に見入る。

「愚か者め……どいつもこいつも、愚か者ばかりよ！」

　リークスの声が呪のろいのように低くなる。

「答えは受けとった。自分の選択の愚かさを、呪うがいい」

　次の瞬しゆん間かん、コノエを縛る力がとけ、闇が消え失うせてもとの広間に戻る。コノエとライは、闇に包まれるまえと同じ場所に立ち、憤いきどおりに双そう眸ぼうを輝かがやかせるリークスと対たい峙じしていた。リークスは、さっと袖そでを払はらうように高々と手を掲かかげる。

「契約のとおり、おまえの心の闇をもらい受ける！　いま、ここで！」

　コノエは息をのむ。リークスの声が朗々と響き渡わたったと同時に、緑色の光がその手から放たれ、ライの体に吸い込まれたように見えた。

「ライ！」

　光に打たれたライが右目を押さえ、身を折ってうずくまる。なにかが焦こげるような、嫌いやな臭においがする。コノエはその体に手をかけ、顔を覗のぞき込もうとした。そのとき──ライの手がひらめき、頰ほおに熱い感かん触しよくが走った。

　とっさに飛びのいたコノエは、啞あ然ぜんとして見た。こちらを見上げたライの口もとに、あの笑えみが浮うかんでいるさまを。氷の青をたたえていた瞳ひとみの奥に、見たことのない黒い炎ほのおが燃えているさまを。ライの爪つめがかすめた頰から、熱い血が顎あごに伝って滴したたる。

「ライ……？」

　ライはゆっくりと立ち上がる。コノエは悟さとる。目の前の猫がすでに、ライであってライでないものであるということを。

　リークスの哄こう笑しようが響き渡る。

「見ろ、その幸福そうな姿を。いまの姿こそ、その猫の本ほん性しよう。欲望に忠実になった本来の姿だ。すべてはおまえの招いたことだぞ、コノエ」

　コノエは思わずその言葉に反応する。

「おれが──だと？」

　リークスが残ざん忍にんに笑う。

「おまえの闇が、ヤツらの闇に働きかけ、活性化したのだ。ライにせよ、いま下で暴れている〝許されざる者〟にせよ」

　コノエはハッとする。異形へと変じたアサトの姿が、脳のう裏りによみがえる。

「ヤツらのなかで闇は眠ねむっていた。もしなにもなければ、一生目覚めずに終わったかもしれん。おまえに出会いさえしなければ。ほかの連中にしても、どうだ？　おまえに巻き込まれてこんなところまでノコノコついてきたあげく、みな、そろって死ぬのだ！　いまごろは下で死んでいるころかもしれんぞ」

　リークスの言葉がコノエの胸を刺さし貫つらぬく。

「おまえがヤツらを不幸にしたのだ。まさしく、呪われた猫だな」

　アサト、バルド、カガリ──それに、ライ。すべて自分のせいなのか？

　爪を振るいながら、自分ににじり寄るライから飛びのき、コノエは絶望的に自問する。

　自分がいなければ、彼らはこんな不幸に巻き込まれずにすんだのだろうか？

　リークスが残ざん酷こくにけしかける。

「さあ、あがいてみせろ！　たいそうに言っていた絆きずなとやらを証明してみせるがいい！」

　──絆。

　皮肉にも、その言葉がコノエの心から霧きりを払った。

〝賛サン牙ガ〟と〝闘トウ牙ガ〟の絆。自分とライの絆。

　馬ば鹿か猫──と、ライが耳元でささやいたような気がした。そうだ。自分は馬鹿だ。過去を振り返ってなんになるとライは言った。自分がいま、すべきことはそれじゃない。

　誓ちかったのだ。ずっとそばにいると。そして──もうひとつ。

　掌てのひらの下に感じたライの鼓こ動どう。彼の胸に手を置いてかわした約束。

　──俺もおまえもきっと、手がつけられないくらいの馬鹿な猫だ。

　約束を、果たさなければ。

　コノエは剣けんを鞘さやから抜ぬき放つ。それに応こたえるように、ライも長剣の鞘を払った。暗く燃える目が狂きよう喜きにきらめく。一いつ瞬しゆん、鋭するどい悲しみがコノエの胸を刺した。

　いつも誇り高く冷静なライ。皮肉な笑みを浮かべるライ。あのライはもういないのだ。

　その傲ごう慢まんさや身勝手に腹を立てたこともあった。冷たいヤツだと思ったこともあった。でも相手のことがわかるにつれ、その気持ちは徐じよ々じよに変化していった。ぎこちない気配り、悲しい出自、そして彼の強さにはいつも賛さん嘆たんの気持ちを抱いだかされた。

　おれの〝闘牙〟、たったひとりの相棒。

　だから──おれが、この手で……！

　ライが勢いよく突つっ込んでくる。コノエは動こうとはしなかった。その目は一点に──ライの胸の中央に据えられている。ライが手を取って導いた場所。自分の手がその鼓動を感じとった場所。コノエの剣は吸い寄せられるように、その場所に身を埋うずめる。

　自分が刺したという感覚はなかった。まるでライが自ら刃やいばを受け入れたように感じられた。以前に手を取って導いたときと同じように。

　そして、同時に、ライの刃もコノエの胸を貫いていた。衝しよう撃げきは感じたが、痛みはなかった。これが、ごく自然ななりゆきのように思えた。後こう悔かいはない。リークスを倒たおせはしなかったが、いま、この瞬しゆん間かん、コノエは満足だった。少なくともライとの約束だけは果たすことができたのだ。目を上げてライの顔を見つめる。目前にあるライの目から、暗い炎が消え、青い色が戻もどる。その色も悲しげだったが、かすかに微笑ほほえんでいるようにも見えた。

「叶かなわぬならばもろともに──か。愚おろかな……！」

　リークスの苦々しげな声が遠ざかっていく。コノエはそっと目を閉じた。自分の心が体を離はなれて漂ただよい出すような感じだ。これが、死──？

　自分は、死ぬのか……。

　しかしゆったりと漂い出す心の中心から、白くあたたかな光が生まれ、みるみる大きくなっていく。おぼえのある感覚──これは、歌……？

　白い光のなかに、あの歌うたいの顔が見えた。

〈──コノエ……〉

　歌うたいが自分の名を呼んでいる。歌は聞いたが、これまで話しかけられたことはなかったのに。

〈コノエ……すまない。すべては私のせいだ……〉

　驚おどろきに満たされていたコノエは、しばらく相手がなにを言っているかわからない。ただ目を見ひらいて、間近に見える歌うたいの顔に見入る。なぜこんなに悲しそうなんだろう。なぜこんなに、胸がいっぱいになるほど懐なつかしいと感じるのだろう。

〈私はとうに、この世界から消えた存在だ。いまはかろうじて魂たましいだけがとどまっている。だから、これまでは命ある者──おまえと触ふれあうことも、言葉をかわすこともできなかった〉

　そうか、とコノエは思った。死んだから、彼と話ができるようになったのか。それなら、死ぬのも悪いことばかりでもない。

〈ひとつ、おまえに言っておかなければならない。リークスに打ち勝つとはどういうことか、わかるか？〉

　歌うたいは真しん剣けんな表情で語りかける。

〈リークスとおまえは同じもの、おまえはリークスの一部だ。いわば分身であるおまえが、本体であるリークスを倒したら、どうなるか……〉

　歌うたいの目が正面からコノエをとらえる。

〈おまえは、分身ではなく、リークス本体となる〉

　コノエは意味がよく理解できないまま、おずおずとたずねる。

「おれが、リークスにのっとられる……ってことか？」

〈そうじゃない。逆だ。おまえが向こうをのっとると言ってもいいだろう。その記き憶おくと感情のすべてを引き受けることになる。それに、耐たえられるか？〉

「でも……」

　コノエは首をかしげる。自分は死んだ。もうリークスを倒すことなどできない。だが、まっすぐ自分を見つめる目にうながされるように、強くうなずく。

「……たとえ自分が死ぬとしても、おれはリークスを倒したい。倒さなきゃならないんだ」

　すると歌うたいは微笑み、少し、身を離す。

〈なら、おまえに、歌を教えよう〉

「おれに、歌えるかな……？」

〈大だい丈じよう夫ぶ。この歌は、ある気持ちを知っていれば歌えるものだから〉

「ある、気持ち？」

〈そう。とても大切な……けれどいつの間にかあたりまえになってしまって、みんなが見失ってしまうものだ。おまえは、それを知っているはずだよ〉

　知っているはずと言われて、コノエは困こん惑わくする。それは、なんのことだろう？

　だが歌うたいはやさしく微笑む。

〈コノエには、心から信じている相手、大切な相手がいるだろう？〉

　そう聞かれて、コノエの頭に一匹ぴきの猫リビカの姿がよぎった。自分の〝闘牙〟、大切な相棒──ライの姿が。

〈なら、その誰だれかを信じ続けるんだよ。ほかの者がなんと言おうと、けっして裏切ってはいけない。それで自分がどんなに傷つくことになっても〉

　コノエは微笑んでうなずく。涙なみだがあふれそうになった。もう失ってしまった誰か。でも少なくとも、彼を裏切らずにすんだ。

〈そして、命と引き替かえにしてもいいと思うなにかが見つかったら、そのときは、迷うことなく、心のままに従うんだ。それで命を落とすことになっても〉

　歌うたいの目はあたたかく、コノエを包み込む。

〈そのために死んでもかまわないと思えるものが見つかったなら、おまえは幸運な者なのだ。そのとき、おまえの命には意味が生まれるのだから〉

　コノエには彼の言っている意味が、なんとなくわかった。呪じゆ術じゆつ師しの言葉がよみがえる。迷ったときは、おのれの心に従え──という。たぶんそれは、同じことなのだ。

　心のなかに残る、揺ゆるぎないなにか。

　コノエは自分の心を探さぐり、それがたしかにあることを感じとった。まだ名づけることはできないものの。

　歌うたいの目が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、翳かげった。

〈私には、たったひとつだけ、後悔していることがある……〉

　コノエはハッとする。さっきから彼が言っていることは、かつての彼の経験から口にしたことだと気づいたのだ。だが問いかけるまえに、歌うたいはやわらかな笑えみを取り戻し、コノエに向かって手をさしだす。

〈おまえの指輪を出しなさい〉

　言われるままにコノエは、懐ふところにしまい込んでいた指輪を取り出し、歌うたいに手て渡わたす。歌うたいの手がコノエの手を取る。白い光が急に強まり、歌うたいの姿をかき消していく。待って、と叫さけぼうとしたが、その声はかき消される。コノエは自分が大きな歌のなかに漂ただよっているのに気づき、そして──




　──我に返ったとき、コノエはあの広間にたたずんでいた。

　痛みはない。剣けんは足あし下もとに転がっていた。ライの血を吸ったはずの刀身は白く輝かがやいている。

　そして目を上げると──同じように呆ぼう然ぜんとした表情のライが、そこに立っていた。その目の奥に燃えていたあの暗い炎ほのおは消え去っており、コノエと同じく、その胸に傷はない。コノエは信じがたい思いで、探るように呼びかける。

「──ライ……？」

　その問いの意味を悟さとって、ライが答える。

「ああ……俺だ」

　彼はまだ戸と惑まどっているようすで、不思議そうに自分の体を見下ろす。

「だが、これは……どういうことだ？　俺は、消えたはず……闇やみに喰くわれたと思っていたが」

　コノエの胸に歓かん喜きがあふれる。歌うたいが助けてくれたのだ。ふと見ると、歌うたいに手渡した指輪が、自分の指に光っていた。

「シュイめ……よけいな手出しを」

　リークスが低く唸うなる。コノエとライは剣をすばやく拾い上げ、そちらに向き直る。自分と同じリークスの顔は、これまでにない苛いら立だちを宿していた。彼は鋭するどく呼びかける。

「フィリ」

「はい」

　そばに控ひかえていたフィリが顔を上げる。リークスはひとこと、命じる。

「歌え」

　フィリがためらった。するとリークスは皮肉な目を彼のうえに投げる。

「どうした。おまえは私の〝賛サン牙ガ〟だろう？──おまえのしたことに、私が気づいていないと思っているのか？」

　フィリがよろめき、ふだんから色のない顔がさらに青ざめるのが見えた。

「リークスさま……」

「歌え」

　リークスが短く命じると、彼は小さくうなだれた。

「……はい、リークスさま」

　フィリは立ち上がり、細い声を震ふるわせて歌い始めた。以前に聞いた、死者を操あやつるあの歌とは違ちがう。口笛のように鋭い音色の、耳を切り裂さくような強い波動。小こ柄がらな体から赤い光がゆっくりと放たれるのが見える。少年めいた小さな顔がこわばり、激しく引きつる。まるでその体から血を絞しぼり出すかのような歌声だ。聞いているこちらも苦しくなるようだった。

　コノエは最前のやりとりに漂った緊きん張ちようと、フィリのようすを不ふ審しんに思ったが、隣となりのライが動いた。

「させるか！」

　歌が効力を持つまえに、リークスを倒たおそうと考えたのだろう。向こうに身構える隙すきも与あたえまいというスピードだった。だが彼は見えない壁かべにぶち当たったかのように、はじき返される。

「ライ！」

　コノエは体勢を乱して倒れたライに駆かけ寄る。ライは跳はね起きながら、けげんそうに眉まゆをひそめる。

「なんだ……これは？」

　彼の靴くつや服の裾すそがずたずたに裂けていた。コノエもふいに鋭い痛みを感じて、手の甲こうを見る。まるで鋭い葉で切ったような切り傷ができ、血が滲にじんでいる。彼はハッとして周囲を見直した。

　フィリの歌を受けて、広間じゅうにはびこる植物に変化が起こっていた。それらはささやくような音を立てながら、まるで身動きしているようだ。その葉や花はそれ自体光を放っているかのように、毒々しく鮮あざやかな色合いで照り映はえる。コノエは啞あ然ぜんとして思い当たる。

「──〝虚ウツろ〟だ。この部屋全体が……」

　それらは〝虚ろ〟に見られる植物だった。歌を聞いてそれらは伸のび上がり、身動きしているように見えた。急速に成長しているのだ。このままでは戦うどころか、〝虚ろ〟の植物に押し包まれて、全身切り刻まれることになる。

「美しいだろう、この輝き」

　リークスは陶とう然ぜんとして、あたりに漂う赤い光を示す。コノエはふとフィリを見やり、異変に気づく。その顔はますます青ざめ、激しい苦痛に歪ゆがんでいる。空中をかきむしるように曲がった指は、ぶるぶると痙けい攣れんし、体は海え老びぞりにのけぞる。それなのに大きくひらいた口からは、絶えることなく歌が紡つむぎ出される。まるで歌によって逆に操られているかのようだ。

　だがリークスは彼の僕しもべの苦しみを気にかける気配もない。

「これは命の輝きだ。命を燃やしてうたう歌ほど美しく、力強いものはない」

　コノエはぞっとして叫ぶ。

「やめろ！──やめさせろ！」

　たしかにフィリは自分の命を削けずって歌をうたっているのだ。見ひらかれた目は、助けを求める声にならない叫びを宿し、すでに死体を思わせる土気色に変わった顔に、血管のように黒い筋が広がっていく。しかしリークスはコノエを揶や揄ゆする。

「ほう、ほかの者を気にかけている余よ裕ゆうがあるのか？」

「おまえは……敵だけでなく、仲間まで──自分を慕したう者まで犠ぎ牲せいにできるのか!?」

「愚ぐ問もんだな。そうやって情にほだされるから弱さが生まれるのだ」

　リークスは胸が悪くなるような自己満足を漂わせながら、非情に告げた。

「そもそも、フィリはこのために私が創つくり出したもの。こいつのきょうだいを下で見ただろう？」

「きょうだい……？」

　問い返したコノエは、下の洞どう窟くつで見た異形の敵を思い出す。ぬらぬらした鱗うろこで覆おおわれ、赤い目と長い尾おを持った──あの小こ鬼おに……！

「あれは失敗作だ。フィリを創るための。たった一匹ぴきの成功例を創り出すために、何度も試行錯さく誤ごをくり返した。私が創り、ここまで育てたのだ。私の好きにしてなぜ悪い？」

　リークスは取るに足らないことのように言う。

「はじめからフィリは最後の切り札となるべくして生まれ、そのために〝賛牙〟として育てた。これが正しい使い方なのだよ」

　コノエの全身が震えた。恐きよう怖ふではない、嫌けん悪おと、怒いかりゆえだ。

「おまえは……！　命をもてあそんで……まるでものみたいに……」

　神をも恐おそれぬ傲ごう慢まん──なぜ〝二つ杖つえ〟が滅ほろびなければならなかったのか、コノエははじめて理解できた。知識を誤って用い、神ではない身が奇き蹟せきをおこなうことの落とし穴が。

　フィリは自分にとっては憎にくい敵だった。だが彼が心からリークスを慕い、忠実に尽つくしていたことはわかっている。彼がなにかを恐れていたことも──彼はこの結末を知っていた。自分の死を恐れていたのだ。命あるものなら当然だ。それがリークスによって創り出された命だろうと、自分たちとフィリのあいだにどんな違ちがいがあるだろう。その命を、自分が創ったからといってもののように感じるのだとしたら、過か剰じような知識というものは毒と同じだ。

　フィリだけではない、リークスにとってはすべての命がそうなのだ。自分が闇やみの力を得たいからといって、ほかの者たちの命を奪うばってもかまわないと思うなんて。ほかの者たちにもそれぞれの喜び、愛情、生活がある。大切な命があるというのに。

「おまえだけは、ぜったい許さない！」

　コノエは怒りに燃えて叫さけぶ。そのまま突とつ進しんしようとする彼を、ライが長短の剣けんを抜ぬき放って制する。

「歌だ！」

　コノエはハッとする。そうだ。自分も歌をうたわなければ。だが怒りに心が乱れ、とても集中できない。ライが生い茂しげる草木を払はらって、リークスに再度の突進を試みる。だがふたたび、その剣は壁に当たったように阻はばまれる。リークスの笑い声が響ひびき渡わたり、その体をとりまく闇が駆けめぐり、強く吹ふきつける。〝虚ろ〟の木々の葉がその風に巻き込まれ、ライめがけて襲おそいかかる。白い体のあちこちから血がしぶく。

「ライ！」

　焦あせって駆け寄ろうとするコノエを振ふり向き、ライは鋭するどく吐はき捨てる。

「おまえはうたえばいい！」

　その頰ほおや首筋を新たな血が伝う。コノエは思わず、かたく目をつぶった。懸けん命めいに呼吸をしずめ、体の奥からあの光を呼び覚まそうとする。リークスの黒い風が、そんな彼にも吹きつける。コノエは息をつめた。体のあちこちに痛みがはじける。よろめいた彼を、リークスの高らかな声が嘲あざけり笑う。

「シュイよ、そこにいて、おのれの無力さを呪のろっているか？　息子が世界もろとも滅んでいくさまを眺ながめているがいい！」

　頭にカッと血が上り、相手の言っていることもよく理解できない。

　憎い。リークスが憎い。自分を苦しめ、ライを苦しめ、アサトを苦しめ、ほかの多くの命を奪ったあいつが憎い。いままた、さらに多くの命を奪おうとしている、あいつが！

　固く閉じたまぶたの裏が真しん紅くに染まる。この怒りと憎しみを解き放って歌にしたい！

　だが、そのとき──涼すずやかな声がどこからか聞こえた。

　──目を閉じて、光を感じなさい。

　すっと、目の前の真紅が引いていく。コノエは体の奥に芽生えたあたたかいものに気づく。

　歌うたいの声が語りかける。

　──怒りにのみ込まれてはいけない。怒りはおまえに目め隠かくしをしてしまう。いま、おまえを必要としている者のことを、思い出しなさい。

　そうだ──コノエも思い出す。怒りにとらわれてはいけない。のみ込まれてはいけない。

　その脳のう裏りをいくつもの顔がよぎる。これまで出会ってきたたくさんの猫リビカたち、いま、滅めつ亡ぼうの危機にさらされている者たち、アサト、バルド、カガリ、トキノ──そして、ライ。

　自分を必要としているのだ。ライが、いま。

　コノエは自分のなかから歌がわき起こるのを聞いた。さっき歌うたいが教えてくれた歌。それはやわらかく、やさしく、すべてを包み込むような音色で鳴り響く。

　──さあ、おまえの歌を……大切な者のために。

　すっと体が浮うき上がるような感覚とともに、歌がコノエの体から解き放たれる。

　それは木々のささやき、小川のせせらぎ、射さし染める曙しよ光こう、月の滴しずく、寒い朝のぬくもり──そして、自分のよく知っている感情──これは。

　誰だれかを大切に思うこころ。

　ライの姿が見えた。コノエの歌を受けて、その体が白銀に輝かがやく。誇ほこり高く、強く、美しい命。たとえこのさき彼が闇にのまれ、自分をその手にかける日が来ようとも──自分はけっして後こう悔かいしないだろう。彼とともに過ごした日々を。彼を信じた自分を。

　ライは剣の先まで満ち満ちる力をバネに、まっすぐリークスのもとへ走る。

「その歌は……」

　リークスがたじろいだように目を見ひらく。

　その手がつむじ風を生み出し、コノエの体をとりまく。次の瞬しゆん間かん、育ちきった〝虚ウツろ〟の植物が蛇へびのようにコノエの体をからめ取った。この世の生物を拒こばむ鋭い葉が肌はだを切り裂さき、太い蔓つるが肋ろつ骨こつを締しめつける。なまあたたかい感かん触しよくが肌を伝い落ちるのを感じるが、それでもコノエは歌をやめない。命を振り絞しぼるように歌い続ける。

　そして歌に背を押されるライの体は勢いを増し──まるで帚ほうき星ぼしのように白い光の尾を引いて、見えない壁かべを突つき抜け、それでも止まらず──

　リークスの黒い影かげを貫つらぬいた。

　赤と黒と白が爆ばく発はつする。

　凄すさまじい叫び声が上がった。視界にあふれた光のなかで、中央に立った黒い影が、切れ切れに吹き飛ばされる。フィリが叫びの形のまま、みるみる黒くひからびていき、やがて消し炭のように砕くだけ散るのが見え──やがてすべてが真っ白な光のなかにのみ込まれていく。

　なにかが割れる、かん高い音が聞こえたような気がした。

　次の瞬間、堰せきを切ったように、誰かの感情がコノエのなかになだれ込んできた。

　濁だく流りゆうのようなどす黒い怒いかりと憎にくしみ──そして数知れぬ悲鳴と怒ど号ごう、リークスが手にかけてきた多くの命が、その記き憶おくのなかから苦しみと恨うらみ、絶望と悲ひ嘆たんをもって襲いかかってくる。

　リークスの記憶と感情を引き受けることになる──歌うたいの警告を、コノエは身をもって体験していた。コノエの意識は吹き飛ばされ、巻き込まれ、もみくちゃにされる。

　コノエは、リークス──私は、おまえだった。猫リビカたちを殺す手は自分のもの。震ふるえながら懇こん願がんされ、せせら笑い、血しぶきを浴びるのは自分。信じがたくおぞましい実験をくり返すのも、禁じられた力を手にし、世界を滅ほろぼそうとするのも自分だった。

　とても、耐たえられない。この数知れぬ罪悪、憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬに彩いろどられた心──コノエの心が悲鳴を上げ、ひび割れようとしたとき──それらとは違ちがう、かすかな色が心に触ふれた。憎しみの奥に深く埋うめられた、壊こわれやすい小さな感情。それは──

　──泣いている……？

　コノエは暗い濁流に抗あらがうのをやめる。その心はゆっくりと、はるかな深みへと吸い込まれていった。




　バルドは剣けんを地面に突き、激しく肩かたで息をついた。薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの床ゆかには、彼とカガリが切り捨てた小こ鬼おにの体が折り重なっている。だが彼らの方もすでにぼろぼろだった。体中に傷を負っているはずだが、痛みの感覚ももう鈍にぶい。大量に流した血のせいで目がかすみ、剣を握にぎる手にも握あく力りよくが残っていない。だが、逃にげるわけにはいかなかった。

　そうだ。もう逃げない。自分がいま向きあわなければならないのは、闇やみの魔ま術じゆつ師しでも魔物でもない、自分自身だ。かつて幼い子ひとり救うこともできなかった自分の弱さ。戦士としての強さとか力とか、そういうものに幻げん惑わくされ、本当の強さがなんであるかに気づいていなかった。

　剣の道に見切りをつけ、すべてを忘れて生きようとしていた。だが常に、自分が敗残者だという思いがつきまとっていた。そんなときライと、コノエがやってきたのだ。なぜ自分の過去をあんなにも素す直なおに吐と露ろしてしまったのだろう。ずっと年下で、自分からはほんのこどものように見えるコノエに。

　たぶん、彼がこどもだったからだ。呪のろいや悪意に苦しめられていながら、なおも屈くつしようとしない。世界がすばらしいものになりうると、心の底では信じている、そんな若者だからこそ──いま、こうしてバルドを動かしている。

　凄すさまじい地じ響ひびきに、バルドは顔を上げる。洞窟の入口近くでは、満身創そう痍いのアサトが、大だい蛇じやを壁に叩たたきつけている。大蛇は鱗うろこがはげ落ち、血まみれでのたうっていたが、最後の力でアサトの肩に牙きばを埋める。アサトは自身も血まみれになりながら、それでも蛇を壁に叩きつける。衝しよう撃げきでバルドの立っている床まで揺ゆれるようだ。

　一いつ拍ぱくおいてバルドは気づく。たしかに床が揺れている。目の前の戦せん闘とうによるものではない。これは──？

　そのとき天てん井じようが裂け、裂け目から白い光がほとばしった。床が跳はね上がり、太い蔦つたが剝はがれて落下してくる。わずかに生き残っていた小鬼が悲鳴を上げて逃げ惑まどう。バルドはすぐ背後にいたカガリの腕うでをつかんだ。

「やばい！　外に出ろ！」

「アサト！」

　カガリが呼びかけると、アサトが蛇の巨きよ体たいから手を離はなす。蛇はずるずると壁にそって滑すべり落ち、その足下に原形をとどめず横たわる。彼らは何度も揺れる床のうえで倒たおれながら、懸けん命めいに出口をめざした。頭上から瓦が礫れきや樹の破は片へんが降りかかる。途と中ちゆうで追いついたアサトが、巨体を折ってバルドたちを抱かかえ込み、壁にひらいた裂け目に突っ込んでいく。木の裂ける凄まじい音が耳をふさぐ。

　気づいたとき、彼らは外にいて、てっぺんから火を噴ふき出す巨木を見ていた。意識しないまま、バルドの口から叫さけび声がほとばしった。

「コノエ……！」




　トキノはバリケードを越こえて襲おそいかかってきた死者を、握りしめていた棒で思いきり殴なぐりつけた。彼と何十匹ぴきかの猫リビカは〝二つ杖つえ〟の遺構に立てこもり、山車だしや露ろ店てんを壊した材木や荷車で出入り口をふさいで守っていた。

　ずっとどこからか歌が聞こえていた。上空から降りそそぐ、全身の毛が逆立つような、気持ちの悪い歌と、それをかき消すように市内のいたるところから上がった〝賛牙〟たちの歌。彼らの歌が高まるにつれ、猫たちを襲う死者の動きが鈍ったように感じた。それでトキノたちは襲しゆう撃げきから逃のがれ、こうして拠きよ点てんを守って戦うことができたのだった。

　ふと、コノエはどうしているだろうと思った。なぜかこの異常事態に、自分の友だちが深くかかわっているという気がした。

　あたりは宵よいのように暗く、寒い。いったいなにが起こっているのか。このまま世界は終わってしまうのだろうか。

　ともすれば絶望にのみ込まれそうになる心を、耳になじみのある歌が引き上げる。どこかで声を合わせてうたっている〝賛牙〟たちの歌が聞こえた。


　──たとえ月星が落ちて闇に包まれるときも

　　　大地が尽つきて海に沈しずむときも

　　　われらともに生き、ともに歩もう……



　建物のなかの誰だれかが、それにあわせてうたいだす。たちまち暗い部屋のなかに、勇ましい歌声が満ちた。トキノも声を張り上げてうたう。幼いころからみなが聞き、なじんできた歌だ。

　粗そ野やでさえある猫たちの歌声に、不気味な旋せん律りつはすっかりかき消され、つかの間トキノは絶望を忘れた。たとえこのまま世界が終わるとしても、自分たちはここで戦い抜ぬこう。自分たちの世界をたとえわずかでも勝ち取るために。

　歌が高まり、終わった。トキノは棒きれを握りしめたまま、かたく身構える。

　しばらくして、外が静かになっていることに気づいた。あの不気味な歌も、〝賛牙〟たちの歌も、それに犠ぎ牲せい者しやを求めて歩き回る、死者たちのかさかさした足音も聞こえない。

　あたりは夜明けのように薄うすい光に満ちていた。トキノはためらいがちにバリケードのうえによじ登り、天を仰あおいだ。その目を一いち条じようの光が射る。天の中央で重なっていた月から、細く、だが力強い光がひとすじ現れていた。見る間にそれは明るさを増し、暗い空のなかで宝石のように輝かがやきを放つ。トキノの口から歓かん喜きの声がほとばしった。

「月が生き返った！」

　重なっていた月が離れるに従って、あたりは光に満ち始める。街路には倒れてもとの眠ねむりに戻もどった死体が散らばっている。猫たちは次々と歓かん声せいを上げながら、光のなかに飛び出していく。彼らは祭を思い出したように、街路でうたい、手を取りあって踊おどった。

　トキノだけがひとり、みるみる透すき通った青さを取り戻していく空を見上げていた。その口から懸け念ねんに満ちたつぶやきが漏もれる。

「コノエ……」




「アサト！」

　カガリの金切り声に、バルドは我に返った。振ふり向くと、アサトの巨体が揺らめき、地響きを立てて崩くずれ落ちる。カガリが悲鳴を上げながらその体に駆かけ寄る。バルドも急いでかたわらに立った。黒い毛で覆おおわれた体から大量の血が流れ出している。無む惨ざんな傷口がひらき、背中にはいくつも木の破片が突つき刺ささっていた。バルドとカガリをかばって受けたものだ。横たわった巨体が激しく引きつり、牙のある口からどす黒い血があふれ出す。内臓もやられているのか。

「アサト……アサト……！」

　カガリが泣きながらその体に取りすがるが、出血が止まるようすはない。青い目は虚うつろに見ひらかれ、巨体が激しい痙けい攣れんを始める。バルドはなすすべもなくその場に立ちつくしていた。カガリがやさしい手つきで目のそばの毛をなで、ささやきかける。

「アサト……ごめんよ。あの子が言ったとおりだ。いくら姿形が変わろうと、おまえはやっぱりアサトだよ……」

　痙攣が弱まり、小山のような体が弛し緩かんし始める。バルドは忌いまわしい血に支配された若者の最さい期ごを、痛ましい思いで見守っていた──が、ふと、その心の端はしを不ふ審しんがよぎる。アサトの体がさっき思ったより小さく見えはしないか？　いや、それどころか、見る間に縮んでいるのでは？　それだけではない。その全身を覆っていた粗あらい毛が、薄れてきている。

「──カガリ」

　思わず警けい戒かいするような低い声が出て、泣き伏ふしていたカガリが顔を上げる。そのあいだにもアサトの体は小さく、細くなっていく。頭上の角があとかたもなく消え、すらりとした素す足あしが草のうえに横たわり、鉤かぎ爪づめのない手が力なく投げ出される。

　やがてバルドたちが信じがたい目で見守るなか、どす黒い血の海には一匹ぴきの若い雄おす猫が横たわるだけになっていた。いくつも傷が刻まれてはいるものの、浅黒い体はほっそりと引き締しまり、健すこやかな四し肢しには異形の名残なごりもない。髪かみと尾おはつややかな黒い毛で覆われている。若くあどけない顔が、ぴくりと動き、まぶたが震ふるえながら開けられる。黄昏たそがれの色の目が不思議そうに瞬またたき、カガリを見上げる。

「アサト……！」

　カガリが涙なみだと喜びで顔をくしゃくしゃにして、その場に座り込んだ。アサトは呆ぼう然ぜんと自分の体を見下ろし、周囲を見回したあと、目の前で炎ほのおを上げる巨きよ木ぼくを見上げた。

「──コノエ……！」




　コノエは長い夢を見ていた。

　ある魔ま術じゆつ師しの夢だ。

　魔術師は、ひとりだった。藍ラン閃センの街はずれにひっそりと暮らし、誰と言葉をかわすこともなく、日々、研究にあけくれていた。街の住民たちはそんな彼を忌き避ひし、いつしか邪じや悪あくな術を用いると恐おそれるようになった。多くの者は自分と違ちがったものを恐れるからだ。

　魔術師に邪悪な意志はなかった。ただ世界の秘密を知りたかったのだ。だがみなに恐れられ、憎にくまれることによって、その心はさらにうちへと向かい、閉とざされていった。憎しみが彼を恐れられる者にと変えていったのだ。彼は自分の住すみ処かを術によって隠かくし、誰にも立ち入れないようにした。

　だがある日、その封ふう印いんを破る者が現れた。

　それは一匹の〝賛サン牙ガ〟だった。彼は魔術師を恐れなかった。彼は美しい声で歌っていた。その歌は深く閉ざされた魔術師の心を揺ゆさぶった。

〝賛牙〟は魔術師の住処を訪おとずれるようになった。名を、シュイといった。魔術師はシュイに問いかけたことがある。

　私が恐ろしくはないのか？　ほかの猫ねこはみな、私を邪悪な魔術師だといって恐れているのに。

　シュイはやわらかな目で魔術師を見つめ、首をかしげた。

　そんなふうには見えないな──彼は言った──私には、きみはただの孤こ独どくな猫に見える。

　魔術師は多くの知識を持っていた。呪じゆ文もんで魔物を呼び出す方法も、生命そのものを創つくり出す方法さえ知っていた。だがそのとき魔術師ははじめて、自分が孤独だということを知った。

　魔術師は自分が創り出した小こ鬼おにと暮らしていた。小鬼は彼が教える言葉を覚え、歌を覚えたが、彼の心を満たすことはできなかった。魔術師は自分でも気づかぬうちに、シュイの訪問を心待ちにするようになっていた。

　一方、小鬼の方は、シュイに敵意を持っているようだった。彼を、自分たちの閉ざされた世界に割り込んできた闖ちん入にゆう者のように感じていたのだろう。

　ある日、シュイは自分がつくったという歌をうたった。魔術師は歌の善よし悪あしなどわからないはずだったが、その歌を聞いたとたん、これまで感じたことのない胸の疼うずきを感じた。シュイはすばらしい歌い手だった。次期の〝賛牙長〟にと望まれていたらしい。しかし〝来クル威イ〟の者たちは断固として彼を排はい斥せきしようとしていた。能力もないのに、どこにも愚おろかな猫がいるものだと、魔術師は話を聞きながら苦々しく思ったものだ。

　それからほどなくして、シュイは魔術師のもとに姿を見せなくなった。魔術師は気にしなかった。以前の状態に戻もどっただけだと思った。いや、思おうとした。だがそれは、ひどく難しいことだった。シュイの美しい歌声が、明るい笑いが懐なつかしかった。

　ある晩、だしぬけに、武装した猫たちが魔術師の住処を襲おそった。邪悪な魔術師をとらえるために領主がさし向けた部下だった。魔術師は瞬しゆん時じに事態を悟さとった。自分の住処を知っている猫はたったひとりだ。

　彼はシュイが自分を売ったのだと思った。〝賛牙長〟の地位を買い取るために。親しげな言葉も歌も笑え顔がおも、すべてはこのためのものだったのだ。そのときはじめて魔術師は、憎しみを知った。

　魔術師は憎しみの赴おもむくまま、自分をとらえに来た猫たちをすべて殺した。そして街へゆき、〝賛サン牙ガ寮リヨウ〟に火を放った。

　そうして彼は、真に恐れられる者、闇やみの申し子となったのだった。

　歌うたいの声が聞こえる。

〈私には、〝賛牙長〟の座など、どうでもよかった……〉

　リークスは──コノエのなかにあるリークスの心が、その声に震える。

〈ある日、私は呼び出された。呪のろわれた魔術師とひそかに会っていることを咎とがめられ、外出を禁じられた。誰かが来威の者に密告したのだ。リークスの居場所も……〉

　リークスもいまは、それが誰か気づいていた。なぜあのとき、気づかなかったのか。あの小鬼はずっとシュイに敵意をもっていたのだ。

〈……だがそれも、彼がきみを、心から慕したっていたからこそだ〉

　歌うたいの声はやるせなく、悲しげだった。

〈すまない……私はただ……きみを守りたかっただけなのに……〉

　コノエのうたったあの歌を聞いたとき、リークスはすべてを忘れた。切ない胸の疼きがよみがえり、心はかつてシュイがはじめてあの歌をうたったときに戻っていた。

　なぜあんなにもすべてを憎んだのか。コノエを選び、呪のろいをかけ、この場所へと導いたのか。

　それは、きっと……

　もういちど、あの歌を聞きたかったのだ。

　もういちど。

　もういちどだけ……。

　コノエはいつしか涙なみだを流していた。リークスの記き憶おくは彼自身のそれと入りまじり、心のなかに静かに横たわった。おぞましさは悲しみにとけ込み、それも胸を切り裂さいたが、もう耐たえられないことはなかった。

　すべては取り返しのつかない過去。リークスは泣くこともできずに、憎しみの鎧よろいをまとって、ずっと心の底にこの思いを抱かかえ続けてきた。だからコノエが、かわりに泣くのだ。

　やさしい手がそっと髪かみに触ふれ、コノエは顔を上げる。目の前に歌うたいがいて、あたたかい目でコノエを見つめていた。

〈コノエ……悲しい運命を背負わされた子よ。ずっと陰かげながら、おまえを見てきた〉

「ずっと……？」

　コノエは心がやわらぐのを感じながら、不思議に思って聞き返す。歌うたいは目を細めてうなずいた。

〈おまえは……母さんに似ているな〉

　コノエは思わず声を尖とがらせる。

「噓うそだ。おれは──おれが似ているのは……」

　リークス。自分は感情の器うつわとして生まれた、リークスの分身なのだから。それを思い出すとまた、自分が空っぽになったような気分になる。しかし歌うたいはそっと首を振ふる。

〈いいや。本当だ。そのきかん気そうな目なんか、本当に母さんそっくりだ〉

　愛情を込めてそう言われると、コノエは急にうれしくなる。

「母さんを……知っているのか？」

　歌うたいはそれには答えず、なにかを思い出すようにやさしい笑みを浮うかべた。コノエはまた不思議な感情にとらわれる。この猫が自分のすべてをわかってくれているような、くつろいだあたたかい気分。

〈さあ、お行き。おまえがこれから進むべき道へ。思うがままに、心のままに、おまえが選んだ道を、精いっぱい歩きなさい〉

　歌うたいは微笑ほほえみながら、彼の背後を示す。

〈みんなが、おまえを待っているよ……〉

　コノエはゆっくりとうなずき──




　──目を開けると、青く澄すみ渡わたった空が、木の間隠がくれに覗のぞいていた。空の中央には丸い陽の月が浮かんでいる。しばらくぼうっとしてそれを見上げたあと、ハッとする。

　それでは、月はもとに戻ったのか？　ここはどこだ？　ライは──？

　身を起こそうとすると、体のいたるところに刻み込まれた傷がずきんと疼く。コノエは痛みをこらえて頭を持ち上げ、あたりを見回す。

　数歩離はなれたところに、同じように起き上がるライの姿が見えた。コノエはほっと息を吐はき出す。ライはこちらに気づくと、大たい儀ぎそうに立ち上がり、歩いてくる。端たん整せいな顔も手足も傷だらけで、毛並みにも血がこびりつき、惨さん憺たんたるありさまだ。自分も似たようなものだろう。コノエはようやく体を引き起こし、草のうえに座った。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　ふたり、同時に問いかけて、思わず噴ふき出した。ライがコノエの横に、どさりと座り込む。和なごんでいた目が、コノエの顔に投げられたところで、少し見ひらかれる。

「おまえ、耳が……」

「え？」

　コノエはあわてて耳に手をやったが、触れた感じに変わったところはない。だがそのとき、視界の隅すみをうねうねと動く尻尾しつぽに気づいた。もとの色に戻もどっている。腕うでと足の痣あざも消えていた。呪いがとけたのだ。

　コノエはライのはだけた胸にも目をやり、そこからも痣が消えているのを確かく認にんし、ほっと息をついた。

「──リークスは……」

　ライが目を上げてつぶやく。コノエはその視線をたどった。

　彼らの背後に、あの巨きよ木ぼくがそびえていた。だがその幹のなかばから先は裂け、いまもなお黒い煙けむりが立ちのぼっている。自分たちはあの高みから吹ふき飛ばされたのだろうか？　だとすると、よほど運がよかったのか──それとも、何者かが守ってくれたのか……。

　コノエは静かにつぶやく。

「リークスはいま、おれのなかにいる」

　ライが驚おどろいたようにこちらを見やった。コノエはくすぶり続ける巨木を見上げながら、ひとりごとのようにつぶやく。

「体と精神は消えた。あんたの剣けんが貫つらぬいたとき。でも心は──記憶は残っている。ここに。いちど切り離された〝感情の器〟が、本体のもとに戻った。そういうことかもしれない」

　リークスの心がなだれ込んできた直後の、耐えがたい混乱と苦痛はもうおさまっていた。だがあの痛みはまだ残っている。自分の手が多くの命を奪うばい、蹂じゆう躙りんした感覚。絶えることのない痛み。きっと生きている限り、この痛みは心の底にずっとつきまとうのだろう。

　でも、リークスの記憶を得てわかったことがある。どうして気づかなかったのだろう。もっと早く気づいていたら、顔を見て呼びかけられたのに……

「……父さん」

　ずっとコノエを導いてくれた、いつもあたたかい目で、懐なつかしそうに自分を見つめた、あの歌うたい──シュイ、彼は……。

　あの楽師の斑猫がしてくれた話を思い出す。〝賛サン牙ガ長〟になるまえに、来クル威イによって殺された、悲運の〝賛牙〟──あれは、コノエの父のことだったのだ。彼とリークスのあいだにあった真実は、いまはコノエだけが知っている。

　そのとき、だしぬけに声がした。

「ほう、おまえたち、生きていたか」

　憤ふん怒ぬの悪あく魔まラゼルと、快楽の悪魔ヴェルグが、いつの間にか背後に現れていた。コノエたちははじかれたように立ち上がり、耳を伏ふせて身構える。

「いやー、とうとう終わったなァ！　これこれ、このみなぎる感じ！」

　ヴェルグが上じよう機き嫌げんで言い、ぐるぐると腕を回し、ラゼルも満足げに告げる。

「我々の力は無事、もとに戻った」

　言われるまでもなくわかった。二匹ひきとも、存在するだけでこちらを圧あつ倒とうする凄すさまじい気を、体中から放散している。はじめて見たときと同じように。ついさっきまで、まるで仲間のように感じていたが、そんな生やさしい存在ではないということをいやおうなしに思い出す。

　彼らとのあいだに結ばれた休戦協定は、リークスを倒たおすまでという条件だった。いま、リークスは消えて悪魔たちの魔力は戻った。それはつまり、彼らの格好のエサであるコノエは、いつでもとって食われる危険にさらされるということだ。

　だが驚いたことに、ヴェルグは身構えているコノエを興味なさそうに一いち瞥べつしただけだった。

「おーおー、そんな顔しなくたって、もう手出しはしねぇよ。いまのおまえなんか、まずくて喰くえたもんじゃねえ」

「え……？」

　意表を衝つかれるコノエに、ラゼルが肩かたをすくめて説明する。

「おまえはリークスと統合した。つまり〝感情の器うつわ〟ではなくなったということだ。もはや特別な魂たましいではない──エサとしてはな」

「それどころか、おまえを喰うってことは、リークスを喰うってことだ。うう、冗じよう談だんじゃねえ。考えただけで虫むし酸ずが走るぜ」

　言っていることは筋が通っている。だが魔力に満ちあふれた悪魔たちのまえでは、とても警けい戒かいを解く気になれない。とはいえ、コノエは気づいて問いかける。

「ほかの二匹は……」

　カルツとフラウドの姿がない。

「消えた。ま、我々には関係ないことだがな」

　ラゼルが気のない調子で言い、コノエはちらりとライを見やった。するとフラウドは、ライによって倒され、カルツはアサトの爪つめにかかったまま、消しよう滅めつしたということらしい。フラウドがいなくなったことは正直ほっとしたが、カルツについては複雑な気分だった。悪魔といえども死ぬことはあるのか。

「なんか骨折り損って感じだが、まあおまえが喰えなくても、エサはほかにもあるからな。力が戻っただけでよしとすっか。じゃあな」

　ヴェルグが無造作に片手を上げたあと消え、ラゼルも、

「もう二度と会うこともないだろう」

　と皮肉っぽく言ったきり、宙にかき消えて見えなくなった。

「消えたか」

　ライがつぶやき、ふたたび草のうえに腰こしを下ろした。コノエも息をついてその横に座る。

　終わったのだ。呪のろいも、悪夢も、闇やみとの戦いも──。

　いいや、ライのなかにある闇は消えたわけではない。コノエのなかにはリークスの暗い記き憶おくが静かに横たわっている。闇は消え去ったわけではない。生きるということは誰だれしも、自分の長い影かげを引きずって歩いていくことなのだ。

　でも、これが自分の選んだ道。歌うたいの──父の声が耳によみがえる。

　思うがままに、心のままに、おまえが選んだ道を、精いっぱい歩きなさい。

　父とリークスが歩み得なかった道。ほんの小さなきっかけで心と心はすれ違ちがい、取り返しのつかない悲劇を生む。コノエは以前とは違う目でライを見やり、少し笑った。ライはまじろぎもせず、黙だまったままコノエを見ている。

　そして頭を下げ、そっとコノエの肩に押し当てた。そのぬくもりが、言葉をかわさなくても伝わってくる。

　自分たちを呼ぶ声が聞こえた。向こうからアサトとバルド、カガリがやってくる。コノエたちは、彼らと生きている喜びを分かちあうために立ち上がった。

　みんながおまえを待っている。世界はまだ生き続けている。彼らは歩み続けるだろう。光と闇に彩いろどられた不完全な世界で。
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「目を開けてよく見ろよ！　それともあんたの頭についてるそれは飾かざりものか!?」

　コノエは怒ど鳴なり、カウンターに掌てのひらを叩たたきつけた。カウンターに載のっていた魔ま物ものの角が、その勢いでわずかに飛び跳はねた。係官はびっくりしてカウンターの向こうでのけぞり、助けを求めるようにコノエの背後に目を向ける。しかしそこにはコノエの数倍は無ぶ愛あい想そうな猫リビカが、隻せき眼がんに不ふ穏おんな光を宿して黙り込んでいる。コノエの啖呵とライの目つきと、どちらに押されたのかはわからないが、係官はそそくさと証しよう拠この角を引き取り、賞金を払はらってくれた。

　表通りに出たところで、ライがつぶやく。

「……おまえ、柄がらが悪くなったんじゃないか？」

「あいつがくだくだと難なん癖くせつけて、金を払わないからだろ。角じゃ証拠として不十分だって？　なら、魔物の死体をわざわざ藍ラン閃センまで引きずってこいっていうのか？　これだからお役所仕事ってのは！」

　憤ふん懣まんやるかたなく、コノエが毒づくと、ライがうなずいて同意した。

「まったくだ。今度はあのカウンターごしに死体を放り込んでやろう」

　コノエは足を止めて、相棒の顔を見上げる。

「…………冗談だろ？」

　ライはにこりともせずに答えた。

「冗談だ」

　コノエは思わず噴ふき出し、ライも口もとをわずかに動かす。いまではコノエも、これがライのおかしがっている表情だと理解していた。

「おれの柄が悪くなったとしたら、あんたのせいだからな」

「なぜ、俺のせいになる？」

「当然だろ。こんな稼か業ぎように引き込んだんだから」

「俺はなにもしていない。おまえがついてきただけだ」

　それはたしかにそうだ。でもしかたないではないか。ライが以前のとおり賞金稼かせぎを続けているとなれば、相棒の自分もその稼業をやらざるを得ない。

　べつに、それが嫌いやだということもないが。

　藍閃は、あの祭のときほどではないが、かつて以上の盛せい況きようを見せていた。何度も来ているのに、コノエはいまだに街の喧けん噪そうに慣れない。だがあの厄やく災さいの爪つめ痕あとさえ感じさせない街の繁はん栄えいは、コノエに誇ほこらしさの混じった喜びを与あたえてくれる。

　月げつ蝕しよくのあと〝失シツ軀ク〟は下火になり、森の多くをのみ込んでいた〝虚ウツろ〟も徐じよ々じよに縮小して消えていった。猫たちはふたたび安心して狩かりや採集をできるようになり、魔物も集落の近辺では姿を見せなくなった。それはコノエたち賞金稼ぎにとっては、素す直なおに喜んでばかりいられる事態でもなかったが、そのかわり、荒こう廃はいした時代の落とし子ともいうべき無法者はまだ森に多く出しゆつ没ぼつし、隊商や孤こ村そんを脅おびやかしていた。近ごろは街や村も荒廃から立ち直り、豊かになったぶん、賞金稼ぎを雇やとう余よ裕ゆうも出てきた。つまり当分のあいだ、コノエたちが食いっぱぐれる心配はないようだ。

　もうじき春の祭の時期だ。街を行き交かう猫の顔は一様に明るく、以前は見かけることのなかった雌めすの姿もちらほら混じっている。治安がよくなったためだろう。コノエたちは慣れた道をたどり、一いつ軒けんの宿屋に足を踏ふみ入れた。

「バルド、おれたちだ。また世話になる──」

　カウンターの奥に向けて声をかけると、むさ苦しい髭ひげを生やした宿の主が、厨ちゆう房ぼうから顔を覗のぞかせる。

「おう、お帰り」

　挨あい拶さつしかけたバルドを押しのけるようにして、奥からもう一匹ぴきの猫が飛び出してきた。

「コノエ！　帰ってたのか？」

「トキノ！」

　コノエもその顔を見て声を弾はずませる。彼らは以前と同じように、互たがいの肩かたに顔をすりつけて再会を喜んだ。商あきない猫であるトキノはこの宿にもよく出入りするようになっていた。

「ちょうどよかった。アサトも来てるんだ。いま、呼んでくる──」

　彼が言い終えるまえに、窓から声が聞こえた。

「コノエ！」

　アサトが窓のそとにぶら下がってこちらを見ていた。コノエが喜びの声を上げると、勢いよく窓から飛び込んでくる。バルドがぼやく。

「いいかげん、ふつうに出入りしろよ」

「コノエ、大だい丈じよう夫ぶか？　ケガはしなかったか？　あいつにひどいこと、されていないか？」

　アサトはあいかわらずの敵意をこめてライを見やる。コノエは笑った。

「大丈夫。久しぶりだな。おまえもしばらくここにいるのか？」

「ああ、次はトキノたちといっしょに、東の方へ行こうかと思っている」

「へえ？」

「そうなんだ。季節がよくなってきたからね」

　楽しげに旧交をあたためるコノエたちを見ながら、ライはむっつりと押し黙だまっている。そのライにさりげなくバルドが近づいてささやく。

「なんだ。不満そうだな」

「どこが」

「……雄おすの嫉しつ妬とは見苦しいぞ」

　にやにやするバルドに、ライの凍こおるような視線が投げられる。

「……貴様、せっかく拾った命を取られたいのか？」

　しかしバルドは余裕の笑え顔がおで返す。

「ほぉ？　俺を負かせるようになってから粋いきがるんだな」

「ふざけるな。たかが宿屋の亭てい主しゆのくせに！　表に出ろ！」

「おう、望むところだ。あれからどれくらい上達したか見てやる」

　すかさずアサトがカウンターの奥からバルドの剣けんを取って放り、二匹ひきは睨にらみあいながら宿を出て行く。コノエは頭を抱かかえた。

「ああ……また始まった。──なんで剣を渡わたすんだ、アサト！」

「……なんとなく」

「いいじゃないか。あれで双そう方ほう楽しんでるみたいだし」

　あわててあとを追うコノエのあとからついていきながら、トキノが無責任なセリフを口にする。店の前ではすでにライとバルドが激しく切り結んでいた。通りがかった猫リビカたちがあわてて逃にげ出し、遠巻きにようすをうかがっている。この宿に来るたびにくり返される光景だ。いつもながら無む駄だのないライの剣さばきと、見たところは適当だがそれをいなして切り込むバルドの技わざに、やきもきしていたコノエもつい見とれてしまう。トキノがああ言ったが、じっさい彼らは、心から楽しそうに見えた。

　夕食はバルドの手料理をふるまってもらった。ライはあいかわらず、ゲンさんの作ったものしか口にしないが、一同は再会を祝して遅おそくまで語りあった。

「このあいだ、はじめて海を見た」

　アサトが報告し、コノエは身を乗り出す。

「すごいな！　本当に？」

　アサトははじめて見た海のようすを、目を輝かがやかせてコノエに語った。彼はあれから祇シ沙サの各地を見て回っている。ときどきはコノエたちと行動をともにするが、今度は行商に出るトキノたちに同行するらしい。まるで生まれ変わったように生き生きと話をするアサトを見ると、コノエは自分のことのようにうれしくなった。

　ある意味、彼は生まれ変わったのだ。最後の戦いのとき、ともにいたバルドによると、アサトは大量の血を流したあと、魔ま物ものの姿からもとに戻もどったのだという。あのとききっと、冥メイ戯ギの血が流し尽つくされたのだろうと。本当のところはわからない。だがもう、アサトは自分のなかの闇やみを恐おそれてはいない。

　カガリは吉キ良ラに戻った。アサトも、いずれは戻るつもりらしい。でもそのまえに、世界をすべて見て回りたいと言っている。かつては吉良が彼の世界のすべてだった。彼の変化をコノエは好もしく、そしてほんの少し誇ほこらしく思っている。アサトの冒ぼう険けんのきっかけに、自分が関係していると思うと。

「もしかしたらあいつ、いまに外海に漕こぎ出そうとでもするんじゃないか？」

　部屋に引き取ったあと、ライがぽつりと言った。コノエは興奮して声を弾ませる。

「それはすごいな。いつかあいつのことをうたった歌ができるかもしれない」

「ふん、どこか遠くの島に行ったきり、帰ってこなければいい」

「あんたはまったく……」

　コノエはライのまえに立って腰こしに手を当て、大おお仰ぎようにため息をついてみせた。

「……なんでみんなと仲よくできないんだ？」

「誰だれ彼かれかまわず、なれ合うつもりはない」

　と言いつつ、ライにも変化らしきものはある。バルドに対しても、表面的には憎にくまれ口を叩たたいているものの、再会した当初の、むき出しの刃は物もののような嫌けん悪おや憎ぞう悪おは伝わってこない。たぶん心のなかでは、もうバルドを許しているのだろうと思う。正面切ってそれを認めることはしないだろうが。つくづく、めんどくさいヤツだと思う。

「……あんたの性格を変えようとしたおれが馬ば鹿かだった」

　コノエがあきらめて言うと、ライは、

「まったくだ」

　と、そっけなく返す。二匹は押し黙ったまま身み繕づくろいを始めた。コノエが寝ね床どこに潜もぐり込もうとするころ、ぽつりと向かいから声がかかった。

「……なんなら、あいつらといっしょに行商に行くか？」

　唐とう突とつなライの言葉に、コノエは毛布を持ち上げたままの姿勢で、きょとんとする。

「誰が？　おれが？」

　ライはさりげなく、目をそらす。

「おまえが、この稼か業ぎようが嫌いやだというなら」

　しばらくして、コノエは、ライの言っている意味を理解する。昼間、こんな稼業に引き込んだといって、自分がライを非難したことを言っているらしい。

「気にしてたのか？」

「べつに」

　ライはそっぽを向いているが、白い尻尾しつぽがうねっている。コノエは噴ふき出しそうになったが、懸けん命めいにそれを押し隠かくす。そもそも自分が不用意なひとことを言ってしまったせいで、ライがよけいな気を回しているのだ。

「嫌じゃない。この仕事は……緊きん張ちよう感かんがあるし、自分の能力も生かせるし……」

　コノエは真しん剣けんに考えながら、答える。

「それに、平和に暮らそうとしてるほかの猫たちの生活を守ることになる。だから、本当のこと言うと、けっこう……気に入ってる」

　はじめは、ライのそばにいるために始めた仕事だ。ライのなかにいる暗い半身は、完全に消え去ったわけではない。自分の方も似たようなものだ。ことによるとなにかのきっかけで、心の奥に眠ねむるリークスが目覚め、自分を変えてしまうかもしれない。

　ときどき、恐ろしい夢を見てうなされることもある。でも目覚めて、隣となりにライの姿があるとほっとする。もし自分がある日、自分ではなくなってしまったら──取り返しのつかないことになるまえに、きっとライが止めてくれる。そう、信じられるから。そして、逆もまた。

　でもいまは、この仕事自体に魅み力りよくを感じ始めている。荒こう廃はいしきった祇沙に、少しでも秩ちつ序じよを取り戻し、ふつうに暮らそうとしている猫たちの助けになればいい。もう〝贄にえ〟や、猫同士が殺しあい、食いあうような時代が、二度とめぐってこないように。

　ライが、確信のこもったコノエの言葉を聞いて、安あん堵どしたようにつぶやく。

「そうか」

「それに、おれはあんたの相棒だろ？」

　コノエがにやりとして言うと、ライはあっさりとうなずく。

「ああ、俺の相棒はおまえだけだ。だから、ほかの連中となれ合う必要など感じんな」

　それとこれとはまた別だと思う。だがつまり、ライにとってはなれ合いたい相手は自分だけということで……。

「なにを赤くなっている。馬ば鹿か猫」

「なんでもない。もう寝ねる」

　コノエは勢いよく毛布に潜り込んだ。

　ライも変わった。ときどき、予想もしてない殺し文句をこちらに突つきつけてどきまぎさせる程度には。

　じっさい、ライのなかの影かげは、急速にその存在を薄うすくしている。コノエが悪夢にうなされることも、近ごろはずいぶんなくなった。世界から闇が消え、傷きず跡あとが癒いやされていくとともに、自分たちの心も受けた痛手から回復しているのだろうと思う。

　ライがなにげない口調で言った。

「次は、西の山地を根城にしている無法者を片づける」

「ああ」

「その帰りに……刹セツ羅ラにいちど、寄ってみようと思っている」

　コノエは驚おどろいて、向かいの寝しん台だいを見やった。ライはこちらに背を向けて横たわっている。コノエの顔に、ゆっくりと笑みがのぼる。

　そう、生きていさえすれば、傷は癒されることもある。過去の陰かげから抜ぬけ出すこともできるだろう。それがとても取り返しがつかないように思える過去でも。完全に傷跡がなくなることはなくても。

　これからも自分は生きていける。この猫とともに、生きていく。







　あとがき







　お待たせいたしました。『ラメント』２巻をお贈おくりいたします。

　波は乱らんに満ちたコノエの旅も、これで終わりを迎むかえることになります。

　さて、ゲームの方では後半、選せん択たく肢しによって別々のルートに分かれていくのですが、小説ではいかんせん、ひとつのルートに沿って物語を動かしていくことになります。別ルートのエピソードもできるだけ取り入れているのですが。このゲームの魅み力りよくは「一対一のつきつめた人間（猫ねこ？）関係」だと思うので、それを生かしつつ、一冊に入れ込める長さにおさめるためにも、涙なみだをのんであきらめざるを得ません。割りを食ったキャラには心中で「ごめん！」とわびつつ、筆を進めました。彼らのファンのみなさまにも申し訳ないことです。勘かん弁べんしてくださいませ。

　とはいえ、彼らもちゃんと活かつ躍やくしていますので、お楽しみに！

　もともと私、「みんなでがんばる話」が好きなんですよね。脇わき役やくでも誰だれでも、その人の人生では主人公は自分ですものね。ただそのドラマが、ヒーローものかコメディかというだけで……。私の人生はおそらく後者です。

　というわけで、後藤版『ラメント』は、ちょっぴり、「みんなでがんばる話」要素が多くなっているかもしれません。




　ところで、このお話を書いてはじめて気づいたこと。

　それは〝人〟って言葉が使えないと、物語を書くのがとってもたいへんだということです。「人ごみ」「人ひと違ちがい」「人なつっこい」、あと「役人」「友人」「人生」などなど。日本語にこんなに〝人〟がたくさん使われているなんて！　これまで気づきませんでした。この苦労はきっと、原作者の淵井さんと私にしかわからないんじゃないでしょうか。日本に生まれたことを少し悔くやみました。だって英語なら「友人」は「フレンド」で「役人」は「オフィサー」じゃないですか。英語というのは人と動物間の差別が少ない（？）言語なんだなあ……。

　話は変わりますが、すみません、ここでちょっと宣伝です。徳間書店さんからも本が出ました。『スクウォッター　僕と僕らの境界線』（徳間デュアル文庫）後藤リウ初の現代を舞ぶ台たいにしたお話で、オリジナルです。こちらもよろしくお願いいたします。え、いえ、も、もちろん角川書店さんで出てる本もお願いいたしますですよ（びくびく）。




　それでは、ここまで読んでくださったみなさま、ありがとうございました。原作の魅力を少しでも伝えられたならさいわいです。





後藤　リウ　　
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